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デ ータベー ス は、 わが国の情 報化の進 展上 、重要 な役割 を果 たす もの と期 待 されて い る。

今後 、 デー タベ ー スの普及 によ り、わ が国 において健全 な高度情 報化社会 の形成が期待 さ

れ る。 さ らに海 外 に対 して提供 可能 なデ ー タベ ースの整備 は、国際的 な情 報化へ の貢献 お

よび 自由な情報 流通 の確保 の観 点か ら も必要 であ る。 しか しなが ら、現在 わが 国で流通 し

てい るデー タベ ースの 中で わが国独 自の もの は1/3に す ぎな いのが現状 で あ り、わが国

デ ータベ ー スサ ー ビスひいて はバ ラ ンスあ る情 報産業 の健 全な発展 を図 るために は、わが

国 独 自のデ ー タベ ー スの構築 お よびデ ータベ ース関連技 術の研究開発 を強力 に促進 し、 デ

ー タベ ー スの拡 充 を図 る必要 が ある
。

この よ うな要 請 に応え るため、(財)デ ー タベ ース振 興セ ンターで は 日本 自転 車振興会

か ら機械 工業振 興 資金 の交付 を受 けて、 デ ータベ ースの構築お よび技術 開発 につ いて民 間

企 業、 団体等 に対 して委託事 業を実施 してい る。委託事 業の内容 は、社 会 的、経 済的、 国

際的 に重要 で 、 また地域 およ び産業 の発展 の促進 に寄与 す ると考え られて い るデ ータベ ー

スの構築 とデー タベ ース作成 の効率化 、流通 の促進 、利 用の 円滑化 ・容 易化 な どに関係 し

た ソフ トウ ェア技術 ・ハ ー ドウ ェア技 術で あ る。

本事業 の推進 にあた って、当財団 に学識経 験者 の方 々で構成 され るデ ータベ ース構築 ・

技 術 開発促進委 員会(委 員 長 山梨学 院大学 教授 蓼沼 良一氏)を 設 置 してい る。

この 「在宅勤 務者 サ ポー ト・デー タベ ー スの構築調査 」 は平成4年 度 の デ ータベ ースの

構 築促進 お よび技術 開発促 進事業 と して 、当財団が(株)志 木 サテ ライ トオ フ ィス ・ビ ジ

ネ スセ ンターに対 して委 託実施 した課 題 の一つで あ る。 この成果が 、デ ー タベ ースに興 味

をお持 ちの方 々や諸 分野 の皆様方 のお役 に立て ば幸 いであ る。

な お、平成4年 度 デー タベ ースの構築促 進お よび技 術開発促進事 業で実施 した課題 は次

表の とお りで あ る。

平成5年3月

財団法 人 デ ー タベー ス振 興 セ ンター



平成4年 度 デ ータベ ー ス構築 ・技 術 開発促進 委託課題一 覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1変 異タンパク質配列データベースの構築 日本電子計算㈱

2新 聞縮刷版見出 しデータベースの構築 ㈱朝日新聞社

3フ ァジィに関する文献データベースの構築 (財)日本情報処理開発協会

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築 ㈱小田島

5交 通事故調査データベースの構築 (財)日本自動車研究所

6楽 器データベースの構築 ㈱ダインメディアサービス

7人 体計測データベースの構築 (社)人間生活工学研究セン

社 会 タ ー

8大 学におけるデータベース利用教育 システムのプロ 日外アソシエーツ㈱

トタイプ作成

9先 進複合材料データベースの構築 (財)次世代金属 ・複合材料研

究開発協会

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調 (財)地図情報センター

査

11地 域流通最適化データベースのプロ トタイプ作成 (社)日 本 ボラ ンタ リー ・チェ

一ン協会

中小企業振興 12異 分野研 究のための知 的オ リエ ンテー ション ・デ ー ㈱けいはんな

地域活性化 タベースシステムのプロ トタイプ作成

13在 宅勤務者サポー ト・データベースの構築調査 ㈱志木サ テライ トオ フィス ・ビ

ジネスセ ンター

14銅 基複合材料日本特許英 文データベースの構築 神鋼 リサーチ㈱

15技 術協力供与機材データベースのプロ トタイプ作成 (財)日本国際協力 システム

海 外 16先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ一夕ベ 科学技術青報研究所㈱
一ス化の調査研究

17マ ーケテ ィングコー ドの英文 デー タベースの構築 ㈱帝国データバ ンク

18安 全研究における多重シソーラス ・システム構築の ㈱紀伊國屋書店

ための基本安全用語データベースの開発

193次 元マッピングデータベースの技術開発 ㈱日本総合技術研究所

20デ ータベース検索サポー トシステムの調査研究 セントラル開発㈱情報図書館

技 術 RUKIT

21グ ループウ ェアにお けるデータベ ースシステ ムに関 ㈱ イフ ・ア ドバ タイジング

する調査研究

22パ ー ソナル コンピュータとLANの 利用によ る非定 ㈱ メイテ ック

形データベースのプロ トタイプ作成

23知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジャパ ンコ ミュニ ケーシ ョン

ズイ ンステ ィテユー ト
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1.概 要と本報告書の構成



「



1.1概 要

「在 宅勤務 」 は、情報 社会 にお ける特徴 的な働 き方 にな る と予 想 され て いるが、 日本 の

将 来にお ける、その普及 の道 筋が明確 に示 されて い るわ けで はない。 「在 宅勤務 者サ ポ ー

ト・デ ータベ ー ス」は、就業者(ワ ーカー)の 意識 やニ ーズを踏 まえ た うえで 、 ワーカ ー

側 および在宅 に適 した仕 事 を有 して い る企 業や個人 に と って、真に役立 つ デー タベ ー スと

して構 想 され た ものであ り、それ は情報社 会の健全 な発達 をよ り促進 させ るデ ー タベ ース

とな ると考え られ る。

本構 築調査 で は、上 記の よ うな デー タベ ースを成 立 させ るための諸条 件 を、心理 的側面、

組織 的側面、経 済的側 面、技 術的側面 とい う4側 面よ り子細 に検討 し、 また学 識経験 者か

らの意 見聴取 、 ア ンケー ト調 査の実施等 の作 業 を通 じて、問題 点を整理 した うえで 、その

解 決策 とな る、 デー タベ ー ス構 築 にあた っての最終 企画案 を作 成 した。

各検 討部会 で語 られ た内容 は多岐 にわた ったが 、 もっ とも代 表的 な課 題 とい う形 で一言

に要約 すれば 、以下 のよ うな点 に なる。

・ワー カー一人 ひと りが意欲 を持 って関 わ り、成長 し続 け られ る仕組 みの創 出

(ワ ー カーの側面 にた って本 デ ータベ ースのあ り方 を検討 した心理 的側面検 討部会 で

は、 ワー カーの成長 をサ ポー トす る仕組み等 を考察)

・在宅勤務 者へ の継続 的な仕事 の流れの創 出

(仕 事 を出 す側 の企業 に焦点 をあて た組織 的側面検 討部会 では、 いか に した ら在宅 勤務

者へ仕 事が継 続 して 流れ るかを中心的 に考 察)

・デー タベー ス提 供 セ ンターの役割の明確化 と経営 的に成立す る仕組み の創 出

(本 デー タベ ー スの提供 が ビジネ スと して成 立す るか否か を論 じた経 済 的側 面検討 部会

で は、企業 とワーカーを結ぶ効 果的 な仕組 み とデー タベ ース提供 セ ンターの役割 につ

いて考 察)

・デ ー タベ ー スの コ ンセプ トを もっと もよ く具 現化す る技 術 ・システ ムの選択

(技 術的側 面検 討部会 で は、 このデ ータベ ー スに関 わ る各人 に とって 使 いやす く、かつ

本 デー タベ ー スの コ ンセプ トを もっと もよ く体現 す る最適 の技 術や システ ムにつ いて

考察)

最終企画案 で は、本 デー タベ ースが あ くまで も在宅勤務 者側 にたち、個 々人 の ワーカ ー

の成 長 と利益 を優先 した デ ータベース システムであ る とい うことを確 認 した うえで、r自

立共生 型 デー タベ ー ス システ ム』 とい う概 念 を提 示 、①分 散型ネ ッ ト、② パ ー ソナル ヒュ

ーマナ イザ ー
、③ マル チメデ ィア、④参 画 システ ムとい う特 徴を備 えた りレー シ ョナル型

一9一



のオープ ンシステ ムを提案 した。,

デー タベ ース 自体の 中身 は、 〈雇用情報 デ ー タ〉〈教育 ・研 修 デー タ〉<ラ イフス タイ

ル支援 デ ータ 〉〈業務 ・管理 デー タ 〉〈研 究 ・開発デ ータ 〉の5つ の基本 的なデ ー タ部 分

か らな り、TEXT系 のデ ータ とと もに画像系 デー タ、 グラフ ィ ック系 デー タ も蓄積 出来

るよ うに設計 され る。 またそれ に併設 して会員 のSIGコ ー ナー等 か らな るく交流 コーナ

ー 〉が開設 され る
。

事業化への方 策 と して は、第1フ ェーズ(シ ステ ム開発期)、 第2フ ェーズ(地 域 ネ ッ

ト拡大期)、 第3フ ェーズ(利 潤 還 元期)で の事 業展 開を考 え てお り、約3年 の うちに会

員数を1万 名 にす るための企画案 と して いる。

一10一



1.2本 報 告 書 の 構 成

本書 は、1章 か ら5章 までで構成 され る。第1章(1.概 要 と本 報告書 の構成)は 本報

告書 の概要 と構成 を記 した章だが 、それ以 降の章 では、 ほぼ報 告書 作成 にあた っての調査

検討 のプ ロセスをその まま反映 させ る形の章構成 とな って い る。

第2章(2.在 宅勤務者 サ ポー ト・データベ ース構 築の背景 と意 味)で は、本 デ ー タベ

ースを構築す る ことの意味 を
、 とくに社会的 な観点 か ら記 し、 また このデー タベー スの構

築 と事 業化が 日本の情報化 の、 よ りよ い進展 のために どの よ うに寄 与す るかを記 載 した。

第3章(3.構 築 にあ た って の問題 点 の整理 と解 決への模索)で は、デー タベー ス構 築

にあた っての 問題 点の洗 いだ しと整 理の ために設 けた4っ の側 面 か らの検討部会 での検討

経過 を示 し、各側 面か らの問題点等 の整理 を行 った。 また、個 別 の テーマに関 しての学識

経験者 の意見 や専 門家 に依 頼 した内容の原稿 を、併 せて掲載 した。 と くに既存 の商用電子

ネ ッ トワー クのなかで在宅 勤務者 が ど う働 いて い るかに関 しての調 査 デー タは、在宅勤 務

者の ニーズの高 ま りを示す もの と言 え よ う。

第4章(4.デ ー タベ ー スの企画原 案 の構築 とその検 証)は 、3章 で の検討 を踏 まえた

うえで 、企画原案 を作成 し、それ を主 婦(ヤ ング ミセ ス、 ミセ ス、 シニア ミセス)、 シニ

ア層、ハ ンデ キ ャ ップの方 、 フ リー ラ ンス層、大学 院生 、計40名 に見せ てア ンケー ト形

式で意見 を聴取、 その結 果 を集計 、分 析 した。 また、企 画原案 を学 識経験者 に提 示 し、よ

り詰 めた形 での ヒヤ リング も行 い、 その結果を次章 、最終 企画 案へ の参考 とした。

第5章(5.最 終企画 案 と事業化へ の方策)で は、それ まで の討 議、検討 を踏 まえ た う

えで、最終 企画案を作成 し、また事業 化 に対 しての段 階的な達 成 の ビジ ョンを提 示 した。
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2.在 宅勤務者サ ポー ト・データベース

構築の背景 と意味





2.1在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・ デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 背 景

2.1.1ア メ リカ に お け る在 宅 勤 務 者 の 増 加

ア メ リカで 「在 宅勤務 」 に相 当す る単語 は数 多 い。 「ホー ム ワー ク」を は じめ と して 、

「エ レク トロニ ック ・コテ ー ジ」 「ワー クステ ィデ ィング(自 宅工場)」 「ワー ク ・ア ッ

ト・ホーム」 「フ レックシプ レイ ス(フ レックスタイムで働 ける場所)」 「テ レワーキ ン

グ」 「テ レコ ミュー テ ィ ング」な ど様 々な名称 で呼 ばれ るが 、 これ はそれ だ け在宅勤務 が

アメ リカにお いて は定着 して きた ことの現れ であ る とい う。(注1)現 在 、 アメ リカで は

約660万 人の ホー ム ワー カーが い る と推計 され、 またその数 は年 々増加 の傾向 をたど っ

て い るとい う。(注2)

ア メ リカの場合 、 と くに西海岸 で こう した 「テ レワーキ ング」あ るい は 「ホームオ フ ィ

ス」化 の傾 向が顕 著 に現 れて い るが、 これ は一 つ には通勤用 の 自家用 車 によ る排気 ガス問

題が切 実な課題 と して あ り、行政機 関 も積極 的にあ と押 しして、 こう した流 れを早 めてい

る。 また アメ リカで はいわゆ るア ン トレプ レナー シップ(起 業家意識)が 高 く、独立 して

自宅 で ビジネ スを始 め る とい ったパ ター ンが多 い とい うこと もホー ムオ フ ィス増大の理 由

と してあげ られ る。

国土 が広 く、 またマネ ジメ ン トの仕方 も日本 とは異な るア メ リカの実状 を、 日本 にその

ままあてはめ るこ とは出来 ないが 、現実 的 に在宅勤 務化が急速 に進ん で いる とい う事実 は、

こう した働 き方 が わが国で も可能 なので あ る、 とい うことを示唆 しては くれ る。

いわ ゆる 「職 住近接 」の働 き方で 、少人数 が本社 とは離れ た 自宅近辺 の オ フ ィスで働 く

とい う 「サテ ライ トオ フ ィス勤 務 」に して も、 日本 の場合 には、 日本独 特 と も言え る仕事

のや り方が ネ ックとな って 、い ま一 つ普及 して いない とい う現 状が あ る。少 々極端 に言え

ば 「対面型の机 配置で 、常 に上 司 と部下 、同僚が顔 を突 き合 わせて いなけれ ば、心配で仕

事 も出来 ない」 とい った 日本 的な仕事 の仕方 を前提 と して考 えれば、離 れて仕事 をす る と

い うこと自体、 まず は抵抗 が あ る事柄 なので あ る。

しか しなが ら、その一方 で 、在宅勤 務を強 く望んで い る層 も多 い。 日本 におけ る在宅勤

務 を望 む層を、主 婦層 、高齢者層 、 身障者層 、 フ リーラ ンスおよ びその 希望者層 、大学院

生層 とい う形で分 け、 それぞれ のニ ー ズの在処 を以下 に述 べ る。

(注1)「 ホ ー ム ワ ー カ ー ーオ フ ィ ス勤 務 か ら在 宅 勤 務 へ 」

(ウ ィ リア ム ・ア トキ ン ソ ン著/㈱ 住 信 基 礎 研 究 所 監 訳1989年

(注2)リ ン ク リソ ー シス社(LinkResourcesCorp.)の 調 査 に よ る。

(「 日経 オ フ ィ ス」1992年8月 号P.15)

日経BP社)
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2.1.2主 婦 層の在宅勤 務 に対 す るニーズの在処

女性 のrM字 型 」 と呼 ばれ る就業 曲線 の形 はよ く話題 とな るが、20才 代 の後半か ら女

性 の就業率が低 くな り、また30代 の半 ばか ら就業率 が高 ま るとい う現象 は、 日本 におい

て のみ顕著 にみ られ る事 柄で あ る。(図2-1参 照)女 性 に とって は、家 庭 に入 ることイ

コーノレ仕事 を辞 め る こと、 とい った事実 が現在 の 日本 において は認 あ られ る。 しか しなが

らそ うした現 実 とは別 に、彼女達 の多 くが、意識 と して は働 き続 けたい とい う願望を持 っ

てい る ことも、 また各種 の調 査 デー タが示す ところで あ る。(注3)

女性が働 き続 け ることのモ チベ ー シ ョンとな る要素 は、社会 にかかわ り続 け社会参加 し

た い とい う意識上 の要因 、収入 を得 た い とい う経済上 の要因 な どが あげ られ るが 、現 状で

は、女性 達の そ う したニー ズを充 たす よ うな制度 は残 念 なが ら確立 され て はいない。育児

休 暇制度を長期化 すれ ばい い、 とい った意 見 もあ るが、育 児を しなが らで も働 け る制度が

望 まれて いる とい う声 も高 い。子供 のそば にいつっ在宅 で仕 事が 出来 るこ とを理想 として

考 えて いる主 婦層 も多 いので あ る。 また、最近 と くに顕 在化 して きた もの に、寝 た きり老

人な どの被 介護者 を家 庭 に抱 え た場 合、 とくに主婦層 に過度 の負担 がの しかか って くると

い う問題 があ る。 こう した家庭 の事 情を背 負い込ん で しま った場 合、仕事 を続 ける ことは、

現状で は極めて 困難 となるが、 ここで も在 宅勤務 の発想 を取 り入れれ ば、状況が好 転す る

とい うこと も考 え られ る。在宅勤 務へ のニ ーズ は、 まず は主 婦層 の間にか な りの度合で み

られ るとい うことが分 か る。
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(注3)「 コ ミュニ テ ィ ミセ ス の ワ ー キ ン グマ イ ン ド調 査 」

(志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス/PIサ ポ ー ト研 究所1990年 私 家 版)他 。・

2.1.3高 齢者 層 の在 宅勤 務 に対 す るニ ーズの在処

退職 後の高齢者 層 に とって は、 自分 に合 った働 き口を見 いだ す こ とはなかなか難 しいが 、

それ まで に培 って きた専 門職 能 を活 かせ るよ うな仕事 が在宅で 出来れ ば、 と考 え る層 は多

い。 現在 も高齢 者事業 団等 の組織 を通 じて、高齢者 ・退職者 の仕事 を斡旋 す る機 関 はあ る

が 、 ほ とん どの場合 、単純 な肉体 労働 とい った形 の ものが多 く、 と くにそれ まで知 的業務

につ いて いた人材 に とって は不 本意 な場合 が多 い。

「職住近 接 」を うた った志木 サ テ ライ トオ フィスの実験 のなか で も、高齢者 に対 してサ

テ ライ トオ フ ィスで仕事 を しません か との アプ ローチを行 った ところ、そ こそ この反応 が

あ り、退 職者層 の様 々なニ ーズの在処 が理解 出来 た。 「名 刺が な くな り不安で あ る」 と こ

ぼ していた元商社 重役 、 「毎 日が 日曜 日で、公的 な市民大 学等 に も参加 してみたが1年 程

で それ に も飽 きて しま った 」 と発言 す る大手企業の元総務 課長 な ど、退職 まで に行 って い

たホ ワイ トカラー的 な職 種 を求 めて い る層が確実 に存在 す る とい う感触が つかあ てい る。

高齢 者の場合 、一般 的 に言 われ るよ うに、新 しい事柄 に対 しての対応性 が芳 しくな い と

い った傾 向は確 か にあ ると思 われ るが、行 き場が な く蓄積 されて いるエネルギ ーが 膨大 な

もの に上 る とい うこ とは確実 に言 え るので ある。

2.1.4身 障者層 の在 宅勤務 に対 す るニーズの在処

身障者層 に関 して は、本 文中 に も、身障者 に対 して の コ ンピュータ教育 を行 って お られ

る成 田博士 への ヒヤ リング内容 が掲載 されてい るが 、在宅 で仕事 が出来れ ば、 と思 って い

る層が確 実 に数多 く存在 す る。

一 口に身障者層 と言 って も、重度 の障害を持つ者 か ら軽 度 の もの まで 、その実 態 は千 差

万別 であ るが、通 信機 器や特殊 な各 種OA機 器類の 発達 によ って、多 くの障害者 が コ ンピ

ュー タ等を使 い こなせ るよ うに現在 はな って いる。

そ う したなかで、彼 らの在 宅勤務 へ のニ ーズは高 いが、 また 同時 に、身障者本 人 ばか り

で な く、 その家 族 に とって もその ニ ーズは大 きな もので あ るとい う。身障者層が 仕事 をす

る とい う体験 の中で 、身 障者 本人 が 自立心 をさ らに養 うよ うにな ると共 に、家族 の成 員 も

あ る種の 自信 を持つ よ うにな る。

現 在、 身障者 に対 して のOA系 の教育 を行 うよ うな施設 が い くつか出来て きて い るが 、
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そ こで習得 した ことを活かせ る場 と して 、 「在宅勤務 者 サポ ー ト ・デ ー タベ ース」が有効

に機 能す る ことが求 め られて い るよ うで あ る。

2.1.5フ リーラ ンス層 およ びその 予備軍の在宅勤 務 に対 す るニ ーズの在処

いわゆ るフ リーラ ンスワーカー と して 、仕事を して い る層 に は、 すで に在宅勤務 を して

い る もの は多 いが、 こう した層 が望 んで い るの は、在宅 勤務 をす る際の、よ り具体 的、実

践 的 な情 報の獲得で あ り、 また営 業機 会 の増 大であ る。

よ り実 践的な情報 とは、例え ば在宅 勤務 に向 いた通信 機器 や機 能 的で コ ンパ ク トな机の

商品名 であ った り、家族 とど う接 してい くか といった ノウハ ウであ った りす る。

営業機 会の増大 とは、 と りもなお さず仕事 を得 るとい うこ とであ る。 も し 「在宅勤 務者

サ ポー ト・デ ータベ ース」が一種 の営 業 サポ ー トと して 機能す るので あれば、既存 の プ リ

ー ラ ンス層 は
、喜んで このデ ー タベ ー スに登 録 し、 また繰 り返 しア クセス して くれ るであ

ろ う。

一方
、現 在 は企業 に通勤 す るサ ラ リー マ ンであ るが、将 来 は独立 したい と思 って い る層

は多 い。調 査結 果で は 「機会 が あれ ば独立 したいですか 」 とい う質問 にイエ スと答 え るサ

ラ リーマ ンは常 に全体の3,4割 に は達 す る。(注4)

現在の よ うな不 況下の 日本 にお いて は、 ア メ リカに見 られ るよ うに、起 業家意識が 高 く、

独 立 して会社 を起 こそ うとい う層 は、必 ず しも増加 して い るわ けで はないが、 しか し潜在

的 に は、独立 したい とい う層 がか な りい る ことは事 実で あ り、経済 状況等 が許 せば ア ン ト

レプ レナー(起 業家)の 数が増 え るこ とは容易 に予想 出来 る。起業 家が皆 、在宅 で事業 を

始 め るわ けで はないが、有名 な ビ ッグ企 業の なか に も、 自宅 の一室 か らその歴史 が始 ま っ

た とい う企業 は数多 い。 フ リー ラ ンスあ るいは独立希 望者層 に と って、在宅勤務 のニ ーズ

はかな り高 い とい うことが 出来 よ う。

また、起業す る人材が 減 る とい うこと 自体 は、 日本 の長期 的な産業 の進展 に 目を向 けれ

ば、 け っ して望 ま しい傾 向で はな いわ けで、 こ こは公 的な支援策 が求 め られ る分野 で もあ

る。

(注4)「 葛西産業拠点/ア ン トレプ レナー発掘の ための調査報 告書 」

(東 京都 労働経 済局1992年)他 。

2.1.6大 学院生層の在 宅勤 務 に対す るニーズの在処
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学 生層 のなかで も大学 院生 は、それぞ れ専 門性 を有 して お り、高度 な業務を こなす 際に

期 待 され る戦 力とな りう る可 能性 を秘 めてい る。 と くにオ ーバ ー ドクター と言われ るよ う

な層 で は、経済的 な要 因 もか らみ 、 自 らの専 門性 を活 か し、かっ報 酬が得 られ るとい った

話 が あれ ばす ぐに反応 す る とい うことが十分 に予想 出来 る。 その意 味で在 宅勤務 に関 して

の ニ ーズ はか なり高 い層 なので はないか と推察 出来 る。
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2.2在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー汐 ベ ー ス の 意 味 と 果 た す 役 割

2.2.1ワ ー カ ー の ニ ー ズ を 充 た し企 業 の 要 請 に応 え る役 割

主 婦層、高齢者層 、身 障者層 、 フ リーラ ンスおよ びその希望者 層 、大学院生層 とい う各

層 に関 して、在宅勤務 に対 して のニ ーズが高い とい うことを述 べて きたが、 「在 宅勤 務者

サ ポー ト・デー タベー ス」を構築 す ることは、 まず はそ う した各層 のニ ーズに応 え る とい

う役 割を担 うもので あ る と言え る。

通 信機器が発達 した現在 において は、在宅勤務 は物理 的 には十分 可能 にな って い ると言

え るので あるが 、在 宅勤務 の普及 を 占う鍵 は、 日本型 の従来 か らの マネ ジメ ン トの仕 方 に

あ るので はないか と も考 え られ る。上 司か らみ て、部下 が近 くにいな い と仕事 を してい る

よ うに思え ない、また部下 に しっか りと到達 目標 を示 した うえで切 り分 けた仕 事の指 示 を

す ることが 出来ず 、 「あ うん の呼吸 」で何 とか仕 事を こな そ うとす る姿勢で は、在宅 勤務

者 を増や し、育 ててい くことは難 しい と も思わ れて くる。

しか し現在 は、各 企業 と も、ホ ワイ トカラーの知的生 産性 につ いての議論 が声高 に語 ら

れ るよ うにな って きてお り、今 まで のよ うな曖 昧な形 での マネ ジメ ン トの仕 方で は企 業 間

競争 に対応 しきれな くな って きて い るの も、 また事実 であ る。

いか に企業 自体 を ス リム化 し、外注 化 も効果 的 に用 いて 、効 率 よ く企業 を運営 して い く

のか とい った ノウハ ウが 、 いまま さに求め られ て いる と も言 え るので あ る。

そ うした状 況を考 えれ ば、先 に述 べた各層の ニ ーズを充す よ うな形で の企業側 か らの業

務 の発注依頼が 、今後増加 してい くとい う将来像 を描 くこ とは不可 能で はな い。

「在宅勤務者 サ ポー ト・デ ー タベ ース」を構築 し、 ワーカ ー側 の各層 の切実 なニ ーズに

応 えて い くだけでな く、 それが 同時 に企業側の要 請 に も応 えて い くことにな る とい う、 相

互 にメ リッ トを享受 出来 るよ うな形 を創 り出す ことが 、 ここで求 め られ てい る ことで あ る。

「在宅勤務者 サ ポー ト・デー タベ ース」は単 に ワー カー各層 に とっての もので あ るだけ

で な く、企業 のニ ーズ に応 え 、 またそれが 日本 の経済 活動 のよ りよ い発展 を導 く一 方策 と

な る ともとらえ られ るめで あ る。

2.2.2分 散 型就業 形態 に よ る一極集 中の是正

「在宅勤務者 サ ポー ト・デー タベ ース」が構 築 され、十全 に機 能す るよ うになれ ば、在

宅勤務者 は、 どこでで も仕事 をす る ことが 出来 るよ うにな る、 と考 え られ る。 もちろん、

細 か な打 ち合 わせ等、顔 を合 わせ て行わ なければ な らない もの も残 るであ ろ うが、基本 的
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な コ ミュニ ケー シ ョン手段 が通信 回線 を用 いた もの になれば、理論 的に は、 ど こでで も業

務 を遂行す ることが 出来 るよ うにな るのであ る。

これ は・分 散型 オ フ ィス とい った言葉で も語 られ る、 サテ ライ トオ フィスに代 表 され る

よ うな就業形態 の オ フ ィスが追 い求 め て きた、一極 集中の是正 に対 しての有 効 な支援策 と

な る もので あ る。

「在宅勤務者 サ ポー ト・デー タベ ー ス」 に登録 し
、仕事を得 られ る ことで、 自らの出 身

地で あ る過疎 の村 に帰 れ る(Uタ ー ン)と い うことも可 能 にな るであ ろ う し、 また会 社 の

所在地 に縛 られ る こ とな く、 自由 に居 住の地を定 めて住 む とい うことが具現化 す る。

Uタ ー ンだ けで な く、Jタ ー ンや1タ ー ンといった現象 もさ らに加速化 され 、 なか に は

「半農半情 」 とい った形 で、農業 をや りっつ情 報産業 に身 を委ね る とい った こと もよ り具

体化 して くるに違 いな い。

必 ず しも 「在宅勤務 者 サポ ー ト・デ ー タベース」が、上記 のよ うな点を意 図 し、強調 し

て構想 され た もので はな いが 、構想 の よ うな形で 、 この デー タベ ースが機能 すれ ば、結 果

と して、一 極集 中が是正 され るよ うな形で、 いろい ろな動 きが現 れで て くるで あろ うと思

われ るのであ る。 一
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2.3在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タ ベ ー ス に お け る

在 宅 勤 務 者 の 範 囲

在宅勤務 者 には二つの タイプがあ る。一つ は、企業 に属 した上 で、在 宅勤務 を行 うとい

うパ ター ンで あ り、 この場 合 には一社 員 の勤 務場所 が、 たまた ま自宅 であ る とい うことが

言 え る。 こう した勤務形 態 は、 「テ レコ ミューテ ィ ング」(電 子通勤)と も言われ る。 日

本 で も、 このよ うな形 態 は行われて お り、 また通 産省 や 日本サ テ ライ トオ フ ィス協 会 とい

った機関で も、 こうした勤務形態 に関 しての研 究が行 われて い る(注5)が 、 まだ企業 内

で一般化 して い る就 業形態 とい うに は程 遠 い。

一 方
、 もう一 つの在宅勤務 の形態 は、企業 に属 さず に、在 宅勤務 を行 うとい う形態 であ

り、 この場合 に は 「テ レコ ミューテ ィ ング」 とい う言葉 はあて はま らな い。 企業 か ら仕事

を請 け負 うことはあるが、企業 に社 員 と して常勤 雇用 されて いるわ けで はない。 こ うした

就 業形態 は、現在で もフ リー ランス ワー カーの間で広 く行われ てい る形態 であ るが 、積極

的 に 「ホ ームオ フィス」 と して と らえ られ てい るわけで はな く、仕方 な く選択 して い る働

き方 とい った消極 的な とらえ られ方が一 般 的で あろ う。

ここで、 「在 宅勤務者 サ ポー ト ・デ ー タベ ース」を構想 す るにあた って は、上記 の二つ

の在 宅勤務者(ホ ーム ワーカー)の うちの後者 を主 た る対象 と して、 まず は考え る ことと

した。 フ リーラ ンス的に働 く人材 が ワー カー と して登 録 し、業務 の外注化 のニ ーズを持 っ

て いる企 業 と結 び付 け る ことを考 え るのが、 まず は第 一の眼 目であ った。 その意 味で 、さ

しあた っそ、 企業内 に常勤 雇用 され た うえで 、在宅 勤務 を行 うワーカ ーは、本 報告書 で扱

う在 宅勤 務者 の範囲外 と した。本報告 書で も第4章 の企 画原 案の作成 まで は、主 と して プ

リーワーカー的 な在宅勤 務者 のみ を対 象 と して の検討 を行 って い る。

しか しなが ら、 ワー カー側 にた って考 えれ ば、在宅 勤務 によ って、 よ り安定 的な収入 を

得 るために は、常勤 雇用 とな った うえで 在宅勤 務 を行 った方が いい とい う発想 も当然 出て

くる。 「在宅勤務 者サ ポー ト・デ ー タベ ース」 によ って 、在宅勤 務者 に仕事 が発生 し、そ

の縁 で フ リー ラ ンス ワーカーが常勤 の被 雇用 者 とな り、今度 は同様 の在宅勤 務で も 「テ レ

コ ミューテ ィング」(電 子通 勤)を 行 うよ うにな る、 とい った こと も可能 性 と して はあ り

うる。 また、企業側 に も常勤 ワーカーを雇 用 したい、 とい うニ ーズが あ る ことも十分 に考

え られ る。本 報告書 の、 ワーカーへの ア ンケー ト結果 等 も踏 まえた最終 段 階の企画(第5

章)で は、正規社 員 と して雇用 され る在 宅勤務 者(テ レコ ミュー ター)ま で も視野 に入れ

た形で の企 画案 と して い る。

また、すで に企業 に常勤 で雇用 され て い るサ ラ リーマ ン等が、 「在宅勤 務者 サ ポー ト・

デー タベ ース」 に登録 し、企業で の業 務 とは別 に、 ア フターフ ァイ ブや土 ・日曜 に在宅勤

務 者 と して の動 きをす るといった よ うなパ ター ンも考 え られ るが 、 この場合 に は、 ア フタ
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一フ ァイ ブや土 日の動 きの 部分 をさ して在宅勤務者 と言 うこととす る。

(注5)「 分散 型 オ フ ィス調査報 告書 」

(財 団法人 日本立地 セ ンター/分 散型 オ フィス推進 委員会1992年)

「遠隔情 報通信 研究 会報告書 」

(日 本 サテ ライ トオ フ ィス協 会1992年)他 。
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3.構 築にあたっての

問題点の整理と解決への模索





本調査 研究 の 目的 と意図 を うけて 、4つ の 検討部会を持 った。

〈心理 的側面検 討部会〉 〈組織 的側 面検討 部会〉 〈経済的側 面検討部 会〉 〈技 術的側面

検 討部会 〉の4検 討部会で あ る。

以下 は、それ ぞれの検討部 会の役割 の説明 と、そ の中で語 られ た問題 点 を整理 した もの

であ る。

3.1心 理 的 側 面 検 討 部 会 に お け る 問 題 点 の 整 理

在 宅勤務 を行 うワー カー に視点 を あて、 と くに在宅で仕 事 をす る際の、 ワーカーの心 理

的 な面か らの検討 を行 うのが 、 この部会 の役割 であ るし 実際 に在 宅勤務者 デ ータベー スが

立 ち上 が った際 には、そ こに登録 す る と予 想 され る人材 や、 そ う した人材 の側 か ら発言 出

来 る方 に委員 をお願 い し、検討 を行 った。 主 たる検 討課題 は以下 の よ うな点で あ った。

・在宅勤 務者 の メイ ンとな る対象者 につ いて ど う考 えた らい いか

・在宅勤 務を行 うにあた っての心理 的な不安 や不満 をど う解 消 してい くか

・ワーカ ー個人 のセ キュ リテ ィを ど う考 え るか

・在宅勤務 者 のサ ポー トと しての能力検 定 や研 修制度の あ り方

・在 宅勤務 者の ネ ッ トワー ク作 りと交流

・デ ータベ ースを作 るにあた っての登録 予想者 の意見の収集 を ど うす るか

3.1.1在 宅勤務 者の主 た る対 象

特定 のパ ソコ ンの操作 が出来 る人 、 またそれ を使 ってプ ラ ンニ ング等 の 出来 る人や、能

力 ・技 術 はあ って も、人 との折衝 が苦手 とい うよ うなデザ イナー等 。他 に高齢 者、退職者

のrシ ニ ア』層 。つ ま り、漠然 と在 宅勤務 者 とす るよ りも、 あ る程 度の枠 の 中で対象者 を

絞 りこもうとい う意見が まず出 た。対 象者 の絞 りこみでは、既存 の資格 を有 してい る者 に

つ い て、 とい う形 もあ るが 、例え ば新 しい分 野 と しての 「マル チ メデ ィア」関連 の技術 を

有 した者 を対象 とす る、 とい った こと も検討 され た。

一方で
、専 門職 的で ない、内職的 な仕事 を希望 している一般的 な主 婦 ワーカー も対 象 に

組 み入れ るべ き、 とい う意見 もあ り、 出来 るだ け幅広 く対 象者を考 え る とい うことが、本

調査 の意図 す る ところで もあるので、十 分 に技 量が ない人材 に関 して は、 後 に述 べ るよ う

な一種 の研修 制度が必 要 との意見 も出 た。
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3.1.2在 宅勤務 に あた っての心理 的 な不安 や不満 の解消

料金体 系 につ いての不満 、不 安 に関 して は、 ワーカーの技量が一 定の ライ ンに達 した時

点で 、その レベ ルに応 じた仕 事を紹介 、料 金 はその レベル相応 の形 で支払 われ る もの とす

る、 とい った ことで公平 さを図 る ことが検討 され た。

さらに、仕事 が継続 されな い ことか らくる暮 らし向 きの不安 も語 られた。 これ について

は本人の実 力、努力 に負 うと ころ大 とい った意見で あ ったが 、 ワーカー と企 業の 間に立つ

デー タベ ー ス運 営企業 のあ り方が 問われ る ところで もあ る とい う考 え も示 され た。

十分 に技量 が ない ワー カーが かかえ る不 安 と して は、 自分 に 出来 る仕事 はあるのか 、あ

った と して も企業 サイ ドのニ ーズ に遭 っただ けの技 量が あ るか、 とい った こ とが 予想 され

ると して検 討 され た。 これ にっいて も、研 修 、講習、 さ らに は検定 制度 や専 門的な ス クー

ルの設置 で対応 した らど うか とい う形 で話 し合 われ た。

デー タベ ースを通 しての仕 事 とい うことで 、人 との コ ミュニ ケ ー シ ョン不足 か らくる欲

求不満 も大 いに考 え られ る とい う意見 も出 た。 これ には技術面 での研修 、講 習 とは別 な意

味 を持 った セ ミナー等の開 催の有効性 が語 られ た。 この セ ミナー は、 自分 の仕 事が社 会 に

とって大 きな意 義を持つ もので あ るとい った ことを認 識 させ る場で あ ると同時 に、参 加者

との情報 交換 、 コ ミュニ ケー シ ョンの場 に もな り、孤独感 、閉塞感 の解消 に もつ なが るの

で はないか とい うことが話 し合 われた。

「自分が どん な仕事 を して い るのかが見 え に くい(仕 事 の全体像 が見 えな い)」 とい う

ことか らくる不安 、不満 につ いて も語 られ、登録 す る ワー カーが 自分の 関わ ってい る仕事

の全体像が 把握 出来 、rl年 後 の 自分が 見え る』状況 を作 るこ との大切 さを強調 す る意見

が 出され た。

3.1.3個 入 の セ キ ュ リ テ ィ

性別 、経歴 、専門分野、 これ まで の実績等 は出来 るだ け詳細 にデ ー タベ ー ス上 にのせ る

が 、氏 名等 は記 載せず 、登録 者 に番号 をつ け る ことで、個人 のセキ ュ リテ ィを守 るとい う

提案 があ った。

自分の情報 を知 られ た くな い と同時 に、DMの 対 象者 と して利用 され た くない とい う意

見 もあ った。

3.i.4能 力の開発や研修 制度の あ り方
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検定 によ って能力 を客観的 に判 断 出来 るの は、在宅 勤務 者、 また仕事 を発注す る企業双

方 に と って メ リッ トが大 きい、 とい うことで は一致 をみた。 ただ、立 ち上げの ための コス

ト面や デザイ ン関係 の評価等 の困難 さが今後 の課題 になるだ ろ うとい う意見が 出た。

在宅勤務 者 に とっての講 習や研修 は、 と くに主婦在宅勤務者 を 中心 にそ の必 要性が語 ら

れ た。従 来のパ ー ト的発想 の働 き方 で は企業側 と して も何 の期待す る もの もな い。 キ ャ リ

アの あ るプ ロ志 向の在宅勤 務者 がのぞ まれて い るとい う認 識の もと、講 習 ・研修や検定 の

有効性 が支持 された。 ただ 、有料 の受講 で あ って もよいか ら、受 講後 に具 体的 に仕事 に結

びつ くこ とがのぞ ま しい とい う意見が 出 た。

また、 これ ら研修等 は一 時仕事 か ら離れ て いた主婦 にと って は、仕 事 に入 る前 の不安要

因 の解消 のため に も有 効 な策 にな る、 とい うことで あ った。

3.1.5在 宅 勤 務 者 の ネ ッ トワ ー ク作 り と交 流

ネ ッ トワー クを作 る ことで仕 事の回 し合 いが可 能 にな り、生 活の安 定を図 る ことが可能

で はな いか 、 とい う意 見が 出た。

主婦 の ネ ッ トワー ク販売 の強固 さに話が及 び、デ ータベ ース上 の企業ベ ースの ネ ッ トワ

ー ク作 りの可 能性が語 られ た。

また、 ネ ッ トワー クの中 で、教 え る、教 え られ るの関係 も持 ち得 るとい うことで 、スキ

ルア ップにつなが る とい う考え も出 され た。

3.1.6デ ー タベ ー ス 作 成 に あ た って の 意 見 の収 集

この部 会が ワー カー 自身 に視 点を あてて諸問題 を検 討 して い くとい う役割 を担 って いる

こ とか ら、広汎 に意 見 の収集 を図 る ことで意見 が一 致 し、 ア ンケー ト、 ヒヤ リングを実施

検討課題 と した。
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(付.1)

第1回 ・心 理 的 側 面 検 討 部 会 議 事 録

〈日 時 〉 平 成4年9月11日(金)14:30～16.30

〈場 所 〉 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス

〈出席 者 〉 ◇ 尾 川 丈 一 ◇ 遠 藤 慧 子 ◇ 薄 野 圭 子 ◇ 古 川 豊 ◇ 匠 英 一 ◇ 柴 田 郁 夫

◇ 何 を対 象 と した デ ー タ ベ ー ス か

・焦 点 を ぼ か さ な い た め 、 今 回 は 対 象 を2つ に 絞 っ て 考 え て み た ら ど うだ ろ うか 。

1つ は 、 特 定 の パ ソ コ ンの 操 作 が 出 来 る 人 、 例 え ば マ ッキ ン トッ シ ュ と い う コ ン ピ ュ ー タ 、 そ れ を 使 って プ ラ ンニ ン グ

等 の 仕 事 を して い る 人 、 っ ま り 『マ ッ ク使 い 」 を 対 象 と した デ ー タベ ー ス 。

も う1っ は 、 高 齢 者 、 退 職 者 の う ち で ホ ー ム ワ ー ク 出来 る 人 、 っ ま り 『シニ ア 」 対 象 の デ ー タ ベ ー ス 。

こ の よ う な 絞 り込 み を して デ ー タ ベ ー ス を 考 え て い った ら ど うか と 思 っ て い る 。 例 え ば 『マ ッ ク使 い の デ ー タベ ー ス 」

をA社 が 作 る と考 え た 場 合 、 次 の よ うに 考 え られ る。

① 個 人 の 側 は 、 氏 名 を 記 載 せ ずOOI,002の よ う な 数 字 で 表 し、 性 別 、 経 歴 等 出来 るだ け 詳 しい デ ー タ を 登 録 す る。

② マ ッキ ン トッ シ ュ を 使 い こ な せ る 人 を ほ し い 企 業 は 、 会 費 を 払 っ て 会 員 とな り、 自 由 に こ の デ ー タベ ー ス を み て 、 ほ し

い 人 材 の 番 号 をA社 に 申 し 出 る。

③A社 が そ の 人 を 紹 介 す る 。

こ の 場 合A社 が 人 材 派 遣 業 な ら企 業 は心 配 しな い が 、 そ うで な け れ ば 信 用 度 は 低 い 。 人 材 を コ ー デ ィ ネ ー トし マ ネ ー ジ

す る 役 割 を そ の 分 野 の 専 門 家 が 集 っ て い る ネ ッ トワ ー ク と リ ン クす れ ば 、 よ り強 固 な もの に して い け る と思 う。

も との 発 想 は 以 上 の よ うな もの で あ る が 、 こ れ を 修 正 す る こ とで ビ ジ ネ ス と して 成 り立 つ デ ー タベ ー ス 作 り を 目指 した

い 。

・デ ザ イ ン 関 係 者 に は 人 との 折 衝 が 苦 手 とい う人 が 多 い か ら、 通 信 機 器 を 使 用 して 仕 事 が 出 来 れ ば 、 歓 迎 さ れ る だ ろ う 。

・ど う し て マ ッキ ン ト ッ シ ュ を 使 え る人 に 限 定 して み よ う と して い る の か 。

・知 人 の 話 な どか ら、 企 業 が 『マ ッ ク使 い 」 を 求 め て い る と 聞 い た か ら、 こ の 種 の デ ー タ ベ ー ス な ら ビ ジ ネ ス と して 成 り

立 つ だ ろ う と思 っ て の こ と。

・マ ッキ ン ト ッシ ュ は デ ザ イ ナ ー な どの ほ と ん ど が 使 っ て・い る 機 種 。 そ の ネ ッ トワ ー ク も多 くあ る 。 た だ しデ ザ イ ナ ー な

ど は 個 人 で 企 業 と っ な が りを 持 っ て い る 場 合 が 多 い の で 、 デ ー タベ ー ス に 登 録 す る 可 能 性 は 少 な い 。 企 業 で は、 マ ッキ ン

ト ッ シ ュ で 事 務 計 算 の 出 来 る 人 が 不 足 して お り、 要 望 さ れ て い る。

・確 か に 、 あ る 出 版 社 で マ ッキ ン ト ッシ ュ の ソ フ トの 販 売 を始 め た と こ ろ 非 常 に よ く質 問 が 寄 せ ら れ 、 対 応 して い る と 聞

い て い る 。

・マ ッ キ ン ト ッシ ュが 使 い こ な せ る 人 とか 、 シ ニ ア 対 象 と か に 絞 る と、 多 くの 主 婦 に は 無 縁 の デ ー タ ベ ー ス とな っ て し ま

う。 当 然 、 通 産 省 が 目指 して い る デ ー タ ベ ー ス と もか け 離 れ て しま う の で は あ る まい か 。

・勿 論 主 婦 が 登 録 出 来 る デ ー タベ ー ス とい う 点 も重 視 した い が 、 あ ま りに も漠 然 と し た もの よ り、 あ る程 度 ワ クが あ っ た

方 が 、 利 用 す る 人 に と って も 関 わ り やす い と思 う。 こ こ志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス で も、 多 くの 仕 事 を した い 主 婦 が 人 材 登

録 を して い る が、 大 部 分 は 「何 で も い い か ら仕 事 を さ せ て ほ し い 」 と い う主 婦 で 、 技 術 が あ り能 力 が あ る 主 婦 は わ ず か と

言 って もよ い 。 す べ てを ま とめ て し ま うの で は な く、 あ る程 度 ビ ジ ョ ンを 示 し た ほ う が ホ ー ム ワ ー.ク した い 人 に と って も

登 録 しや す い だ ろ う。

・あ る 程 度 絞 った 方 が 、 登 録 の 目的 が は っ き り して よ い と 思 う。

・rマ ッ ク使 い 」 と 限 定 せ ず 、 『マ ル チ メ デ ィ ア ワ ー カ ー 」 と い う範 囲 で デ ー タ ベ ー ス 作 りを 考 え て い っ た ら ど うか 。 ワ

ー プ ロ そ の 他 も含 ま れ 対 象 が ず っ と増 え る 。

◇ ワー カー と企業双方 か ら求 め られ る仕組 み作 り

・東 京一極集 中 とい う大 問題 を是正 す るため に も、 自分が 都合 の よい土地 で 中央 と隔絶 され るこ とな く仕事 が 出来 る仕 組

み と してサ テ ライ トオ フィス を推進 して きた。 電話 、 フ ァクス、宅急 便等 を駆 使 して、遠 隔地 で も仕 事が 出来 る人材派 遣

業で はない仕 組み を作 りたい と思 ってい る。

・在 宅 勤 務 者 に と って は 仕 事 の 受 注 交 渉 を 機 械 と電 子 メ ー ル で す ま せ られ るの は あ りが た い 。 デ ー タ ベ ー ス と コ ー デ ィ ネ

ー タ ー とが 専 門 分 野 や 能 力 の 把 握 を して 中 継 し、 最 終 的 に は 個 人 と企 業 と の 話 し合 い で 仕 事 の 契 約 を 成 立 さ せ る と い うパ

タ ー ンで は ど うだ ろ うか 。

・考 え られ る サ ー ビス の タ イ プ と して は 、 次 の よ う な も の が あ る。
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① 登 録 企 業 と ワ ー カ ー を ダ イ レ ク トに つ な ぐ た め の サ ポ ー ト。 単 に 両 者 を紹 介 す る だ け 。

② 企 業 と ワ ー カ ー との 間 に 立 ち 、 マ ネ ー ジす る 。 他 の マ ネ ー ジ会 社 を も登 録 して お き、 自社 で まか な え な い 場 合 は そ こ を

紹 介 す る。

・き ち ん と した 仕 組 み を 作 り さ え す れ ば、 需 要 と供 給 は あ る と思 う。 小 さ な グ ル ー プ の 中に 入 る と 、ID操 作 で 気 楽 に 仕

事 が 出 来 る の は 魅 力 だ 。 個 人 と 企 業 の ダ イ レ ク トな や り と りで は 、 雇 用 条 件 な ど細 か い 点 の 交 渉 は な か な か 難 しい 。

・個 人 の デ ー タ 内 容 は 、 時 間 が た つ と ど ん ど ん 変 わ って い く。 デ ー タ ベ ー ス の 内 容 が そ れ に 対 応 して い くの は 難 しい 。 企

業 と 個 人 が 電 子 メ ー ル の 中 に フ ォ ー マ ッ トを作 って お い て 即 、 対 応 出 来 る 形 に して お け ば面 倒 な こ と も な い 。

・ど う し た ら個 人 が 登 録 した くな る よ う な デ ー タベ ー スが 作 れ る か 。 初 心 者 を 指 導 す る な ど さ ま ざ ま な 形 で 、 登 録 した 人

を 技 術 の 向 上 の 面 か ら も精 神 面 か ら もサ ポ ー トして あ げ ら れ る デ ー タ ベ ー ス とは ど ん な もの か を考 え る 必 要 が あ る 。

・デ ー タベ ー ス の 作 り方 が 重 要 だ 。 人 材 派 遣 業 に 関 わ った 経 験 か らい う と、 こ の よ う に デ ー タ を提 供 す る シ ス テ ム は 紹 介

業 に 近 い もの で 、 企 業 に 対 し て 責 任 を 持 って 人 材 を マ ネ ー ジ し て 出 す とい う人 材 派 遣 業 と は 別 の もの 。 紹 介 業 な ら、 『民

間 職 業 紹 介 業 」 の 資 格 が 必 要 だ 。

・新 しい登 録者 が先輩 ワ ーカ ーの仕 事ぶ りを見て 目標 と してい け るよ うな仕組 み、 また仕事 の指導 や精 神面 の ア ドバ イス

な ど も簡単 に 出来 るシステ ムが 組み 込 まれて い る仕組 みを考 え てい きたい。

・企 業 が 提 示 す る 仕 事 に 対 し、 働 く側 は 数 人 で シ ェ ア を 組 ん で 取 り組 み た い とい う場 合 も あ る 。 そ の よ う な ケ ー ス に も応

じ ら れ る仕 組 み で あ っ て ほ し い 。

・メ デ ィ ア の よ い と こ ろ を 活 か して 、 容 姿 で 差 別 さ れ る な ど女 性 差 別 が な い よ うな 仕 組 み に した い 。

・あ る 程 度 の 量 が あ る デ ー タ ベ ー ス で な い と売 れ な い 。

◇ ワ ー カ ー の セ キ ュ リテ ィ等 に 関 し て の 問 題 点 の 抽 出

・心 理 的 側 面 検 討 部 会 とい う こ とで 、 こ こ で は セ キ ュ リテ ィ の 問 題 や 課 金 ・配 金 シ ス テ ム と い う点 に 焦 点 を あ て る と ど ん

な 点 に 注 意 して い った ら よ い か を 考 え た い 。

・例 え ば 「コ ン ピ ュ ー タ を 使 って の 学 術 調 査 を した い 、 っ い て は 統 計 と 医学 に 明 る く、 しか も コ ン ピ ュ ー タ が 使 い こ な せ

る 人 が ほ し いjと い う要 望 が あ っ た 場 合 、 デ ー タ ベ ー ス に 細 か く分 類 され た 個 人 の 情 報 が 入 って い れ ば、 即 応 出来 る 。 能

力 の あ る 人 の 把 握 が 出来 る と い う 価 値 は あ る 。

しか し ま た デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 個 人 の 側 か ら言 え ば 、 自 分 の情 報 を知 られ た く な い 場 合 も あ る し、DMの 対 象 と し

て 利 用 さ れ る の は い や だ と い う不 安 も 起 き る だ ろ う。

・企 業 と して は 、 引 きや す い デ ー タ ベ ー ス で あ る こ と、 個 人 の 経 歴 ・過 去 の 仕 事 ・専 門 分 野 な ど、 細 分 化 し た 項 目 が あ る

こ とが 魅 力 だ ろ う。

・登 録 者 側 か らみ れ ば 、 セ キ ュ リテ ィ と、 仕 事 が 来 るか ど う か が 問 題 だ ろ う。

・す で に あ る特 定 の 商 用 デ ー タ ベ ー ス とSIGを 作 って
、 そ こ を 検 索 す る こ とで 、 ワ ー カ ー 側 が 企 業 側 の 情 報 を 得 る こ と

も可 能 な シス テ ム を 当 面 は や って み た ら ど う か 。 例 え ば 自 分 が 仕 事 す るの を 知 ら れ た くな い 相 手 を チ ェ ッ ク した り、 仕 事

す る 企 業 が ど うい う 人 と絡 ん で い る か が 分 か る よ うな 。

・企 業 の 側 か らみ れ ば 、 誰 が どの く ら い 仕 事 が 出来 るか とい う こ と を 知 り た い わ け だ 。 仕 事 した い 主 婦 な ど を 研 修 して 、

レベ ル な ど ラ ン クづ け を し、 企 業 に 派 遣 す る こ と も出 来 る 。 た だ し、 仕 事 の 内 容 や 保 証 な ど ま で 責 任 を 持 つ こ と に な る と

大 変 だ が 。

・む しろ紹 介業 に徹 して、 個人 と企 業が ア クセ ス出来 る仕 組 みを提供 し、必 要な らマ ネー ジす る会社 を紹 介す るだけ に し

たほ うが簡 単で はな いか。

・デ ー タ は あ る程 度 デ ー タ バ ン ク に 入 っ て い る か ら 、 そ れ で よ い 。 電 子 メ ー ル 上 で 個 人 と企 業 が ア クセ ス 出 来 る よ うな フ

ォ ー マ ッ トが 入 った シス テ ム を 作 れ ば よ い 。

◇ 予 想 さ れ る ワ ー カ ー の 不 安 、 不 満 に つ い て の 問 題 点 の 提 示

・ワ ー カ ー が 不 満 を 持 つ の は 、 料 金 の 支 払 い に っ い て な の で は な い か 。 ワー カ ー の レベ ル や 資 格 、 技 量 に 合 っ た 形 で 示 さ

な い と、 不 公 平 感 が 増 して く る の で は な い か 。

一31一



・デ ー タベ ー ス に 登 録 は した もの の 、 仕 事 が 継 続 して こ な い とい う の で は、 ワ ー カ ー と して は 困 る 。

・仕 事 が 継 続 さ れ る か ど う か とい うの は 、 本 人 の 努 力 次 第 だ 。 努 力 して 実 力 さえ っ け ば、 仕 事 は つ い て く る 。

・た だ 、 デ ー タ ベ ー ス を 運 営 す る 企 業 の 努 力 もお お い に 関 係 す るの で は な い か 。

・主 婦 の ワ ー カ ー な ど は仕 事 か ら 一 旦 離 れ て い た と い う 不 安 も大 き い と思 う。 デ ー タベ ー ス に は 登 録 し よ う と思 っ て も、

自 分 に 出 来 る仕 事 は あ る の か 、 技 量 的 に 不 十 分 で 企 業 が 考 え て い る もの と は 遠 く隔 た りが あ る の で は 、 と い った 不 安 を 持

つ ワ ー カ ー は た くさ ん い る と思 う 。

・何 か 教 育 機 関 が あ って 、 技 量 を っ け た り、 技 量 ア ッ プ を 図 った り とい う こ と が 出 来 れ ば い い 。 講 習 や 研 修 が 大 事 だ 。

・デ ー タ ベ ー ス を 通 し て の 仕 事 は 、 嫌 な 上 司 の 下 で 働 く必 要 が な い とい った メ リ ッ トもあ る が 、 ど う して も孤 独 な 作 業 に

な り が ち だ 。 な に か 人 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を 持 た せ る機 会 を 作 る よ うに も って い か な い と 、 仕 事 に 行 き詰 ま りを 感 じ

た 時 な ど は解 決 の し よ うが な い。

・デ ー タ ベ ー ス 上 で の 交 流 だ け で な く、 セ ミ ナ ー で もパ ー テ ィ ー で も直 接 集 ま る機 会 を 多 く作 る必 要 が あ る と思 う。 こ の

集 ま りは 、 技 術 を 磨 く講 習 や 研 修 と は 違 っ た 性 格 の も の に す べ き で 、 も っ ぱ ら精 神 面 の ケ ア を す る もの と して 位 置 づ け た

ら い い 。

◇ 検 定 制 度 と講 習 カ リキ ュ ラ ム の 可 能 性 の 検 討

・一 般 の 主 婦 か ら言 え ば 、 パ ソ コ ンに 限 らず 簡 単 な 仕 事 も 登 録 出 来 る よ う に して ほ しい 。 家 事 や育 児 で 埋 も れ て し ま った

主 婦 の 能 力 や 、 シニ ア の 経 験 豊 富 な 力 を 活 用 す る の も 、 時 代 の ニ ー ズ で あ る 。

・講 習会 を開 いて、研 修を受 けた主 婦 を登録 す る とい うよ うな方法 では どうか。 今 は出来 ないが 講習 を受 けてか ら仕 事を

したい とい う主 婦な ども集 まれ るシス テムが よい 。

・研 修を経 れ ば仕事 が 出来 るよ うにな る とい うの が今 の主 婦 の考え 方。今 の主婦 は そのた めの 資金 はあ る程 度 出せる。

・そ の よ うな 試 み は こ こ志 木 サ テ ライ トオ フ ィ ス で す で に や って き た 。 しか し、 主 婦 の 仕 事 に 対 す る 認 識 と企 業 か ら要 求

さ れ る水 準 の ギ ャ ップ な どあ り、 実 態 は そ う 甘 い も の で は な い 。 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィス で 、 ラ ン キ ン グ判 定 の 検 定 制 度

と講 習 カ リ キ ュ ラ ム の2つ は 作 りた い と考 え て い る。

・検 定 に よ っ て 能 力 を 客 観 的 に 認 め る こ と は 、 雇 用 す る 側 に も さ れ る 側 に も メ リ ッ トが あ る 。 と くに マ ル チ メ デ ィア のニ

ー ズ は 高 ま っ て い る の で 、 能 力 の 評 価 を 作 る こ と は必 要 だ 。

・お 国がか りの検定 制度 ではな く、 さ しあ た って会社 単 位で 能力 を ラン クづ け出来 る検定 で よい。 成功 した人 の事例 をみ

る と他 の登録 者の励 み に もな る。

・デ ザ イ ン 関 係 で は 評 価 の 制 度 は な い 。 し か し 、 個 人 の 作 品 が デ ー タベ ー ス 上 で も一 目 で 検 索 出 来 る と い う利 点 が あ る。

◇ ア ンケ ー ト調 査 や ヒ ヤ リ ン グ 調 査 で 広 汎 な 声 の 収 集 を

・こ れ か ら こ の 部 会 で 検 討 して い く こ と は 、

① ワ ー カ ー 側 の 視 点 でr何 が ワ ー カ ー の 魅 力 に な る か 」

何 を デ ー タ ベ ー ス に 入 れ た ら よ い か 。 企 業 と の 関 わ り方 や セ キ ュ リテ ィの 問 題 、 講 習 体 系 、 ラ ンキ ン グの こ とな ど。

② 『そ の デ ー タベ ー ス の 魅 力 を 、 ど の よ う に して ワ ー カ ー に 伝 え 集 ま って も らえ る か 」

協 会 に 働 き か け る と か 、 広 告 の 方 法 な どア ピ ー ル の 仕 方 に っ い て 検 討 して い く。

・ア ンケ ー ト調 査 や グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー な ど を して 、 ワ ー カ ー 側 の 仕 事 に 関 す る 不 満 に っ い て 聞 い た ら ど うだ ろ うか 。

・ヒヤ リ ン グ調 査 も こ の 部 会 で して い く。 企 業 の 担 当 者 へ の ヒ ヤ リ ン グ、 ま た 単 な る人 材 派 遣 業 で は な い 仕 組 み を 考 え た

い の で 、 人 材 派 遣 業 で 働 い て い る人 の ヒヤ リ ン グ な ど を 対 象 に 。

・ヒヤ リ ン グ調 査 は 問 題 点 を み っ け る の に 効 果 的 な 調 査 と 言 え る。 本 音 で 言 え る 人 に 少 人 数 で 集 ま って も らい 話 を 聞 き、

そ の 中 か ら特 定 の 人 に 深 く調 査 を して い く。

・い くつ か の グ ル ー プ 別 に 実 施 した ら よ い 。 人 材 派 遣 業 で 働 い て い る 人 、 パ ソ コ ン 関係 の 人 、 ワ ー プ ロ程 度 が 使 え る人 、

20代 の フ リー ワ ー カ ー 、 デ ザ イ ン関 係 者 、 あ る 程 度 の 学 歴 が あ る シ ニ ア 層 、 と い う よ う に。
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第2回 ・心 理 的 側 面 検 討 部 会 議 事 録

〈日 時 〉 平 成4年10月30日(金)1600～1800

〈場 所 〉 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス

〈出 席 者 〉 ◇ 尾 川 丈 一 ◇ 落 野 圭 子 ◇ 遠 藤 慧 子 ◇ 武 田 千 香 恵 ◇ 匠 英 一 ◇ 柴 田 郁 夫

◇ ホ ー ム ワー カ ー の ス キ ル ア ッ プ と 能 力 検 定 、 研 修 制 度

・こ れ ま で こ の 委 員 会 に 出 席 した 委 員 の 皆 さん は 、 知 的 レベ ル の 高 い 仕 事 を して い る 人 が 多 く、 コ ンサ ル タ ン ト的 な 仕 事

を して い る人 や 自身 で会 社 組 織 を 起 こ して 仕 事 を して い る 人 な ど も含 ま れ て い る 。 企 業 に と って は む しろ そ の よ う な 能 力

の 高 い 人 材 を 何 らか の形 で 受 け 入 れ た い 希 望 が 高 い の で は な い か 。 と くに 不 況 の 時 代 に は 、 在 宅 で細 か い 仕 事 を こ な す ワ

ー カ ー の 需 要 は 少 な く、 ク リエ イ テ ィ ビ テ ィ の 高 い 仕 事 を こな せ る 能 力 が 求 め られ て い る と思 う。

・コス ト面 な どで 能 力 検 定 を 立 ち 上 げ る の は大 変 な こ とだ 。 こ の 心 理 的 側 面 検 討 部 会 は ワ ー カ ー側 の 立 場 で 考 え た い の で 、

ワ ー カ ー が 検 定 制 度 を ど う評 価 し受 け 入 れ て くれ る の か を 探 っ て い き た い 。

・検 定 制 度 で は 、 デ ザ イ ン 関 係 な ど の 人 の 能 力 を ど う 評'価す る の か が とて も 難 し い 。

・企業 のニ ーズに合 わせ た研修 と検 定制 度 は主婦 の要 求 に も適 うもの と思 う。

・私 が こ の志 木 サ テ ライ トオ フ ィ ス で 試 み て き た 仕 組 み も、 同 じ よ う な 発 想 か ら 始 め た もの だ 。 現 在500人 の 主 婦 が 在 宅 ・

の 仕 事 を した い と 登 録 し て い る が 、 そ の 多 くは 力 量 と して も企 業 に売 る に は 不 十 分 で 、 企 業 か ら も次 第 に 評 価 され な く な

って し ま っ た 。 い まで はr主 婦 』 を う た い 文 句 に す る の は止 め て い る 。

・確 か に 、 一 旦 家 庭 に 入 って し ま う と、 仕 事 に 対 す る 姿 勢 も違 っ て し ま う の は否 め な い か も 知 れ な い。 ま し てミ 企 業 が 仕

事 を外 注 す る 際 に は 、 企 業 内 部 の 人 よ り も も っ と力 の あ る人 を 求 め て い る 。

・自分 に 出 来 る仕 事 を こ の ネ ッ トワ ー クの 中 で み つ け て 関 わ って い く。 プ ロ の 集 団 と素 人 の 集 団 と を含 ん だ ネ ッ トワ ー ク

に して 、 企 業 か ら仕 事 を と る他 に 、 プ ロ か ら素 人 に 講 習 も して い く とい っ た 形 の 講 習 もあ る 。

・ しか し、 主 婦 は 自身 が プ ロの レベ ル に な れ な い と分 か る と、 即 不 満 を 持 ち 、 集 団 か ら抜 け て い っ て し ま う 。 授 業 料 を 払

っ て も仕 事 が 貰 え な い と分 か る と不 満 を 募 らせ る 。

・個 人 レベ ル で教 え る とい う の も、 双 方 に と っ て 不 安 で あ る 。

・教 え る 側 と教 え ら れ る 側 と い う 上 下 関 係 で は な く、 む しろ ワ ー カ ー と して の喜 び や 魅 力 を 感 じる 働 き方 、 仕 事 を 通 して

の 成 長 とい う 角 度 か ら と らえ れ ば 、 研 修 制 度 も作 りや す い の で は な い か 。 主 婦 を 代 表 とす る 女 性 の ホ ー ム ワ ー カ ー を 男 性

的 働 き方 に 近 づ け る の で は な く、 女 性 の よ さ を 生 か して い く と い う発 想 で 進 め た 方 が よ い 。 女 性 の 方 が 趣 味 は豊 か な の で 、

趣 味 を 活 か し て 仕 事 に っ な げ られ れ ば と て も よ い 。 ・一・一

・ 『FmPersonalCollege」 で は 、 週1日 、1日3時 間(昼 間)の 通 学 で1年 で 卒 業 す る シ ス テ ム 。 授 業 料 は1カ 月2

万 円 。 皆 、 仕 事 を した い と意 欲 的 に 通 学 して い る。 私 は そ こで ネ ッ トワ ー ク を 得 られ た 。 今 で は 、 そ の 主 婦 の ネ ッ トワ ー

ク を 企 業 に っ な.ぐ こ と も して い る 。'】 』

・ 町ピmPersonalCollege]は 青 山 に あ る 学 校 。 か な り遠 方 か ら、 時 間 と お 金 を か け て 通 学 して い る。 そ の く らい 意 欲

の あ る 主 婦 で な い と 、 本 当 に 仕 事 に 取 り組 む 力 は期 待 出 来 な い 。 単 に そ の 方 法 を 電 子 ネ ッ トで 試 み よ う と して も難 しい の

で は な い か 。

・あ え て ハ ー ドル を 高 く して み る の も効 果 的 か も しれ な い 。 会 費 を あ る程 度 高 くす る とか パ ソ ユ ンを 使 え る の が 前 提 とか 。

ま た 全 国 規 模 で 考 え 、 地 方 に 住 ん で い る 意 欲 の あ る 優 秀 な 人 を 対 象 に して い く。

・今 の 経 済 シ ス テ ム は 若 い 人 が 都 心 に 出 て 働 く形 で 動 い て い る 。 現 実 に は地 域 に は あ ま り仕 事 が な い し、 主 婦 が 都 心 に 出

て 働 く の は 難 しい 。 都 心 の 賃 金 相 場 で 主 婦 を 派 遣 す る こ と も 出 来 な い 。 こ こ志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス で の 主 婦 の 働 き方 を

考 え て も、 ス キ ル が 常 に 向上 して い る主 婦 は 少 な い の で は な い か 。 例 え ば 最 高 値 を20と して 、0か ら5の レベ ル に 達 し

た 人 は 多 い だ ろ う が 、5か ら10に 、10か ら15に 至 っ た主 婦 は どの く らい い る だ ろ うか 。 企 業 は 初 め は5レ ベ ル の 仕

事 を 発 注 し て 来 る だ ろ うが 、 次 第 に10や15レ ベ ル の も の を 要 求 して くる 。 そ れ に 応 え ら れ な けれ ば 企 業 の 信 用 は得 ら

れ な い 。 ネ ッ トワ ー クの み で 仕 事 を 流 した 場 合 、 ワ ー カ ーの 力 量 ま で は把 握 し き れ な い 。

◇ ホ ー ム ワ ー カー と して の主 婦 ホ ー ム ワ ー カ ー の 問 題 点

・ホ ー ム ワ ー カ ー と して の 主 婦 へ の 評 価 は 一 時 は 高 ま った が 、 今 は ま た 下 火 に な っ た の で は な い か 。・.ど こ に 問 題 が あ っ た

の だ ろ うか 。
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・そ れ まで 家 庭 に い た 主 婦 が こ ぞ っ て 外 に 出 よ う と い う気 運 が 高 ま
っ た 時 代 が あ っ た 。 そ の 時 た ま た ま能 力 の あ る 主 婦 が

目立 っ て ・ 主 婦 全 体 の 評 価 が 上 が っ た の だ が 、 そ れ が ご く一 部 の 主 婦 に 過 ぎ な い とい う こ とが 分 か っ て し ま った と い う こ

とだ ろ う。 む し ろ主 婦 を 十 把 一 か ら げ に す る 発 想 が お か し く、 主 婦 と して で な く一 人 の ワ ー カ ー と して 考 え るべ きで は な

い か 。

・今 、 私 は 湘 南 で 地 元 の 主 婦 に 仕 事 を し て も ら っ て い る が 、 主 婦 に と っ て は 本 当 に 仕 事 が あ る か ど う か が 重 大 な 関 心 事 だ 。

今 議 論 して い る ネ ッ トワ ー クに っ い て で も、 そ こ に 入 れ ば 確 実 に 仕 事 が 貰 え る と い う確 実 な 保 証 が な け れ ば 主 婦 は 魅 力 を

感 じな い だ ろ う。 こ うい う企 業 の こ う い う仕 事 が 時 給 どの く ら い で 、 と い う く ら い 具 体 的 で な い と。

'『FmPersonalCollege」 で は 、 コー ス 別 に 研 修 を し、 卒 業 生 に は 『1'mク ラ ブ1を 通 して 企 業 へ の 人 材 派 遣 を して

い る 。 そ こ を 通 して 実 際 に仕 事 を し て い る 卒 業 生 の 話 な ど も安 心 材 料 と な っ て い る 。

・ク リエイ テ ィブ な仕 事を したい 主婦 もいる だ ろ うが
、 多 くの主婦 は若 い時の 職場 での経 験 を活か した事務 的な仕 事 を、

しか も個 性 に合わせ て した い と希 望 して いる。 そ れ を企 業側のニ ーズ とつな げ るのは とて も難 しい。

・簡 単 な も の で も よ い か ら必 ず 仕 事 が あ る と い う の が
、 主 婦 を ひ き っ け る 条 件 だ 。

◇ 主 婦 や 高 齢 者 も 働 け る デ ー タ ベ ー ス作 り を

・25～30代 前 半 の キ ャ リア の あ る若 手 主 婦 に は 仕 事 の 需 要 もあ る と 聞 い て い る
。

・その年代 の主 婦は まだ子育 ての初 期 にあ り仕 事 を こな してい くの は難 しい
。 む しろ もっ と高 齢の主婦 を対象 に考 えて い

くこ とが、 これか らの高 齢化社 会 に向 けて必 要 で はない か。 この プロ ジ ェク トで も普 通の 主婦 や高齢者 が働 ける仕 組み を

考 えてい くべ きだ。

・主 婦 の パ ー トの 仕 事 とい う 発 想 で は な く、 プ ロ ま た は プ ロ 志 向 の ワ ー カ ー を 企 業 は 期 待 し て い るの だ か ら、 も っ とキ ャ

リア の あ る 人 、 仕 事 に 意 欲 的 な 人 を 警 め て 、 そ れ ら の ワ ー カ ー を 研 修 ・検 定 の 制 度 に よ り、 仕 事 力 を よ り高 め 、 企 業 に 信

頼 さ れ る組 織 に して い くの が 、 生 き 延 び る た め の 現 実 路 線 と 言 わ ざ る を え な い 。

しか し ま た 一 方 で は 、 一 般 の 主 婦 が 、 研 修 や 仕 事 の 体 験 を 通 じて 生 き生 き と育 って い くの が 、 私 が こ こを 始 め た 目的 だ

っ た わ けで 、 そ の 理 念 を も盛 り込 ん で デ ー タ ベ ー ス を 考 え て い きた い とい う夢 は あ る 。

お もて で は 企 業 に 受 け 入 れ られ る ビ ジ ネ ス を しな が ら、 う らで は、 現 在 の 企 業 の 制 度 に よ っ て 歪 め ら れ て き た も の を 考

え 直 す よ う な 試 み が して い け れ ば い い と思 う 。

・我 々、 女 性 に は 企 業 戦 士 に よ って 社 会 の 弊 害 が た く さん 作 られ て き た と い う思 い が あ る 。 私 達 は まず 子 供 と 家 庭 を 一 番

と考 え 、 そ の 余 力 で 仕 事 を して い き た い 。

今 まで 『で き る女 た ち 」 は 男 と 同 じ発 想 で 仕 事 を して き た た め 、 家 庭 が 築 け な か っ た ケ ー ス もあ る 。 収 入 が 減 っ て も よ

い か ら、 も っ と人 間 ら しい生 活 を して い こ う で は な い か 。 そ の よ う に社 会 を 変 え て い くス テ ッ プ と して 期 待 した い 。

・そ れ が 実 現 し た ら素 晴 ら し い と、 多 く の 女 性 は 思 っ て い る。 ホ ー ム ワ ー クで よ い 仕 事 が 出 来 、 異 業 種 交 流 の 場 も 得 ら れ

た ら、 一 極 集 中の 害 もな くな る だ ろ う。 男 性 で も そ の よ う な ワ ー ク ス タ イ ル を 望 ん で い る 人 は多 い よ う だ。

◇ ホ ー ム ワ ー カー の ネ ッ ト ワー ク 作 りの 意 義

・こ こ 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス の 組 織 を も っ と知 って も ら い
、 活 用 して い く必 要 が あ る 。 ワ ー カ ー が 働 く母 体 と し て の 、

『場 』 、 人 が 集 ま れ る 『場 』 と して 認 め られ 、 異 業 種 に も結 び つ くの で は な い か 。

・現 実 に 視 点 を 絞 る と、 企 業 体 と し て は 仕 事 を こ な し ビ ジ ネ ス と して 成 り立 た せ て い か な け れ ば な らな い。 理 想 は もち ろ

ん 大 切 に し た い が 、 不 況 に な れ ば 仕 事 が 流 れ て こ な い よ うな 仕 組 み で は 永 続 して い け な い 。 そ こ で 、 自分 達 で 仕 事 を 起 こ

して い く と い う発 想 も可 能 で は な い か 。 田 舎 に 帰 って 農 業 の 傍 ら好 き な 仕 事 を して い き た い 人 が 、 同 じ よ うな 生 き方 を し

て い る先 達 に コ ン サ ル タ ン ト ・フ ィ ー を 払 っ て 指 導 して も ら う とい う よ う な 形 で 、 ネ ッ トワ ー ク の 中 で 互 い に 仕 事 の 回 し

合 い を して い く こ と も出 来 そ う で は な い か 。 そ の よ う な 考 え 方 で 、 化 粧 品 や 健 康 食 品 を 売 りな が ら、 そ こ に 集 う 人 々 と の

ネ ッ トワ ー ク を 作 っ て い くこ と も考 え られ る 。

・r環 境 ・食 ・健 康 」 は これ か ら も注 目 さ れ る 分 野 。 カ ル チ ャ ー セ ン タ ー 的 な と ころ で 健 康 食 品 な ど売 りな が ら主 婦 層 の

ネ ッ トワ ー ク を 強 め て い くの は 効 果 的 だ ろ う。 そ の よ う な 場 面 で の 主 婦 の パ ワ ー は 素 晴 ら しい も の が あ る。

・商 品 をき っかけに して社会 的 に意義 のあ る話 が 出来 る ことに魅 力を感 じて い る人 が多 い のだ ろう
。

・そ の よ うな き っか け でrヒ ュ ー マ ン ネ ッ トワ ー ク 」 が 出 来 る の が 魅 力 で も あ ろ う
。

・た だ し従 来 の そ の よ うな 仕 組 み で は 『ね ず み 講 』 の よ うに 上 部 の 人 ば か り が 儲 か る
。 私 達 が 考 え る ネ ッ トワ ー ク の 中 で
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は 、 自分 で 提 案 し、 自 分 で こ と を 興 し て い け る よ うに して い き た い 。

例 え ば 、 カ メ ラ メ ー カ ーN社 に 対 し 、 ホ ー ム ワ ー カ ー が 即 、 消 費 者 で あ る と い う 点 を 生 か して 、rこ ん な カ メ ラ な ら消

費 者 の ニ ー ズ が あ る 」 と い う よ うに 商 品 開 発 や 商 品 改 良 の 提 案 を して い く。 そ ん な こ と が ホ ー ム ワ ー カ ー の ネ ッ トワ ー ク

を 通 して 出 来 れ ば よ い 。

・消費者 のア イデ アを募 る企画 は従 来か らあ るが、 必ず しも成 功 してい ると言え ない ので はない か。

・主婦 か らの情 報 発信 で成功 した 例 もあ る。 主婦 参加の 講座 で商 品開発を して 、その 商品 開発の プ ロセ スの 中で 主婦 が種

々の仕 事に 関わ ってい く試 みで あ った 。 自分 が主 体的 に何か に 関わ って いるとい う認 識の 中で、 主婦 は非 常 に生 き生 きと

して いた よ うだ。

・遠 藤 さんは 自分 達 で仕事 を生 み 出 した のだが、 そ のよ うな企 画能力 を教え る場 があ って もよい か も知 れ ない。

.OLの ネ ッ トを 作 り、 い ろ い ろ な ア イ デ ア を 出 さ せ て 、 そ の 中 の よ い もの を 拾 って 、 企 業 に 売 り込 む こ とに 成 功 し た 人

(男 性)が 、 主 婦 の ネ ッ トを 作 り 同 様 な こ と を し て い る 。

・地 方 に 埋 もれ て い る 主 婦 やOL、 男 性 な ど、 だ れ で も ネ ッ ト して 発 想 を展 開 して い く中 で 、 よ い もの が 見 つ か って く る

と思 う。

.ホ ー ム ワ ー カ ー と してr稼 ぐ』 こ と、 仲 間 とV遊 ぶ 』 場 が あ る こ と、 そ して 『学 び 合 え る1場 が あ る こ と 、 こ の3本 の

柱 が ネ ッ トワ ー クに は 大 切 。

地 域 で の 生 活 者 と して の 主 婦 の 顔 と、 フ ル ネ ー ム で 呼 ば れ た い 部 分 との 両 側 面 を 生 か せ る と よ い 。

◇ 電 子 ネ ッ トワー ク 活 用 の 可 能 性

・女 性 だ け で 立 ち上 げ た パ ソ コ ンネ ッ トも、 す で に あ る 。 そ こ で は 主 婦 も一 人 の 人 間 と して 生 き生 き と 参 加 出 来 て い る。

電 子 ネ ッ トが 主 婦 層 に ど こ まで 入 っ て い け る か は 未 知 だ が 、 パ ソ コ ン操 作 が も っ と簡 易 に な れ ば、 も っ と主 婦 が 関 わ る こ

とが 可 能 だ ろ う。

・今 まで の 話 の よ う な こ と を 電 子 ネ ッ トワ ー ク で 出 来 た ら よ い と思 う 。 全 国 に 散 在 す る ホ ー ム ワ ー カ ー 達 が 、 時 に は テ レ

ビ会 議 等 も ま じえ な が ら オ フ ラ イ ンの ネ ッ トワ ー ク で っ な が り仕 事 を して い く。 電 子 会 議 の 中 で 雑 誌 を 作 った り も 出 来 る。

.コ ン ピ ュー タ を 前 提 と し た 考 え 方 に こ だ わ らず 、 多 くの 人 を 対 象 に 考 え る な ら、 ケ ー ブ ル テ レ ビ や フ ァ ク ス 活 用 の 方 が

よ い の で は な い か 。

・フ ァ ク ス を コ ン ピ ュ ー タ に つ な げ る の は 今 は 可 能 だ が 、 確 か に 対 象 を 限 定 せ ず 多 様 化 した ほ うが 利 用 者 が 広 が る と い う

点 は あ る 。

・パ ソ コ ン通 信 は2～3年 前 ま で は 主 婦 に と っ て も 魅 力 あ る も の で あ った が 、 最 近 で は も っ と簡 単 で 便 利 な メ デ ィ ア が あ

る の で は な い か と思 わ れ て い る 。

・最 近NECで 女性 のパ ソコ ンネ ッ トを作 ろう と して募 集を して いた。無料 で講習 が受 け られ る システ ムで、 その後 機械

を 自分 で買 うに して も大 企業 へ の信 頼感 もあ り、 人気 が集 ま った よ うだ。 それを小 規模 に した形が 考え られ る。

・領 域 に つ い て は 、 今 まで の 話 の な か で マ ル チ メデ ィ ア を 使 っ た もの と考 え られ て い る 。 例 え ば 、 電 子 メ ー ル を 使 って 雑

誌 関 係 に 情 報 提 供 し て い っ た り、 マ ー ケ テ ィ ン グ 部 門 で の 電 子 メ ー ル を使 った ア ンケ ー ト調 査 な ど は効 果 的 に 出来 る だ ろ

う。 電 子 メ ー ル で や り と りす る な ら フ ァ ク ス で も参 加 出 来 る か ら多 くの 人 が 関 わ れ る。 登 録 者 が500人 で は 話 題 に もな

らな い が 、1万 人 と い う 単 位 な ら評 判 に な り需 要 も増 え る だ ろ う。

◇ デ ー タ ベ ー ス 運 営 会 社 の 位 置 づ け と そ の 問 題 点

・す で に 他 の 部 会 で も検 討 して き た よ う に 、 この デ ー タ ベ ー ス に つ い て は、

① 人 材 派 遣 業 との 違 い を は っ き り さ せ た 仕 組 み 。

② 誰 の た め の デ ー タ ベ ー スか を 明 らか に す る 。

③ 組 織 形 態 を ど う す る か 。(例 え ば 、 グ ル ー プ を 作 りそ の 中 か ら リー ダ ー を 育 成 して い く仕 組 み 、 企 業 ニ ー ズ に 合 わ せ キ

ー マ ンを 配 置 した デ ー タ ベ ー ス に して い くな ど)

以 上 の3っ を 柱 に して い く必 要 が あ る。 今 後 、 ワ ー カ ー 側 に 調 査 な ど して 意 識 を 探 って い きた い 。

・例 え ば デ ザ イ ン関 係 の 仕 事 に 関 して な ら、 デ ー タ ベ ー ス の 運 営 会 社(A社)で 、 『軽 い イ ラ ス トが 描 け る人 」 と い う よ

う な基 準 で 人 材 を 登 録 して お い て 、 人 材 の 欲 しい 企 業(B社)か ら の 要 望 に 応 じて 紹 介 し、 後 は ワ ー カ ー とA社 と で 直 接

や り と り して も ら う よ う に す る こ とは 可 能 だ 。 デ ザ イ ン 関 係 の ワー カ ー と して も そ の 程 度 の 登 録 が 出 来 る 仕 組 み が あ れ ば
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あ りが た い 。

・ク リエ イ テ ィブ な 仕 事 に つ い て は 、 ワ ー カ ー と企 業 との 仲 介 を す る の は 、 難 しい 面 もあ る。 ワ ー カ ー と企 業 と が 直 接 結

び っ きた い の で は な い か 。

・今 まで に 見 え て き た 問 題 と して は 、 企 業(特 に 大 企 業)に は 人 事 制 度 の 制 約 が あ り、 外 部 か ら人 材 を 登 用 す る こ とが 困

難 だ と い う事 情 が あ る。 ア メ リカ な どな ら コ ンサ ル タ ン トの 契 約 も きち ん と 出 来 る が 、 日本 で は コ ン サ ル タ ン ト料 を 計 上

す る項 目す らな い の が 実 情 だ 。 事 前 の 根 回 し 的 な 人 間 関 係 の 作 り方 が 前 提 に あ って 、 個 人 の ク リエ イ テ ィ ブ な 能 力 の 評 価

ま で な され ず に 終 わ っ て し ま う こ とが 多 い 。

ま た企 業 の 下 請 け 的 に 機 能 した 場 合 、 不 況 時 に は 労 賃 切 下 げ や 自 宅 待 機 な どの 不 安 材 料 が 多 い 。 こ れ ら の 問 題 を ど う ク

リア して い くか が 問 題 だ 。

・ま た、 ワ ー カ ー 側 と して は 、 ∬自分 が どん な 仕 事 を して い る の か が 見 え な い 」 と い う こ とか ら派 生 す る 不 安 もあ る 。 仲

介 者 と ど の よ う に コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン が 出 来 て い る か に か か って く る問 題 で あ る。 仕 事 の 全 体 像 が 見 え る と、 どん な に つ

ま ら な い仕 事 で も 自分 の 『や りが い 」 に つ な が り、 意 義 を 感 じ る こ とが 出 来 る の だ が 。

・今 の と こ ろ、 デ ー タ ベ ー ス を 立 ち 上 げ る に あ た って の 具 体 性 が あ ま り見 え な い。 最 初 は ご く小 規 模 で 立 ち 上 げ る しか な

い だ ろ う 。 実 際 に 出来 る部 分 で 、 少 数 の 有 能 な 人 材 を 揃 え 、 企 業 に 対 して ワ ー カ ー を 商 品 と し て 提 示 し て 信 用 を 得 る と こ

ろか ら始 め る の が よ い だ ろ う。

・私 も規 模 は小 さ く無 理 を しな い で 始 め るべ き だ と思 う。 ま た 、 領 域 を あ る 程 度 決 め て お か な い と、 漠 然 と して し ま う。

な ん とな く参 加 して し ま っ た 人 が 、 仕 事 も分 か ら な い、 自分 の 立 場 も能 力 も見 え な い 、 とい う 不 安 を 持 っ て し ま う と困 る 。

登 録 す る 人 が 、 『1年 後 の 自分 が 見 え る 」 こ とが 意 欲 に もっ な が る。

・そ れ は 大 切 な こ と と思 う 。9参 画 す る1と い う 意 識 を 持 た せ る こ とが 出 来 る よ うな 考 え 方 を 反 映 させ て い き た い 。
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3.2組 織 的 側 面 検 討 部 会 に お け る 問 題 点 の 整 理

在宅勤務者 に仕 事を発注 す る側 の企業等 に視点 をあて、 そ う した企 業の組織 が どの よ う

な形で 、在 宅勤務 者 に仕事 を 出 しうるのか とい う(企 業内 の)組 織 的な面 か らの検討 を行

うのが 、 この部会 の役割 で ある。主 た る検 討課題 は以 下の通 りで あ る。

"組 織 的"と あえて命 名 した意 図 は
、今後 日本 の企 業組織 が従来 とは大 き く様変わ りす

るので はないか とい う仮説 が あ り、そ う した トレン ドに対 して、本 デ ータベ ースが深 く関

われ るので はないか とい う前提 があ った。具体 的に企業組織 と在宅勤 務者 との関係が どの

よ うな形で 成 り立 って い るのか 、に関 して はKネ ッ ト(第2回 組織 的側面検 討部会議事 録

参 照)と い う実例 を通 じて検討 しよ うと した。

・現状 の企業組 織 の中で 、外注化 のニ ーズ はあるのか(企 業 規模 と外注化)

・本 デー タベ ースによ って、企業組 織が変 わ って い くとい うことが あ るの か

・在 宅勤務者 に出 すべ き仕 事 とは何 なの か

・どの よ うな形 な らば、企 業 は仕事 を外注化 しやす いのか

3.2.1企 業組織 の中 での外注化 のニ ーズ(企 業規模 と外 注化)

「主 と して女性 の労働 力 を利 用 した単 純作業 の仕 事の ため のデ ー タベー ス」 とい う発想

であ るな らば、 すで に外 注化 の仕組 み はあ る し、既 存の企 業 内組 織を変 更す る必要 はない

だ ろ うとい う意見 が 出たが、一方 それ は外注 の下請 け構造 が しっか りとすで に出来 て い る

大 手 中堅企業 で の話 で あ り、 中小 規模 の企業 には、単純作 業 に近 い類 の仕 事 を外注 化す る

とい うニ ーズ はあ るに違 い ない、 との議論 が なされ た。 また中小 企業 には、優秀 な人材 を

リクル ー トした い とい うニ ーズ もあ るが 、その際 に この デー タベ ー スが用 い られ るので は

ないか、 とい う話 も語 られ た。

3.2.2在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー ス と企 業 組 織 の 変 革

ク リエイテ ィブな人材 の デー タベ ー スを考 えれば 、その可能 性 はあ る。企業 はス リム化

や、 いわゆ る リス トラを長短期 的 な重要 課題 と考 えてお り、 その意味 で専門 的な能力 を持

った人材 の発掘 と、そ う した人 材へ の仕 事の外注 化のニ ー ズは今後 も高 まる とされた。 ま

た、企業 内に十分 に教育 され たプ ログ ラマ ーなどの優秀 な女 性労 働者 の問題、専 門職能 を
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持 った高齢者 や身障者 の問題 、そ う した要因が 従来 の企業組織 を変 えてい く契機 と もな り

うる ことが示唆 され た。

3.2.3在 宅勤務者 へ発注 され る仕 事の質 と種類

Kネ ッ トの整備段階か らの経緯をみて も分かるよ うに、初めか ら在宅勤務者のパワーを

組み込んだ形での仕組みを作 り出す ことが、まず は在宅勤務者の仕事を増やす ことになる。

既存の企業組織か らの外注の仕事を拾 っていくだけでな く、独自に在宅勤務者が出来 る仕

事を創 り出 していくという視点 も重要である、との論旨の事柄が語 られた。

3.2.4企 業 の仕事 を外注 しや すい仕組 み

『K-DO』(第2回 組 織的側面 検討部 会議事 録参照)さ んの事例 に学 べ ば、初 あは と

くに専門職能 を持 た ない人材で も、 しっか りと した教育 システ ムの もとで育 てば、 ク リエ

イテ ィビテ ィを存分 に発揮す るよ うにな る と言 え る。教育 研修 の体 系 と、 また それ以上 に

一 人 ひ と りの勤務者 が モチベ ー シ ョナル にな る システ ム上 の工 夫が必要 とされ よ う。
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(付.2)

第1回 ・組 織 的 側 面 検 討 部 会 議 事 録

〈日時 〉 平 成4年10月8日(木)

〈場 所 〉 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス

〈出席 者 〉 ◇ 松 岡 温 彦 ◇ 小 林 正

930～11.30

◇磯 村洋一 ◇江藤 潔 ◇匠 英一 ◇柴 田郁夫

◇企 業内組織 の改 革 が必要 か

・ 『組織」 とはデー タベ ース の仕組 み とい う意味 で はな く、 『企業 内組 織」を指 してい る。人 事制度 、採 用制 度 な どを含

めて 『企業 内組織 」 をい じらな い と在宅 勤務化 は出来 ていか ない ので はないか。

・現 実 に 企 業 の 責 任 者 と して 在 宅 勤 務 を して い る 人 が い て も、 そ れ は 現 時 点 で は マ イ ナ ー な 形 で しか な い 。 そ ん な 勤 務 形

態 を 大 企 業 の 中 で も メ ジ ャ ー な もの に して い け る よ うな デ ー タベ ー ス が 望 まれ る の で は な い か 。

・ま とめ る と、 単 純 反 復 作 業 の 外 注 化 に つ い て は 、 一 部 で は す で に 行 わ れ て い る 。 こ れ は大 き く組 織 を い じ ら な い で もす

む が 、 仕 事 の や り方 を 改 革 す る こ と で 、 人 員 を 減 ら し、 外 注 化 して い け る だ ろ う。 ク リエ イ テ ィ ビ テ ィ の 高 い 仕 事 に つ い

て は こ こ で の 今 後 の 検 討 課 題 に して い き た い 。

・ア メ リカ人 か ら聞 いた こ とだ が、 ア メ リカ企業 では ∬個 人の 業績 に対 して敬意 を表す る」 との こと。 それ だ けに、能力

に合わ せて トラバ でユ す る人 も多 い。一方 、 日本 で はまだ義理 人情 的な風潮 も根強 くあ り、 生 涯一企 業 にあ い まいな まま

席を置 くとい う人 が多 い。 そん な企 業内 に、外か ら高 い能力 の人や コ ンサル タン ト的な人 が入 った場 合 の判 断能 力が 日本

の企業 に は出来て い ない ので はな いか。 その ような時 の基準 を明解 に作 ってお き、 仕事 の能力 を きちん と評価 出来 るよ う

に して お く必 要が あ る。

・企 業 内 の デ ー タ ベ ー ス で 、 ネ ッ トワ ー クを 通 して 自 分 が や って い る 仕 事 以 外 の新 企 画 の 提 案 な ど して い く こ と は あ る の

か?

・全 国に散 らば って い る ワーカ ーが ネ ッ トワー ク上 で議論 して新企 画 を作 るよ うな試 み もあ るが 、製品 化 とい う面 では素

人 の集 団 なので 社 内で簡 単 には受 け 入れ られ ない。 自分の能 力を 発揮 出来 る場 を探 してい る人 は多い。 それ を もう少 し制

度 化 した い と思 う。

◇ 対象 とす る在 宅勤 務者 の分 類 と企業組 織 との関連

・この構 想が、 主 として女性 の労 働 力を利用 して単純 作業 の仕事 のた めの デー タベ ース を作 る とい う もの な ら、結 論はす

でに出て い る。ア メ リカで も事例 はある し、 日本で もそれ に近 い企画 はい くつか聞 いて いる。

ク リエイテ ィブ な仕事 をす る人 が在 宅勤務 す るた めの仕 組み、 その ため のデー タベ ー ス、 とい う点を別 途考 え てい くの

か?

・単純作 業者 のた めの 仕組 み とク リエイ テ ィブな仕 事 をす る人 のた めの仕組 み とはそれ ぞれ 別の角 度か ら検 討 していか な

い と混乱 の も とに な って しまう。

・こ こ で の 構 想 の 中 で ク リエ イ テ ィブ な 仕 事 に 関 わ れ る もの を も考 え るべ き だ ろ う。

・在 宅 勤 務 者 の 定 義 づ け は 必 要 。 今 まで の 議 論 の 中 で は 、

口 『マ ッ クユ ー ザ ー 」 の よ うな コ ン ピ ュー タ操 作 の 出 来 る 人

口 主 婦 層 と し て は20代 後 半 か ら30代 前 半 で 、 翻 訳 が 出 来 る人 、 デ ザ イ ナ ー 、 な ど特 異 な 能 力 を 持 っ て い る 人

な どを 考 え て い る 。 そ の 中 で キ ー マ ン的 に ネ ッ トワ ー ク の 取 り ま と め が 出 来 る 人 が い れ ば グ ル ー プ の リ ー ダ ー と な り、

う ま く運 用 し て い け る と思 う 。

・ク リエ イ テ ィ ブ な 能 力 の 高 い 人 を ど の よ う に 有 効 に っ な げ て い け る か 。 例 ・えば 一 つ の 企 業 内 だ けで は な く 他 の 企 業 へ の

派 遣 、 別 の 職 業 へ の 斡 旋 な どの 形 態 も考 え られ る 。

・大手企業 で 関連 の組織 を 作 った場合、 そ こに本社 の幹部 を派遣 す る形態 はよ くと られ るが、 別 の形 は 出来 ない もの だろ

うか?

・私の会 社で 求め て いるの は単 純反復 作業 の外注 化の側面 で ある。人 を抱 えてい ても100%稼 働 して い ない とい う無 駄

を改善す る方 法が ほ しい。 仕事 の少 ない 時 も多い 時 も同数 の社 員を保 つの ではな く、 常 時最 適の 人員が い て仕事 の多 い時

だけ単純 作業 を外 部 に発注 してい ける仕組 み、 しか も指 定期 日まで に確実 に仕上 が り、 セキ ュ リテ ィが 保 たれ る ような仕

組 みが あれ ば よいの だが。 そ の意 味で も、 人事 シス テム,採 用 シス テ ムを変 えて い くこ とには関心 が ある。

・十分 に能力 を持 った人材 な ら、在宅 勤務 をのぞ む女性 や高齢 者、身 障者 とい った人達 が、 企業 の中 で受 け入 れ られ るの

か?
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・教 育 さ れ て い て 、 能 力 が あ る 、 と い う こ と が 条 件 だ が 、 当 然 受 け 入 れ るだ ろ う。 企 業 と し て も、 考 え 方 を 変 え ざ る を 得

な い と思 う 。

・企 業 側 の そ の よ うな 要 求 に も見 合 った ホ ー ム ワ ー カ ー ズ デ ー タベ ー ス を 検 討 し て い く べ き だ ろ う。

・私 自 身 、 以 前 人 材 を 企 業 に紹 介 す る 立 場 に い た こ とが あ る。 そ の 経 験 か ら言 う と、 フ リー で 有 能 な 人 に は 企 業 の ワ クに

と ら わ れ た くな い と思 って い る 人 が 多 い 。 そ れ だ け に 企 業 に 不 足 し て い る もの を補 って い く力 を 持 っ て い る 。 そ れ をA社

が う ま く コ ー デ ィ ネ ー トし て 、 企 業 と も ワ ー カ ー と も信 頼 関 係 を 成 り立 た せ る こ とが 必 要 だ 。

◇ ク リエ イ テ ィ ビ テ ィの 高 い 仕 事 に 関 し て の 報 酬 の 基 準 作 り の 問 題 点

・ク リエ イ テ ィ ビ テ ィの 高 い 仕 事 を して い る 人 へ の 支 払 い の 基 準 は 、 ど の よ う に 考 え て い っ た ら よ い か?

・そ こが 非 常 に 複 雑 で 難 しい 問 題 だ 。 私 の 扱 っ て い る ケ ー ス で は、 キ ャ ンペ ー ン用 の 葉 書 に 絵 を 使 う場 合 な ら こ の く らい 、

ラ ジ オ な ら 、 全 国 紙 な ら、 とい う よ う に、 使 用 す る メ デ ィ ア と大 き さ に よ る基 準 づ け もあ る 。 また 、 著 名 な 芸 術 家 な ら算

定 基 準 が あ る が 、 そ れ 以 外 の 芸 術 家 で は 個 人 に よ る 基 準 は な く、 大 体 一 律 の 報 酬 基 準 で 、 そ れ も あ ま り高 い も の で は な い 。

そ れ を もう 少 し き ち ん と した 基 準 作 り を した い と は 思 っ て い る 。

・価 格 は あ る 程 度 マ ー ケ ッ トが あ る か ど うか で 決 ま る の で は な い か 。 絵 画 を よ く分 か ら な い 者 が 画 家 と 相 対 で 基 準 を 作 っ

て し ま うか ら 、 あ とで 混 乱 す る の だ。 デ ー タベ ー ス の 威 力 は マ ー ケ ッ トを 形 成 出来 る ど い う こ と に も あ る 。 検 定 制 度 で も

需 給 関係 な ど 考 え ず に 作 った 制 度 で は成 功 し な い 。 あ く ま で 、 マ ー ケ ッ ト と結 び つ い た シ ス テ ム に しな け れ ば な らな い 。

◇ 企 業 へ の デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ トタ イ プ ・プ ロ ポ ー ザ ル の 提 案

・今 日は 制 度 の あ り方 に つ い て も い ろ い ろ ご 意 見 を い た だ い た 。 他 の3部 会 で の 議 論 と併 せ 、 全 体 の シス テ ム と して 検 討

す る 。

・先程 発注企 業 側の組 織を変 えて いかな ければ とい う提起 が あ った が、 それ は人 事部 レベ ルで変 われ ば よいの だろ うか?

それ とも トップ レベ ルで変 わ らなけれ ばな らな いの か?ま た私 達が プ ロ トタイプを作 り企業 に プ ロポーザ ル した とき、 企

業の 仕組み の 中で、取 り入 れて くれ る可能性 は あ るのか?

・試 しに や って み る程 度 の こ と は 出 来 る だ ろ う が 、 広 げ られ る か ど うか は 疑 問 で あ る 。 契 約 形 態 が は っ き り し て い れ ば 、

出来 るか も しれ な い。

・可 能 性 の あ る 企 業 も あ る 。 今 で も こ こ 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス に 仕 事 を 依 頼 して い る よ うな 企 業 な ら、 『見 合 っ た ワ ー

カ ー が い て 、 安 く、 レベ ル も保 証 され て い る』 と い う条 件 な ら利 用 し た い だ ろ う。 た だ し、 企 画 料 に つ い て 金 が 出 る か ど

うか は 分 か ら な い 。

・そ の場合 、 本社 の体系 の 中で決定 され るの か?子 会社 レベ ル で出来 るのか?

・私 の知 っ て い る 企 業 で は 、 子 会 社 が 独 自で 出 来 る 。

◇地球規 模 のデ ータベ ース を

・日本の中 だ けで括 らずに、 む しろ海外 に点 在 して い る労 働力 を海外 の資 源 と ともに ま とめて い くとい う方 向が これ か ら

効果 を発揮す るだろ う。

・私 は む し ろ 日 本 と い う単 位 で 考 え な い で、 地 球 規 模 で 考 え て い く時 代 だ と思 う。 日 本 の ク リエ イ タ ー を 海 外 の 企 業 に 持

って い く とか 、 そ の 国 の 特 性 を 活 か した 人 材 を 日本 の 企 業 に 紹 介 す る とか 、 あ る い は 日本 の ク リエ イ タ ー が 海 外 で 評 価 さ

れ た こ とで 日本 で 改 め て 認 め られ る とか 、 い ろ い ろ な も の を 組 み 合 わ せ て い く役 割 を マ ル チ メ デ ィ ア は 果 た せ る と思 う。

企 業Aは そ の よ うな コ ー デ ィネ ー トを 考 え て い くべ き だ ろ う。
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第2回 ・組 織 的 側 面 検 討 部 会 議 事 録

〈日時>12月16日(水)13:00～1500

〈場 所>Kネ ッ ト ・テ ク ノウ ェ イ プ

〈出 席 者 〉 ◇ 松 岡 温 彦 ◇ 石 山 靖 久 ◇ 野 中昭 夫 ◇ 江 藤 潔 ◇ 匠 英 一 ◇ 柴 田 郁 夫

◇Kメ イ トと は?

・Kメ イ トさ ん の 事 業 展 開 と、 そ れ に 関 わ るKメ イ トさ ん の 仕 事 な ど、 お 聞 き した い 。

・Kネ ッ トは 百 数 十 に も お よ ぷ 番 組 を持 っ て い るが 、Kメ イ トの 活 動 は そ れ と密 接 な 関 係 が あ る 。 番 組 作 り へ の 参 加 、 パ

ソ コ ン通 信 の イ ン ス トラ ク タ ー や シ ス テ ム オ ペ レー タ ー と して な ど 、 在 宅 で の 女 性 の 能 力 活 用 と い う趣 旨 で 多 分 野 で 積 極

的 に 活 動 して い る。 自社 で ネ ッ ト ワ ー クを 持 つ 企 業 や 、 ネ ッ トワ ー ク を通 して 事 業 や コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を 持 つ 組 織 が あ

れ ば在 宅 勤 務 の 可 能 性 が あ る 、 と い う観 点 でKネ ッ トで は 進 め て い る 。

主 婦 に 単 に 翻 訳 や 入 力 な ど の み を さ せ る とい う形 態 は 、 事 業 会 社 が 組 織 化 す る の な らよ い が 、 個 々 の 主 婦 が 企 業 と つ な

が って 仕 事 を す る と い う の は 難 しい と思 う 。

・Kネ ッ トの 場 合 は イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン業 務 と画 面 の 入 力 業 務 と い う よ うに 収 束 して い る の か?

・Kメ イ ト達 は そ れ ぞ れ あ る 才 能 を 持 っ た 個 人 事 業 主 で あ り、 私 達 は 彼 女 達 と業 務 委 託 契 約 を 行 い 、 そ の 契 約 に 基 づ い て

仕 事 を して も ら っ て い る 。 例 え ば 、 パ ソ コ ン通 信 の シ ス テ ム オ ペ レー タ ー を や っ て も ら う とか 、 何 画 面 か を 作 って も ら う

な ど と い う よ うに 、 業 務 ご と に 委 託 して 事 業 を して も ら っ て い る わ け だ 。 私 達 が 企 業 と して 雇 用 す れ ば 、 雇 用 保 険 な ど多

くの 問 題 が 付 随 す る が 、 この 方 法 だ とそ の 問 題 は な い 。

◇Kネ ッ トの 経 緯

・Kネ ッ トの 事 業 化 の 経 緯 は 、 次 の 通 り。

昭 和62年 「か な が わ 地 域 情 報 通 信 ネ ッ トワ ー ク研 究 会 」 設 立

平 成 元 年5月 回 研 究 会 の 提 言 を 調 査 す る た め の 「推 進 協 議 会 」 設 立

平 成2年10月 株 式 会 社Kネ ッ ト設 立

(資 本 金 は10億 円 。 神 奈 川 県50%、 そ の 他50%出 資 の 第3セ ク タ ー)

平 成4年4月 サ ー ビ ス 開 始

この 経 過 の 中 で 、 パ ソ コ ン を 全 く使 った こ とが な い 状 態 か ら、 イ ン ス トラ ク シ ョ ン 出 来 る ま で に、 家 庭 の 主 婦 連 を 育 成

して くれ た の は 『ドゥハ ウ ス 」 で あ る。

まず 、 平 成 元 年5月 の 「推 進 協 議 会 」 設 立 の 時 、 実 験 的 に 『家 庭 の 主 婦 に よ るKネ ッ ト使 い こな し実 験 』 を 行 っ た 。 パ

ソ コ ン通 信 の 使 い こ な しの 一 環 と して 彼 女 達 に イ ンス トラ ク シ ョ ン して も らえ る か ど う か の 『ドゥ ハ ウ ス 」 方 式 の 実 験 で

あ る 。

『K-Do」 と称 した 主 婦 達 が 自 宅 に パ ソ コ ン を 持 ち 込 み 、 近 所 の 主 婦 を 集 め て 実 演 し、 初 め て の 主 婦 に 触 らせ て み せ

た 。 また 『K-DoJさ ん が 独 自 に ア ンケ ー トを 作 り、 参 加 した 主 婦 連 に ア ン ケ ー ト調 査 を し、 そ れ をKJ法 で ま とめ て 、

使 い こな しマ ニ ュ ア ル を 作 っ た 。 そ の 一 連 の 過 程 を 経 て 、 彼 女 達 は どん どん 成 長 して い った 。

・そ の 時 の9K-Do」 さ ん た ち が9Kメ イ ト」 さ ん に な っ て い っ た の か?

・ま ず30人 募 集 し て1ド ゥハ ウ ス 』 が フ ィ ー ル ドワ ー ク しな が ら育 て て い った 。 会 社 が 設 立 さ れ る 時 、 そ の 中 で21人

の 専 業 主 婦 が 残 り、 他 は 転 居 や 他 の 仕 事 に っ い た 。 そ の21人 が ホ ー ム セ ミナ ー で 教 え た 受 講 生 に 、DMで 「カ ラ ー 画 像

パ ソ コ ン通 信 で 番 組 を作 り ま せ ん か?」 と 呼 び か け た 。 そ れ に 応 募 し、 採 用 され た 人 が60人 ほ ど。

つ ま り、21人 はEK-Do』 出 身 、60人 ほ ど は そ の 教 え 子 。

・ 『K-Do」 さ ん の 募 集 は ど の よ う に した か?

・新 聞 で 呼 び か け た 。260件 の 問 い 合 わ せ が あ っ た が 、 説 明 会 、 審 査 会 を経 て30人 に 決 定 した 。 説 明 会 で は

『神 奈 川 の 情 報 化 は あ な た が た に 」

『21世 紀 の 高 度 情 報 化 社 会 は 主 婦 か ら始 ま る 』

と、 『ド ゥハ ウ ス 』 の コ ピ ー そ の ま ま に 行 っ た 。

Kネ ッ トのENET」 と い う の は 単 に ネ ッ トワ ー クを 意 味 し な い 。 神 奈 川 全 体 を 覆 う網 の 一 つ 一 つ の 網 目 に 彼 女 た ち が

タ ネ を播 き、 そ れ が 芽 を 出 し、 花 を 咲 か せ る 、 とい う発 想 か ら の ネ ー ミン グ で あ る 。

◇Kメ イ トの 仕 事 内 容 と 労 働 形 態

・Kネ ッ トの 番 組 作 り に は 、Kメ イ トは ど の よ う に 関 わ っ て い る の か?

・わ が 社 の 制 作 室 が デ ィ レ ク シ ョ ン して い る が 、Kメ イ トが 自分 達 で 出 来 る部 分 は 企 画 書 を 出 し 自主 的 に 行 い 、 出 来 な い
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部 分 は デ ィ レ ク シ ョ ンを 受 け な が ら進 め て い る 。 わ が 社 で は 、 番 組 制 作 に あ た って は 使 い 分 け て い る 。EKメ イ ト特 選 情

報 」 な ど、 素 人 っぼ くて もよ い 部 分 は 彼 女 た ち の 力 を 活 用 し、 他 の ク ラ イ ア ン トが っ く よ う な部 分 は プ ロ を 使 う よ う に し

て い る 。 自主 番 組 に は 彼 女 達 を 使 う こ とが 多 い 。

・彼 女 達 の 間 で チ ー ム リー ダ ー の よ うな 存 在 は あ る の か?

・編 集 責 任 者 を お い て い る。 制 作 は 彼 女 中 心 の 主 婦 仲 間 に 任 せ 、 出 来 上 が った も の を デ ィ レ ク シ ョ ンす る よ うに して い る 。

・賃 金 は?

・番 組 作 りす る 人 、 イ ン ス トラ ク タ ー な ど そ れ ぞ れ に よ り異 な る。 報 酬 は 悪 くな い の で 他 に 移 る な ど考 え られ な い よ うだ 。

・基 本的に は在宅 勤務 なのか?

・イ ン ス トラ ク シ ョ ン の 場 合 は 、 こ の セ ミナ ー 室 を 使 う 場 合 も あ る し、 ホ ー ム セ ミ ナ ー と い う形 で 週 に 一 度 皆 で 集 ま り検

討 し合 う形 を と る 。

◇ 主 婦 を募 集 す る方 法 は

・当 初 、 ホ ー ム セ ミナ ー の 受 講 者 は1500人 も い た と い うが 、 宣 伝 は どの よ うな 方 法 で し た の か?

・図 書 館 な どに も宣 伝 用 の 資 料 な ど を お い た が 、 ほ とん ど ロ コ ミで あ っ た 。

・多 くの 主 婦 の 関 心 を 集 め た か ら こ そ 、 そ れ だ け の 人 が 集 ま った と言 え よ う。

・パ ソ コ ンへ の 関 心 が 主 婦 を 動 か した の だ ろ うが 、2～3年 前 は ま だ 今 ほ ど主 婦 が パ ソ コ ンに 関 わ りを 持 っ て は い な か っ

た 。 その 後 、 主 婦 も含 め 広 範 囲 の 人 々 が どん どん パ ソ コ ン通 信 の 分 野 に も進 出 して き た が 、 新 聞 等 でKネ ッ トが 紹 介 さ れ

た り して 、 主 婦 に も簡 単 に パ ソ コ ン通 信 が 出 来 る と い う イ メ ー ジが 伝 わ っ た の だ ろ う。 『Kネ ッ ト効 果iと も言 え る もの

と 自負 で き る。

・主 婦の能 力を公 的機関で 活用 して い ると ころは あるの か?

・主 婦 を 巻 き 込 む仕 組 み と して は、 仙 台 市 の9コ ミネ ッ ト」 、 大 分 のEコ ア ラ」 な ど が あ る 。 地 域 に根 を 張 った パ ソ コ ン

通 信 や コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ネ ッ トワ ー ク とな る と、 都 市 に 通 勤 して い る サ ラ リー マ ン に は不 可 能 で 、 ど う して も地 域 の家

庭 の 主 婦 や 中 小 企 業 主 、 学 生 な ど が 中 心 とな ら ざ る を 得 な い 。

◇地 域に根 ざ した活 動の場

・市 町村の職 員、 中小企業 主、 学校教 職員 な どで 自分た ちでCUGを 作 り運 営 したい と思 ってい る人達 は多 い。 しか しそ

の端末が操作 出来 ない とい うケー ス も多 い。Kネ ッ トで はそ れ らのCUGの クライア ン トをつか み、 その人達 に操 作を教

えた りも してい る。

・県 独 自 の 『ア イ リス 」 の 交 流 も行 わ れ て い る が 、 役 所 の 側 が ネ ッ トワ ー ク を 管 理 して い て 、 一 般 市 民 が 利 用 出 来 る形 で

は な い の が 残 念 だ 。

・私 達 は 、 世 の 中 の 多 くの 情 報 発 信 基 地 か らの 情 報 を 、 多 くの 人 が 、 安 く簡 単 に 入 手 出 来 る よ う に す る の が 私 達 の 役 割 と

考 え て い る。 そ の た め に 既 存 の デ ー タ ベ ー ス を 積 極 的 に活 用 し、 全 県 下 で ア クセ ス ポ イ ン トを 持 って 運 用 し て い き た い 。

・自分 の 所 が 情 報 発 信 す る 所 な の か 、 ネ ッ トワ ー ク サ ー ビ ス を す る 所 な の か 、 役 割 を きち ん と分 け、 共 存 共 栄 の 思 想 で 進

め て い くべ きだ 。 勿 論 使 い に くい デ ー タベ ー ス が あ れ ば 加 工 して 流 す 程 度 の こ と はす るが 。

◇ 県 の 産 業 政 策 とKネ ッ'トの 役 割

・Kネ ッ トの 利 用 者 層 と して は 、 中 小 企 業 や 一 般 市 民 が 多 い の か?

・Kネ ッ トの 経 営 方 針 は、 生 産 者 と 消 費 者 を 結 ぶ ネ ッ トワ ー クを 作 う こ と と言 え る 。 技 術 革 新 と生 活 革 新 を2本 の 柱 と し

て い る。

・1980年 代 後 半 以 降 、 日本 の 経 済 は 内 需 発 掘 型 に な っ た が 、 神 奈 川 県 の 産 業 政 策 も 『ニ ュ ー グ ロ ウ ス理 論 」 に 基 づ い

てV技 術 ・産 業 ・生 活 ネ ッ トワ ー ク1と な っ た 。 生 活 とい う 言 葉 を 日本 で 初 め て 取 り 入 れ た 画 期 的 な も の で あ る 。

日本 の よ う に 、 技 術 革 新 と生 活 革 新 の 相 乗 効 果 の 中 で 経 済 を 回 転 さ せ て い くた め に は 、 『パ ー ソ ン トウ パ ー ソ ン」
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の メデ ィア を イ ン フ ラ の 中 で 保 証 しな け れ ば な ら な い 。 そ の メ デ ィア こ そ パ ソ コ ン 通 信 な の だ 。 パ ソ コ ン通 信 の 中 で は 、

一 人 ひ と りの 持 つ 発 想 の 切 り 口 の 違 う意 見 が 流 され 、 そ れ を 認 め 合 っ て 共 存 して い く。 そ う い う形 で 発 展 して い く事 業 と

して 、 産 業 情 報 ネ ッ トワ ー ク を 作 ろ う と した の だ 。

そ の 中 でKネ ッ トはU情 報 の 道 路 網 」 を 作 ろ う と した 。 県 民 の パ ソ コ ンの 保 有 率 は22%と 全 国 一 だ が 、 そ の う ち の6

%し か モ デ ム を 備 え て い な い 。 ほ とん どは ス タ ン ドア ロ ー ンの ユ ー ザ ー で 、 パ ソ コ ン を ゲ ー ム 機 と して しか 利 用 し て い な

い 。 自 動 車 の ボ デ ィは あ って も タ イ ヤ は な い とい う状 態 な の だ 。 そ こ でKネ ッ トで は10万 台 の 通 信 セ ッ ト(モ デ ム と ソ

フ ト)を 無 償 で 貸 与 し よ う と した 。 そ して そ の 操 作 方 法 を イ ン ス トラ ク シ ョ ンす る の がKメ イ トで あ る。

・現 在Kネ ッ トの ユ ー ザ ー は どの く ら い か?

・だ い た い5,500～5,6001D。 う ち 企 業 の ユ ー ザ ー は7001D、200社 程 度 。 他 は個 人 の ユ ー ザ ー で あ る 。

・ ・Kネ ッ トは 公 的 イ ン フ ラの 意 味 合 い が あ る よ う だ が 、 会 員 か らは 安 い 会 費 を 取 る だ け で 、 経 営 は ど う な の か?

・現 在 の と ころ は 資 本 金 を 食 って い る 状 態 。 収 入 源 の6～7割 は 利 用 料 金 、 そ の 他 に 広 告 収 入 な ど もあ る 。 パ ソ コ ン通 信

の ユ ー ザ ー の 拡 大 が 収 入 源 確 保 の 道 と言 え よ う。

・パ ソ コ ンは 、 どの 機 種 で も よ い の か?

・全 メー カ ー の もの が 利 用 出 来 る よ うに な って い る。

・そ の ソ フ ト開 発 は 大 変 な もの だ っ た だ ろ う。

◇番組 編成 や実際 の使 われ方 につ いて

・消 費者 と生 産者 を結ぶ とい う構 想 は素晴 らしい と思 う。番組 編成 の中で 、 どんな事 例が あ るか?

・ 『Kネ ッ トサ ロ ン1で は 、 本 屋 さ ん の 特 集 な ど 趣 味 に 関 す る イ ン フtメ ー シ ョ ン が 多 い 。 企 業 は プ ロ の 情 報 を 出 し、 ア

マ は 自 分 の体 験 談 を 出 す な ど 、 そ れ ぞ れ の役 割 で 交 流 して い る 。 そ の 中 に トラ ンザ ク シ ョ ン系 の もの が 付 い て い て 、 パ ソ

コ ン通 信 で の マ ー ケ テ ィ ン グ も可 能 な 仕 組 み に な って い る 。

・Kネ ッ トの サ ー ビ ス は 基 本 的 に は情 報 提 供 と交 流 と が あ る。 情 報 提 供 サ ー ビス と して は 画 像 の 方 が 効 果 的 だ し、 画 像 を

使 え ば 広 告 も入 れ や す い 。

Kネ ッ トの ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ は、 画 像 の フ ァイ ル と文 字 の フ ァ イ ル(ア ス キ ー)と の2っ を 持 って い る。 ワ ー プ ロ な

ら文 字 の フ ァ イ ル で パ ソ コ ンな ら画 像 の フ ァ イ ル で と使 い 分 け っ な が る仕 組 み に な って い る。 他 へ の ゲ ー トウ ェ イ は画 像

で 、 い ず れ は 世 界 中へ の ゲ ー トウ ェ イ は した い と思 っ て い る。

・Kネ ッ トで 行 わ れ て い る実 例 と して は以 下 の よ う な もの が あ る。 こ う した もの は 、 主 婦 の 制 作 の 方 が 面 白 い こ と も多 い 。

口 電 子 郵 便 で 絵 葉 書 も送 れ る。

口 小 学 生 が マ ウ ス で 描 い た 絵 を も と に、 そ れ を み た 大 人 も加 わ っ て 次 々 と創 作 物 語 を展 開 して い き、 交 流 の 環 が 広 が っ

た 。

ロ ク リ ス マ ス カ ー ドや 、 年 賀 状 の コ ン テ ス トの 企 画 な ど も 出 来 る 。

口 『ル ッ クか な が わ 』 の 『ヘ ッ ド ラ イ ンニ ュ ー ス1は 神 奈 川 新 聞 の ニ ュ ー ス を 毎 朝Kメ イ トが 入 力 して い る。

口 『特 選Kメ イ ト情 報 」 は す べ てKメ イ トが 作 成 して い る 。 企 画 、 取 材 、 絵 や 文 章 な どす べ てKメ イ トが 主 婦 の 感 性 を

活 か して 作 って い る。 こ の 場 合 の 取 材 も報 酬 の 対 象 と して い る。

口 『福 祉 か な が わ 」 『健 康 か な が わ 」 な ど、 県 サ イ ドの 情 報 を流 して い る が 、 ま だ 県 の 職 員 で パ ソ コ ン通 信 で 県 民 と 対

話 出来 る人 が 少 な い の で 、Kメ イ トが 行 っ て い る 。

口 総 じ てKネ ッ トで は 『エ デ ュ テ ィ メ ン ト」 とい う言 葉 を 使 っ て い る 。 つ ま り、 エ デ ュ ケ ー シ ョ ン とエ ン タ ー テ ィ メ イ

ト、 面 白 くて 、 しか も た め に な る、 とい う こ と を 重 視 して 制 作 し て い る 。

◇画 像 を使 用す る メ リッ トは

・離 れた場 所に い る者 どう しが 話 し合 って短 時間で 結論 を出 したい時 な ど、 電子会 議 は とて も便利 だ。

・文 字 を使 うだ けで も出来 る 電子会 議 を、あ えて画 像を使 ってす る意 味は あ るのか?

・な ん と い って も画 像 を 使 う と 見 や す い 。 カ ラ ー もっ い て い る の で 雰 囲 気 も よ い 。

・色 使 い な ど は どの よ う に し て い る の か?

・カ ラ ー リ ン グ は ホ ス ト側 で 設 定 して い る 。 季 節 ご とに 初 期 画 面 の 色 を 変 え た り して い る。
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・エ ン ドユ ー ザ ー が カ ラ ー リ ン グ で 悩 む とい う よ うな こ と は な く、 文 字 を 打 っ て 送 れ ば ホ ス ト側 の 用 意 し た 画 面 に 出 る と

い う仕 組 み か?

・ユ ー ザ ー が 自 分 で 用 意 した 画 像 を 作 る 場 合 は 別 だ が 、Kネ ッ トが 無 償 で 提 供 す る ソ フ トを 使 え ば そ う な る。

◇ 企 業 と 家 庭 と の 接 点 を

・ 『ド ゥハ ウ スSは マ ー ケ テ ィ ン グ情 報 を と っ て い る がKネ ッ トは して い な い の か?

・ま だ して い な い 。

・会 員 数 か ら推 して 、 企 業 が あ ま り使 って い な い 、 とい う 印 象 を 受 け る が 、 生 産 者 と 消 費 者 を 結 ぶ と い う構 想 な の で そ う

な る の か?

・ 『二 兎 を 追 う者 は 一 兎 を も得 ず 」 と言 わ れ る が 、 我 々 は 家 庭 向 け と企 業 向 け の 両 方 を や っ て い る 。 も と も と家 庭 向 け で

儲 か る は ず は な い 。 企 業 向 け に 特 化 しろ と い う意 見 も あ る 。 しか し、 企 業 向 け の ネ ッ ト ワ ー ク はす で に 多 くあ る 。 県 が 参

入 す る 意 味 は な い 。 県 民 の 情 報 民 主 主 義 を 保 証 して い き、 そ れ を 通 し て 企 業 が 構 造 転 換 を 図 って い く こ とが 、 我 々 の 目的

だ 。

◇ 公 的 機 関 の 中 で

・企 業 の 儲 け 話 が 出 て くる の は 画 期 的 だ 。 今 ま で 公 的 機 関 で は そ の 種 の こ と は 一 切 出 来 な か った 。 第3セ ク タ ー だ か ら可

能 な の だ ろ う か 。/

・具 体 的 に シ ス テ ム を 開 拓 して い く要 望 な どは 他 の 都 道 府 県 か ら は こ な い か?

・引 き 合 い は あ るの で 、 シ ス テ ム を 売 る価 格 表 も 出 来 て い る。Kネ ッ トで は ソ フ ト開 発 に8億 円 、 ハ ー ド開 発 に4億 円 投

資 した 。 ニ フ テ ィ な ど他 の 機 関 を利 用 す れ ば簡 単 だ ろ う が 、 トラ ンザ ク シ ョ ンを や りた い と い う希 望 か ら、 あ え て 独 自 の

も の を 開 発 した 。

・他 に この よ う な サ ー ビス を して い る所 は あ る の か?

・ア ス キ ー 系 だ と い くつ か あ る が 、 画 像 を 使 っ て と い う所 は な い よ うだ 。

◇地 方 自治体 で の情 報網 のあ り方

・私 は各 都道 府県 にKネ ッ トの よ うな ものを 作 るべ きだ と思 う。地 方 自治法 を変 えて、 『情 報公 社Sの 設置義 務を与 え る

べ きだ 。 日本 列 島を も らさず包 んだ情報 網が 出来 、末 梢か ら発信 され た情報 は瞬 時に 隅 々まで伝 わ るよ うに な る。

しか も個 人情報 を保護 す るために、 情報民 主 主義 が確立 して い る必 要が あ るBそ の ため に は50%は 公的 機関 が関与 し、

議 会 がチ ェ ック ・ア ン ド・バ ラ ンスの機能 を果 たす べ きだ。

・市 レベ ル か 県 レベ ル か 、 ど ち ら が 有 効 だ ろ う か?

・イ ン フ ラ は 県 レベ ル で 整 え て 、 市 も そ れ を 利 用 し て独 自 の も の を 作 れ ば よ い 。 今 、 小 田 原 市 で も構 想 して い る 。

・正 直 言 っ て 、 この よ うな シ ス テ ム は 県 庁 ビ ジ ネ ス で あ る 。 こ の ネ ッ トワ ー クが10万 規 模 の もの と な れ ば 、 当 然 この ネ

ッ トワ ー ク を 利 用 す る ソフ ト ビ ジ ネ ス が 県 内 に 生 ま れ て く る は ず だ 。 そ の よ う な 企 業 創 出 、 産 業 育 成 とい う 課 題 に 応 え る

役 割 を 我 々 は 担 って い る 。 新 しい ラ イ フ ス タ イ ル や ワ ー ク ス タ イ ル も生 ま れ て く る は ず だ 。10万 規 模 の ネ ッ トワ ー クが

出来 れ ば 、 そ の 中 で 仕 事 を して い く こ と も 可 能 な の だ 。

・神 奈 川 は 先 行 的 に よい 試 み を して い る 。 埼 玉 は 遅 れ て い る な あ 、 と実 感 す る 。
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3.3経 済 的 側 面 検 討 部 会 に お け る 問 題 点 の 整 理

経済 的側面検討 部会で は、在宅勤 務者 自身 と在宅勤 務者 に仕事 を発注 す る企業等 が、 ど

の よ うな関係 を もつ のが望 ま しいのか 、 また システ ムを作 りデー タベ ースを提 供す る側 は

どのよ うな点に留意 した らいいのか、 ビジネス と して成 り立 つ ための仕組 み とい うところ

に視点 をあて、経済 的 に成 立 しうるか とい うアプ ローチか らの検 討 を行 った。主 た る検 討

課 題 は以下の通 りであ る。

・デー タベー ス運営会 社 の位 置づ けを ど う考 えた らいいか

・ワーカ ー側が よ り活性化 出来 る仕組 み とは何 か

・電子情 報化す ることの意味合 い

・この デ ー タベー スの特 徴 を どこに求 め るか

・経営 的 に成 り立 たせ るた あの諸 々の アイデア

3.3.1デ ー タベ ー ス運 営 会 社 の 位 置 づ け

デー タベ ー ス運 営会社 は、単 に個 々の人材 ワーカ ー と発注側 の 企業 を結 びつ け、仕 事の

コーデ ィネー トも行 うとい う役割 を果 たすだ けで はな く、 ワーカ ーに対 しての教育 や研修

を行 う ことが必要で あ る との位 置づ けに関 して の意見 が出 され た。 そ う した活動 自体が 、

デー タベー ス活性化 に な ると同時 に、経済 的、経営 的な安定 につ なが るとの意 見で ある。

また、 ワーカー と企 業 とが、 デー タベ ー ス運 営会社 を通 さず に、 直接仕事の受 発注 を行 う

よ うにな り、 それが経 済的破綻 を きたす主要因 とな りかね ない との問題点 も出 され た。

結論 は出て いな いが 、大別 すれ ば、それ は絶対 に避 け るべ きだ とい う意 見 と、 あ る程度

はや むを得 ない とい う意見 にな る。 デ ータ入力や マニ ュアル作成 とい った、あ る程 度単純

な作業 で は、仕事 の質や納 期を確保 す るために も、 デー タベ ー ス運営 会社 が中 に入 って仕

事 を行 う必要 が あ るが 、 シ ンクタ ンク業務等 のハ イエ ン ドな仕 事で は、デ ー タベ ース運 営

会社 が 、仕事 の質 に まで 関わ る度 合いは少 な くな る。前者(ロ ーエ ン ドな仕事)で は、企

業 と ワー カーとのつ なが りは直接 おきない よ うにす るが 、後 者(ハ イエ ン ドな仕事)で は、

会員 にな って企業 と ワーカーの良心 に訴 え る(紳 士 協定)し か手 がな い、 とい うことにな

る。

3.3.2ワ ー カ ーが よ り活 性 化 出 来 る仕 組 み と は 何 か
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委員 それぞれ の背景 か らい くつ かの アイ デアが 出され た。 ウーカ一 白 らが 、生 き生 き と

関 われ るr参 画 』的な発想 を取 り入 れ よ うとい うのが 、 その一つで あ る。 つま り、 ワーカ

ーが
、単 に受 け身で仕事 に関わ るので はな く、r参 画』意 識を持 たせ る ことで活性化が 図

られ るので はないか、 とい う考 えで あ る1ほ とん どが女性 達で構成 され たネ ッ トワー クで

販 売 され そい るrア ム ウ ェイ』の販売 の仕組 みが、r参 画』型労 働形態 の一具体例 と して

語 られ た。

ワーカ ー自身の スキル ア ップの ための研 修等 につ いて も、r参 画 』 とい うことか ら考え

れば 、た とえ有料で あ って も、積極 的 に受 講す るので はないか、 それが また活性 化 につ な

が ってい く、 とい う意見 も出た。

また、 マルチ メデ ィアデ ータベ ース とす る ことによ り、本 デー タベ ー スの対象者 をよ り

幅広 く考 えてい こ うとい う意見が 出 された。

大 学生 や大学院生 も本 デ ー タベ ース に取 り込 もう、 とい うこと も提起 され た。 これ につ

いて は、賛 否両論が あ った ものの、専 攻や セ ンス次第 で は有効 だ ろ うとい うことであ った。

また、大 学院生 を シンクタ ンク系 の仕事 に取 り込んで み よ うとい う点で は肯定 的意見が 出

され た。

3.3.3電 子情報化 す る ことの意 味合 い

電子情 報化す ることで、地方 にいなが らに して、都市 生活者 並 みの収入 が得 られ るよ う

に なれ ば、一極集 中の弊害 が少 しで も緩和 され 、人口の地方 分散 や地方 の活性 化 に貢献 出

来 る、 とい うことが語 られ た。

また、電子 情報化の ネ ッ トワー クを 日本 国内にのみ とどあ るので はな く、世界規模 にま

で広 げて考 え るべ きだ 、 とい う意 見 も出た。

3.3.4在 宅 勤務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー ス の オ リ ジナ リテ ィ

仕 事を 出す企業 と ワー カーとの 間にセ ンター(デ ー タベ ース運 営体)を 設 ける ことで 、

この デー タベ ースに特徴 を持 たせ よ う、 とい う意見が 交わ された。・これ は仕事 を出す企 業

に と って は、常時多 くの ワーカー をか かえな いです む とい った点で 経済効 率性か ら大 きな

メ リッ トが あ り、一方 ワーカー と して は 自 ら営業 す る必要 が ない、在宅 で働 ける、 とい っ

た ことを メ リッ トと して享受 出来 る。 間 に入 るセ ンターは、 コーデ ィネ ー ト料 として、企

業側 とワー カー側の両方 か ら報酬 を得 る ことが出来、 デ ー タベ ース運 営体 としての確立が
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図れ るだ ろ うとい うことで あ った。

2.3.5経 営的 に成 り立 たせ るための具体策

セ ンターが経 営的 に成 り立 つための コーデ ィネ ー ト料 について は15%位 で は ど うか、

とい った形で 具体的 に示 された。 また、 ワーカーの質が経 営上の成否 を左 右す るとい うこ

とで、 これ に はrマ ナ ース タデ ィ』を課 すな り、 ワーカーの ラ ンクづ けの必要性 が語 られ

た。 ワーカーの スキル ア ップに は研修や教 育の システムを取 り入れ ることが有 効で あ る、

との認識が な され、具体 的 にrマ ル チメデ ィア検 定』 の立 ち上 げの可能性 につ いて も語 ら

れた。
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(付.3)

第1回 ・経 済 的 側 面 検 討 部 会 議 事 録

〈日時 〉 平 成4年10月1日(木)16;00～18.00

〈場 所 〉 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス

〈出席 者 〉 ◇ 林 義 樹 ◇ 横 田 恵 美 子 ◇ 神 宮 哲 也 ◇ 岡 辺 重 雄 ◇ 小 泉 幸 一 ◇ 匠 英 一 ◇ 柴 田 郁 夫

◇ デ ー タ ベ ー ス運 営 会 社 の 位 置 づ け

・在 宅 勤 務 者 の 潜 在 的 ニ ー ズ は多 い が 、 そ れ を う ま くっ な げ る 団体 や シ ス テ ム は 少 な い の が 現 状 。 企 業 側 の 意 識 を 探 る べ

く、 別 途 ア ン ケ ー ト調 査 、 あ る い は ヒヤ リ ン グ調 査 を して い く予 定 で あ る 。

・デ ー タベ ー ス と ホ ー ム ワ ー カ ー の ネ ッ トワ ー ク作 りを 考 え る に あ た り 、 問 題 点 は2つ あ る。

口 人 材 派 遣 業 と の ち が い は 何 か 。

ロ ワ ー カ 一 側 の 視 点 に立 つ もの か 、 企 業 側 の 視 点 に 立 つ もの か 、 と い う点 。

勿 論 双 方 の 利 点 を 考 え て い く こ とが 大 切 だ が 。

・ワ ー カ ー を 求 め て い る 企 業(企 業Bと す る) 、 ホ ー ム ワ ー ク した い 人(ワ ー カ ー)、 両 者 を 結 ぶ デ ー タ ベ ー ス の 運 営 会

社(企 業Aと す る)の3者 の 関 係 を 考 え るに 、 従 来 の シ ス テ ム の 中 で は 企 業B→ 企 業A→ ワ ー カ ー と 一 方 的 な 『→ 』 しか

書 け な い 構 造 で あ った 。 しか し電 子 メ ー ル な どを 活 用 して 我 々 が 作 ろ う と して い る シ ス テ ム で は 、3者 と もが 逆 方 向 の 矢

印 も描 け る 。 し か も ワ ー カ ー の 中 に リー ダ ー を 育 成 し て の ネ ッ トワ ー ク作 り も 企 業Aが 出来 る シ ス テ ム 、 さ ら に は教 育 、

研 修 に よ る イ ン キ ュベ ー シ ョ ン機 能 を も備 え よ う と い う もの 。(1案)

別 の 意 見 と し て 、 ワ ー カ ー と 企 業Bと の 結 び つ き を作 らせ る と、 企 業Aが 利 益 上 不 利 だ とい う も の も あ る 。 リ ー ダ ー は

作 ら ず 、 個 々の ワ ー カ ー が 企 業 と電 子 上 で っ な が り、 企 業Aは 情 報 の 提 供 の み して い く。(2案)

ま た 、 大 き な 企 業Bの 下 部 シ ス テ ム とな り、 企 業Bの 必 要 に 応 じて ワ ー カ ー を 集 め る こ と に 徹 す る と い う 方 法 も考 え ら

れ る 。 企 業Bの 下 請 け 的 な 機 能 で あ る 。(3案)

・1案 の 問 題 点 と して 、 教 育 した 場 合 評 価 を ど うす る か とい う こ と。 今 後 検 定 制 度 に っ い て 平 行 して 検 討 して い く。 林 先

生 の 提 唱 さ れ て い る 『参 画 』 授 業 に も学 び た い 。

・い ず れ に して も1案 の シ ス テ ム 作 り は 、 コ ス トの 点 、 教 育 、 研 修 の シ ス テ ム と評 価 の 基 準 作 り と い う こ とに な る と、 一

企 業 レベ ル で は 難 しい 。

通 信 制 度 もい ろ い ろ 発 達 し、 運 営 さ れ て い る が 、eニ フテ ィサ 一 方 の 中 にSIGを 作 り、 そ こ を 媒 介 して 情 報 を 得 た

り、 協 力 し て い く方 向 も探 ろ う と して い る 。

・大 企業で は仕事 を こなす機 構 は システム と して 出来 上が ってお り、人材 を派 遣 して もら う必 要 はない所 が ほ とん ど。 し

か し中小企 業で は必要 としてい る。企 業が外 部の ワーカ ーを使 う利 点 は、企業 の都合 に合 わせ られ る即応 性 と仕事 の多寡

に応 じられ る柔 軟性 があ る こと。マ イナス面 で は、主 婦の仕 事能 力 と主 婦の 時間に対 す る身勝 手 さへの 不満 であ る。

・企 業 か ら人 材 派 遣 の 依 頼 を 受 け る仕 事 は、 ス ポ ッ ト的 に短 期 の もの な ど企 業 に と って 都 合 の よ い 内 容 の もの が 多 い 。 高

給 を 払 うが 、 条 件 は厳 し い 。 社 員 の や る気 を 喚 起 す る た め の 求 人 も あ る 。"

・企 業 と して は 企 業 外 か らち が っ た タ イ プ の 人 が 入 って くる こ とで 、 企 業 内 の 雰 囲 気 が 活 性 化 す る と い う メ リ ッ トを 期 待

す る こ と も あ る 。

・在 宅 勤 務 す る 人 と企 業Aの っ な が り の形 は 勿 論 出 来 る と思 う。 しか し、 そ れ を 企 業Bに 持 って い くの は 難 し い の で は な

い か 。

・大 企 業 か らの ス ポ ッ ト的 な 求 人 に 応 え る に は メ ニ ュ ー を 多 彩 に しな け れ ば な ら な い か ら難 し い の で は な い か 。 ス タ ン ダ

ー ドな もの な ら、 中 小 企 業 相 手 に や っ て い け る だ ろ うが 。

・1案 は1ア ム ウ ェ イ 』 の シス テ ム に似 て い る と思 う。 た だ し 『ア ム ウ ェイ 」 は 物 を 売 る とい う は っ き り し た 形 が あ るが 、

こ の シス テ ム で は 何 を 売 る の か 漠 然 と して い る 点 が 難 しい 。

・経 済 で 大 切 な の は 、 誰 が 何 の た め に 金 を 払 うか とい う こ と 。 企 業Bは 何 を 価 値 と して 企 業Aに 金 を 払 う の か?人 、 モ

ノ、 情 報 な ど、 何 に 企 業 側 が 魅 力 を 感 じ る の か 、 は っ き り さ せ た い 。

・企業Aが 地域 的 に都市か ら離 れた ところに存在 し、 自宅 にい る人を集 めて 何か 出来な いか?

・1案 の 研 修 期 間 に は 、 ワ ー カ ー か ら受 講 料 を 取 るべ き。 ワ ー カ ーの 技 量 が 上 が れ ば ギ ャ ラ も上 が る の だ か ら 当 然 の こ と

で あ る。

・ホ ー ム ワ ー カ ー が 働 い て 得 た 金 の 一 部 を 自 己 投 資 して 、 次 の 段 階 の 研 修 を 受 け られ る よ う に して い く こ と も考 え られ る 。
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・私 の 所 で は 、OLの ア フ タ ー フ ァ イ ブ の 能 力 開 発 講 座 を しよ う と思 って い る 。 将 来 に 備 え て 研 修 を 受 け た い と思 っ て い

る 人 は 多 い。 企 業 内 で も 、 在 勤 中 に 退 職 後 に 備 え て 仕 事 の 研 修 を させ て い る 所 も あ る
。

・主 婦 も参 加 した イ ベ ン トを した 時
、 自 分 に は 能 力 が な い か ら 仕 事 出 来 な い が 、 能 力 さ え あ れ ば 仕 事 を した い 、 と仕 事 に

憧 れ て い る主 婦 が 多 い の を 実 感 し た 。 こ れ ら の 主 婦 は有 料 の 研 修 で も 受 け る だ ろ う。

・研 修 して 、 よ い 人 材 が 出 来 た と こ ろ で 企 業 に 紹 介 し、 コー デ ィネ ー ト して 、 そ こ で ま た 企 業 か ら 報 酬 を受 け取 る と い う
よ うに 、 企 業 か ら も ワ ー カ ー か ら も金 を 取 っ て い く シ ス テ ム も可 能 で あ ろ う

。

・ワ ー カ ー の 立 場 か ら
、 再 就 職 サ ポ ー ト シ ス テ ム を 打 ち 出 す の もよ い 。 長 い 期 間 、 社 会 か ら 離 れ て い た 人 の 社 会 復 帰 の た

め の リハ ビ リ機 関 と して 、 『テ ン ポ ラ リー ・セ ン タ ー 」 で も再 就 職 大 学 を して い る が 、 こ こ で は 在 宅 で な く通 学 す る仕 組

み で あ る 。

◇ 「参 画 」 を キ ー ワー ドに した デ ー タ ベ ー ス を

・企 業 の 働 い て ほ しい ニ ー ズ と
、 ワ ー カ ー の 働 きた い ニ ー ズ を っ な げ た い 。 『参 画 』 と い う語 を キ ー ワ ー ドに 考 え た い 。

・ 『アム ウ ェイ』 とは店 舗を 持 たず に
、 主 婦の仲 間 同士が 口伝 てで次 々と販 路を 拡大 す る方 式(ね ずみ 講の よ うな)で 洗

剤 な どを販売 して い る会社 。 商品 の説 明法 や販売 法 な どの研修 は本社 か らな され る
。紹 介者 の名前 な ど も登録 され、 大 き

な組織 とな ってい る。

・ 『参 画 」 の 理 論 に 当 て は め る と
、 買 っ て 使 用 す る だ け の 『参 集 」 タ イ プ の 主 婦 、 知 り合 い の 主 婦 に 勧 め て 売 り、 そ れ な

り の 利 益 を 得 る 『参 与 』 タ イ プ の 主 婦 、 積 極 的 に 販 路 を求 め て 活 動 し、 多 額 の 利 益 を 得 る 『参 画 」 タ イ プ の 主 婦 、 と い う

分 類 が 可 能 だ 。

・こ こ で もグ ル ー プ ワ ー ク を 活 用 して の デ ー タ ベ ー ス づ く りが 出 来 る の で は な い か
。 翻 訳 グ ル ー プ と か 、 短 期 決 戦 で 仕 事

を 仕 上 げ て し ま う グ ル ー プ 、 な どの 特 色 づ け も 考 え られ る。

・ 『ア ム ウ ェイ 』 方 式 で は 、 顔 の 広 い 人 、 人 脈 の 豊 か な 人 は ど ん どん 積 極 的 に な る 。 自分 の 向 上 意 欲 に よ り成 功 して い け

る 人 も い る し、 そ の 雰 囲 気 に の っ て 自 己 啓 発 の 場 と し て成 功 す る 場 合 もあ る。

・デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 時 に
、 『参 集 』 か 『参 与1か 『参 画1か の どの レベ ル ま で な り た い か と い う質 問 事 項 に 記 入 し

て も ら う の も よ い の で は な い か 。 そ れ に よ って 研 修 コ ー ス を 組 ん で い く。 リー ダ ー に な れ そ うな 人 材 の 発 掘 も 出 来 る の で

は な い か 。

◇ 主 婦 や 中 高 年 ワ ー カ ー に 向 く ハ ン ドラ イ タ ー 活 用 の 検 討

・ハ ン ドラ イ タ ー を 使 っ て の リハ ビ リ的 な サ ポ ー トシ ス テ ム は 考 え られ な い か?

・コ ン ピ ュ ー タ を ペ ンで 操 作 で き る 機 械 な の で
、 従 来 の 機 械 よ り操 作 しや す く、 主 婦 や 中 高 年 の ワ ー カ ー の 研 修 に 際 して

は 便 利 な ツ ー ル に な る だ ろ う。 自 分 に は コ ン ピ ュ ー タ操 作 な ど無 理 と思 って い る人 達 の 障 壁 を と り除 くこ と は 出 来 る
。 教'育

・研 修 ビ ジ ネ ス と して は 面 白 い
。

・例 えば地 方に住 む年 配の 人が 翻訳 な ど した い と言 う場合
、 有効 な道具 にな るので はな いか と思 う。

◇ マ ル チ メ デ ィ ア に 絞 っ た デ ー タ ベ ー ス を

・マ ル チ メ デ ィ ア 関係 に絞 る とい う こ とを
、 シ ス テ ム上 の 特 色 と し て 打 ち 出 した ら よ い 。

・プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン は マ ル チ メ デ ィ ア の 一 番 得 意 とす る と こ ろ だ
。 企 業 側 に プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの 企 画 を 勧 め た り は 出

来 る。 企 業Aは 企 業Bの ニ ー ズ を き ち ん と把 握 し、 プ レゼ ン テ ー シ ョ ンの ドキ ュ メ ン トに き ち ん と 落 と して い く こ と が 必

要 に な る。 しか し これ は 余 裕 の あ る大 企 業 相 手 な ら 成 り立 つ だ ろ うが 、 中 小 企 業 が プ レゼ ンテ ー シ ョ ン の 企 画 に 金 を 出 す

だ ろ う か 、 とい う こ と も言 え る。 いず れ に し て も人 材 を 多 くか か え るの は
、 色 々 な 面 か ら見 て 強 み で あ る 。

◇ 大 学 生 参 入 を ど う 考 え る か

・大 学 生 の ア ル バ イ ト斡 旋 を も組 み 込 め な い だ ろ うか
。 短 期 な らア ル バ イ トで 終 わ っ て し ま うが 、 ア ル バ イ トで 受 け 入 れ 、

2～3年 の 勤 務 状 態 に よ り就 職 さ せ る企 業 も あ る。

・大 学 側 の 立 場 か ら言 う と 、 大 学 生 に は 大 学 生 と して の 本 分 を 全 う し て ほ しい と思 って い る 。 ダ ブ ル ス クー ル な ど に は 疑

問 を 持 って い る し、 内 容 の 分 か らぬ ア ル バ イ トを し て ほ し くは な い 。 内 容 も よ く、 社 会 体 験 が 出 来 る と い う形 な ら よ い が 。
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・企 業Bの 立 場 だ と企 業Aが 学 生 を 多 く使 っ て い る と な る と
、 信 用 度 が 低 くな る 。

・学 生の使 い方 も、専攻 や セ ンスを上手 く活 か した方 法だ と成功 す る。

◇ 電 子 情 報 化 の 意 味 す る も の

・以 上 の よ う に考 え て く る と 、1案 、2案 、3案 と も に 、 別 に デ ー タベ ー ス で な く と も よ い と い う こ と に な る で は な い か 。

電 子 情 報 化 の 必 要 が 果 た して あ る の だ ろ うか?

・私 の 事 務 所 は2案 に 近 い シ ス テ ム だ が 、 デ ー タ ベ ー ス 化 して は い な い。 しか し、 非 常 に 多 ぐの 項 目を 入 れ た 個 人 票 を フ

ァイ リ ング し た だ け で は 処 理 が 煩 雑 で あ る し、 ま た イ ベ ン ト企 画 な どで 地 方 の 学 者 に 出 席 依 頼 し た い よ うな 時 、 そ の種 の

情 報 ネ ッ トワ ー クに ア クセ ス 出 来 る と あ りが た い 。 デ ー タ ベ ー ス 化 の 必 要 は痛 感 して い る 。

・電 子 情 報 化 の 意 味 合 い を ま と め て み る と、

ロ ワ ー カ 一 側 か ら 言 う と、 地 方 に 住 み な が ら こ の デ ー タ ベ ー ス に ア クセ ス 出 来 る利 点 が あ る 。 電 子 メ デ ィ ア の 中 で研 修

を 受 け ら れ 、 ま た 電 子 メー ル を 通 して 後 進 に 教 え て あ げ る こ と も 出 来 る。 そ の 中 で 金 銭 的 な メ リ ッ トも得 られ る 。 地

方 の 活 性 化 に も つ な が る 。

口 単 に 『金 」 で は な く、 別 の 意 味 の 経 済 活 動 とい う こ と が 出来 る 。 他 人 に 貢 献 で き 、 社 会 参 加 が 出 来 る と い う喜 び の 中

で 、 あ る種 の ゲ ー ム 感 覚 で ワ ー カ ー が 関 わ れ る の で は な い か 。 こ の シ ス テ ム の 中 に 、 仕 事 を と って く る営 業 活 動 も入

れ られ る。 電 子 上 の 金 銭 の や り と りは 、 『電 子 貨 幣 」 の よ うな 形 で つ な げ る こ と も 出 来 る だ ろ う。

・電 子 メー ル上 で あ って も、 お 金 の や り と り に 関 し て は トラ ブ ル の も とに な りか ね な い の で 、 ワ ー カ ー 個 人 間 で は 交 渉 さ

せ な い。 ワ ー カ ー 間 で 教 え 合 う こ とな ど も、 レベ ル 、 内 容 な ど に 応 じて 単 価 を 明 確 に して お い た ほ うが よい 。

・最 近 フ ァ ク ス で 送 られ て きた ア メ リカ の ビ ジ ネ ス 情 報 に こん な も の が あ った 。 学 生 が 自 己PRの デ ー タを 登 録 し、 会 員

とな っ て い る 企 業 側 は 自 由 に そ れ を み て 、 必 要 に か な っ た 学 生 に 直 接 仕 事 の 依 頼 を 出 す 。 っ ま り 、 学 生 と企 業 か ら会 費 を

と って 個 人 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン の 場 を 提 供 す る だ け。 こ の よ う な 形 もあ っ て よ い で は な い か 。

・イ ンハ ウ ス の デ ー タ ベ ー ス で は 意 味 が な い 。 人 口 の 地 方 分 散 化 に 役 立 っ もの 、 自身 や 配 偶 者 の 出 身 地 で 農 業 に も関 わ り

な が ら仕 事 を して い け る よ うな シ ス テ ム 、 バ ー チ ャ ル シ テ ィ、 バ ー チ ャ ル ユ ニ バ ー シ テ ィ と 言 え る も の を 作 りた い 。

・こ の よ う な シ ス テ ム な ら、 目 的 性 以 上 に 色 々 の 人 と出 会 え る 偶 然 性 が 含 まれ て い て 、 面 白 い と 思 う。 デ ー タベ ー ス は キ

ー ワ ー ドに よ るの で 、 偶 然 性 は な い 。

・電子 メー ル の シ ス テ ム は デ ー タ ベ ー ス と は 若 干 ニ ュア ン ス が ちが う。

・デ ー タ ベ ー ス は 統 合 さ れ た 一 般 の シス テ ム の 中 で 使 わ れ て い るが
。

・デ ー タベ ー ス 構 造 も含 まれ た 電 子 メデ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク を考 え た い 。 後 か ら キ ー ワ ー ドを 作 って デ ー タ ベ ー ス 化 し て い

く。
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第2回 ・経 済 的 側 面 検 討 部 会 議 事 録

〈日時 〉 平 成4年12月14日(月)1500～1830

〈場 所 〉 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス

〈出 席 者 〉 ◇ 林 義 樹 ◇ 小 泉 幸 一 ◇ 匠 英 一 ◇ 柴 田郁 夫

◇ コー デ ィネー ト会社 の存在 意義 の確 立

・第1回 の組 織的 側面 検討 部会 や経済 的側 面検 討部会 で は っき りしたの は、大 企業 は在宅勤 務者 に仕 事を 発注す る意 志 を

持 って いな い とい うこ と。 在宅勤 務者 が どの程 度仕事 が 出来 るか 分か らない、 また在 宅勤務 者 の都合 で仕 事が 中断 して し

まった とき個人で は責任 能 力 もない、 とい うのが その理 由だ。

・大 企 業 と在 宅 勤 務 者 の 中 間 に し っ か り した コ ー デ ィ ネ ー ト会 社 が 存 在 す る 必 要 が あ るの で は な い か と思 う。 この コ ー デ

ィネ ー ト会 社 が ど う い う仕 組 み で 、 ど う い う 役 割 を持 て ば よ い の だ ろ う か 。 デ ー タ ベ ー ス と し て も、 教 育 機 能 や イ ン キ ュ

ベ ー ト機 能 を 備 え た も の と して 、 私 達 は考 え て い き た い 。

・具 体 的 な 仕 事 に 関 して な ら、 大 企 業 と個 々 の ホ ー ム ワ ー カ ー が 結 び付 く こ とは 出 来 る。 しか し、 仕 事 の 方 法 や 納 期 の 管

理 等 は コ ー デ ィ ネ ー ト会 社 が 入 る べ き だ 。

・大 企 業 に は す で に 下 請 け の 機 構 が 出 来 上 が っ て い て 、 新 規 に 入 り込 む 余 地 は 少 な い だ ろ うが 、 ネ ッ トワ ー ク型 の 利 点 を

活 か した コ ー デ ィ ネ ー ト会 社 と して

口 企 業 の 都 合 に 合 わ せ て 仕 事 量 が 調 節 可 能 。

口 し っか り し た 組 織 、 ネ ッ トワ ー クに よ り 、 多 勢 で 仕 事 を こ な せ る。

口 設 備 投 資 な ど 少 な い 分 、 リー ズ ナ ブ ル な 価 格 設 定 が 出 来 る。

な どの 『売 り」 で 、 競 争 力 を つ け て い く こ とは 可 能 だ と思 う。 つ ま り この 会 社 は テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 利 用 して コ

ー デ ィ ネ ー ト業 務 を 行 い 、 ネ ッ トワ ー ク を 利 用 し て ワ ー カ ー の 利 益 配 分 を 責 任 を 持 って 行 って い く。

・しか し、 日本 で は コ ー デ ィ ネ ー トの 業 務 は認 知 さ れ て い な い とい う 問 題 が 残 る。

◇ 「参 画 メ デ ィ ア ラ ボ 」 「SSJ-NETIと の リ ン ク の可 能 性 の 検 討

・ 『参 画 メ デ ィ ア ラ ボ 」 と い う、 日本 で 初 め て の ネ ッ トワ ー ク型 シ ン ク タ ン クを 構 想 して い る が 、 そ の 実 行 の た め の 詳 細

計 画 を 立 て て い き た い。

・埼 玉 県 の 中 小 企 業 振 興 公 社 の 情 報 セ ン タ ー が よ り活 性 化 し、 住 民 の ニ ー ズ に 透 った も の と な る よ う に、 情 報 セ ン タ ー の

持 っ て い る 機 能 に 対 して 、 在 宅 勤 務 者 の 提 案 を し て い け る仕 組 み と し て 、 同 セ ン タ ーのSSJ-NETへ の ア ク セ ス の 方

法 も探 って い き た い 。

・基 本 的 に は 、 全 国 ネ ッ トで 、 主 婦 、 高 齢 者 、 身 障 者 な ど幅 広 い 層 の 人 材 を 網 羅 した デ ー タベ ー ス と し て 、 教 育 ・研 修 機

能 を 付 け た もの を 詳 細 プ ラ ンニ ン グ して い き た い 。 そ して そ こ に 林 先 生 の 『参 画 」 大 学 構 想 を も リ ン ク さ せ た もの に し た

いo

・問題 点 と して は、大 企業 が社 内組織 と して 仕事 の下請 けを させ る構 造を持 って い る現 状 の下 で、 日本 に在 宅勤 務者 の存

在 を根 づか せ る仕 組み が 出来 るだ ろ うか?と い う こと。

・SSJ-NETと の 結 び 付 き を 考 え る の は 意 味 が あ る だ ろ う。

・SSJ-NETと の 接 点 を 考 え る に 、 こ こ 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス が 持 っ て い る機 能 を 洗 い 出 し整 理 し た 上 で 、 そ の 機

能 の 使 い 方 もセ ッ トに して 提 供 し て い く こ とが よ い と思 う。SSJ-NETの 中 小 企 業 が 、 自分 の 会 社 の 商 品 を 売 る 際 に 、

この デ ー タ ベ ー ス か ら抜 き 出 して き た 情 報 を 商 売 相 手(客)に 持 っ て い っ て 売 れ る よ うな 価 値 あ る 情 報 で あ れ ば 歓 迎 さ れ

る だ ろ う。

◇付加 価値 の高 い仕事 に絞 ったデ ータ ベー スの提 案

・大切 な のは、 この デー タベ ース で扱 う仕事 の 内容を どこに絞 るか、 という こ と。大 企業 は どん どん 分社 化 し、単 純 作業

は分社 させ た下請 け企 業 に出 して い る。 そ の中で 交際 費、交通 費、教 育研修 費 まで 削減の対 象に して い るのが 現状 。 少 々

の安 さを うたい文 句 に して も企 業 は乗 って こな い。それ に対抗 す るには、極 端 に安 いか、 あるい は、 他で は 出来な い 仕事

(例 えば高 度 に知 的 な内容 の仕事 な ど)を こなせ る人材 を揃 えてい るな どの付加 価値 を持 たせて い るこ と。

・在 宅 勤 務 で 単 純 作 業 を す るだ け な ら、 ネ ッ トワ ー ク作 りに も維 持 管 理 に も費 用 が か か り、 採 算 が 取 れ な くな って し ま う 。

また 一 般 事 務 な どは 派 遣 業 が 多 く、 そ れ と の 違 い を 出 す の も難 しい 。
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・ど こ に こ の デ ー タベ ー ス の 付 加 価 値 を 出 す か 、 ど うい う仕 事 に 特 化 す る か 、・そ れ を 考 え る、べ き だ 。 ア ブ ス トラ ク ト作 り、

翻 訳 者 の ネ ッ トワ ー ク作 りな ど。 またSSJ-NETと の 連 携 を 考 え る に あ た って も、 例 え ば 海 外 の 情 報 を と らえ 、 そ れ

を 中小 企 業 の 経 営 者 に伝 え て い け る よ うな 付 加 価 値 の あ るデ ー タベ ー スを 作 っ て い く必 要 が あ る 。

・同 感 だ。 ア メ リ カ の メ タ ネ ッ トに近 い もの を 『参 画 メ デ ィ ア ラ ボ 」 で 構 築 し よ う と して い る。 専 門 家 が 集 ま っ て、 通 常

は 電 子 上 で 会 議 しな が ら仕 事 の 情 報 も流 して い け る よ うな もの を 。

・在 宅 勤 務 者 とい う 呼 称 と そ の よ うな 構 想 は マ ッチ し な い 。 む し ろ家 庭 の 主 婦 層 を 対 象 と した と い う よ う な 感 じを 受 け る

が 。

・勿論 家庭 の主婦 も対象 とす る。 地方 に在 って、 仕 事 した くて も地 域で はふ さわ しい仕事 が 得 られな い有能 な主婦な どを。

・地方 に能 力が あ って 仕事を したが って いる主 婦が 本 当に そんな にい るのか?調 査せ ず にそ れを言 って も説 得力 はない。

・私 の 経 験 で は 、 他 県 に も こ こ 志 木 に も、 高 学 歴 で キ ャ リア も あ り、 社 会 参 加 し た い 主 婦 は 多 い 。 そ の よ うな 人 材 を 企 業

で 活 か して い き た い 。 しか し、 ほ う って お い て は 仕 事 は 来 な い。 しか し一 方 、 中小 企 業 に は 優 秀 な 人 材 は ほ し い が 費 用 の

点 で 難 しい と い う事 情 も あ る 。

・ど の 分 野 の 中 小 企 業 を対 象 と して い くの か 、 タ ー ゲ ッ トを 絞 っ た 方 が よ い 。 『知 的 仕 事 を 主 業 務 と して い る シ ン ク タ ン

ク的 企 業 」 とか 『官 庁 の外 郭 団 体 」 と い う よ う に 。 電 子 ネ ッ トワ ー クを 使 って 提 供 出 来 る サ ー ビ ス に は 限 り が あ る。 そ の

提 供 可 能 な サ ー ビス の メ ニ ュ ー を 整 え る の が 大 切 だ 。 ネ シ ト ワ ー クを 構 築 して 、 そ の 中 で 情 報 サ ー ビス を して い くの は 、

この プ ロ ジ ェ ク トの テ ー マ とい って よ い 。

◇ 従 来 の情 報 セ ン タ ー の 欠 陥 の 洗 い 出 し

・一 般 的 な 情 報 セ ン ター に は どん な 欠 点 が あ る だ ろ う か?そ れ を 改 善 した 形 で の デ ー タベ ー ス に して い く こ と に 意 義 が あ

る 。

・情 報 セ ン タ ー は 地 域 に根 ざ し た 、 ビ ジ ネ ス で は 出来 な い サ ー ビ ス が 出来 る と い う 特 徴 は あ る。 市 民 や 地 域 の 専 門 業 者 ・

企 業 の 側 か ら も 、 地 域 に根 ざ し た 細 か い 情 報 の ニ ー ズ は あ る 。 しか し、 本 当 に必 要 な 部 分 だ け を 切 り離 して の 提 供 な ど は

出 来 て い な い な ど、 課 題 は 多 い。

・公 民館 で行 われて いる社会教 育活動 な どの参 加者 を仕 事 につ な げて い くよ うな ことは ど うか?

・公 民 館 の 社 会 教 育 関 係 の 情 報 も、 す べ て 文 部 省 で デ ー タ ベ ー ス 化 しっ っ あ り、 職 業 訓 練 セ ン タ ー や 地 方 の 職 業 訓 練 ・研

修 制 度 、 企 業 で の 研 修 シ ス テ ム に っ い て も労 働 省 が デ ー タ ベ ー ス 化 しつ つ あ る。 そ れ と 同 様 の 企 画 は 無 意 味 。

・公 民 館 の 社 会 教 育 関 係 で 講 師 を して い る 地 域 の 人 な ど に は、 収 入 の た め とい う よ り、 社 会 参 加 、 自 己 実 現 の た め とい う

意 識 で 関 わ って い る 人 が 多 い の で 、 そ の よ うな 人 達 を ネ ッ トワ ー ク 化 して い く・の も面 白 い だ ろ う 。

◇ 東 京 一 極 集 中 是 正 と デ ー タ ベ ー ス

・東 京 一 極 集 中 の 是 正 の た め に 、 国 で も地 方 拠 点 法 の 成 立 、 地 域 指 定 とい う 動 き が あ る 。 地 方 の オ フ ィ ス 群 を 作 りた い と

い うオ フ ィ シ ャル カ リア 構 想 もあ り、 情 報 通 信 の イ ン フ ラ 整 備 も進 め られ て い る 。

・そ れ と結 び つ く形 で 、 日本 の ど こ に い て も仕 事 が 出 来 る シ ス テ ム を 考 え て い き た い 。 企 業 が 都 市 か ら地 方 に移 転 し て い

か な い な ら、if人 」 が 地 方 に い て 仕 事 を して い け る よ う に しな けれ ば な ら な い 。Jタ ー ン、Uタ ー ン に 関 心 を持 っ て い る

人 は 多 い の だ か ら 。

・個 人 が 東 京 で の 収 入 を 地 方 で 得 られ れ ば も っ と豊 か な 生 活 が 出来 る 。 しか し、 オ フ ィ ス が 東 京 に あ る 限 り離 れ られ な い。

地 方 で テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を 使 う こ と で 仕 事 が 出 来 る な ら、 ひ と月 に 何 回 か 本 社 に 顔 を 出 す だ け で 仕 事 が 出 来 る 仕 組

み も作 れ る 。 こ の よ う な イ ン フ ラ 作 り は 課 題 だ と思 う。

・現 実 に、 勤 務 先 か ら勧 め ら『れ て 、 新 幹 線 通 勤 を して い る20代 の サ ラ リ ー マ ン もい る 。 住 宅 補 助 費 用 の 削 減 の た め 、 企

業 が 膨 大 な 通 勤 費 用 を 負 担 して い る の だ と い う 。 も し地 方 に サ テ ラ イ トオ フ ィ ス が あ れ ば そ の 通 勤 費 用 もな くて す む の だ 。

・こ れ か ら は 、 個 人 を 大 切 に す る 視 点 か ら、 企 業 も地 方 で の 共 同 型 オ フ ィ ス を 構 想 して い く しか な い だ ろ う。

◇ デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ を

・サ ー チ ャ ー の 養 成 に っ い て は 、 ま ず 埼 玉 県 で プ ロ トタ イ プ を 作 っ て 、 次 第 に 他 地 域 に も広 げ て い け ば 、 登 録 人 材 も多 く

な る 。
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・埼 玉 県 で プ ロ トタ イ プ を 作 り、 何 ら か の 方 法 で 全 国 規 模 で 情 報 を 流 して スペ シ ャ リス トを 集 め 、 地 方 の 人 材 を デ ー タベ

ー ス で 研 修 して い く。

・プ ロ モ ー シ ョ ンの 立 場 で 言 う と、 ネ ッ トワ ー ク を まず 作 っ て し ま い 、 そ れ に 参 加 す る こ と で 生 活 を エ ン ジ ョ イ して い る

人 の 実 例 を 世 間 に 見 せ て し ま う 。

・転 勤 予 定 の 人 に ア プ ロ ー チ して 、 こ ち らに い る う ち に 研 修 トし、 転 勤 後 に 地 方 で 仕 事 を して も ら う と い う 手 もあ る。 地 方

で仕 事 す る 上 の 問 題 点 な ど も は っ き り して く る。 全 国 的 な もの と埼 玉 ロ ー カ ル の もの との2本 立 て で 実 践 例 を 作 っ て い こ

う。

◇ 世 界 規 模 の ネ ッ トワ ー ク を 目 指 し た デ ー タ ベ ー ス の 実 現 を

・世 界 規 模 の ネ ッ トワ ー ク に 視 点 を 広 げ て い くべ き だ 。 ア メ リカ 西 海 岸 に は 多 数 の 日本 人 が 住 ん で い る。 日系 企 業 に 勤 務

して い た が 、 そ の 地 が 気 に 入 り、 帰 国 命 令 が 出 た 後 も会 社 を 辞 め て 海 外 の 生 活 を 続 け て い る人 も多 い 。 世 界 各 地 に い る そ

の よ う な 人 との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ネ ッ トワ ー ク が 今 は な い 。 そ の よ うな 、 語 学 そ の 他 の 実 力 の あ る 人 材 の ネ ッ トワ ー ク

を 作 る の は、 そ う 難 しい こ とで は な い だ ろ う 。

・勉 強 し た い な ら ど こ に 行 け ば よ い、 と い う よ う な 項 目 を 並 べ た ネ ッ トワ ー ク は 日本 に もす で に あ る。 そ の 種 の もの とは

違 い、 ネ ッ トワ ー ク上 で 勉 強 が 出 来 る よ う な シ ス テ ム に した い 。

・ア メ リカ で は ネ ッ トワ ー ク を 使 っ た カ リキ ュ ラ ム も す で に 出 来 て い る。 日本 に い な が ら ア メ リカ の 大 学 の コ ー ス を 受 講

し、 単 位 を 取 り卒 業 した 例 も あ る 。 物 理 的 な キ ャ ンパ ス の 他 に 、 電 子 ネ ッ トワ ー ク上 で バ ー チ ャ ル キ ャ ンパ ス も持 って い

る とい う こ と だ 。

・日本 で も、 あ る 専 門 学 校 が 、 ア メ リカ の 大 学 と提 携 す る形 で 、 キ ャ ンパ ス を 持 た ず に 電 子 上 で の 単 位 取 得 とい う試 み を

始 め た と い う記 事 を 読 ん だ が 。

・今 後 は 日本 で も、 既 存 の キ ャ ン パ ス以 外 に バ ー チ ャ ル な キ ャ ン パ ス を 持 つ 所 が 出 て 来 る だ ろ う。

・大 学 でKJ法 の 授 業 を 参 観 した が 、 あ の よ う な こ と は 電 子 上 で も 出来 る と思 う。

・KJ法 を 電 子 上 で 行 う シ ス テ ム は 、 ア メ リカ で はす で に 出 来 て い て 、 運 営 して い る 。

◇r参 画J的 教 育 シ ステム の導入

・さ しあた って、電 子会 議の 仕組 みの 中で も参画的 な教育 は可能 だ ろ う。遠 隔地 の主婦 を教育 す る時に使 った り出来 る。

・そ の よ う な メデ ィ ア の サ ー バ ー を 含 め て 、 高 水 準 の 仕 事 に 対 応 出 来 る シ ス テ ム を 研 究 開 発 して い け ば よ い だ ろ う。

◇ ネ ッ トワ ー ク 型 シ ン ク タ ン ク の デ ー タ ベ ー ス 実 現 の 可 能 性

・イ メ ー ジ ア ッ プ と研 修 シ ス テ ム を 整 え 、 早 め に 養 成 を 始 め た い も の だ 。

・テ レセ ク レタ リー 、 プ ラ ンナ ー 、 研 究 者 な どを 網 羅 し て、 高 度 な レ ポ ー トも書 け る よ うな ネ ッ トワ ー ク型 シ ン ク タ ン ク

を 作 る こ とが 在 宅 勤 務 者 サ ポ ー トに な る と考 え る。 だ か ら 『参 画 メ デ ィア ラ ボ 』 の 構 想 を 取 り入 れ た い。

・ネ ッ トワ ー ク型 シ ン ク タ ン ク は 日 本 に は ま だ 存 在 しな い の か?

・企 業 内 の 研 究 者 を ネ ッ ト した シ ン ク タ ン クは あ る 。 そ こ に 社 外 の ス タ ッフ を 少 し加 え ネ ッ トワ ー ク化 し た もの もい くつ

か あ る。 しか し、 独 立 した コ ン サ ル タ ン トな どを ネ ッ ト した ビ ジ ネ ス は ま だ な い よ うだ 。 一 人 が1台 の パ ソ コ ンを 持 っ て

い て 、 社 内 の デ ー タ ベ ー ス を 個 人 が フ ル に 活 用 出 来 る 所 は ま だ 少 な い 。 独 立 し た 個 人 が 外 部 の 商 用 デ ー タベ ー ス を 使 っ て 、

電 子 ネ ッ ト上 で 情 報 交 換 し た り仕 事 を した り し、 ネ ッ ト自 体 が 事 務 局 の 役 割 を 果 た して 、 テ ー マ に 沿 っ た 共 同 執 筆 な どが

出 来 る よ う な 理 想 は 、 日本 で は 今 後 の こ と だ 。 日 本 で は 、 機 械 を ネ ッ ト上 で 使 い こな せ る と い う 条 件 が ま だ 整 っ て い な い 。

・ア メ リ カ な ど と違 い 、 狭 い 日本 で は 電 子 会 議 を す る 必 要 も そ れ ほ ど な い、 と い う事 情 も あ る 。

・電 子 会 議 で 発 言 した 内 容 が 収 入 に な る、 とい う仕 組 み は 日本 で は ま だ 出来 て い な い。 会 議 や ブ レス トで の 提 言 は あ く ま

で ボ ラ ンテ ィ ア レベ ル で し か 扱 わ れ な い 。 ビ ジ ネ ス と して 役 立 っ 提 言 は 収 入 に つ な が る と い う仕 組 み も 考 え て い きた い 。

・シ ス テ ム の上 で 共 同 執 筆 が 出 来 る仕 組 み を 、 私 は まだ 日本 で は 知 ら な い。 ベ ー ス とな る テ キ ス ト上 に 複 数 の 人 が そ れ ぞ
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れ 朱 を 入 れ る こ とが 可 能 な ソ フ トが 、 ま だ 出 来 て い な い 。

・日本 で は 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン レベ ル で は そ の 種 の もの もあ る 。

◇デ ータベ ース登録者 の時 化

・私達 が考 えてい るデー タベー スの登録 対象 は、 次の よ うに した らど うか。

① あ る程 度 高学歴の女 性

②シンクタンク[;蒜 鷲 霞 漂 ている人

と くにBク ラ ス の 人 材 の 力 を 活 性 化 して 、 発 想 や 考 え 方 に 魅 力 あ る レ ポ ー ト,提 案,調 査 な どを して い く と面 白 い の で

は あ る まい か 。

・助 手 や 院 生 に と っ て は、 自分 の 専 門 性 を 活 か せ る仕 事 に 関 わ れ る こ と に な る。

・個 人 の パ ソ コ ンが な くて も、 登 録 す れ ば 電 話 や フ ァ ク ス で 仕 事 の 管 理 は 出 来 る 。 翻 訳 、 調 査 活 動 の 第1段 階 レベ ル の も

の な どに 応 じ られ る 。 必 要 に 応 じて 、 最 終 報 告 は 専 門 家 が 責 任 を 持 つ 、 とい う形 に す れ ば よ い 。

・助 手 ,院 生200～300人 の ネ ッ トワ ー ク を 作 り、 仕 事 は デ ー タ ベ ー ス 会 社 で 取 っ て きて 流 す 。 ま た 、 会 員 が 自分 の

所 に 来 た 仕 事 を ネ ッ ト上 で 交 流 す る こ と も 出 来 る だ ろ う。

・教 室 単 位 で 、 教 師 が 取 って き た 仕 事 を 院 生 が して い る こ と もあ る 。 そ の よ う な 仕 事 も 出 来 る だ ろ う。

・優 秀 な 院 生 が 多 数 登 録 して い る デ ー タベ ー ス と して 売 り込 み 、 協 賛 企 業 を 募 る 。 会 員 に な れ ば こ の デ ー タベ ー ス に ア ク

セ ス 出 来 、 必 要 な ら コ ー デ ィ ネ ー ト もす る 、 と い う 売 り方 が 出 来 る 。 全 国 の 各 分 野 の 院 生 が 登 録 して い る と い うの は 値 打

ち が あ る。

・社 会 的 に は 未 熟 な 院 生 が 多 い か ら、 院 生 が グ ル ー プ で 仕 事 を 引 き 受 け た 場 合 、 契 約 段 階 で コ ー デ ィ ネ ー トす るほ う が ト

ラブ ル が 起 きな い 。 企 業 と院 生 の 金 銭 の 受 渡 しに は コ ー デ ィ ネ ー ト会 社 が 中 に 入 る よ う に して 。

◇ 現 存 デ ー タ ベ ー ス の 問 題 点

・日本 の デ ー タ ベ ー ス は 参 画 型 で は な い。 参 画 型 デ ー タ ベ ー ス と は 、 関 わ る 人 が 情 報 を 提 供 し て 、 デ ー タベ ー スの 内 容 を

ど ん どん 増 殖 して い く もの 。 現 在 日本 の デ ー タ ベ ー ス は 情 報 を 供 与 す る だ け で あ る 。

・確 か に 商 用 デ ー タ ベ ー ス で は 、 作 っ て い る 側 の 意 識 の み に 情 報 は 左 右 さ れ て い る 。 ア メ リ カ の ダ イ ア ロ ー グ の場 合 膨 大

な フ ァ イ ル が あ り、 そ の 範 囲 内 で は コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ネ ッ トワ ー ク 上 で 、 エ ン ドユ ー ザ ー 同 士 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も

エ ン ドユ ー ザ ー と レ ン ダ ー との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 出 来 る 。 た だ し、 エ ン ドユ ー ザ ー が 情 報 を 加 え た りす る こ とは 不 可

能 。

日本 で も商 用 デ ー タベ ー ス の 流 れ を み て も、 エ ン ドユ ー ザ ー に 一 方 的 に流 す だ け で は な く、 エ ン ドユ ー ザ ー の 反 響 も フ

ィ ー ドバ ッ ク して い く時 代 に な る だ ろ う。

・今 ま で は だ ら だ ら と流 れ て い た 情 報 や 、 発 言 の 内 容 を シ ソ ー ラ ス化 し て、 キ ー ワ ー ドで 検 索 出 来 る よ うな 仕 組 み が 必 要

で は な い か 。

・電子 メールで や りと りされ る膨 大 な情報 を検 索 出来 る ソフ トは まだな い。 ただ し、 不 必要 な情報 まで 検索 出来 る必 要 は

ない か ら、 読む価値 の あるSIGの 集 合体 のみ で十 分だ。

・必要 か否 か は利 用者 の受 け止 め方次 第。雑 誌 の投 稿欄 の よ うに、 こち らで必要 と思 う内容 を選 んで い けばよい。

◇ サ ー チ ャー 育 成 の 必 要 性

・キ ッチ ンセ ク レ タ リー(テ レセ ク レ タ リー)と は ど ん な 内 容 か?

・優 秀 な 主 婦 層 を ネ ッ トワ ー ク して 、 中小 企 業 の 社 長 や 広 報 ス タ ッ フ に 代 わ って 他 の 企 業 や マ ス コ ミ との 対 応 な ど して い

け る よ う に し、 コ ミ ッ ト レデ ィ と称 す る。 そ の た め に 主 婦 層 を 教 育 して レベ ル ア ップ を 図 って い く。 情 報 セ ン タ ー が 持 っ

て い る ネ ッ トの 中 で 、 テ レセ ク レタ リ ー が 電 話 や フ ァ ク ス を 駆 使 して 、 他 企 業 の テ レ セ ク レ タ リ ー と や り と り した り、 パ

ソ コ ン通 信 の 打 て な い 経 営 者 に 代 行 して 発 言 した り情 報 集 め し た りす る 。 そ の よ うな こ と は パ ソ コ ンネ ッ ト自体 を 活 性 化

す る だ ろ う。

ま た 、 主 婦 の 持 っ て い る 固 有 の情 報 を 活 か して 、 マ ー ケ テ ィ ン グ を メ イ ンに して い け る だ ろ う。 あ る 企 業 が 商 品 開 発 し

た もの が 消 費 者 と して の 立 場 か らみ て 商 品 と して 価 値 が あ る か ど うか とい う よ う な 調 査 な ど は 。
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・ポ イ ン トは デ ー タ ベ ー ス 化 と い う点 に あ る よ う だ が 。

・コ ミ ッ トレ デ ィの プ ロ フ ィ ー ル を デ ー タベ ー ス 化 し、 商 用 デ ー タベ ー スか ら検 索 出来 る よ うに す る 。

・10～20人 程 度 で は デ ー タベ ー ス 化 し て も仕 方 な い。 人 数 を 揃 え 、 仕 事 内 容 を 具 体 的 に して お く必 要 が あ る 。

・まず 、 デ ー タ ベ ー ス を 使 い こ な せ る よ う教 育 して い った ら ど うだ ろ うか 。 つ ま り サ ー チ ャ ー の 養 成 を し て 、 そ れ を 基 礎

に し て 最 近 女 子 学 生 に 人 気 の 秘 書 の 資 格 を 持 っ て い る人 材 を セ ッ トに して 、 ア ピ ー ル して い く と よ い だ ろ う。 広 報 誌 を 作

る 力 もあ り、 マ ー ケ テ ィ ン グ の セ ン ス もあ る と い うの が コ ミ ッ ト レデ ィ と い うよ う に 。

・教 育 ・研 修 を して コ ミ ッ ト レ デ ィ を 育 成 して い く に は
、 サ ー チ ャ ー の 仕 事 を 拡 大 して い く こ と が 大 事 だ と思 う。 教 育 体

系 を 作 っ て い くに は 、 研 修 ・活 用 体 系 を ど う 作 っ て い くか 考 え な い とい けな い 。

・通常 大学 で行 われ てい る よ うな 一方 的に講 義 をす るよ うな形 で はな く
、受 け る側 の レベ ルや関心 の状 況 に応 じて 自由に

イ ンタラ クテ ィブに 学習 出来 る教 材作 りが必要 だ。ペ ーパ ー レベ ルの教材 を電子化 して い く。

・オ ンラ イ ンで は 、 多 くの 人 が 学 び 合 え る と い う 点 に 意 義 が あ る 。 サ ー チ ャ ー の 基 礎 を 学 ぶ よ う な 場 合 に は ス タ ン ドア 回

ンの ほ うが よ い だ ろ う。

・サ ー チ ャ ー や エ ン ドユ ー ザ ー な どの 、 デ ー タ ベ ー ス に 関 わ る 仕 事 の 人 を 増 や して い く、 と い う こ と か ら始 め て み よ う。

エ ン ドユ ー ザ ー が 研 修 を 受 け て サ ー チ ャ ー に育 っ て い く仕 組 み、 ま た 経 験 と 努 力 次 第 で グ レー ドが 上 が っ て い く仕 組 み に

つ い て 、 検 討 して い こ う。

・専 門 家 の 情 報 収 集 を サ ポ ー トす る よ う な 場 合 に は 、 サ ー チ ャ ー 自体 が そ の 分 野 の ス ペ シ ャ リ ス トで な け れ ば 無 理 と い う

こ とに な る 。

・院 生 レベ ル の 登 録 者 に と って は、 そ の よ う な 情 報 収 集 の 機 会 に 参 加 す る こ とが 自身 の 研 究 に プ ラ ス す る とい う メ リ ッ ト

も あ る だ ろ う。

・今の 日本 の状 況で は、技 術開 発 のた めに は海 外 の特許情 報 や技 術情 報を常 に収集 しな くてはな らな い。 その情 報 を 日本

語 に翻訳 し、 要点 を ま とめ 、利 用 しやす い ようにDTPで 出す とい う作業が必 要に なる。企 業に も当然 そ の よ うなニ ーズ

はあ る。 そ の ような スキ ルの ある付 加価値 に対 して、企業 が どこ まで 費用を 出せ るか どうか 、 とい う問題 はあ るが。

・参 画 型 の 教 育 の 仕 組 み を 作 り、 サ ー チ ャ ー を 育 成 して い く と い う方 向 で 進 め て い こ う。

◇ 報 酬 の 体 系 に つ い て

・企 業 か ら ホ ー ム ワ ー カ ー の 仕 事 に 対 して 支 払 わ れ る 報 酬 と、 デ ー タ ベ ー ス の 運 営体(セ ン タ ー)の コ ー デ ィ ネ ー ト料 金

は ど の よ う な 仕 組 み に した ら よ い だ ろ うか?コ ー デ ィ ネ ー ト料 と して セ ン タ ー が受 け取 る金 額 は、 ど の く らい が 適 当 だ ろ

うか?

・単 な る コ ー デ ィ ネ ー ト料 な ら15%く ら い が 適 当 だ ろ う 。 た だ し、 仕 事 内 容 を フtロ ー す る 必 要 が あ る場 合 に は 別 途 考

え る必 要 が あ る が 。

・ウ ー カ ー は まずA 、B、Cと い う よ うに レベ ル 別 に 登 録 す る。 そ の ワ ー カ ー の ラ ン ク 別 の料 金 表 を 、 企 業 に 対 して 明示

す る。 そ れ に コ ー デ ィ ネ ー ト料15%を 加 算 し た 金 額 を 、 企 業 に 支 払 って も ら う こ と に し た ら ど うだ ろ うか 。

ク ラ イ ア ン トの 側 か ら見 れ ば、 ワ ー カ ー の 賃 金 を オ ー プ ンに して あ る と、 明 朗 な セ ン タ ー と い う印 象 を 受 け る だ ろ う。

・Aラ ン クの ワ ー カ ー は 、 セ ン タ ー で チ ェ ッ ク を 入 れ な くて も大 丈 夫 と認 定 出来 る 人 。 で も、B、Cラ ン クの ワ ー カ ー に

依 頼 した 上 で 、 セ ン タ ー で チ ェ ッ ク を 入 れ て く れ と い う よ うな ク ライ ア ン トも い る か も しれ な い 。

・翻 訳 の 場 合 、 普 通 は ネ イ テ ィ ブ チ ェ ッ ク を 入 れ る く らい 。 そ の 場 合 は チ ェ ッ ク料 と して10%プ ラ ス し た ら い い だ ろ う。

◇登録 者個 人票 につ いて

・登録 者 の実名 を 出す こ とは、登 録す る側か らいやが られ ないだ ろ うか?

・ク ラ イ ア ン トに して み れ ば、 一 度 仕 事 を して も ら っ て よか った か ら と、2度 目か らは 指 名 す る こ と も可 能 だ 。 た だ し、

そ の 場 合 に は 必 ず セ ン タ ー を通 す とい うよ う に して お か な い と、 セ ン タ ー と して は 大 変 な こ と に な る 。
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・セ ン タ ー が 中 に 入 っ て 仕 事 の 受 渡 し を す る場 合 は 問 題 が な い が 、 例 え ば ク リエ イ テ ィ ビテ ィ の 高 い 仕 事 内 容 の 場 合 な ど、

ク ラ イ ア ン トと ワ ー カ ー とが 直 接 連 絡 を 取 り 合 っ て 進 め る こ と に な る 。 そ の よ う な 場 合 、2回 目 に仕 事 を 依 頼 す る際 に は

セ ン タ ー を 通 さ ず に進 め られ る 可 能 性 もあ る 。 そ の よ う な こ とは 出 来 る だ け して ほ し く な い が 。

・入 会 時 点 で 『マ ナ ー ス タ デ ィ」 を 開 き 、 セ ン タ ー の 考 え 方 、 方 針 、 志 、 な ど を十 分 理 解 して も ら う しか な い 。

・ワ ーカ ー に して み れ ば 、 そ の 仕 事 を紹 介 して くれ た の は セ ン タ ー で あ る とい う こ と を 常 に 念 頭 に お い て 企 業 と や り取 り

して ほ しい も の だ 。 そ の こ とを 約 束 ご と と して う た うべ きだ 。

・料 金 体 系 か ら言 う と、 ワ ー カ ー と して は セ ン タ ー を 通 して も別 に 損 は しな い わ け だ 。 む しろ セ ン タ ー が 営 業 を して くれ

る わ け だ か ら、 セ ンタ ー に依 存 して い た ほ うが 楽 だ と言 え る 。

・直 で や っ て メ リ ッ トが あ る の は 、 コ ー デ ィ ネ ー ト料 を 払 わ ず に す む 企 業 の 側 だ け だ 。

◇ ワー カー の カ の 評 価 に つ い て

・シ ン ク タ ン ク 的 な 仕 事 な ど、 あ ま り ク リエ イ テ ィ ビ テ ィ の 高 い 仕 事 を す る 人 が そ ん な に 登 録 す る とは 思 え な い が 。

・ア フ タ ー フ ァ イ ブ の サ ラ リー マ ンな どが ワ ー カ ー と し て 登 録 す る 可 能 性 もあ る と考 え て い る 。

・個 人 票 に 、 主 婦 、 サ ラ リ ー マ ン 、 フ リー ラ ン サ ー な ど と ワ ー カ ー の 属 性 を 記 載 す る こ と にっ い て は ど う だ ろ うか?

・あ ま り主 婦 ば か りが 登 録 して い るデ ー タベ ー ス だ と、 企 業 か ら の 信 頼 は 薄 くな って し ま う。

・ しか し、 主 婦 で も フ リー ラ ン サ ー と して 仕 事 が 出 来 る 人 な ら、 フ リ ー ラ ンサ ー と い う属 性 で 十 分 だ と思 う。 だ か ら、 あ

え て 属 性 を 明 示 す る必 要 は な い と思 う 。 要 す る に 、 仕 事 能 力 を 客 観 的 に 評 価 す る こ とが 出来 れ ば 問 題 は な い の だ か ら。

・ラ ン クづ け に あ た って 、 検 定 の 種 類 を 調 査 し、 リス トア ップ し よ う。

・検 定 制 度 を 利 用 出 来 る職 種 に つ い て は 、 そ れ を 利 用 し、 ラ ン ク づ け を す る。 中 に は 、 検 定 は 受 け て い な い の で 資 格 は な

い が 、 仕 事 は 出 来 る とい う 人 は 多 い は ず 。 そ の よ うな 人 に は トラ イ ア ウ トに よ って そ の 能 力 を 評 価 し、 公 正 な ラ ン ク づ け

を す る こ と が 可 能 だ 。

◇ マ ナ ー ス タ デ ィに つ い て

・マ ナ ー ス タ デ ィは 、 セ ン タ ー の 方 針 や 理 念 な ど を ワ ー カ ー に 十 分 理 解 して も ら い 、 仕 事 を しや す くす る た め の 研 修 の 場

で あ る。

・ワ ー カ ー と言 って も千 差 万 別 で 、 中 に は 仕 事 を 初 め て や る と い う 人 も い る だ ろ う し、 また 、OL時 代 に ワ ー プ ロ を 打 っ

て い たか ら、 育 児 の 傍 らホ ー ム ワ ー ク した い と い う人 も い る だ ろ う 。 そ れ ぞ れ が 、 独 立 した ワ ー カ ー と して 仕 事 を して い

く と い う心 構 え で 、 責 任 感 を 持 っ て 臨 ん で も ら わ な くて は な らな い 。 そ の よ う な 、 ワ ー カ ー の 『心 得 集 」 の よ うな もの で

よ い の で は な い か 。

・教育 システ ム として企業 の信頼 を得 る手段 に もな る。 企業 に とっての 心配 の要 素(仕 事上 の秘密 は厳守 す る。責任 を持

って仕事 を仕上 げる、 な ど)に っ いて も、 この機 会 に徹底 してお く。

◇ 教 育 ・研 修 シ ステ ム に つ い て

・研 修 シス テ ム は 有 料 で 、 希 望 者 を 対 象 と して 行 う 形 に な る だ ろ う。 各 種 の 教 育 機 関 と タ イ ア ップ して 行 う方 法 もあ る。

・全 部 自分 の 所 で や る 必 要 は な い わ け だ し 、 い ろ い ろ の 所 と 提 携 す る こ と で ビ ジ ネ ス も広 が るか ら、 そ の 方 法 に は 賛 成 出

来 る 。 た だ 、rマ ル チ メデ ィア 検 定 」 だ け で も 、 私 達 の 手 で して い き た い と い う声 が 、 今 ま で の 委 員 会 か ら 出 て きた 。

・翻 訳 な ど は 他 に い く らで も検 定 の 組 織 が あ る 。 しか し、 こ れ か らの 分 野 の もの と して 、 マ ル チ メデ ィ ア の 技 術 者 の 養成

を め ざ し、 そ の 検 定 制 度 の 確 立 を こ こ の 目 玉 と し て 売 り出 して い き た い と 思 う。 将 来 的 に は そ の 方 向 を め ざ して い き た い

も の だ 。

・ 『マ ル チ メ デ ィ ア 検 定 」 を 検 討 し て い くの は 難 しい 。 しか し、 マ ル チ メ デ ィア とい う項 目 を 作 る こ とは 可 能 だ ろ う。 そ

の 中 に 名 前 の 一 覧 を 出 して お き 、 登 録 者 のAさ ん(イ ラ ス トレ ー タ ー)の デ ー タ を 検 索 す る と 、 こん な イ ラ ス トを 描 い て

い る とか 、 マ ッ キ ン トッ シ ュを 使 っ た 動 画 を 得 意 とす る 、 とか い う よ う に 分 か る仕 組 み に して お け ば よ い 。 キ ャ ドで 設 計

図 面 を 描 け る 人 材 とか い う よ う に 。
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っ ま り、 ニ ュ ー メデ ィア 的 な 仕 事 を 得 意 とす る人 材 は こ れ だ け い ます 、 と い う メ ニ ュ ー を 作 っ て お く方 法 な ら可 能 だ ろ

う 。

・キ ・一ーワ ー ドを い くっ か 明 示 して お い て 、 ど こ か ら で も 検 索 出 来 る よ うに す れ ば よ い 。 フ リー ワ ー ドよ り も30く ら い の

職 種 を 選 ん で お い て 、 そ の 中 か ら選 ば せ る よ うに す る。 技 術 的 に 可 能 な らば 、 自 己PRの 中 で フ リー ワ ー ドを 使 った らい

い だ ろ う。 自 己PRと ラ ン ク の 間 に 三 段 階 く らい で 経 験 の 程 度 な ど を記 載 し た ら よ い 。
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3.4技 術 的 側 面 検 討 部 会 に お け る 問 題 点 の 整 理

デー タベ ースの現在 あ る問題 点 を踏 まえ なが ら、他の3っ の部 会で語 られ た内容 が、技

術的 に可 能であ るか ど うか の検 討 を行 うとと もに、具体 的 にプ ロ トタイプ作 成 に向けての

提案 を行 う役割を担 うのが技 術的側面検 討部会で あ る。 ここで は勿論、技術 的 な面 か らの

検討が な されたが、第1回 の部 会 において技術 的 にはほ とん どの事柄が可能 だが 、 どこま

で具体 化す るか は、経 済的 な ことまで含め た課題 で ある との意 見が出 され 、 まず は経済 的

側面 も含めた仕様が 明確化 され る ことが重要で あ る、 との認識 がな され た。それ を受 け、

第2回 部会の前半 は、よ り詳細 な仕組 みの検討 がな され た。主 た る検討課題 は以下 の通 り

で あ る。

・デー タベ ースの基本 与件 と特 色 は何 か

・プ ロ トタイプ作成 にあ た っての技 術的課題

・既存 の商用ネ ッ トワー クへの接続 は可能 なのか

・研修 デ ータベ ースへ の ゲー トウ ェイの仕組 み

3.4.1デ ー タベ ースの基本与 件 と特色

医学を は じめ と した広汎 な分野 で マル チメデ ィアに対 してのニ ーズが高 ま って い る。

通 信機器類 の発達 もめざ ま しい。画像を もって企 業 に訴求 出来 る分 野を考 えた うえで、

マル チメデ ィア対応 の デー タベ ー スを構築 して い くべ きで あ ろ う、 との意見 が大勢 であ っ

たが、一方 当初 か ら画像 等 までふ くみ こむので はな く、拡張 性 のあ る リレー シ ョナルデ ー

タベ ースを前提 と して考 えて 、段 階的 に充 実 させ て い っては ど うか との意 見 も出された。

3.4.2プ ロ トタイプ作成 に あた っての技術 的課題

リアル タイ ムで、企 業が登録 ワーカーの検索 を 出来 るよ うな仕 組み のデ ー タベ ースを考

えて い るが、そ うした形で画像情 報 デー タベ ー スを考 え るの は、現時点 で は無理 が あろ う、

との内容 が語 られ た。 まず は段階 的に理想 に近 づ けてい くことを考え 、現時点 で はフ ァク

ス等 を うま く併用 して い く方 向が いいので はないか 、 との意見 も出された。

具体 的な機種名 と して は、マル チ メデ ィアを考え るとい うことで 、マ ッキ ン トッシュや

UNIXマ シー ン、ま た ソフ トウ ェア名 と して は、4thDIMENSIONが 挙 げ られた。
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3.4.3既 存 の 商 用 ネ ッ トワ ー クへ の 接 続

技 術的に は、 どの時点 で も既 存の商用 電子 デー タベ ースにつなげ る ことは可能で あ るが 、

ここで も通 信 イ ンフラの ネ ックがあ り、た とえっ なげ たと して もマル チメデ ィアデ ー タベ

ース と して
、通信 上で扱 うことは出来 ない、 とい うことが語 られた。 テキ ス トベ ー スで は、

既存 のネ ッ トワー クとっ なげ ることの メ リッ トは大 きいが 、技 術的 な案件 に関 して は、 つ

なげ る相手 先が決 ま らな い と細 か くはっめ られ ない とい うことであ った。

3.4.4研 修 デ ー タベ ー スへ の ゲ ー トウ ェイ の 仕 組 み

研修 に関 して は、 ゲー トウニイで、既存 の仕組 みにつ なげ るよ うにす るのが いいので は

ないか 、 とい うことで あ った。 これだ と独 自に一 か ら創 り出す手間が はぶ け、 また質 の高

い組織 を選定 す る こと も可能 にな る。具体 的な固有 名 と して財団法人 中央 職業能 力開発協

会(注1)やr参 画 メデ ィア ラボ(注2)』rSAS(シ ステムズ・アナリスト・ソサエティ)(注3)』

等の名称が挙 げ られ た。

(注1)労 働省 の外郭 団体 。各種 ス クール情報 や能力 開発教材等 の情 報 デー汐 ベ ー ス 「職

業能力開発 デー タベ ー ス」を現在構 築 中で あ る。

(注2)武 蔵大 学の林義 樹 助教授(教 育学)を 代 表 とし、(株)認 知 科学研 究所 と(株)

志 木サテ ライ トオ フ ィス ・ビジネスセ ンターが事 務局 にな って行 ってい る任意 の研 究団体 。

(注3)全 国 に100名 程 の会員(公 称)を 持 つ任意 の異 業種交流 団体。
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(付.4)

第1回 ・技 術 的 側 面 検 討 部 会 議 事 録

〈日時 〉平 成4年9月29日(火)9130～1215

〈場 所 〉志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィス

〈出 席 者 〉 ◇ 鈴 木 敏 行 ◇ 波 多 野 直 樹 ◇ 佐 藤 幸 治 ◇ 匠 英 一 ◇ 柴 田 郁 夫

◇ デ ー タ ベ ー ス の 基 本 与 件

・デ ー タベ ー ス 運 営 会 社(A社 と 仮 称 す る)の 役 割 を考 え て み る と、

① 企 業 か ら の ニ ー ズ を 集 め る 。

② ワ ー カ ー の 管 理 をす る(進 捗 管 理 な ど)

③ 優 秀 な ワ ー カ ー を 多 く集 め る。

こ の3条 件 を 満 た す デ ー タベ ー ス に す る必 要 が あ る 。

将 来 的 に は 、 『ニ フ テ ィサ ー ブ 」 の よ う な 所 と ア クセ ス 出 来 る デ ー タ ベ ー ス の構 築 を め ざ し た ら ど うか?

・企 業 は 、 人 材 派 遣 業 の よ う な 、 誰 が 派 遣 され る か 分 か ら な い よ う な仕 組 み に は 魅 力 を 感 じて は い な い 。 ま ず 人 材 派 遣 業

との 違 い を 明 確 に し た い 。 教 育 の シス テ ム を 確 立 し、 デ ー タ ベ ー ス で紹 介 した あ と、 ワ ー カ ー と企 業 を コ ー デ ィ ネ ー トし、

教 育 す る 。 コ ー デ ィ ネ ー トは 、 通 信 メデ ィ ア を 使 って 行 う 。

・人 材派遣 業 では アウ トプ ッ トを保証 しない 。派 遣 した 人の能 力 が悪 く企業か ら苦 情が来 れ ば新 しい 人を 派遣す るだ けだ。

その点を違 い として 打 ち出すべ きだ。作 品が よ くな けれ ば企 業か ら報酬 を取 らない こと とす る。

・仕 事 に 対 して 集 ま っ て ぐ る人 材 の グ ル ー プ が 出 来 た ら、 グ ル ー プ 単 位 を 企 業 に 紹 介 した り、 グ ル ー プ を イ ンキ ュベ ー ト

した り も出 来 る。 そ の よ うな イ ン キ ュ ベ ー タ 機 能 も果 た せ る デ ー タベ ー ス に した い 。 今 ま で 、 こ こ 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ

ス で も そ の よ う に して 活 動 して き た 。 そ し て ワ ー カ ー と企 業 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と して 通 信 機 器 を 使 う。 静 止 画

を 大 き く位 置 づ け た デ ー タベ ー ス に す るべ き だ 。

・A社 は 、 個 人 と し て の ワ ー カ ー を 集 め、 そ の グ ル ー プ の ネ ッ トワ ー ク を作 り、 教 育 を す る。 企 業 と ワ ー カ ー との コ ー デ

ィ ネ ー トを し、 ワ ー カ ー の リー ダ ー を 取 り ま とめ る。

・主 婦 の ワ ー カ ー の 場 合 、 家 族 が 病 気 に な っ た 時 に 仕 事 を 交 代 して も らえ る よ う な 体 制 もほ し い だ ろ う。 進 捗 管 理 も大 切

だ が 、 代 打 要 員 が 保 証 さ れ て い る と い う よ うな 条 件 も、 企 業 と ワ ー カ ー 双 方 に と って 必 要 で あ ろ う 。

・デ ータベ ー スを通 して も非常 に多 くの人 の努 力 のお 陰で仕 事 が 出来 るの だ とい う認 識 を登録 者 は持た な けれ ば長 続 きは

しな い。各所 で異 業種 交流 の場が持 たれ なが ら成功 例 が少 ない の は、 そん な他者へ の感謝 の気 持 ちを持 たず 、 自分 本位 の

考 え方 をす る参 加者 が多い ためで あろ う。

◇本 デー タベ ースの 特色
・まず1つ の 分野 に特定 したデ ー タベ ース を シュ ミレーシ ョンと して作 り、将来 的に はそれ を広 げ る形 で、 守 備範 囲を拡

大 して い きた い。'

・特 定 す る ジ ャ ン ル と い う こ とで 考 え る と、・現 在 で は ス ラ イ ドを 利 用 出来 る ソ フ トが 開 発 さ れ 、 文 字 や 言 葉 で は 説 明 し き

れ な い もの を 一 目 瞭 然 に 出 来 、 しか も通 信 機 器 を 使 っ て 送 れ る の で 、 医 学 な ど の 分 野 で 普 及 しつ つ あ る 。

例 え ば 医 学 分 野 で は こ れ ま で 、 多 忙 な 医 学 者 が こ の ス ラ イ ド作 成 を して き た が 、 デ ザ イ ナ ー に 任 せ ら れ れ ば と い う要 望

が 強 い 。 こ の ス ラ イ ド作 成 に あ た っ て は 、 多 くの 人 と 企 業 の 力 が 必 要 に な る が 、 『餅 は 餅 屋 」 、 そ れ ぞ れ の 専 門 家 が 関 わ

る こ とで 、 よ りよ い も の が 完 成 す る 。 こん な 時 、 コ ー デ ィ ネ ー トす る 機 能 をA社 が 果 た せ れ ば よ い と思 う。

・ま た 、 例 え ば総 合 病 院 で 患 者 を 診 察 し た 医 師 が 、 そ の 患 者 の 他 の 科 の カ ル テ を み た い 時 、 また 他 の 部 門 の 知 識 や 情 報 を

得 た い 時 、 今 は ゴ ン ピ ュ 一 夕 化 して い る た め 苦 労 す る 医 師 も い る と 聞 く。 そ の よ うな 場 面 で もマ ル チ メ デ ィ ア の ホ ー ム ワ

ー カ ー の 協 力 が 可 能 で は な い か 。

・例 え ば医師 が学会 の発 表に あた って図の作 成 を依 頼 した い とき、 企業A社 に問い合 わせ 、過 去の 作品 が画 像 とな って い

るデー タベ ースを検 索す るこ とで希望 のデ ザイ ナ ーな りを選 ぶ こ とが 出来 るとい うよ うな システ ムな のか?

・そ う だ 。 た だ 、 現 実 に は ま だ そ の よ うな デ ー タベ ー ス は な い 。

・画 像 を 使 っ た デ ー タ ベ ー ス 作 り を 考 え る な ら、 画 像 を 以 て 企 業 に 訴 求 で き る 分 野 は 何 か を 第 一 に 考 え な け れ ば い け な い 。

ま た マ ル チ メ デ ィア を 手 段 と しな け れ ば 出 来 な い 内 容 の 仕 事 分 野 を絞 って 考 え な い と、 何 の た め の 『マ ル チ メ デ ィ ア の デ

ー タベ ー ス 」 な の か 、 意 味 を な さ な くな って し ま う。

・医 学 に 限 ら ず 広 汎 な 分 野 で マ ル チ メ デ ィ ア の ニ ー ズ は 高 く な っ て い る 。 今 ま で1日 が か りで 届 け て い た 情 報 等 が 、 現 代

で は 通 信 で 瞬 時 に 出来 る の だ か ら。
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・企 業 は 多 くの マ シ ンを 持 っ て い る 。 しか し、 機 種 の 異 な る マ シ ン同 士 を つ な げ る 道 具 は 持 って い な い。 ニ ー ズ が 先 に あ

り、 それ に 応 じて 仕 事 を こ な して い くの に は、 マ ッ キ ン ト ッ シ ュ が 一 番 効 率 が よ い と言 え る 。

・今 ま で は デ ー タ ベ ー ス は 企 業 側 が 持 って い た 。 で は 、 こ こ で考 え る デ ー タ ベ ー ス は ど こ に お くの か?

・多 くの ワ ー カ ー が ば ら ば ら に 登 録 して い て は 、 機 能 が 不 完 全 。 デ ー タベ ー ス は 集 中 させ る 必 要 が あ る 。 だ が 各 社 が 自分

の 持 って い る 秘 密 を オ ー プ ン に す る は ず は な く、 集 中 化 は 難 しい 。 業 界 の 組 合 的 な もの に な れ ば よ い が 、 後 発 のA社 に は

無 理 。

・業 種 を 絞 る に は 、 どの よ う に す るか も問 題 で あ る が 、 検 定 制 度 とい う案 を 実 行 させ る に は ま だ 難 しい 問 題 も あ る 。 検 定

とい う の は 公 的 な もの で 、A社 が 単 独 で 実 施 して も 権 威 は 薄 い 。 何 ら か の 公 的 機 関 をバ ッ ク に っ け る方 が よ い 。 同 時 平 行

して い るe参 画 メ デ ィ ア ラ ボ 」 で そ の 仕 組 み を 作 りた い。 そ こ は す で に 大 学 関 係 者30人 、 学 会 会 長10人 も 名 を 連 ね る

100人 ほ どの 団 体 で あ る。 そ の プ ロ ジ ェ ク トの 中 で 、 実 際 に デ ー タ ベ ー ス を 我 々 が 考 え て い く とい う よ う に した い 。

・ワ ー カ ー 自身 も ど の 程 度 の 能 力 が あ る の か 知 り、 そ れ を 企 業 側 に認 め て ほ し い と思 っ て い る。 ワ ー カ ー の 水 準 規 定 を し

や す く し、 一 定 レベ ル 以 上 の ワ ー カ ー を 揃 え た うえ で 、 評 価 を 組 み 込 ん だ デ ー タ ベ ー ス と して 企 業 に 売 り込 む 。 企 業 側 に

と って も デ ー タ ベ ー ス へ の 期 待 が 高 く な る 。 そ の よ うに 多 くの 要 因 を つ な げて 相 乗 効 果 で 全 体 を 高 め て い き た い 。

・公 的 機 関 の 検 定 制 度 と 、A社 で 行 う研 修 シ ス テ ム の2本 の 柱 をA社 の デ ー タ ベ ー ス の 機 能 と して つ な げ、A社 が ビ ジ ネ

ス と し て い け る よ うに した い 。

◇ 技 術 面 の 検 討 課 題 と プ ロ トタ イ プ 作 成

・技 術 的 側 面 検 討 部 会 で は 「ワ ー カ ー の ネ ッ トワ ー クづ く り 」 「ニ フ テ ィ サ ー ブ の よ う な 既 成 の 組 織 と ど う っ な が りを 持

て るか 」 な どに っ い て 技 術 面 か ら考 え て い きた い。

フ ォー マ ッ ト(登 録 者 の 個 人 フ ァイ ル の 並 べ 方 な ど)の 作 り方 、 他 の ソ フ トに ど う組 み 合 わ せ て い くか(例 え ば 学 習 面

を 打 ち 出 す た め に どん な 所 と っ な げ て い くか な ど)、 とい う 点 か ら、 技 術 的 に は どん な 問 題 が 出 て くる だ ろ うか 。 そ こを

検 討 して い く 中 で 、 具 体 的 な デ ー タベ ー ス の モ デ ル が 見 え て く る と 思 う。

・大 規 模 の デ ー タ ベ ー ス を 作 る と した ら予 算 的 に も莫 大 な もの と な っ て し ま う 。 そ れ を 運 営 して い くの も ま た 大 変 な こ と

だ 。

・さ し あ た っ て は プ ロ トタ イ プ で よ い 。 よ く似 た こ とを や って い る 人 材 派 遣 会 社 な どで は デ ー タベ ー ス は ど の よ うに 作 ら

れ て い る の だ ろ う か?

口 画 像 を 利 用 し て そ の 種 の デ ー タベ ー ス を 作 って い る所 が あ る の か

口 画 像 を 入 れ た 場 合 、 ハ ー ドウ ェ ア に は どの く らい ゆ と り の あ る もの を 使 う必 要 が あ る か

口 ひ と まずA社 で1000人 登 録 を 目標 に プ ロ トタ イ プ を 作 る と して ソ フ ト とハ ー ドは どの よ うに して い くか

口 も し大 企 業 に 協 力 して い た だ け る と し た ら ど の 程 度 の こ とが 可 能 か

口A社 の 場 所 と 運 営 開 始 時 期 は

等 々 、 委 員 の 皆 様 に は 助 言 を お 願 い し た い 。 さ し あ た り こ の 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス で 来 年 度300人 登 録 の ホ ー ム ワ

ー カ ー ズ サ ポ ー トデ 一 夕ベ ー ス を 作 ろ う と計 画 して い る 。

・300人 程 度 で は小 規 模 に す ぎ る 。 キ ー マ ンが300人 い て も よ い く らい だ 。 キ ー マ ンの 存 在 は非 常 に 重 要 で あ る 。 ネ

ッ トワ ー クの 核 と し て 、 企 業 の 立 場 で もキ ー マ ン次 第 で 仕 事 の 発 注 を す る こ とに な る 。

◇ プ ロ トタ イ プ を 作 る に あ た って の 機 種 の 検 討

・ふ さわ しい 機 種 な ど を種 々 検 討 し、 出 来 れ ば 機 種 も選 定 して か ら プ ロ トタ イ プ を 作 る 方 向 に も っ て い き た い 。

・具 体 的に どんな機 種が よ いだ ろ うか?

・この よ う な方 向 づ け か ら言 え ば 、 キ ャ ラ ク タ ー デ ー タ ベ ー ス か ら イ メ ー ジデ ー タペ ー ス に 転 換 して い け る の で 、 マ ッキ

ン トッ シ ュが よ い 。 現 在30万 人 が デ ー タ ベ ー ス に 登 録 して い る 。

・最 初 は プ ロ トタ イ プ を 作 り、 将 来 的 に は 大 き く して い く。 『ニ フ テ ィ サ ー ブ 」 の よ うな 外 部 の デ ー タ ベ ー ス と も ア ク セ

ス 出 来 る シ ス テ ム を 作 り利 用 した い 。 そ ん な 条 件 に マ ッキ ン トッ シ ュな ら応 え られ る の か?

・私 が 考 え て い る プ ロ トタ イ プ は 、 登 録 者300人 程 度 を 画 像 と して 入 れ た デ ー タ ベ ー ス で 、 メモ リー な どの 容 量 は あ ま

り大 き くな くて もよ い 。

と こ ろ で 、 こ こ で 次 の よ う な い くっ か の 課 題 が あ る。

① 『教 員 』 『教 師 」 『学 校 関 係 者 」 な ど複 数 の語 彙 が 混 在 して い る と検 索 時 に 混 乱 して し ま う の で 、 用 語 の 統 一 を シ ソ 一
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ラ ス の どの レベ ル で して お い た らよ い か 。

② キ ー マ ンの 力 量(組 織 力 、 専 門 分 野 で の レベ ル な ど)を ど の よ う に 入 れ るか 。

以 上 の 点 な どを 検 討 して フ ォー マ ッ トを 作 っ た ワ ー カ ー 側 の デ ー タベ ー ス を 企 業 側 に 提 示 して 、 利 用 に つ いて ア ンケ ー

トを と って み て 、 課 題 を ク リ アす る の も一 方 法 だ 。

・ア ンケ ー トな ら机 上 で も作 れ る 。 マ ル チ メ デ ィ ア の 現 場 を 知 らな い 企 業 側 の 人 達 を 納 得 さ せ る の は 難 しい 。 デ ー タベ ー

ス の モ デ ル の よ う な もの を 提 示 し、 企 業 側 の 要 望 に 合 っ て い る か ど うか を 探 る こ と は よ い 考 え だ 。

・企 業 の ニ ー ズ が あ る か ど うか が ま ず 心 配 な 点 だ
。

・技 術 的 側 面 で は、 ま ず 作 業 レベ ル で 進 め モ デ ル を 作 って 、 ハ ー ドや ソ フ トの メ ー カ ー に 内 容 を 打 診 して み て 、 そ の 後 で

再 度 委 員 会 で 話 し合 う こ と に し よ う。

・企 業 に お い て も画 像 を 取 り込 ん だ デ ー タ ベ ー ス の 利 用 は 将 来 広 が
って く る だ ろ うか ら、 顧 客 デ ー タ ベ ー ス と して の 可 能`

性 は 高 い 。

・現 在 人 材 派 遣 会 社 や 結 婚 相 談 所 で どん な デ ータ ベ ー ス が 使 用 され て い るか
、 そ の デ ー タ ベ ー ス の 問 題 点 は 何 か 、 を 探 っ

て み る 。 も しま だ 使 用 して な い 所 に は 、 我 々が 構 想 して い る デ ー タベ ー ス の モ デ ル を み せ て 、 ア ンケ ー ト調 査 に よ って 使

用 し た い か ど うか な どの 反 応 を み る 。 そ れ に よ り わ れ わ れ の 構 想 の 問題 点 も分 か る だ ろ う 。

・企 業 側 の 立 場 か らみ て 、 例 え ば マ ッキ ン ト ッ シ ュ で は シ ェ ア が 小 さ い か ら他 の 機 種 と連 動 出 来 る の が よ い と い う よ う な 、

企 業 が 今 まで の 資 産 を 活 か せ る よ う な 提 案 も今 後 して い た だ き た い 。

・シ ス テ ム 設 計 を 考 え る と、 サ ーバ ー と して は 、UNIXマ シ ー ン、 あ る い は マ ッ キ ン トッ シ ュQuadra700を 使 う必

要 が あ る と思 う。 デ ー タベ ー ス の 容 量 を 大 き くす る 必 要 か らそ の 程 度 は 最 低 ほ しい 。 ま た 、 ク ラ イ ア ン ト側 はMac/C

iま た はMac/Fxレ ベ ル で 十 分 で あ る 。 た だ し、 デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 最 初 の 半 年 を 初 期 段 階 と み な し、 そ の 間 は 、 容

量 も少 な い の で 、 サ ー バ ー側 もMac/Ciま た はMac/Fxで 対 処 す る。'そ の 間 は 、 ソ フ トは4thDIMENSI

oNの 下 位 版 で あ る フ ァ イ ル フt－ ス が よ い だ ろ う。 この4thDIMENSIoNを 選 ん だ 理 由 は 、 こ れ な らオ ペ レー

タ ー が 専 門 的 知 識 を持 って い な くて も無 理 な く扱 え る と い う 点 で あ る 。

・4thDIMENSIONの 機 能 の 優 位 性 と し て は、

① 多 様 な ユ ー ザ ー の 立 場 に応 じて 、 ア ク セ ル 管 理 が 柔 軟 に 出 来 る 点 。 こ れ の フ ァ ク ス 向 け の 機 能 を装 着 さ せ た場 合 は、 企

業 か ら フ ァ ク ス で 送 っ て き た もの に も対 応 して こ ち らの フ ォ ー マ ッ トに 直 し、 さ ら に 企 業 に フ ァ クス で 送 り返 す こ と も 可

能 な 多 様 性 も 備 え て い る。 ま た 、 ア クセ ス 管 理 を グ ル ー プ 単 位 で 出 来 る と い う 利 点 もあ る 。 だ か ら、 ワ ー カ ー の 種 類 に よ

っ て 、 グ ル ー プ ご と に 対 応 して い く こ と で 、 ワ ー カ ー 管 理 も あ る 程 度 簡 潔 化 出 来 る。

② 高 い プ ロ グ ラ ミン グ 環 境 とカ ス タ マ イ ズ 機 能 を 持 つ こ と 。

③ マ ッキ ン ト ッ シ ュ の 特 徴 で あ る静 止 画 、 動 画 、 グ ラ フ ィ ッ ク の 扱 い も可 能 。 動 画 は 現 時 点 は 問 題 も多 い か ら、 せ い ぜ い

静 止 画 止 ま り か も しれ な い が 、 グ ラ フ ィ ッ クな ら、 画 面 上 の グ ラ フ ィ ッ ク を電 話 回 線 で 送 信 す る こ とが 十 分 可 能 だ 。 費 用

は 、 ソ フ ト(DIMENSION)が20万 円 、 フ ァ ク ス モ デ ム が10万 円、 通 信 ソ フ ト(ア ッ ブ ル トー プ)が5万 円 程

度 と考 え て い い 。'

・次 に シス テ ム の 構 造 に っ い て 考 え る と、 運 営 事 務 局 の 中 に フ ァ ク ス を つ な い だ サ ー バ ー(UNIX)と マ ッキ ン ト ッ シ

ュ が あ り、 オ ペ レ ー タ ー が い る。 こ の オ ペ レ ー タ ー は1人 で も よ く、 と く に専 門 知 識 が な く と も、 慣 れ れ ば 十 分 機 能 を 果

た す こ とが 可 能 で あ る 。
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第2回 ・技 術 的 側 面 検 討 部 会 議 事 録

〈日 時 〉 平 成5年1月18日(月)1500～1800

〈場 所 〉 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィ ス

〈出 席 者 〉 ◇ 鈴 木 敏 行 ◇ 佐 藤 幸 治 ◇ 匠 英 一 ◇ 柴 田 郁 夫

◇ デ ー タ ベ ー ス の 作 成 と検 索 方 法

・作 成 の 形 と して は 、・個 人 プ ロ フ ィ ー ル デ ー タベ ー ス を 作 る こ と 。

・職 業 別 の デ ー タ ベ ー ス を 作 り、 個 人 の デ ー タ別 プ ロ フ ィー ル を ど う 検 索 す る か で 企 業 が ほ しい 人 材 を 探 せ る よ う に す れ

ば よ い 。IDか ら検 索 す る こ と も職 種 か ら検 索 す る こ と も出 来 る よ うな 仕 組 み を考 え る べ き で あ る 。 デ ー タ ベ ー ス は1種

類 で す ん で し ま う 。

・CD-ROMを 作 り た い 会 社 が 、 自 己PRや 作 品 の フ リー ワ ー ド検 索 で 人 材 を選 ん で セ ン タ ー に 指 名 して き た 場 合 、 翻

訳 な ど と ち が って 賃 金 が 明 示 され て い な い わ け だ が 。

・そ の よ う な オ ー ダ ー が 来 た 場 合 、 セ ン タ ー が 中 に た っ て 契 約 を 取 り交 わ し、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ・フ ィ ー と し て15%上

乗 せ して 企 業 に 請 求 す る 。

◇ サ ポ ー ト情 報 デ ー タ ベ ー ス に つ い て

・こ の 構 想 は2本 の デ ー タ ベ ー ス で 成 り立 た せ る 。1本 は 人 材 デ ー タ ベ ー ス 、 も う1本 は サ ポ ー ト情 報 デ ー タ ベ ー ス 。

サ ポ ー ト情 報 デ ー タベ ー ス は 、 在 宅 勤 務 者 が 困 った 時 に 検 索 出 来 る よ う な 機 能 と情 報 を 備 え た デ ー タベ ー ス で あ る 。Q

&A方 式 で 、 在 宅 勤 務 を サ ポ ー トす る 情 報 の デ ー タ を ま とめ た い と考 え て い る。

・そ れ に は パ ソ コ ン通 信 の ボ ー ドの 感 覚 を 取 り入 れ 、 互 い に 交 流 出 来 る よ う に す る と よ い の で は な い か 。

・交 流 とな る と具 体 的 に名 前 も 出 て くる 。 ワ ー カ ー が 相 互 に 交 流 す る の が 目 的 で も企 業 が 顔 を 出 す よ う に な る と、 セ ン タ

ー の 立 場 が な くな っ て しま う 。

・会 議 室 だ け で 、 個 人 メ ー ル ボ ッ ク ス は 作 ら な い よ う にす る 。

・Q&Aを2本 に して 、1本 は デ ー タ集 、1本 は ボ ー ド(会 議 室)に して お く。 そ こ で は ワ ー カ ー のA子 さ ん も答 え る し

セ ン タ ー も答 え る、 と い う よ うに して お く。 そ れ が あ る程 度 ま と ま っ た ら フ ィ ッ クス して デ ー タ集 に 入 れ る 。 そ う い う形

に す る と ま と ま り が っ く。

・デ ー タ 集 の 中 に 行 政 は ど う 支 援 して くれ る か と い う よ うな 公 的窓 口 の 情 報 も入 れ た ら ど うか 。 私 自身 い ず れUタ ー ン し

て ホ ー ム ワ ー ク し た い と い う 気 持 ち が あ る。Uタ ー ンの よ うな 情 報 も ほ し い 。

・確 か に こ の デ ー タ ベ ー ス に 登 録 して 仕 事 す るだ け で は生 計 を 立 て る の は難 し い か も しれ な い 。Uタ ー ン し て 定 職 を 得 て 、

そ の 上 で ホ ー ム ワ ー クで 好 き な 仕 事 を した い とい うケ ー ス も こ れ か ら は あ る だ ろ う。 そ の 種 の 相 談 窓 口 もあ れ ば 知 りた い

とい う こ と に な る。

・在 宅 勤 務 の環 境 作 り、 家 族 に 対 す る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの と り か た 、 法 的 な こ とな ど 、 デ ー タ集 に 集 め た い 。

・ハ ウ トゥ ー 的 な 、 実 践 レベ ル の 情 報 を 集 め た 方 が よ い。

・照 明 器 具 、 机 な ど 、 ど の メ ー カ ー の どの 型 番 が 使 い や す い 、 と い う 所 ま で ふ み こ め た ら よ い 。

・パ ソ コ ン は持 っ て い る が プ リ ン ター が な い 。 ど こ へ い け ば プ リ ン トア ウ ト して くれ る か 、 と い う よ う な 情 報 が ほ し い 場

合 も あ る 。

・ク ラ イ ア ン トと の トラ ブ ル 、 家 族 と の 接 し方 、 な ど。

・現 実 に 『家 族 と の接 し方1は 、 ホ ー ム ワ ー カ ー が 直 面 して い る 問 題 。 自分 は 仕 事 の 態 勢 で い る の に 家 族 の 理 解 と協 力 が

得 られ な い 、 とい う 問 題 に 悩 ま さ れ て い る こ とは 多 い よ うだ 。

・む し ろ1こ れ か ら は ホ ー ム ワ ー カ ー の 方 が 能 力 あ る ん だ 」 と い う こ とを 分 か っ て も ら わ な け れ ば な らな い 。

・そ の よ うな 悩 み は 多 くの ホ ー ム ワ ー カ ー が 抱 え て い る。

一63一



・会 社 に い く こ と で 気 持 ち の 切 り替 え が で き た が 、 常 に 家 庭 の 中 に い る こ と で、 本 人 も家 族 も 、 す べ て 狭 い 空 間 に 混 在 し

て し ま い 、 ど う に もな らな い 状 態 に な っ て しま う 。

・自 分 自身 に 関 す る部 分 は 、 例 え ば 『仕 事 を始 め る 前 に 一 旦 外 に 出 て 気 持 ち を 整 え て か ら家 に 入 っ て 仕 事 開 始 』 とい う よ

うな 方 法 で 乗 り越 え られ る。 しか し、 家 族 や 周 囲 の 人 との 関 わ りが 入 っ て くる と な か な か 大 変 だ 。 そ れ らの 悩 み は 交 流 ボ

ー ドで 出 し合 い 、 よ い もの に つ い て は フ ィ ッ ク ス し た 項 目 を 登 録 し、 そ れ に は 謝 礼 を 出 す こ とに し よ う 。

・Q&Aの 情 報 シ ス テ ム に は 、 『仕 事 関 連 の 項 目』sキ ャ リア ア ッ プ した い 人 の 項 目sな ど も 入 れ た い 。 研 修 機 関 に ゲ ー

トウ ェ イ して い て も よい 。

・この デ ー タ ベ ー ス で は 随 時 技 術 教 育 や 研 修 を 受 け ら れ る こ とを 特 徴 づ け た い。

・Q&Aに 入 れ る分野 を まとめてみ ると、 次 の よ うにな る。

口 環 境面 の情報

ロ ビジネスマ ナー に関す る情 報

口 自己管 理術 に関す る情報(セ ル フマ ネジ メ ン ト、 自己啓 発、 向上意 欲な どに関す るこ と)

口雇 用、 賃金 に関 する こと

口 仕事 す る上 で利 用出来 る施設 、設備 な どの情 報

口 在宅勤 務 をめ ぐる窓 口や書籍 な どの情 報

口 勇気 づ けのた めの事例集(シ ニ アの人 が仕 事を 始め た事例 な ど も)な ど。

◇ 信 頼 さ れ る イ メ ー ジ作 り

・セ ンタ ー の イ メ ー ジ を 、 企 業 や ワ ー カ ー が 、 ど う と らえ る か が 問 題 だ 。 どん な メ ンバ ー が 登 録 して い る か が 、 ネ ッ トワ

ー クの 評 価 を 左 右 す る こ とに もな る 。 大 学 院 生 も積 極 的 に 登 録 して 、 ス テ イ タ ス を 上 げ る こ と に っ な げ た い と思 う。

・働 くた め の マ ナ ー 研 修 は 終 了 し て い る ワ ー カ ー の 集 ま りだ 、 と い う こ と は最 低 基 準 とす べ き で あ る。 ワ ー カ ー の 質 の 向

上 に 努 め て い る姿 勢 もセ ン タ ー の 評 価 に つ な が る 。

・セ ン タ ー の 役 割 は一 種 の コ ミ ッ シ ョナ ー。 全 体 の 向 上 を 常 に 考 慮 して 運 営 して い く こ とが 必 要 で あ る 。 儲 け の た め に の

み 運 営 す る の で は な く、 公 的 意 味 合 い も あ る 。 だ か ら ど ち らか と言 え ば 、 運 営 体 は 社 団 法 人 の よ うな 形 が よ い の だ が 。

◇ セ ン タ ー の 役 割 と 意 義

・登 録 時 に ワ ー カ ー が ま ず 心 配 す る の は 、 こ こ に 登 録 す れ ば 必 ず 仕 事 を も らえ る の か 、 と い う 点 だ ろ う。 年5000円 の

登 録 料 を 支 払 って も、 永 続 的 に 仕 事 が 保 証 さ れ る の か?と 。

・ 『セ ン タ ー の 役 割 は コ ー デ ィネ ー トす る こ と」 と、 ま ず 最 初 に セ ン タ ー の 役 割 を 伝 え て お く しか な い。 少 しで も多 くの

仕 事 を 、 多 くの ワ ー カ ー に 均 等 に い く よ う努 力 し て い くの が セ ン タ ー の 仕 事 な の だ か ら。

・Cラ ン ク の 人 な ど、 仕 事 が 来 な い の で は な い か と い う不 安 が あ る だ ろ う。 ク ラ イ ア ン トに よ っ て は 、 そ の レベ ル の 人 に

仕 事 して も ら う だ ろ う し、 ま た 、 デ ー タ ベ ー ス の 教 育 シ ス テ ム を利 用 して ラ イ ン ア ッ プ を 図 って も ら う し か な い 。

・他 の 委 員 会 で 出 た意 見 だ が 、 セ ン タ ー で は 一 生 懸 命 営 業 努 力 を して も、 企 業 側 が 登 録 ワ ー カ ー の 質 を 疑 問 視 す る 限 り安

心 して 任 せ て くれ な い だ ろ う、 とい う こ と もあ る 。 この 点 に は ワ ー カ ー の 選 定 基 準 、 研 修 制 度 を 明 確 に して い く こ とで 、

理 解 を 得 る しか な い だ ろ う 。 あ とは 、 実 績 で 評 価 して も ら う だ け だ 。

・私 と し て は 、 『ど こ に い て も仕 事 が 出 来 る 仕 組 み 』 『フ レ ッ クス ワ ー ク』 と い う コ ンセ プ トに つ な が る 構 想 だ と思 って

い る 。 だ か らサ テ ラ イ トオ フ ィ ス 協 会 の 事 業 の一 環 と して こ の 構 想 を 考 え て ほ しい と 望 ん で い る 。 そ の 後 で 、 ニ フ テ ィ な

ど の 組 織 と の っ な が り を考 え て い き た い 。

・女 性 の 賛 同 を 得 て そ の パ ワ ー を 活 用 して い くた め に は 、 こ の 取 り組 み が 『社 会 に 貢 献 して い くも の だ 』 とい う こ と を ア

ピー ル し、 展 示 会 、 バ ザ ー な どの イ ベ ン トを 取 り込 み 、 カ ル チ ャ ー セ ン タニ 的 に 展 開 し て い くの が 効 果 的 だ ろ う 。

◇ 既 存 の 商 用 デ ー タ ベ ー ス と つ な が る こ と の 技 術 的 可 能 性

・以 上 、 デ ー タ ベ ー ス の 仕 様 に つ い て 検 討 して き た わ け だ が 、 そ れ が 技 術 的 に み て 可 能 か 否 か 、 専 門 的 立 場 か らお 話 しい

た だ きた い 。 第1回 の 技 術 的 側 面 検 討 部 会 で も、 まず き ち ん と した 仕 様 を 作 って み る こ と が 大 切 と い う こ と に な っ て い た

が 。 気 が か り な の は、 「こ の デ ー タベ ー ス は 電 子 ネ ッ トと して 、 例 え ば ニ フ テ ィ の よ う な ネ ッ トワ ー クか らの ゲ ー トウ ェ

イが 可 能 な の か 」 ま た 、 「この デ ー タ ベ ー ス か ら他 の 会 社 の ネ ッ トワ ー クへ の ゲ ー トウ ェ イ が 可 能 な の か 」 とい う こ と だ 。
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・一 連 の 仕 組 み の 構 想 は 、 今 の 技 術 力 を も って す れ ば 不 可 能 で は な い と思 う。 し か し い くっ か の 不 安 は あ る。

例 え ば マ ナ ー ス タ デ ィで こ の デ ー タ ベ ー スの 仕 組 み や マ ナ ー を 学 ぶ 方 法 と して は 、 自動 的 に 講 習 や 研 修 の 仕 組 み をVA

Nに 組 み 込 み イ ン タ ー ラ ク テ ィブ に や り な が ら学 ん で い け る オ ー サ ウ ェ ア的 な も の か と思 うが 、 そ れ が 通 信 ネ ッ'トワ ー ク

の 上 で う ま く い くか な 、 と思 う。

と い う の は 、 技 術 力 で は 問 題 が な い が 、 情 報 イ ン フ ラ の 問 題 が あ る と思 う か ら だ 。ISDN回 線(lNS64)で は 、

オ ー サ ウ ェア 的 な もの ま で は対 応 出 来 な い で あ ろ う。 私 自身 、 例 え ば マ ナ ー ス タ デ ィ な ど 『マ ル チ メデ ィ ア 」 オ ー サ ウ ェ

ア に した ら と て も よ い 、 と思 うが 、 今 の 技 術 で は 出 来 て も、 今 の 情 報 イ ン フ ラ で は 難 し い と思 う。

も う一 点 は デ ー タベ ー ス が 画 像 デ ー タベ ー ス で も、 マ ル チ メ デ ィ ア の デ ザ イ ナ ー の 動 画 作 品 等 は 、 今 の イ ン フ ラ で は 対

応 出 来 ま い 、 と思 う の だ 。 も しニ フ テ ィ とゲ ー トウ ェ イ し よ う と して もニ フ テ ィ の 機 能 が そ こ ま で 対 応 出 来 る も の で は な

い 。 また 、 求 人 者 側(っ ま りデ ー タ ベ ー ス を 見 る 側)も そ れ に 応 じ ら れ る機 器(動 画 を 映 せ る端 末 や 高 速 回 線 な ど)を 持

って い な い 、 とい う 問 題 も あ る 。

◇ 現 時 点 で の マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス

・現 時 点 で の 可 能 性 と して は 、 バ イ ナ リー デ ー タ で 動 画 の 情 報 を ひ と ま と め に して 送 っ て し ま い、 そ れ を 取 り込 ん で か ら、

動 画 の 見 れ る ス タ ン ドア ロ ンの ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ トで 見 る 、 と い う方 法 は あ る 。 だ が そ れ で は 本 当 の マ ル チ メ デ ィ ア

デ ー タベ ー ス とは 言 え な い 。 現 状 で の パ ソ コ ン通 信 に っ な げ る の な ら、 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス と い うの は な か な か

難 しい と 思 う。

・唯 一 可 能 な の は 、 バ イ ナ リー デ ー タ でAさ ん と い う 人 材 の 文 字 の デ ー タ に 、 「こ の 人 に は 動 画 の フ ァ イ ル が あ る 。 必 要

な ら 送 る 」 と い う記 載 を し て お く。 求 人 側 が そ れ を 見 てAさ ん の 動 画 を 見 た い と 思 っ た ら、 バ イ ナ リー デ ー タ で そ の 動 画

を ダ ウ ン ロ ー ドし、 そ れ を ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トに か けて 見 る こ と が 出来 る。 マ ッキ ン ト ッシ ュで あ れ ば ク イ ッ ク タ イ

ム 、 あ る い は ナ プ リ フ ス 方 式 で 、QLD方 式 で も 見 る こ と も可 能 だ 。

い ず れ に して も、 保 存 の 方 法 ま で デ ー タ に 記 載 して お け ば、 見 た い 側 が そ れ を 取 り込 み ダ ウ ンロ ー ド し、 そ れ を ア プ リ

ケ ー シ ョ ン ソ フ トに か け て 見 る こ と が 出来 る とい うわ け だ 。

◇ 研 修 デ ー タ ベ ー ス の ゲ ー トウ ェ イ の 可 能 性

・今 考 え て い る デ ー タベ ー ス か ら ゲ ー トウ ェ イ で 外 に 出 る こ と は 勿 論 出 来 る。 た だ 、 っ な げ た 先(例 え ば 研 修 を す る 機 関

な ど)が ど うか 、 とい う 問 題 が あ る 。 最 近 は マ ル チ メ デ ィア 研 修 と言 え る も の が 増 え て い る 。CIに し て も動 画 や 静 止 画

な ど画 像 を 使 った もの が 多 い し、 今 後 ます ます 増 え て くる だ ろ う。 す る と、 や は り先 程 指 摘 した問 題 が 起 きて くる 。 マ ル

チ メ デ ィ ア オ ー サ ウ ェ ア で 研 修 し て い る 機 関 と っ な げ る こ とは 通 信 イ ン フ ラが 整 っ て い な い 段 階 で は 、 オ ン ラ イ ン上 で は

難 し い。 そ う 考 え る と、 マ ル チ メ デ ィ ア と い う 点 で は 限 界 が あ る。 構 想 は 非 常 に よ い と思 うの だが 、 今 後 の 課 題 と言 うほ

か な い。

・現 時 点 で ど こ まで 出 来 る か と い う こ とを 考 え る と、 研 修 機 関 に ゲ ー トウ ェ イ す る と い っ て も、 オ ン ラ イ ンで 出 来 な い な

ら ば フ ァ ク ス や 宅 急 便 を 活 用 す る な ど で 対 応 し て い く こ と だ ろ う。 さ しあ た っ て は 、 具 体 的 に 研 修 の た め の 窓 口 の 機 能 を

持 って い る と い う こ とが 大 切 な の だ と思 う。

◇電 子疑 似貨幣 の技術 的問 題

・もう一 点 お聞 きしたい。経 済 的側 面検 討部 会 で話 された こ とだが 、一種 の擬 似貨 幣 を使 って電子上 でや り取 りす るこ と

は可 能な のだ ろ うか?

・ニ フテ ィの 中 な どで 金 銭 上 の や り 取 りが あ っ た 場 合 に 、 電 子 上 の 数 値 を や り取 り す る とい うよ う な こ と に 似 て い る と思

う。 不 可 能 で は な い が 、 ど て も煩 雑 に な って し ま うだ ろ う。 そ の 構 想 は と て も よ く分 か る。 しか し、 現 時 点 で の ど の パ ソ

コ ン通 信 で も、 根 本 的 に は 個 人 の 持 って い る 点 数 の 管 理 を セ ンタ ー側 で しな・く て は な ら な い 仕 組 み に な っ て い る。 お 金 は

お 足 と言 わ れ て い る よ うに 、 とて も 流 動 的 な もの 。 ネ ッ トの 中 で 経 済 活 動 が あ る 場 合 は セ ン タ ー 側 で も責 任 を 持 た な くて

は な らな い 。 も し金 銭 の トラ ブ ル が 起 き た ら、 や は り セ ン タ ー が 責 任 を 問 わ れ る こ とに な る。

た だ し、 これ は 一 種 の ゲ ー ム だ と考 え て 個 人 レ ベ ル の や り取 りで す ませ 、 そ こ ま で は セ ン タ ー が 責 任 を 持 た な い と い う

こ と に し て お け ば 、 問 題 は な い だ ろ うが 。

・い ず れ に して も現 時 点 で は ま だ イ ン フ ラ そ の 他 の 条 件 か ら難 しい 問 題 も含 ん で は い るが 、 そ れ が う ま くい くか ど うか 、

実 現 可 能 か ど うか と い う こ と は 、 仕 様 を し っか り練 って い く段 階 で 考 え て い か な け れ ば な らな い こ と だ ろ う。

◇ 教 育 研 修 シス テ ム 、 遠 隔 情 報 支 援 シ ス テ ム に つ い て

・ワ ー カ ー の教 育 な どを す る シ ス テ ム と し て は、

①SE、 プ ロ グ ラ マ ー の 養 成 に つ い て は 、 例 え ば ㈱ ア イ テ ッ クが す で に 行 って い る 遠 隔 研 修 の シ ス テ ム を 利 用 さ せ て も ら

う。

② そ の 他 の 職 種 の 研 修 に 関 して は 、 例 え ば 『参 画 メ デ ィ ア ラ ボ 」 で の 研 修 シ ス テ ム 構 築 に 期 待 。
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③ ま た 、(財 団 法 人)中 央 職 業 能 力 開 発 協 会 の 機 能 を 利 用 。

の3団 体 との ネ ッ トワ ー ク型 の 教 育 研 修 制 度 を 作 る 。 顧 客 情 報 、 検 定 情 報 、 出 版 情 報 な ど の ホ ー ム ワ ー カ ー に と っ て の

必 要 情 報 を ネ ッ トに し て、 必 要 な 団 体 か ら ワ ー カ ー を 送 っ て も ら う方 法 を と る 。 こ の3団 体 は 、 と もに サ ー バ ー はUNI

Xを 使 っ て い る の で 、 ソフ ト上 で も 問 題 な く、 ネ ッ ト作 り が 可 能 で あ る 。

・ ま た、4thDIMENSIONで は 、 各 ユ ー ザ ー 別 に 、 誰 が どれ だ け の 時 間 を オ ペ レ ー トして 使 った と い う よ う な、 使

用 料 に 関 して の セ ッ テ ィ ン グ も 出 来 る 。 必 要 な 情 報 は ダ イ ヤ ルQ2を 使 う 方 法 もあ る 。 例 え ば ㈱ ダ ブ ル ク イ ッ クが 行 って

い る 自動 資 料 送 付 シ ス テ ム は フ ァ クス ネ ッ トを 使 って 協 力 して くれ る と も言 っ て い る の で 、 そ れ な ど も利 用 出 来 る だ ろ う。

・UNIXマ シ ー ン は 、 イ ー サ トー ク を 使 い 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス と して は イ ー サ ネ ッ ト系 の も の を 使 う。 初 期 に は 、 事 務

局 内 で イ ー サ ネ ッ ト系 の もの を 使 うほ ど 、 大 き な も の は必 要 な い が 、 将 来 デ ー タベ ー ス が 大 き くな りUNIXを 使 う よ う

に な った ら、 そ の よ うに しな い と意 味 が な い 。 ロ ー カ ル トー クよ り も高 速 な ネ ッ トワ ー ク回 線 に す る こ とが 可 能 だ 。 サ ー

バ ー は、70万 円 程 度 で 売 り 出 さ れ て い る か ら金 額 的 に もそ う無 理 は な い だ ろ う。

・経 営 的 に は、 ダ イ ヤ ルQ2の 利 用 を 考 え た り、 パ ソ コ ン ネ ッ トの 中 で 、 従 量 制 を 取 り、1分 い く ら と い う よ う に料 金 設

定 を して い くの も よ い 。

・研 修 に つ い て は ビ ジ ネス と して 成 立 す るか ど うか 、 分 か ら な い と こ ろ だ 。 先 程 の3団 体 と の ネ ッ トワ ー ク型 教 育 研 修 制

度 を 作 り、 検 定 も そ れ ぞ れ を 利 用 して 行 う。 ア イ テ ッ クで は 通 信 教 育 で 、SE、 プ ロ グ ラマ ー 関 係 だ け な の で 、 そ れ 以 外

の 能 力 判 定 に つ い て は 独 自 に 基 準 を 設 け る な ど を して い くの が よ い だ ろ う。 『参 画 メ デ ィア ラ ボ 』 で は 、 新 た な 研 修 検 定

事 業 制 度 の シ ス テ ム 化 を計 画 中 な の で 、 そ こ へ の 協 力 を 要 請 して い く こ と も検 討 す る の も よ い 。

・登 録 を 希 望 す る人 材 と して は 、 比 較 的 知 的 レベ ル の 高 い 仕 事 を 求 め る 中高 年 層 の ワ ー カ ー と、 ロ ー エ ン ドの 仕 事 を 求 め

る 主 婦 な ど の 層 と に2分 さ れ る と思 う。 ク ラ イ ア ン ト と し て も、 そ れ に よ っ て 対 応 が 違 うの で 、 き ち ん と 分 け て お く必 要

が あ るだ ろ う。

『参 画 メ デ ィ ア ラ ボ 」、SAS、 経 済 情 報 学 会 との ネ ッ トを 作 る こ とで 、 コ ンサ ル タ ン トな ど、 高 度 な 仕 事 内 容 を 求 め

る 中 高 年 層 に 能 力 を 生 か せ る場 の 提 供 と支 援 を 可 能 に して い き た い 。 そ れ らの 組 織 の 特 徴 と、 ネ ッ トの ワ ー ク を 柱 に して 、

強 力 な ネ ッ トワ ー ク型 デ ー タベ ー ス を 作 っ て い く こ と が 必 要 だ 。

『参 画 メデ ィ ア ラ ポ 」 は 教 育 、 医療 関 係 が タ ー ゲ ッ トだ か ら 、 そ れ を 中 心 に据 え て 専 門 性 を 明確 に 出 して い く と い うや

り方 が 大 事 だ ろ う。 と くに 初 期 に は セ ンタ ー の 『売 り」 を 大 切 に す る 必 要 が あ る の で 、 核 を 作 る こ とで 専 門 性 を 強 調 して

い くべ き だ 。

主 婦 層 に つ い て は 、 埼 玉 の 中 小 企 業 振 興 公 社 の 情 報 セ ン タ ー を サ ポ ー トす る 「sSJコ ミ ッ トレ デ ィ 」 な ど の 構 想 を盛

り 込 む こ と も い い の で は な い か 。

◇ フ ァク ス を パ ソ コ ンに つ な げ る

・パ ソ コ ン ネ ッ トと フ ァ ク ス ネ ッ トを 組 み 合 わ せ る方 法 と して 、 あ る会 社 が こん な 事 業 を や って い る 。

企 業 会 員 か ら、 フ ァ ク ス で 雇 用 情 報 を 送 って も ら い 、 個 人 会 員 に 電 話 回 線 を 使 って ボ イ ス メー ル で そ の 情 報 を送 る 。 そ

して ま た 、 企 業 側 に フ ァ クス で 送 り返 す 。 企 業 会 員 は 年 間30万 円 の 会 費 を 払 い 、 個 人 は 会 費 無 料 。 これ は 全 国 的 に 波 及

し そ うな 気 配 で あ る 。 パ ソ コ ン は 普 及 度 と利 用 の 簡 便 性 か ら、 い ます ぐ広 範 に 実 用 化 す る と は 思 え な い が 、 フ ァ ク ス は 主

婦 層 に も受 け 入 れ られ て い る。 そ の 点 か ら も、 フ ァ ク ス と パ ソ コ ンを 結 び つ け て 考 え た 方 が ビ ジ ネ スに な る の で は な い か 。

今 まで は、 フ ァ ク ス ネ ッ トで ア ク セ スす る た め に は 、 ボ イ ス メー ル で 入 った もの を デ ー タ バ ス の デ ジ タ ル 情 報 に 変 え る

た め 、 一 回 ワ ー プ ロで 入 力 す る な ど の 操 作 が 必 要 だ っ た 。 そ れ で は コ ス ト も高 くっ く。 こ の 仕 組 み の フ ァ ク ス な ら そ の ま

ま 電 子 情 報 に 入 れ られ る 。

・しか し、 こ ち らか ら出 す 情 報 は フ ァ ク ス モ デ ム を 使 って 相 手 の フ ァ ク ス に ア ナ ロ グ と して 入 れ ら れ る が 、 フ ァ ク ス で 相

手 か ら来 た 情 報 を 電 子 化 す る た め に は 、 や は り い っ た ん ワ ー プ ロで 入 力 す る必 要 が あ る の で は?

・相 手 の フ ァ クス モ デ ム を 通 じて こ ち ら の パ ソ コ ン に 入 れ られ る。 フ ァ クス は ア ナ ロ グ情 報 な の で 、 相 手 の フ ァ クス モ デ

ム を 通 じて デ ジ タ ル情 報 に 変 え て し ま え ば よ い の だ か ら。

フ ァ クス モ デ ム は こち ら の 電 子 情 報 を 先 方 の フ ァ ク ス に ア ナ ロ グ 情 報 と して 出 せ る。 た だ し、 フ ァ ク ス そ の も の で 送 っ

て く る よ うな 形 で は 出 来 な い 。 あ く ま で も フ ァ ク ス モ デ ム を使 っ て フ ァ ク ス で 送 って き た も の を 、 こち らの パ ソ コ ンで 処

理 出来 る と い う こ とで あ る。.

・そ の よ う な こ と も併 用 して い け ば 、 パ ソ コ ン 通 信 に 馴 染 み の な い 人 で も、 フ ァ ク ス を 通 じて こ の ネ ッ トワ ー ク に 参 加 し

て も らえ る こ とに な る。

在 宅 勤 務 者 の 中 に は、 パ ソ コ ン よ り も フ ァ ク ス の 方 が 馴 染 み 深 い 人 もい る わ け だ か ら、 広 範 な 参 加 が 可 能 に な る 。

◇ 技 術 的 側 面 の ま と め

・ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ は 、UNIXマ シ ー ン(ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン)、 ・ま た は、 マ ッキ ン トッ シ ュQuadra700を 使 う
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(セ キ ュ リテ ィの 面 か ら考 え て 、 マ ッキ ン トッ シ ュで も上 位 機 種 を 用 い る必 要 が あ る 。)

・ソ フ トは4thDIMENSlON 、 あ る い は そ の 下 位 版 で あ る フ ァ イ ル フt－ ス が よ い 。

フ ァイ'ル フt－ ス の ソ フ トは 高 度 化 した い 時 に4tbDIMENSIONに な る。 また 、 下 位 版 の よ さ は 、 ネ ッ トと して

フ ァ イ ル を送 っ た 時 、 相 手 に マ ッキ ン ト ッ シ ュの 機 種 が な い 場 合 非 常 に 重 い 処 理 と な る。 機 種 、 ソ フ トで 、 相 手 に こ こ と

同 じ環 境 の シ ス テ ム を 備 え て も ら っ て お け ば 、 こ ち ら の 情 報 を デ ー タ と して 入 れ た い 時 に ス ム ー ズ に や り取 り 出 来 る。 そ

の 場 合 フ ァ イ ル フ ォ ー ス で 組 ん で お く と、 情 報 の や り取 りが 楽 に 出 来 る。 そ う考 え た 時 、 簡 単 な も の を こ ち ら に 作 って お

い た 方 が よ い 。
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3.5学 識 経 験 者 へ の ヒ ヤ リ ン グ

3.5.1新 しい 勤 務 形 態 と在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー ス

〈講演/意 見聴 取〉 大西 隆氏 ●東 京大学工学部 都市工学 科助教 授

● 日本 サテ ライ トオ フ ィス協会研 究 リー ダー

●著 書:rテ レコ ミューテ ィ ングが都市 を変 え る』

r都 市開発一 その理論 と実 際』(共 著)

〔大西隆氏 はその著書rテ レコ ミューテ ィングが都市 を変 え る』で、近 郊都市 や リゾー ト

地 の ミニ オ フ ィスでの"フ レ ックス ワー ク"と い った新 しい勤務 形態 が、 ど う社 会 に影響

を与え るかを述 べて いる。 この氏の 発想 に本 デ ー タベ ースとの共 通項 を見 出 し、 デー タベ

ースの構 築 にあた って の、氏の意見 の聴取 を試 みた。〕

企 業で人材 が不足 した時 に仕事 を受諾 し、在 宅です る形 ですが 、 こ こで考え られて い る

の は、在宅勤 務 したい人が デー タベ ースで、パ ソコ ンのよ うにア クセス して必要 な情報 を

入 手 し、 なおか っ コ ミュニ ケー シ ョン も出来 、初歩 の ワーカーか ら徐 々に成長 して いけ る

よ うな研修 も電 子上で 出来 るよ うな仕組 み とい うわ けです。

しか し、企業 の人の話で は、現時点 で は大 企業が在 宅勤務者 に仕事 を外注 す る ことはあ

ま りない とい うことなのです。一つ に は、 ワーカーの仕事 の能 力が は っ きりっか めない こ

と。 また一つ に は、大企 業で は、下請 けに仕事 を流す構造が 出来上 が って しま ってい ると

い うことが その理 由で す。

ただ中小 の企業 な ら、例えば経営 者が在 宅 のテ レセ ク レタ リーを使 うよ うな形 で、 この

デ ータベ ースを利用 す る可能性 もあ るので はないか、 とい う点 において は十分 に考 え られ

ると思 います 。

そ こで 、 こ こで は在宅勤務が 今後可 能性が あ るか ど うか、 とい うと ころか らお話 してみ

た い と思 い ます 。

例 えば ワープ ロの仕事 を大企 業が外 注 した い時、 企業が 直接 家庭 にい る ワーカーに結 び

つ くことは大変 面倒だ し、 リスク も大 きい。そん な時 に、その大企業 の意 向を受 け、 ワー

カーの仕 事 を出す組織が あれば、大 企業 と して は、安心 して外注 出来 るはずです 。その 中

間管理 をす る組 織 は、中小 の企業体 と して存在 し、労働 力を商品 と して 、品質 コ ン トロー

ル してい く役 割を持 ちます。
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一般 的 には、何 をす る能 力があ るかが問 われ るr労 働 力の市場 』で あ るか ら、誰 にで も

出来 るよ うな仕事 しか出来 な い人や 、仕事 の選 り好み を して い る人 は、特別の技術や能 力

の あ る人 に比 べ 、競争 力が 弱 いです 。 そ こで他 にはない付加価 値を備 え、それを武器 に し

て市場 を開拓 して いか なけれ ばな らな いわ けです。 それ には能 力が あ るとい うだ けで はな

く、その能 力 を客 観的 に も認 め られ るよ うな形で提示 して い くことが大切 な こととな って

い きます。

100人 の リス トの 中で数人 、能力 の高 い人が 含まれ てい る とい って も、企業 と して は

信 用 して仕 事 を任せ られ る とい うわ けに はい きません。 ワーカーが何 を出来 るか、 どの く

らい力量 が あ るか、客観 的 に ア ピール出来 ることが必要 にな って きます 。そのため には一

つの方法 と して、 ワー カーの力量 を レベ ルア ップす る検 定制度 とい った ものの導入 もよい

ので はないか と も思 い ます 。

在宅 での仕事 とい う性 格 か ら、子供 の病気 な どによ って ワーカーが 急に仕事が 間に合わ

な くな って しま うとい うよ うな トラブル も考え られ ます。 その よ うな時 には、他 の ワーカ

ーによ って カバ ー出来 るよ うな仕組 みを
、ネ ッ トワー ク組織 の中で作 って い くこと も必要

に な って きます。

企業相 手 に仕事 を して い くには、会社組織 の中で 、手 配 師(営 業担 当者)が 、仕 事を と

って くるよ うにすべ きで し ょう。慣 れて くれば、個人 と して企業 と仕事の交渉が 出来 るよ

うにな る ワー カー も出て くるで しょうが 、全員 にそれ を期待 す るの は無理で しょうか ら。

そ うい う意 味で は、すで にマーケテ ィング業務を して い るDoさ んの存在が あ ります。

もっ と も、 マ ーケテ ィ ングとい う分 野 は、主婦が 自分 や周 囲の人 の意志や反応 を企業 に伝

え る ことが情 報 と して売 れ るわ けですか ら、主婦の仕 事 と して は適 して いる と言 え ます 。

ま た、神 奈川bKネ ッ トの よ うに、地元 の企業か ら、 ワープ ロな どの仕事 を受 けて成立 し

て い ると ころ もあ ります。

それに は、 と くに立 ち上 が りの時期が 大切です。 ホー ム ワーカーの力量が未知 数 なのが

企業 に と って一番心 配 なので、 ホー ム ワー カーの デー タベ ー スが きちん と品 質管理 された

ものな らよいが、 そ うで な いな ら、最初 に企業側が見極 め られ るまでの リス クを負担 して

あ げ られ るよ うな 「元締 め」 的な もの をお くことも大 切で す。

次 に在宅勤 務者 とデ ー タベ ース との関 わ りにつ いて話 してみ たい.と思 います。埼玉 の中

小企業 振興公 社がSSJネ ッ トとい う中小企業 をサ ポー トす るデー タベ ースを持 ってい ま

すが 、 これが まだ まだ うま く機能 して いな いとい うことで す。 これを今後 の在宅勤務 者の

働 き方 と結 び付 けて い くことは極 めて有意 義 な ことで はないか とい う一つ の事 例 と しての

ア イデ アを お聞 き しま した。

例 えば、 テ レセ クレタ リー、マー ケテ ィング業務 、他企 業 との情 報交換機能 な どを代行

す るな どい くっかの メニ ューを提示 す る ことで、在宅 勤務 者が デー タベ ース上 で仕事 が出

一69一



来 る とい う方法 を可 能 に して いけ る とい うわ けです。

と くに、技能 や知 識を必要 とす る分野 、例 えば翻訳 などは企業で も内部で はまかない き

れ ないか ら外注 す ること も多 いだ ろ う し、能 力を持 った主婦 層 にはよ いだろ うと思 います。

翻 訳 は民 間の 資格試 験 もあ り、客 観評価 も可能 です。 そのよ うな高度 な技術 に支 え られ た

ワーカ ーを頂点 と して、 品質管理 しなが ら軌道 にのせて い き、徐 々に一般 の ワープ ロ入力

な どの仕事 にまで すそ野 を広 げて い くことが大切 だ と思 われ ます。 また、主 婦 の視 点や特

性 を活 か した 「マニ ュアルを分か りや す く書 き換 え る」 とい った仕 事 など も有効 で しょう。

企業 と して は、外 注 したい仕事 が あ り、 しか し誰 にで も頼 め る もので はな い、 とい うニ

ーズが あ る時
、 それ と うま く合 うメニ ューを提示 して、 しか も しっか りした品質 を持 ち、

それ を管理 して い く責任能 力を示 せ ば、次第 に取 引 内容 も増 えて い くはず です。 価格、品

質、期 限を守 るの3点 で信頼 を得 る ことが先ず必 要で、 そ こか ら次 第 に仕事 の 内容 に広が

り もで て くるで しょう。 そ う して い くうちに、特 に技能 を持 た ない ワーカー も参 加 出来 る

よ うにな って い くと思われ ます。

そ うす ると、 自然 と層が分 化 して きます。仕事 内容 も、また時給 も異 な って きます。 そ

れ らを包括 出来 るのが、 このよ うな形 態の強 み と も言え ます。 お互 いに時給 を比 べあ う機

会 もないので、 その種 の トラブル も起 こ らな い はずです。

その ため には、 しっか りした体 系 と して企業 に提示 してい く必要 が あ ります。 つ ま り、

ホ ーム ワーカーの グル ープを一種 の企 業体 とい う意識で売 り込 む ことが必 要 にな って くる

のです 。言 って みれば 「ビジネ ス」で す。次第 に仕事 内容 も膨 らむ につ れ、働 く人材が増

えた り、抜 けた り、 グル ープの構成 員 はいつ も流動的です。 た だデ ー タベ ースだけ作 って、

右 か ら左へ と流す だけで はだめで 、 マネ ー ジャーの存在が必 要不 可欠 にな って きます。在

宅勤 務 の良 さは、仕 事単位 の契約 だか ら、名簿 が次 々 と変 わ り、 フ レキ シ ビ リテ ィが あ る、

とい う点 に もあ ります。

と ころで、在宅勤務 者 のデ ー タベ ー ス化 にあた って は法 人化 、共 同組 合的 に作 るなど、

色 々な タイプが あ りますが 、 いず れ に して も、 グル ープを管 理 、運営 して い くため には費

用 が必 要です。'情報 だ け得 た い場 合で も 「上納 金」 は払 うとい った システ ムにす る ことが

大 切で す。

他 の方法 として は、 フ リー ラ ンスの シンクタ ンカー、研 究者 、 プ ラ ンナーな どが ネ ッ ト

ワー ク上で組ん で、在宅勤務 化 を進 めて い く途 も考 え られ ます 。 もっと も、 これ は個 人経

営 の ワーカーが ネ ッ トワー クを作 って臨機応 変 に結 び付 くこ とで 、今 まで も酒 場 などを舞

台 に して い くらで も行われ て きた こ とで はあ ります。
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3.5.2身 障 者 に と って の在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー ス

〈講演/意 見聴取〉 成田 滋氏 ●国立特殊教育研究所 教育工学研究室長

〔この在宅勤 務者 サ ポー ト ・データベー ス構築 にあ た り、その対象 の一 つ と して考 え た層

がハ ンデ キ ャ ップを持つ人 達の層で あ った。本 デ ー タベ ースの構築が 、 こ う した人達 に福

音 を もた らす で あろ うとい うことを、成 田氏 は断 言 して いる。〕

今 日は、身体 に障害 を持 つ人達が仕事 を して い る実態、 と くに 自宅で仕事 を して い る様

子 につ いて、 お話 したい と思 い ます。

身体 、あ るい は心神 に障害 を持 つ人、一言 で身 障者 とい う呼 ばれ方 もしますが 、 さまざ

まな状態 の人が い るの です。先天 的にあ るい は比較 的年少 の ころか ら障害 を持 ち続 けて来

た人 もいます し、大人 にな ってか ら病 気や事故 な どのために障害 を持 った人 もい ます。

で は、 目の不 自由 な人 、肢体の不 自由な人 に、果 た して仕事が 出来 るのか?在 宅 勤務が

可能 なのか?と 思 う方 もい らっ しゃるで しょう。

目が 不 自由で も十 分 に仕 事 は出来 ます 。 また、実 際に してい る人 もい ます 。例 えば、 テ

キス トを作 るため に、 ワープ ロのキ ーボー ドを打 って仕事 を して いる人 が いますが 、その

機械 は、打鍵 とと もに、音 が返 って くる仕組 み にな って いるのです。 キー ボー ドはブ ライ

ン ドタ ッチ とい う言葉 が あ るよ うに、 目が不 自由で も打て ます。 漢字の変 換 につ いて は、

目が見 え る人の場 合 は、画面 に メニ ューが い くつ も出て くる中か ら選択す るのですが 、 目

が不 自由な人 が使 うワー プ ロで は、例 え ばrは し』 と打 った場合 、r食 べ る時 に使 うもの

で すか?』r川 に掛 か って いる もので すか?』 とい うよ うに、機械 が聞 き返 して くれ る仕

組 みに な って いるので す。

また、肢体 が不 自由な人 は、 キーボー ドや マ ウスが使 えな いだ ろ うと思 う方 もいますが 、

例え ばあ る筋 ジス トロフ ィーの人 は、頭 を動か してヘ ッ ドセ ッ トの操作 で雑 誌や本 の レイ

アウ トな どを して います。 頭 に着 けたヘ ッ ドセ ッ トか ら超音 波が 出る仕 組 み にな って いて、

それで キ ーボー ドを動か しなが ら作業が 出来 るわけです。 また、 口に加 え た装置 を呼気流

で操作 す る ことによ り、 マ ウスの ク リック操 作 と同 じ働 きを して仕事 を してい る人 もいま

す。 こん なふ うに、 身障者が仕事 をす る こと、 と くに在宅勤務 な ら十分 に可能 なのです。

こん なわけで、OA系 で在宅勤務 の仕事 を して いる人 はいますが 、 ただ し、数 は多 くはな

いのです。

身体 に障害 を持 って い る人 は、社会福 祉の対象 とな って いますか ら、 あ る一定 金額 、月

額数万 円 ほどのお 金が 、公的 に も出て い ます。 しか し、その公的 な福 祉 の金を カ ッ トして
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で も、 「自分達 は働 きたい」 とい う人 もい ます。 「社会 に参加 したい 」 「自分 たちに も勤

労の義務が あ るのだ 、一市 民 と して働 きた い」 「自分達 も納税 の義務 を果 た したい」 と言

うのです。 また一方 、 「通勤 も困 難 だ し働 くことは難 しい。 公的 に依存 せ ざるを得 ない」

と言 う人 もいます 。

以上 のよ うに、身体 に障害 を持 つ とい う点で は共 通 していて も、r働 く』 とい うことに

関 しては二つ の見方、考 え方 が あ るわ けですが 、 どち らも もっと もな声 なのです。

で は、身 障者が仕事 を して い くにあた って 、何が ネ ックにな って い るのか をお話 してみ

た いと思 い ます。

一 つに は、機械 を備え なければ な らな い とい うことです 。OA系 の ものは、機器 、器具

類 ともに、 いろい ろ工夫 された ものが開発 され てい ます し、 これか らもます ます使 いやす

く開拓 され てい くで しょうが、 なに しろ特殊 な ものだ け に、 とて も高額 にな って しまいま

す。 また もう一つ には、その よ うな機 器の扱 い には特 別の訓 練が必要 で、例え ば先 に挙 げ

た呼気流 な ど も訓練 な くしては器具操 作 出来 るまで に はな りません。

福祉機 器の購入 に当た って は、市 町村が 金銭 的な援助 を して いますが 、そのな かにOA

機 器へ の補助 も入れて い くな ど してい く方 策が不可 欠 にな って くる もの と思い ます。

また、仕事 をす るための訓練 につ いては、新宿 にあ る福祉法 人r東 京 コロニ ー』な どで

行われて います。 ここで は、身 障者 を訓 練 によ って仕事 が 出来 るまで に して送 りだ してい

ます。知 的能力 は問題 はな いが、下半 身麻痺 な どで 、車椅子 の生活 を して い る人が多 く通

って きて い ます。 その他 に も様 々な障害を抱 え た人 が ここに集 ま って きています。そ して、

コ ンピュータを用 いた入 力業務 な どの他 、い ろいろの訓練 を受 けて います。 コ ンピュータ

を使 って絵 を描 いた り、あ るいは口 に絵筆 を くわえて絵 を描 いた りとい う訓練 を受 けて い

る人 もい ます。その よ うに して描 い た絵 画 は、 銀座で 画廊を 開いて売 って もいます。訓練

の機関 と して は、 このr東 京 コロニ ー』の他 に もr所 沢 リハ ビ リセ ンター』な ど公的 な機

関が何箇所 か あ ります し、市 町村 によ って は福 祉作 業所が あ り、そ こに通 って作業や 訓練

を して い る身障者 もい ます。 しか し、 このよ うな訓 練 はそ こそ こ大 変だ とい うこと、 ま し

てや、そ こまで通 うのが なかなか容 易 な ことで はな い とい うことが 、 障害者が働 いてい く

上 でのネ ックにな って い るのです 。

また、成人 してか ら病 気や事故 な どが原因で 障害 を持 って しま った人な どは、すで に教

育 を受 け、あ るいは企 業で仕事 の経験 があ った りす るわ けで す。障害 を持 って しま ったた

めに、せ っか く受 けた教育を実社 会で 役立て ることが 出来 ない、 あ るい は会 社の 中で 向上

を 目指 して きた技術 も専 門能 力 も挫折 、断念 せ ざ るを得 ない とい うケース も多 いのです。

心 身の障 害 に加 え、社会 的に 自分 の能力が抹 殺 されて しま う辛 さは、言 い難 い ものが あ り

ます。 もちろん 、企業が それ まで通 りに仕 事を保 障 し、勤務の形 態を変 えて 、職 場で受 け

入れてい る所 もあ るよ うです。つ ま り、在宅で仕 事 を し、週 に1同 位比 較 的通 勤の しやす
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い時間帯 に出社 す る、 とい う形 です。 しか し、 その よ うな勤務 が出来 る人 は一部 の恵 まれ

た人 と言え るで しょう。仕事上 の能 力 は全 く損 なわれて いな くと も、r会 社 までの通勤 が

困 難』 とい う点が ネ ックにな って 、勤 務の継続が 出来な い場 合が多 いので す。

ですか ら、 もし自宅 にいなが ら作 業が 出来 た り、 ま して や、 あ る程 度 の訓練が可 能だ と

い うな ら、障害 を持 った人 にと って は、 その中で 自分 も仕事 が 出来 る とい う希望 、社会参

加 が 出来 、 自立 してい け るとい う喜 び にっなが るのです か ら、大歓 迎 とい うわ けです。先

ほどお話 しま した中途 障害の人 な どに とって は、今 まで 蓄積 して きた能 力、技術 を、 た と

え会社 に通わ な くと も活 か していけ るわけですか ら、ず いぶん救 われ るので はないで しょ

うか。 ですか ら、 このr在 宅勤務 者サ ポー ト・デー タベー ス』 とい うの は、非常 に意 味が

あ る と思 います。

今後 、ISDNを 使 った り して、通信 技術 は進展 してい くで しょう。身障者 で も、画像

に強 い とか 、音 声 に関 して セ ンスが あ る、 とい うよ うな芸術 的感性 で力を発揮 出来 る人 は

相当 い ます ので、そ うい う時代 に、彼 らが 自分 の才能 を生か して 、それ を仕 事 と して いけ

ると本 当 にいいですね。 こ うい うデー タベ ースが 出来 るこ とで、彼 らが潜在 的 に持 って い

る能 力を、一気 に発揮 させ ること も出来 るので はないか と思 い ます 。今 は、その力 を発現

で きる機 会が ご く限 られて います。例 えばIBMな どは支援 セ ンターを持 って いま して、

スペ シャルニ ーズ システ ム(SNS)と い う部署で周辺 機器 の設計 やサ ポー トを行 って い

ます。 また企 業で は60人 に一 人の割合 で身障者 を雇用す る ことが 義務づ け られ て もいま

すの で、そ の枠 で全盲 の プ ログラマーを採用 して い る企業 もあ ります。

私 の専 門 は教 育です ので 、教 育を受 けた後 、かれ らが どんな生活 を してい るのか、 とい

うこ とに は関心 はあ るのです が、十分把 握 して い るわけで はあ りません。 あ るいは、平 日

かれ らに は 「一 人で は寂 しい」 「相談 す る相手が いない」 とい う問題 もあ るか も知 れ ませ

ん。 それ らの問題 につ いて は、例え ば時 には地域 のサテ ライ トオ フ ィスに通 うとか、平 日

は仕事 に集 中 して、土 日には友人 とコ ミュニ ケー シ ョンを 図 る、 とい うよ うに時 間 の使 い

方 にメ リハ リをつ ける工 夫 で解 決 してい けるで しょう。

そ のよ うに して在宅 で仕事 を して い けれ ば、障害 者 自身 は もちろん 、家族 に とって も本

当 に うれ しい はずです 。単 に福 祉 を受 ける対象 ではな く、納 税義務 を果 た し、社 会 の発展

に寄与 して い るとい う自信 を持 つ ことにな り、生 き方その ものが 前 向 きにな って くるので

す。仕事 をす ることは、かれ らが一人 の人 間 としての存在 感 を世 間 に認知 させ る こ とです

か ら、当然社 会の見方 も変 わ って きます。 このよ うに障害 を持 つ人達が 、仕事 を通 じて社

会 参加 の場 を得 るため に も、在宅勤務 者の ためのデ ータベ ー スが 出来 ることを望 んで い ま

す。
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3.6既 存 の 商 用 電 子 ネ ッ トワ ー ク 内 に お け る 在 宅 勤 務 の 実 態

3.6.1ニ フ テ ィ サ ー ブ と は

パ ソ コン通信の利用者 は急増 して い る。92年6月 現在 の利 用者 延べ人数 は155万 人

を突破 し(財 団法人 ニ ューメデ ィア開発協 会調 べ)、 最大手 のニ フテ ィサー ブに限 ってみ

て も92年8月 末で会 員数40万 を超 えた。

日本 には現在大型 の商用ネ ッ トか ら草 の根BBSま で、大 小 あわせて1800以 上のパ

ソコ ン通信 ネ ッ トが あ る。ニ フテ ィサーブ は1987年 に商用サ ー ビスを開始 し、毎年 サ

ー ビスを充 実 させて
、現 在 は 日本 最大規模 の商用 パ ソコン通 信 ネ ッ トの一 つで あ る。

ニ フテ ィサ ーブの利用 者の約3分 の2は 個人会 員で、残 り3分 の1は 法 人IDで の入会

であ る。会 員の9割 は男性。20代 と30代 の利 用者が約8割 を 占める。関東地方 か らア

クセ スす る利用者が6割 、近畿地 方が15%ほ どで ある。

主な サー ビスはフ ォーラム(電 子会議 を中心 どす る コ ミュニ ケ ー シ ョン系の サ ー ビス)

電 子 メール、デ ータベ ースなどで ある。

ニ フテ ィサ ーブの各 種サ ー ビスは基 本的 に誰 にで も利用 出来 るが 、特 定の利用 者の みが

ア クセス出来 る コ ミュニ ケー シ ョン系 のサ ー ビス と して、CUG(ClosedUsergroup)

やPF(PrivateForum)な どが あ る。主 に ビジネ スユーザ ー向 けで あ り、 こう したサ ー

ビスを利 用すれ ば社 内ネ ッ トの構築が 容易 にな る。

システ ム面か ら見 ると、ニ フテ ィサ ーブは他 に抜 きん でて全 国 に隈な くア クセ スポイ ン

トを設 置 し、 その回線 数 は合 計で5000、 同時 ア クテ ィブ回線 数(利 用者が 同時 にア ク

セス出来 る回線数)は3000回 線 に達 して い る。

3.6.2ネ ッ トにおけ る在宅勤務 者の事例

(1)ワ ープ ロ入 力

ニ フテ ィサーブの会員 の中 には ワープ ロによ る文書 作成代 行やパ ソ コンの デー タ入力 な

どを仕 事 に してい る者 も多 い。主 に女性で 、使用 して いる機 器 は ワープ ロな ら富 士通 のオ

ア シス、パ ソコンな らば 日電 の98シ リーズであ る。

これ らの在 宅勤務者 は通常 自分 で受注活動 を行 うことはな く、下 請 けの形で仕 事 を請 け

負 う。その結 果、在宅勤務者 の受 注単価 は元請の受 注額 の ほぼ半額 程度 とな って いる。 入

力用 の マ シンも自前、 ファクス も必須で あ る。 こう した ことか ら、機 器への投 資額 を回収

す る頃 には次 の機器を買 わな けれ ば な らな いとい う悪循環 に陥 って いる ケース も少 な くな

一74一



い。

こ う した業務 に は入 力速度 ・打 鍵の正確 さな どが要求 され る。通常 、 日商検 定2級 以上

の実力が な い と仕事 と して成立 しな いが 、安易な考 えで実 力が伴 わ な いに も関わ らず 入力

の仕事 を始 め る者 も少 な くない。予備軍 は主 に主婦 であ る。

ワープ ロによ る文書 作成代行 とい うの は孤立 した仕事で あ る。人 間関係 も疎遠 にな り、

機械 と向 き合 う ことにな る。 こう した ことか ら、人 間関係 の回復 と情報 を求 めて既 に在

宅勤務 を してい る主婦 層がパ ソコ ン通信 を始 める傾 向があ る。パ ソコ ン通信 を始 め ると、

互 いに知 り合 って次第 に仕事 のネ ッ トワー クを作 ってい く。

知 り合 い方 は、 当初 はフ ォー ラム(特 定の テーマを持 つ電子会議)で の公 開の コ ミュニ

ケー シ ョン、電子 メー ルな どに始 ま り、 ホームバ ーテ ィと呼ばれ るプ ライベ ー トな電子会

議 のサ ブセ ッ ト版 の開設(ニ フテ ィサ ーブの会員 な ら誰 にで も出来 る)と 進ん でい く。 こ

うした過程で 、 当初 は仕事 の悩 みや技 術的 な トラブルの解 決 などで相互 扶助が発生 し、次

に受注 単価 の情報 な どよ り具体 的 ・実 利的 な交流へ と発展 す る。在 宅 入力者が パ ソ コン通

信 を始 め る きっか け は 「仕事 が ほ しい(パ ソコン通 信を始めれ ば仕 事 が取れ るきっか けが

あ るので はないか)」 とい うのが第一 の理 由で あ り、第二 は 「情報 が ほ しい(孤 立 して仕

事 を して い る立場 か ら、機 器 ・入力技 術 ・仕事 自体 な どに関す る情 報 をパ ソコ ン通信 に求

め る)」 とい うことであ る。 もと もと入力代行 を してい るので、 キ ーボ ー ドア レル ギーは

当然 の ことなが ら皆無 で あ る。

こう してパ ソ コン通 信で知 り合 った入力代行 を仕 事 とす る女性 た ちが実 際に ホームバ ー

テ ィ機 能 な どを利用 して情報 交換を してい る事例が 多数存在す る。人 数 は一 つの グループ

が10名 程度 、20代 後半 か ら30代 前半の主婦が 大半であ る。仕 事 の 内容 はワープ ロの

入 力代 行やパ ソ コンの デー タ入力お よび簡単 なデー タベ ースの構 築。 内職 の域を超 えてほ

ぼ仕事 と して成 立 して い るメ ンバ ー も少 な くない。 こう したメ ンバ ー は自分の処理能 力を

超 えた受注 の際 には仲 間 に仕事 を回 すな ど してネ ッ トワー ク型 の ビジネ スを意識す ること

な く始 めて い る。

こう した事 例か ら推 測す るに、実数 は不明 だが相 当数の女性が すで に在 宅での入 力業 務

を行 って い る。 その数 は推 定で数千人 程度(ニ フテ ィの女性会員4万 人 の5%程 度)。 ま

た今 は して いな いにせ よ今 後在宅で 入力をふ くめた仕事を したい と考 え てい る者 は女性 会

員全体 の3人 にひ とり程度(1万5千 人程度)は 存 在す る と考 え られ る。

また、商用 ネ ッ トを利用 して いるのか ど うか不 明だが、大手 ゼネ コ ンがCADの デ ータ

入 力を女性 の在宅勤務 者 に依 頼 して行 って いる例 もあ る。

女性 が在宅 ワー クを選ぶ(希 望す る)理 由 と して は、っ ぎのよ うな理 由が考え られ る。

・家事 や育児 を しなが ら仕事 を して い きた い

・フル タイムで は働 け ない
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・通勤 出来 ない(上 記 の理 由に よ り)

・仕 事を しなが ら、 自分 のや りたい事 も してい きたい

実 際に在 宅勤務者 の現状へ の不 満 と して は、

・仕事 と家事育 児の時 間のバ ラ ンスが難 しい

・や りが いのあ る仕事が ない

・仕事が不安 定で単価 が安 い

・扶養家族 なので収 入を押 さえ る必要 が ある

更 に、問題点 は次 の通 りであ る。

・在宅勤務 の仕事を ど うや って見 つ けた らい いのか

・在宅勤務 者の たあの トレーニ ングの 場が ない

・社 会的保障が ない

・トラブルを解 決す る場 がな い

パ ソコン通信の利用 者 の中で女 性 はまだ少数(1割 程度 。実数 で約4万)だ が、在宅で

仕事 を した い とい う意 欲 を持 つ者 は少 な くない。仕事 を提供 して くれ る システ ムが待望 さ

れ てい ると言 え る。

(2)技 術 系 フ リー ラ ンス(男 性)

パ ソコ ン通信 のユ ーザ ーはひ と ことで言 って技術 系の30才 前後 の男性 サ ラ リーマ ンが

中心 であ る。 この層 に とって はパ ソコ ン通信 自体が転 職の ための システ ム と して機能 す る

場 合が少 な くない。 しか しそ の方法 はネ ッ ト内 の求 人情報 によ るので はな く、人 と人 との

コ ミュニ ケー シ ョンの中か ら生 まれ る。つ ま り転 職が 目的でパ ソコ ン通信 を始 めたわ けで

はないが 、結果 的に転職す ることにな った とい うケー スが多 い。

このよ うな場合 の転職 の シナ リオ は次の よ うで あ る。

① パ ソコ ン通信 に参加 す る

② コ ミュニ ケー ション系の電子会議(ニ フテ ィサー ブで は フ ォー ラムと呼 ばれ る)に

参加す る。 どのよ うなフ ォーラ ムか は問わ ない。

③ フ ォー ラムで知 り合 いが 出来 る。

④知 り合 った人 か ら転職 を勧め られ る。

このよ うなネ ッ ト上 での転職 はほ とん どの場合 スムーズに進む。 ネ ッ ト上 での仕事 を意

識 しな い段 階での コ ミュニ ケー シ ョンが、雇用者側 に相 当量の情報 を既 に提供 してい るか

らであ る。 この情報 とは、本人 の技術 力な どだけで はな く性格 な ど本来 な ら雇用 後 に しか

分か らないよ うな個人 的な部分 に も及 ぶ。
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業種 と して は、 コ ンピュータ関係 が多 い。 それ もソフ トウェアが主 であ る。

中小の ソフ トウ ェアハ ウスは事実 上の完全 フ レ ックス制を とってい ると ころ も少 な くな

い。会社 にあ ま り出て来 ないで 自宅での作 業を行 って いるス タッフを多 く抱 え た ソフ トウ

ェア もあ る。

こう した人 々の 中 には、会社 を辞 めて 自宅で フ リーの ソフ トウェア技 術者 と してや って

い く場 合 も少 な くな い。技 術系 フ リー ラ ンスの在宅 勤務者 は自宅 に自前 の機 器を持 ち、 自

宅 でプ ロ グラ ミング作業 を した り、不 定期 に出社 した りす る。

この層 の実数 は不 明だが実感 と して はニ フテ ィサ ーブの会員の25%程 度(10万 人程

度)が 該 当す るので はな いか と思 われ る。

(3)出 版関係

ニ フテ ィサ ーブを利用 して、雑誌 の フ リー ライ ターと出版社な い しは編集 プ ロダ クシ ョ

ンとの コ ミュニ ケー シ ョンを行 って い る例 は少 な くない。 目的 は電子 メール によ るライ タ

ーか ら出版社 へ の原稿送 りであ る。 パ ソ コ ン通信 の現状で はテキス トの送受 信が もっと も

実用 的だが 、原稿 の や りと りはその意味で も実用 の域 に達 して い る。

パ ソコ ン通信 によ る原稿送信 は受 信 した側 が原稿 に手 を入れ るのが簡 単で あ り、その ま

ま入稿で きるな ど、利 点が多 い。

現在で も表面 に は出て こないが 、相 当量 の原稿 の送信が行 われて いる と思 われ る。

3.6.3ネ ッ トに おけ る潜在 的在 宅勤務者

(1)定 年退職 者

A氏 は定年 にな って半年 。 もとは大 手 メー カーの技術系管理職 だ ったが 、定年 にな る前

後か らパ ソコ ン通信 を始 めた。組織 を離れ て 自宅 で仕事を始め る ことにな り、従来の人的

ネ ッ トワー クが会社 中心 であ った ことを今 更 なが らに感 じた。定年 と共 に外部 か らの コン

タ ク トが極端 に減 った事 実 はいか に人間 関係が会 社 に依存 して いたかを示 して いた。

一 方パ ソコ ン通 信で は 自由に コ ミュニ ケ ー シ ョンが 出来、新 しい人間 関係 が生 まれ た。

とくに地域 のパ ソ コン通信 ネ ッ トワー クに加入 してか らは地元 の知 り合 いが増 え た。 これ

か ら新 しい仕事 を始 め るこ とに してい るが、基 本的 には在宅で個 人で仕事 を して い きたい

と思 って い る。

ネ ッ トを始 め る定年 退職者が増加 してい る。 メ ロー フォー ラム(中 高 年の た めの フォー

ラム)な どにその典 型を見 ることが 出来 る。定 年退職後 、 「自分のや りた ことをや る」 と

い う意識 で いろ いろな試 みをす る退職者 の一 つの テーマが パ ソコ ン通信 ネ ッ トで あ り彼 ら
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は相 対的 に数 は少 ない もののか な りア クテ ィブ に活動 す るケー スが多 い。

ワープ ロでの ア クセ スが多 いの も特徴 。 しか し現 状で は 「仲間」 はまだ まだ 多 くはな く、

自分 よ りもず っと若 い人 た ちとの コ ミュニ ケ ー シ ョンに違和 感 を覚 え るケー ス もあ る。会

社 を辞 めた とたん に人脈 を失 う定年退 職者 に と って 、ネ ッ ト上で の新 しい人 脈 は魅力 的で

あ る。仕事 のキ ャ リアか ら言 って も、そ の能力 が生 か されて然 るべ きで あ る。 しか し現 状

で はこう した意欲 のあ る中高年 の定 年退職 者 を受 け入れ る場 は少な く、 また得 られ る仕事

は事実上 ない とい って いい。

(2)専 業主婦

主婦の在宅 勤務へ の願望の典型 的な例。

……パ ソコ ン通信 を始 める時に、 これ が在宅 勤務 につ なが るか もしれ ない、 とい う期待

も少 々あ った。子 供の小学校 入学を節 目に何 らか の形で働 き始め よ うと思 って いたので 、

か な り具体 的 に考 えて いた。 これ まで子育 て に専 心 して きたので 、急 に外 に出て働 き始 め

た ら、急 な変化 で家庭 がお ろそか にな るので はな いか と考 える と、 まず は在宅 で仕事 をす

るというの が一番 スムーズにい くよ うな気 がす る。

単純な下請 け作 業で はな く、通信 とい う最先 端 の道具 を使 って新 しい在宅 勤務 は出来 な

い ものか?

在宅勤務 は主 婦 の夢 とい ってよい。暇 な時 に仕事 を して お小遣 い程度 の収 入が あれば、

と考えて い る主婦 は沢 山い る。 しか し実 際 は、何 か専門 的な技術 を持 って いて 、以 前働 い

て いた会社 か ら仕 事が貰 え る、 とい うよ うな立場 で ないか ぎ り、新 しく在 宅勤務 の仕事 を

始 め るとい うの はとて も難 しい。

パ ソ コン通 信 において は女性 はまだ少 な く、ニ フテ ィサー ブで も4万 人程 度で あ る。

この中での専業 主婦 と仕事を持つ主 婦 の比 率 は不 明で あ るが、 これ らの うちパ ソ コン通

信 をま つた くの趣味 と して考えて い る人 の比率 は少 ない。大半 は出来れ ばネ ッ トを仕事 に

生 か した い とい う希望 を持 ってい る。

と くに在 宅で ワープ ロ入力を して い る層 はネ ッ ト内 にかな りの数が いて 、だん だん と仲

間 うちで 集団 を作 って い く傾向 にあ る。 こ う した人達が ネ ッ トを利 用す る理 由は 「ワープ

ロの新機 種 に関す る情報 」 「ワープ ロのつ か い こな し情 報」 など は もち ろん 、 自分 た ちの

してい る仕事 の単価 につ いての情報 交換 や仕事 自体 を貰 うこととい った極 めて実利 的な も

のが多い。

もと もと自宅 で細 々 とや るイメー ジの ワープ ロ入力代行 の仕事 だが、 ネ ッ トワー クの利

用 によ って ワー クス タイルが変化 しつつ あ る。 入力済 みの文書 をパ ソ コ ン通信 によ り発注

元に納 品す る こと も普 及 しっつ あ る。
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主 婦の願 望の ひ とっ は、文章 を書 いて儲 ける ことであ る。雑 誌 な どに対 して記 事を提供

す る主婦 レポー ターの よ うな仕事 が憧 れだ とい う人 は多い。

しか し現 実 にはや は り甘 えが 目立 つ。願望 を形 に してい く トレーニ ング コース と、発注

者へ と紹介 す る システ ムの双方 が望 まれ る。

3.6.4仮 想 オ フ ィス に対 す る願望 一バ ーチ ャルオ フ ィスに関 す る電子会議 か ら

男性 の サ ラ リーマ ンを 中心 に して、仮想 オ フ ィスへの関心 が 深 ま って いる。 この場合 の

仮想 オ フ ィス とは、特 別 な設備(例 え ばテ レビ会議 システ ム)を 用 いたオ フ ィス全体の仮

想 化で はな く、商用パ ソ コ ン通信 ネ ッ トをイ ンフ ラとす るオ フ ィス機 能の一部 の仮想化で

あ る。 このよ うな 「仮想 オ フ ィス」 にっいての議論が行 われ た事 例が あ る。 この事 例を も

とにパ ソ コン通信 を基盤 とす る 「仮 想 オ フィス」 につ いて考 え てみ たい。

仮想 オ フ ィスが どの よ うな もの なのか 、共 通の理解が深 ま って いる とは言 いが たいが、

パ ソ コン通信 に代 表 され る通 信 ネ ッ トワー クをイ ンフラとす る仮 想オ フィスの コンセ プ ト

に は基 本的 に快適 な イメ ー ジがあ り、 また創造 的で肯定的 な印象 を与 え る もので あ る。

仮 想 オ フ ィスに対 す るネ ッ トワーカ ーの一般 的なプ ラス ・イ メー ジは次 のよ うな もので

あ る。

(1)企 業 内で プ ロジ ェク トを推 進す る場合、電子 会議 を利用 す る。

全国 に展 開 して いる ビジネ スの場 合、各 地の事業所 か ら参 加 す る ことが可能 にな るな どの

メ リッ トが あ る。

(2)今 まで にな い新 しい仕事 のや り方 が生 まれ るのではな いか(具 体的 には分か らな

い)。

(3)通 勤 はバ カバ カ しい。在宅 で仮想 オ フィスに 「通勤 」す るの は快適 な感 じがす る。

マ イ ナス ・イ メー ジと して は、

(1)電 子会議 に よる議 論 の しか た、情報 交換の しか たな ど具体 的 な部分で今 ひ とつ具体

的 で ない。(サ ラ リーマ ンの場 合)在 宅で仕 事をす るとは どん な ことか、想像 す らっ かな

い。

(2)資 料 はど うな るのか。手 元 に資料が ない と仕事が 出来 ない。

(3)事 務 系の仕事 は、 仮想 オ フ ィスで は無理 で はないか。 営業 職 も難 しいと思 う。 また、

自己管理 の手 法 など も問題 で はな いか。

大多 数 の人 々にと って は、ネ ッ トを利 用 して在宅 で勤 務す るとい うことはな にか快 適で
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楽 しげ な感 じがす る(人 間性 の回復 とい った 印象が あ る)も の の、で は実 際に出来 るのか、

ど うや れば いいのか とな る と、 自分 の勤 めて い る企業 の現状 な ど もか らんで現 実の もの と

して は考 え られ ない とい うのが正 直 な ところであ る。

パ ソコ ン通信 を して い るサ ラ リーマ ンは、未経験 の人達 に対 して在宅勤務の考え方 を理

解 しやす い と思われ るが 、 それで も実 態 は こん な ところで あ る。

3.6.5商 用 ネ ッ トと在 宅 勤 務 の 今 後

(1)労 働 力は良質

パ ソコ ン通 信の利用者(と くに女性)は 「パ ソコ ン通信 を通 じて在宅勤務 を したい(仕

事 した い)」 とい う願望 が強 い。

パ ソコン通信 をや るとい うことは、基 本的 に ワープ ロやパ ソコ ンの操作が出来 るとい う

こ とで あ り、 その意 味で は ワープ ロや パ ソ コンの操作 に習熟 した良質 な労働力が、パ ソコ

ン通信 の中 に潜 在 して いるわ けで あ る。 この労働力 は時 間 ・曜 日に関係 な く、 またオ フィ

ススペー スを必 要 と しない。

女 性 は主婦 を中心 に1万5千 人程度 の潜 在労働 力が存 在す る と考え られ る。

定年退職者 をふ くむ50才 以 上 の中高年 令層 は実 数 に して2万 人程。 この うち在宅勤務

に興味 を持 つ層 は5千 人程度 と推測 され る。

(2)発 注 システ ムが不在

現状 で は、労 働力 は確 か に存在 す るが、 これを利用 す る システ ムが ない。 い くつかの企

業 がパ ソ コン通 信(独 自ネ ッ ト)を 利 用 して主婦 を組 織 化 し、 グル ープイ ンタ ビューや ワ

ープ ロ入 力 とい った仕事 を配分 す る システ ムを打 ち出 したが 、実態 は単 な る内職(あ るい

はそれ以下)の レベ ル(仕 事 の内容 お よび収入 の両 面で)に とどま ってい る。

適 当な システムさえ提供 されれ ば 「パ ソ コン通 信 を利 用 した在宅勤 務」 は一挙 に具体化

す る もの と思われ る。ニ フテ ィサー ブ と して も、 「パ ソ コン通信 でお金を使 う」状 態か ら

「パ ソコ ン通信で お金 を儲 ける」仕 組 みへ と移行 して い くことを希望 して いる と想 像 され

る。趣味の域 を超 えてパ ソ コン通 信が よ り社会的 な基 盤 とな ってい くか らで あ る。

(3)労 働 力の中身

先 に述 べた よ うに、キ ャ リアが あ りなが ら自宅 か ら出 られ な い(フ ル タイムで は働 けな

い)主 婦 層 は、パ ソコ ン通信 を利用 す るこ とで良質 な労働 力 とな る可能性が高 い。

十分 な仕事 の能 力が あ るに も関 わ らず 企業 を辞 めざ るを得 なか った定年退職者層 もパ ソ

コン通 信を利用 した在宅勤 務者 と して の可能 性が大 い にあ る。
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このいずれ もが単 にお金 を儲 けた い とい う以上 に、生 き甲斐 と して の仕 事 を志向 して い

る ことは注 目に値す る。

(4)在 宅勤務 者へ の トレーニ ングの必 要性

仕 事のや り方、 発注者 との コ ミュニ ケー シ ョンの方法 など、 この新 しい仕 事 の しかたに

つ いての オ リエ ンテ ー シ ョンが必要 であ る。

ま た、在 宅勤務 者の能 力 につ いて 発注者 に判 断 させ るための基準 づ くり も重要 であ る。

(5)発 注 者の確 保 とガ イダ ンス

一方 、発注者 を確保 す る ことが現 状で は最 大の問題 であ ると同時 に、発注者 へのガ イダ

ンスが必要 とな る。パ ソ コン通信 を利用 して外部 の人間を使 うノウハ ウは ほ とん ど確立 さ

れ て いない。

3.6.6ま と ～め

ニ フテ ィサー ブを例 に とれ ば、パ ソコン通 信を利 用 した在宅 勤務 は まだ始 ま ったばか り

で事例 も少 な く、 これか らとい うのが実情 であ る。

しか し、可能性 は大 きい。

パ ソコ ン通信 を利用 した在宅勤務 の可能性 を持 つの は、

(1)主 婦

(2)定 年退職者

(3)フ リー志 向の技 術系 サ ラ リーマ ン

(4)雑 誌等 の ライ ター志望者

(5)サ イ ドビジネ スを したいサ ラ リーマ ン

の5っ だ と思 われ る。

それ ぞれ につ いて想 定 され る仕事 だ が、

('1)主 婦

ワープ ロ ・パ ソコ ンなどの入力代行 業務

CAD/CGな どの デー タ入力業務

商品 モニ ター(長 期継続型)

ア ンケー トの対 象 と して

プ ログラマ ー(退 職以前 のキ ャ リアを生か して)

その他退職 前 のキ ャ リアを生 か した業務

一81一



(2)定 年 退職 者

中小 企業 への技術移 転(大 手 企業 の在職経 験者)

コ ンサル タ ン ト業務(自 分 の経験 を生 か して)

(3)フ リー志 向の技術 系サ ラ リー マ ン

フ リー ラ ンスのSE/プ ログラマ ー

サ ーチ ャー

(4)雑 誌等 の ライター志 望者

原 稿 の執 筆

(5)サ イ ドビジネスを したいサ ラ リー マ ン

本業が らみ の情報 提供 、ア ドバ イ ス

本業 とは関係 のない別 の仕 事

いず れ に して も、パ ソコ ン通信 ネ ッ ト上 で は在宅勤務 を希望 す る労働 力 は豊富 で良 質で

あ る。企業側 に もニーズ はあ るはず だが、パ ソ コン通信 とい うものへ の理 解が足 りないた

めに生 かす方 法が発見 出来 ない。

システ ムを練 り、 これを企 業側 およ び在宅 勤務希望 者の双方 に対 してプ レゼ ンテ ー シ ョ

ン してい くことが急務 と言 えよ う。

一82一



4.デ ータベースの

企画原案の構築 とその検証





4.1デ ー タ ベ ー ス の 企 画 原 案 と ア ン ケ ー ト質 問 項 目

各 検討部 会で の討議 内容や学識経 験者か らの意見聴取 の結果 を踏 まえて 、在宅 勤務者

デー タベ ー スの 企画原 案を作成 し、 またそれを基 に したア ンケー トを実施 した。

ア ンケー トは、B4の 横位 置で左の部分 に企画案 、右 の部分 に ア ンケー トとい った構

成 と した。以下 に企画 案 とそれに付 随 したア ンケー ト全33問 を示す。
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デ ー タ ベ ー ス の 企 画 原 案
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■.在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト デ ー タ ベ ー ス 概 要

在宅 勤 務 者 サ ポー トデ ー タ ベ ー ス とは 、 自宅 を 中心 に仕 事 を した い在 宅 ワー カ ー(以 下

ワー カー)と 、 仕事 の外 注 先 を探 して い る企 業 を パ ソ コ ン通信 を介在 して結 ぶ ネ ッ トワー

ク シ ステ ムの こ とで す。

ワー カー は 、 住所 、氏 名 の他 に、 自分 の技 能 や希 望 職 種 な どを登録 し、在 宅 勤 務 者 サ ポ

ー トデー タベ ー スを運 営 す る ネ ッ トワー ク通 信 セ ンタ ー は、 そ の デー タ を も とに ワー カ ー

を 職種 別 や技 能 ラ ン ク別 に検 索 で き る ワー カー一 覧 と もいえ る在 宅勤 務 者 サ ポー トデ ー タ

ベ ー ス を制作 します。

企業 は、 ネ ッ トワー ク通 信 に ア クセ ス して 、技 能 、 そ の他 の条 件 に あ った ワー カー を デ

ー タベー スか ら独 自に検 索 、 また は セ ン ター に 申 し込 む ことに よ り紹 介 され ワー カー 側 の

就 労 希 望条 件 と一 致 した場 合 に仕事 が成 立 します 。

仕 事 が成 立 した場 合 、 企 業 か らセ ンタ ー を通 して ワー カー に仕 事 が発 注 され 、 仕 事 の完

了 後 、 ギ ャ ラが支 払 われ ます 。求 人者 に は 、 セ ンタ ー か らワー カー へ の支 払 分 に セ ンタ ー

の コー デ ィネ ー ト手 数 料(15%)を 上 乗 せ した額 が請 求 され ます。

この シ ステ ム は 、 フ リー の技術 者 ・技 能 者 や在 宅 勤 務 を希 望 す る人 の有 能 な営 業 手 段 と

して、 ま た企 業 の適 切 な外 注先 を見 つ け るた め の手 段 と して 、画 期 的 な コー デ ィネー トシ

ス テ ム と言 え る で し ょ う。 また 、今 ま で に な か った オ ー プ ンな料 金 シ ステ ム も魅 力 の ひ と

つ です 。
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ネ ッ トワー クにアクセ ス しオ ンライ ンで登録す るか、登録 申込書 を郵送す ることで在宅

勤 務者デー タベー スに登録す ることがで きます。住所 、氏名、希望職種、特技 、資格 、就
労 希望条件な どが登録 に必要な項 目とな ります。登録 が完了す ると、 ワー カーを識別す る
た めのIDお よび暗証番号が設定 されます。

■ ワー カー の登 録 更 新 と登 録 料

常 に新 し く正 確 な 情 報 を求 人者 に提 供 す るた め、 また ワー カー が よ り多 くの ビジネ スチ
ャ ンスを 得 るた め 、 ワー カー は1年 ご との登録 更 新 を義 務 付 け られ 、 シス テ ム管 理 費 と し

て 、 登録 料 年 間5,000円 を セ ンター に支払 う もの と します 。

■ ワーカーの ラ ンク設定
(1)ラ ンク設定

デー タベー スへの登録 申 し込 みがあると、職種別 に ワーカーの所有資格(英 語検定試
験 ・翻訳検定試験 ・ワー プロ検定試験 など)を もとに ワーカーの ランクが設定 され、 こ
の ランクを もとにギ ャラの基本設定が なされます。判定基準 となる既存 の資格 を所有 し
ていない場 合 も、セ ンターが行 う トライア ウ ト(ラ ンク設定 のための検定)を 受 ける こ

とによ りランク設定 がな されます。

(2)ト ライア ウ トとは
判定基準 とな る既存 の資格 を所有 していない場 合、基本的に最低 クラスか らの ランキ

ングにな ります。 しか し、資格等 は持ち合わせていないが、上位 クラスヘ ランキ ングさ
れ るための技能 は十分 にある とい う申請が ワーカーか らあった場合や、 クラスのステ ッ
プア ップの申請が あ った場合、その可否 を判定す るための基準 とす るため、 ワー カーが

受 ける既存 の資格試験 に準 じた内容の検定試験 の ことです。

■ 教育 システム
(1)マ ナー スタデ ィ

ネ ッ トワー ク通 信 を利用 した在宅勤務者 として就労 す るにあた って、よ り正確 かつ ス
ムー ズに業 務を行 うため に登録希望者 には登録時 に登録 のための必 須条件 と してマナー

スタデ ィが課 され ます。内容 は、 この システムの概要 や、会員規約 、納品 日厳守 や ビジ
ネスにおけ る情報 の保 守の必要性 とい った基本的な一般常識項 目な どです。

(2)技 術
ワーカーの技能 ・技術 の ランクア ップと、新技能 ・技術習得 をサポー トす るために、

希望者 には技術教育 を受 ける機会が設 けられます。 この技術教育 の受講 は基本的 に有料
です が、各種教育機関 とのタイア ップによる割引制度 やマルチメデ ィア(パ ソコン通信
やフ ァックス通信)を 使用 した新 しい教育 システ ムなどワーカーが最 も受講 しやす い シ
ステムを導入 して い く予定です。
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在 宅 勤 務 に 適 し た 職 種 例 と ラ ン キ ン グ 例
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§
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§
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§

§§
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"

'蘇 竺 蒜 撃ξ
る代表的な在宅勤務の職種例をあげますが、いわゆる商店などの1

自営業は・今回の職種例か らははぶ・・てあります・1

■,ン キ ングにっ い てi

。一 カー の作業 料 は,ン クに よ り決 め られ て 、、る ことに な ります が 、 これ は職種 ご と{・i

決 め られた ランクです ので複数職 にわた り影響 しあ うものではありません。

㌫;㌫ ㌶:::こ:㌶ ζ鱗 ㌶;㌫ ㌫2ご ランクi－
職種 A B C

ワープ 口才へ'い ター ワーフ'ロ技 能 検 定1級 ワーフ'ロ技 能 検 定2級 ワープロ技能検定3級

翻訳者 翻訳技能審査1級

翻訳士1級

翻訳実務士1級

翻訳技能審査2級

翻訳士2級

翻訳実務士2級

翻訳技能審査3級

翻訳士3級

翻訳実務士3級 以下

その他語学検定資格

コンビ ューターフ'ログ ラマー 情報処理技術者1種 情報処理技術者2種 実務経験有 り

デ ー タ 処 理

リサーチ・サ仁 ンティスト

文 献 リ サ ー チ

デー タベー ス

検索技術 者1級

デー タベー ス

検索技術者2級

通訳 通訳士1級

通訳 ガイ ド

実用英語検定1級

国連英検特A級

通訳士2級

実用英語検定準1級

国連英検A級

通訳士3級

実用英語検定2級

国連英検B級

その他語学検定資格

POPラ イ タ ー POP広 告 刎 工一夕ー1級 POP広 告"エ ニター2級 POP広 告"エ 一夕ー3級

会計士

簿記.

納税 申告代行業

税理士

公認会計士

簿記1級" 簿記2級 簿記3級
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蓑

職種 A B C

インテリアコーデ ィネーター インテリアコーチ'イ ネーター

デザ イ ナ ー

コ ピ ー ラ イ タ ー

各種 ライ タ ー

イ ラ ス ト レ ー タ ー

漫画家 原則 とし経験 、作品、実績な どを参考 に

編集者 その都度 ランキ ング設定を実施

作曲家 ・演奏者

講演者

プ ラ ンナ ー

一

CAD CADインストラクタ認 定 試験

ト レ ー サ ー トレース技能検定 トレー ス技 能検 定 トレー ス技 能検定

1級 2級 3級 ・4級

タ イ ピ ス ト 英 文 タイプ ライティング 英 文 タイフ'ライティング 英 文 タイプ ラ行 イング

検定A級 検定B級 検定C級

代筆業 書道3段 以上 書道1級 以上 書道5級 以上

賞状技法士1級 賞状技法士2級 賞状技法士3級

硬筆書写検定1級 硬筆書写検定2級 硬筆書写検定3・4級

中小企業診断士 消費生 活アドバイザ㌔

司法書士 DIYア ドバ イザ ー

土地家屋調査士 経 営 コ ンサル タ ン ト

コ ン サ ル タ ン ト 弁理士 行政書士

カ ウ ン セ ラ ー 社会保険労務士

ア ドバ イ ザ ー 技術士 技術士補

販売士1級 販売士2級 販売士3級

宅地建物取引主任者

不動産鑑定士
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■ 在 宅勤 務 者 デ ー タ ベ ー スの作 成

在 宅勤 務 者 デ ー タベ ー スは よ り適 切 な情 報 提 供 をサ ポー トす る ため の デー タベ ー スを ワ

ー カー の登 録 申 し込 み内 容 を も とに作 成 します。 この デー タベ ー ス は、個 人 の技術 ・能 力

を よ り多 く活 用 して も ら うた め のIDか ら検索 可能 な デ ー タベ ー スで す。 氏 名 、簡単 な住

所 、 学 歴 、職 歴 、所 有 資格 、特 技 、希 望 職 種 、 ラ ンク、 自 己PRな どワー カー 自身 を求 人

者 に ア ピー ルす るた め の デー タベ ー スで す 。 この デ ー タ ベー スは 、 ワー カー の 申請 内容 を

基 準 に して い るた め 、 ワー カー は常 に正 しい内 容 を 申請 す る義務 が あ り、 も し も ワー カー

ミ
Lミ

ミ
Xi

.§

㌔

・量

毛
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盃
事
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'
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匁§

ミ
"
§
渡
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㌔

漂:㍊ ワ;三漂 欝璽こ;;ζ…ξ㌫ 露;箪 雰 　
イライベー ト情報の保守のため詳細な住所、及び電話番号は表示 しないものとします。1

(例・)1

【例1】1

個 入 プ ロ フ ィ ー ル デ ー タ ベ ー ス1 ミ

ID・AABOOOOIl

ミ
駕し肋い し き 口な こ し"ゆ5し よ さい たま けんLき し

氏名 志 木 花 子 住 所 埼 玉 県 志 木 市

学歴 職歴

1983.7ア メ リ カ 留 学 1989.4大 日本 商 事入 社

1985.4京 都 外 国語 大 学 スペ イ ン語 学 科 1992.6同 社 退 社

入 学 ・

1989.3同 大学 卒 業

希望職種 ラ ン ク 特技 ・資格

翻訳 A 英語検定1級

ワ ー プ ロ A ワー プ ロ検 定1級

英会話

自 貿 易 管 理 部 勤 務経 験 が あ る た め貿 易 事 務 多 少 わ か ります ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・…

己 ........・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …''''''''''"●

P .......・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ● ●'"● ●'''''"■

R ........・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ●"●'"●'''"

1________一________
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■ デー タ ベ ー スの検 索

求 人者 は、 ネ ッ トワー ク通信 に ア ク セ スす る こ とに よ り、求 人者 の ニー ズに あ った ワー

カー を 、個 人 プ ロフ ィー ルデ ー タ ベ ー ス に記 載 され て い る内 容(在 学 ・卒 業 大 学 名 、住 所

職 種 、 ラ ンク、 特 技 、 所 持 資格 な ど)を キ ー ワー ドに検索 す る こ とが で き ます 。 抽 出 され

た ワー カー 名 がID、 ラ ンク、職 種 、住 所 な どの情 報 と一 緒 に一 覧 と して表 示 され ます 。

ま た、 何 人 か選 びだ した ワー カー の中 か ら前 出 の 「個 人 プ ロ フ ィー ルデ ー タ ベ ー ス」 を

検 索 す る こ と に よ り、 よ り希 望 に近 い ワー カ ー を絞 りこんで い くこ と も可能 です 。求 人 者

が ネ ッ トワー ク通 信 に ア クセ スす る と、30円/1分 の ア クセ ス料 金 が掛 か ります 。

【例2】

職 種 を キ ー ワー ドに摘 出 した場 合

翻 訳AABOOOO1志 木 花子A埼 玉 県 志木 市

AABOOOO2朝 霞 太 郎B神 奈 川 県横 浜 市

ARKO5682大 友 俊 子B東 京 都新 宿 区

EKI51628佐 藤 宏A北 海道 札 幌 市

EOK25896横 井 信 子C大 阪府 高 槻 市

IKO16582古 河 俊 広B東 京都 千 代 田 区

PDCO5468石 川 政 子C京 都 府 京 都 市

RNHO9852山 田 明 美A埼 玉 県 新 座市

i

ミ
菱

{

ミ
§

i

ミ
i
奪

ミ

|

i
i

|

1ミ

ミ
§

§:

1■ セ ンター照会 ●i

求人者が ネ ッ トワー ク通信へのア クセスが不可能 な場 合、セ ンターに希望条 件、仕事内

§

§

容 などを直接 申込 ワー か の照会 を受 けること も可能 です・1

…{

■ コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン §

」
,

`、

{
、

1

き董

… 求 人 者 は
、 デ ー タ ベ ー ス検 索 ・セ ンター照 会 に よ り適 当 な ワー カー を第3希 望 まで選 択{

し、 セ ンター 宛 に仕 事 の発 注 を します 。 セ ンタ ー は ワー カー の スケ ジ ュー ル な どの条 件 をi
|

調 整 した あ と、 ワー カ ー へ仕 事 発 注 を します 。 ま た 、求 人者 へ の 仕 事 の納 品 もセ ンタ ー を

1通 じて行われ ます。 そのため、仕事 の受発注 に伴 う トラブル発生 の危険性 も最小限 に押 さ1

§
§・
養
S賢

|

§
え る こ とが で き ます 。

デ ー タベー ス検索

き

き

妻

ワ

カ

÷　

30円/1分
一

センター照会
一 一

発注一 納品一

束

人

者
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■求人者か らセ ンターへの支払 い

セ ンター は、求人者 に対 して納 品当月20日 締 めで請求書 を作成 し、月末発行 します。

求人者は、セ ンター に対 して、翌 月末 日までに請求額 を現金で所定 の 口座に振 りこみ ま

す。

駕

、亀
、篤

き

墓

"裏

毛
∨
§

§

§

■ セ ンター か ら ワー カー へ の支 払 い

セ ンタ ー は ワー カー に対 して 、 納 品 当 月 末 締 めで ギ ャ ラの清 算 を し、翌 月25日 所定 の 口

座 に現 金 で振 り込 み ます 。

求 人者 と ワー カー の 間 に セ ンター が 入 る こ と に よ り、支 払時 の トラブ ルか ら ワー カー は 量

守 られ る こ とに な ります 。

■ コーデ ィネー ト手数料 と求 人者 への請求額

セ ンター は、 コーデ ィネー ト手数料 を求 人者 に請求 します。 コーデ ィネー ト料 は求人者

が支払 うべ きワーカー作業料 の総額 の15%と します。 ワーカ;の 作業料は各職種別 に ラ

ンク分 けされ明示 されています ので、大変 オープ ンな料金 システムが構築 されます。

ワ

|

カ

1

〈納 品 翌 月25日)'

支 払 い一
ワ ー カ ー 作 業 料

セ

ン

タ

▼

(当 月 末)

請 求 書一
(翌 月 末)

支 払 い一
士 デ ィネート手 数 料

15駕

求

人

者

V§

S

§

8

㌃

.§
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,§

§

㌃
§

§
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§
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■ セ ンター とは 】

セ ンター とは シス テ ム化 され た プ ロの コーデ ィネー ター です 。 求 人者 に は適 切 な ワー カ1

一 を、 ワーカーに は適切 な仕事 を紹介 し、会員規約 に基づ き両者 を もっとも理想的 な形でi

結 び付 けることをその使 命 と します。登録 してあ るワー カーはプ ロの集団 とい う認識 に基{

づ き、原則的 には業務上 のチ ェ ック機能、内容に関す る責任 な どは、.センターは これを持 §

た ないもの とします。 ただ し、求 人者 の希望 によ り、校正 や内容確認な どをセ ンター に依

頼す ることもで き、セ ンターは これをオプシ ョナル機能 と して、別途定 め られた料金を請

求します.i

.求人者にと。ての,リ。トi

り㌻ 驚 蓼禦 狸 藻 ㌶:;濃 嬬 ≧ 禦 莫暮灘i
て負 うところによ り、求人者 は独 自にアルバイ トや フ リー ランサー に依頼す る場合 に比 べi

て、 「安心」を得 ることがで きます。 また、豊富 な人材 を基盤 と したセ ンターのネ ッ トワi
ー クシステムによ りあ らゆるニー ズに応 えてい くことが可能です。一般 の人材派遣会社 な{

どに依頼す るよ りは、 オー プンで新 しい料金 システムによ り格安 な予算 で安心 して仕事 の き

依頼 をす ることがで きます。1

i';:3:::篇;㌶;能 にあ。た仕事を見つけるために、自ら営業活動をしなく
て も、セ ンターがデータベー スシステムを使 ・て ・一カー 人一人の醐 ・営業活動 を行1

ってい きます。 ワーカーは この システムに登録す ることによ り必 ず仕事 を得た り生計 が保{

証 され るよ うな訳で はあ りませんが 、セ ンターは一 人で も多 くの ワーカー に、で きるだけ1

均 等にひとっで も多 く質 の良 い仕事 をお願 いで きるよ う最大 の努力 を払 うことはいうまでi

もあ りません。また、在宅勤務者 に起 こりが ちな問題を解決す るためにで きる限 りのお手 蓑

念㌶ ㌫ 蒜嘉 名;ζ隠;::㌘;竺高』㌶ 竃鍵讃灘 謬i
々な試 みが もたれて い くことで しょう。 、

ワー カー と求人者の間 にセ ンターが入 ることによ り、支払時 の トラブルか ら守 られると

い う利点 も生 まれ ます 。i

ll

i・

|
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ア ン ケ ー ト質 問 項 目

1.氏 名:

2.住 所:

3.電 話 番 号:

4.生 年 月 日:明 治 ・大 正 ・昭和 年 月 日(才)

5.職 業:

6.役 職:

このデ ー タ ベー ス は、 パ ソ コ ン通信 を介 在 す る こ とを予定 して お ります 。

7.あ な た は 、パ ソ コ ン通 信 を や って い ます か?YES・NO

YESの 方 に お聞 き します 。 あな た た が加入 して い る ネ ッ トワー クは なん です か?

()

NOの 方 に お聞 き します 。 あ なた はパ ソ コ ン通 信 に興 味 が あ ります か。

あ る ・な い

8.デ ー タベ ー スに登 録 す るた め に登 録 料 が必 要 にな ります が 、年 間5,000円 は適 当 な金 額

だ と思 い ます か?YES・NO

NOと お答 え に な った 方 に お聞 き します 。 い く ら ぐらい が適 当 な金 額 だ と思 い ます か?

円

9.あ な た は上 記 の 登録 料 を支 払 って も登 録 しよ う と思 い ます か?YES・NO

そ れ は なぜ で す か?

10.あ な た の 回 りで 、登 録 しそ うな人 が い ます か?い る ・ い な い ・ わ か らな い

それ は どん な人 で す か?主 婦 ・学 生 ・定年 退 職 者 ・ハ ンデ キ ャ ッ プの方

フ リー ア ル バ イ ター ・サ ラ リー マ ン ・そ の他()

11.登 録 の際 「マ ナ ー スタデ ィ」 が義 務 づ け られて います が 、 ど う思 わ れ ます か?

賛成 ・ 反 対 ・ どち ら と もい え な い

そ れ は なぜ で す か?

12.技 術 力 ア ップや 、 ラ ン クア ップ をサ ポ ー トす るため の 、技 術 教 育 システ ムを設 け る こ

と も考 え られ て い ます が 、 あ なた が もっ と も受 講 しやす い方法 は どん な もので しょ う?

(例.パ ソ コ ン通 信 ・ フ ァ クス 通信 の他 に 、郵 送 に よ る通信 教 育 、通学 す る方 法 な ど)

13.こ の 項 目で わか らない点 や不 明 点 、 また は ご意見 な ど ご自由 に お書 き くだ さい。

14.こ の 表 の 中 で 、 あ なた にで きそ うな職 種 が あ ります か。 あ る ・ な い

それ は何 で す か?

15.こ の表 に あ る職 種 以 外 で 、 あ な た が在 宅 勤務 でで きそ うな職 種 はあ ります か?
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そ れ は何 で す か?

16.こ の表 に あ る職種 以 外 で 、在 宅勤 務 に適 して い る と思 わ れ る職 種 は何 で す か?

17.こ の表 に あ る資格 以 外 で、 ラ ン ク設 定 の 基準 とな る と思 わ れ る資格 は何 です か?

ま たそ の資 格 は、 どん な職種 の ラ ンク設 定 の基 準 とな る と思 わ れ ます か?

18.3ペ ー ジか ら5ペ ー ジまで の 内容 に関 して 、わ か らな い点 、不 明点 、 また は ご意 見 な

ど ご自由 にお書 き くだ さい。

19.こ の よ うな デ ー タ ベ ー スに記 載 す る事 項 と して 、例 にあ げて あ る もの の な か に、 記載

しな い ほ うが良 い こ とはあ ります か?

A氏 名

B住 所(市 町 村 まで)

C学 歴

D職 歴

E希 望 職 種

Fラ ン ク

G特 技 ・資 格

H自 己PR

20.こ の よ うな デー タベ ー スに記 載 す る事 項 と して 、例 にあ げて あ る もの の ほか に、記 載

した ほ うが 良 い こ とは あ ります か?

21.こ の ペー ジで 、 わ か らな い点 や不 明 点 、 また は ご意見 な ど、 ご自 由 に お書 き くだ さい。

22.あ なた が求 人者 の場 合 、 ワー カーの 検 索 をす るた め に デ一 夕 ベー スヘ ア クセ スす る と

ア クセ ス料 と して毎 分30円 かか ります が 、 この 料金 は適 当 だ と思 い ます か?

高 い ・ 適 当 ・ 安 い ・ わ か らな い

い くら ぐらい が 、適 当 な料 金 だ と思 い ます か?円/分

23.セ ンタ ー が受 け持 つ コー デ ィネー シ ョン機 能 に関 して ご意 見 や 、不 明 な点 が あ れ ばお

書 き下 さい。

24.こ の支 払 い シス テ ム は、適 当 だ と思 い ます か?思 う ・思 わ な い ・わ か らな い

そ れ は なぜ で す か?

25.こ こで は ワー カー へ の作 業 料 の支 払 い は、 月1回25日 支 払 い と して あ ります が 、適

当 だ と思 い ます か?思 う ・ 思 わ ない ・ わ か らな い

思 わ な い と お答 え に な った 方 にお聞 き します。 ど の様 な期 間 で支 払 うの が適 当 だ と思

い ます か

A.月2回(日 と 日)

B.週1回

C.案 件 ご との支 払 い

D.そ の他()
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26.こ こで は ワー カー へ の作 業 料 の 支払 い は銀 行 振 込 と して あ ります が 、 この方 法 は適 当

だ と思 い ます か?思 う ・ 思 わ な い ・ わ か らない

思 わ な い とお答 え に な った方 に お聞 き します 。 どの様 な方法 で支 払 うの が適 当 だ と思

い ます か

A.郵 便 振 込

B.現 金 書 留

C.そ の他()

27.15%の コー デ ィネ ー ト手 数 料 につ い て は ど う思 わ れ ます か?

多 い ・ 適 当 ・ 少 ない ・ わ か らな い

それ は なぜ です か?

28.こ の ペ ー ジで 、 わ か らない点 や不 明 点 、 ま た は ご意 見 な ど、 ご 自由 に お書 き くだ さい。

29.在 宅 勤 務 者 に は、孤 独 感 や外 の社 会 との孤 立 感 を悩 み と して あげ る人 が多 い ので す が 、

あ な た は、 在 宅勤 務 者 同 士 の交 流 の場 が あ った ほ うが 良 い と思 い ます か?

思 う ・ 思 わ な い ・ わ か らない

そ れ は なぜ で す か?

30.在 宅勤 務 者 同 士 の 交 流 の場 が設 け られ る と した ら、 それ は どん な ものが良 い と思 い ま

す か?
'例

.ク ラブ活 動 ・パ ー テ ィー な ど

31.あ な た が 、 セ ンター に望 む こ と はな んで す か?

32.こ の ペ ー ジで 、わ か らな い点 や 不 明点 、 ま た は ご意 見 な ど、 ご 自由 に お書 き くだ さい。

33.こ の企 画全 体 に対 して わ か らな い点 や不 明 点 、 また は ご意 見 な ど、 ご自由 にお書 き く

だ さい。
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4.2ア ン ケ ー トの 実 施 と そ の 集 計 結 果

ア ンケー トは2月1日 か ら2月 の半 ばにか けて行い、以 下 に示 す よ うな内訳 で、計40

名の人材 に回答願 った。 ア ンケー トの手法 と して は、留 置法 と郵 送法 を用 い、 ほぼ100

%の 回 答を得 た。

ロ ヤ ング ミセス(20才 ～34才)

ロ ミセ ス(35才 ～54才)

ロ シニ ア ミセス(55才 以 上)

ロ シニ ア男性(55才 以上)

ロハ ンデ キ ャップ

ロ フ リーラ ンス男性

ロ フ リーラ ンス女 性

口大 学院生

名

名

名

名

名

名

名

.名

5

5

5

5

5

5

5

5

以下 に、被験者(サ ンプ ル)の 一 覧 と、ア ンケ ー トの単 純 集計結 果を示す。
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質 問項 目1か ら6ま で は フェ イ ス シー ト(前 ペ ー ジ一 覧表 と して ま とめた もの)

7.あ な た は 、パ ソ コ ン通信 をや っ てい ます か?

全 体 の12.5%(5人)がYES、87.5%(35人)がNOと 答 えて い る 。Y

ESと 答 えた 人 の 内3人 は学 生 で 、加 入 ネ ッ トワー ク はニ フテ ィサ ー ブ:5人 、PCV

AN・1人 とい う結 果 。NOと 答 え た人・の 中で 、85.7%(30人)が 、パ ソ コ ン通

信 に興 味 が あ る と答 え て い る 。 ない と答 えた14.2%(5入)の 内4人 は シニ ア層

(男 女 含 む)で あ った 。

YESl2.5%

NIFTY5人

PC-VAN1人

一

・【関 心 が あ る か 】

な い14.2%

8.デt・ 一.タペ ー スに登 録 す る た めに登 録 料 が必 要 に な ります が 、年 間5,000円 は適 当 な金

額 だ と思 い ます か?

67.5%(27人)がYES、27.5%(11人)がNO、5%(2人)が わ か

ら ない と回答 。シ ニ ア 男性 は全 員YES、 フ リー及 び学 生 の回 答 には ば らつ きが 見 られ

る 。30才 以 上 の主婦 全員 がYESと 答 えて い る の に対 し 、ヤ ング ミセ ス5人 中4人 が

NOと 答 えて い る 。NOと 答 え た人 の適 当 とす る額 は 、3,000円 ・3人 、2,000円 ・4人 、

登 録 料 無料 ・3人 、登 録料1,000+デ ー タ記載 料1,000/1Wと い う もの 。

NO

27.5%

YES

67.5%

わ か ら な い

5%
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9,あ なた は上記 の登 録 料 を支 払 って で も登録 し よう と思 い ます か?

ヤ ング ミセ ス 、 シ ニ ア ミセ ス 、 フ リーの大 部分 がYESと 答 え てい る の に対 し、 ミセ

ス 、シ ニ ア男 性 の全 員 、ハ ンデ キ ャ ップの大 部 分 がNOと 答 えて い る 。

それ ぞ れ の理 由 と して 、YESと 答 えた ヤ ング ミセ ス 、シニ ア ミセ ス は 、主婦 とい う

外 に働 きに 出 に くい 生 活環 境 の 中で 、収 入減 を得 るこ とへ の関心 の高 さ とそ の た め に は

妥 当 な登 録料 とい う意 見 が見 られ 、 フ リー層 にお い て は 、仕 事 を得 るチ ャ ンスの拡 大 の

方 法 を得 るた め とい うこ とを理 由に あ げて い る ものが 目立 つ 。

また 、NOと 答 えた ミセ ス は 、在 宅 だ と して も仕 事 が や りに くい生活 環 境 を多 く理 由

と して あ げ てい る 。今 回 ア ンケ ー トを取 っ た シニ ア男 性 、ハ ンデ キ ャップ の方 は現 在 そ

の必 要 性 が ない とい う理 由が主 で 、現 在 定職 を持 ってお り、そ の職 場 か ら退 い た あ とは

登 録 を考 え て も よい と い う意 見 が 目立 つ 。

YES

NO
47.5×

52.5%

10■'あ なた の 回 りで 、登録 しそ うな人 が い ます か?

い る と答 えた35%(14人)の 内半 数 の78人 は フ リー層 で 、同業 者 が 登録 を希 望

す る の で は ない か とい う意見 が 目立 つ 。

わ か ら

な い

57,5X

い る

35X

い な い

7.5X

【そ れ は 誰 で す か 】

'主 婦

学 生

定 年 退 職 者

八ンテ"'キ ャッフ.

フ リ ー

サラリ・マン

5
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11.登 録 の際 「マ ナ ー ス タ デ!」 が 義 務 づ け られ て い ます が 、ど う思 われ ます か?

72.5%(29人)が 賛成 の回答 、 トラ ブル を避 ける た め に もセ ン ター とワ ー カー

の 間 に統 一 した相 互 理 解 と規約 が必 要 と思 われ るた め 、ワー カ ーが仕 事 をす る うえで の

一 般 常 識 の再 確 認 が 必 要 と思 わ れ るた め 、等 が 主 な理 由 。25%(10人)の ど ち らと

も言 え ないへ の 回答 は 、具体 的 内容 が わ か らない の で 、が主 な理 由 。また 反対 者1人 か

らは マ ニ ュ ア ル ブ ッ ク レ ッ トで充 分 と の意見 も。

ど ち ら,と も

い え な い

反 対

2.5X

12.技 術 力 ア ップ や 、 ラ ン クア ップ をサ ポ ー トす る ため 、技術 教 育 シ ス テ ム を設 け る こ

と も考 え て い ます が 、あ なたが もっ と も受 講 しやす い 方 法 は どん な もので し ょ うか 。

75%(30人)が 通学 以 外 の何 らか の方 法 を希 望 。方 法 の 中 で 、郵 送 に よる通信 教

育 と書 い た 人が そ の1/3に あた る10人 。パ ソコ ン通信 経験 者5人 中3人 はパ ソ コ ン通信

を手 段 と して指 示 。 た だ し、通信教 育 のス クー リング 、週1・同程 度 も含 め る と通 学 を希

望 す る人 も11人 と決 して少 数 派で は ない 。

郵 送

通 学 以 外

通 信 教 育

通 学(週1回 程 度)

通 学

パ ソ コ ン 通 信

FAX通 信

必 要 な し

13。 この項 目でb .からない点 や不明点 、また はご意見 などご自由 にお書 きください。

・家 に仕 事用 の パ ソ コ ンな どが ない場 合 の レ ン タルの有 無 、また購 入 す る場 合 に格 安 で

の購 入 な ど の優 遇 措 置 の有 無 はあ る のか?(29才 ・主婦)

・登 録 料 に見 合 った 仕 事 が来 る のか?ど の くらい の仕 事紹 介 が あ る のか?

・ワー カー側 はセ ン タ ーか らの仕事 紹 介 を待 つ の み なの か?(27才 ・主 婦)
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・トラ イ ア ウ トの シ ステ ム は不 要
。求 人者 か らの条 件(納 期 、ペ イな ど)に 応 じられ る

ワー カ ーが 早 い者 勝 ちで受 注 し、ラ ン クは 、求人 者 と ワー カー 間 の判断 で 良 い 。(32

才 ・主 婦)

・ラ ン ク設 定 、教 育 シ ス テ ム に関 しては 、過去 に仕 事 を してい た経験 上 賛成 。(39才 ・

主婦)

・資格 を有 して い て も 、過 去 に とって プ ラ ン クの ある資格 の場 合 そ の資格 に見 合 う技 量

を持 ち合 わせ て い る か疑 問 。資格 を持 た ない場 合 に のみ トライ ア ウ トで の ラ ン ク設 定

が な さ れ るべ きな の か?自 己 申告 で の ラ ン ク設 定 で は 、正 しい ラ ンク設 定 が で きな い

の で は な いか?(36才 ・主婦)

・若 い人 に は良 い シ ス テ ムで 、 また時代 に もマ ッチ して い るが 、自分 の年 齢 で は現 実 的

で は な い 。(55才 ・主 婦)

・登 録 料 を支払 う まで に
、他 に料金 が か か るの か 、ID取 得 まで は無料 で技術 教 育 等 が

受 け られ るの か 明確 で ない 。(35'才 ・フ リー)

・登 録料 が あ ま り安 い と
、いい か げ んな人 が多 くな って しま う恐 れが あ るの で 、少 々高

くて もや る気 の あ る 人 に登 録 して も らった ほ うが よい 。(フ リー)

14.こ の表 で 、あ なた にで きそ うな職 種 が あ ります か?

47.5%(19人)が あ る 、52.5%(21人)が な い と回答 。ヤ ン グ ミセ ス は

全 員 あ る と答 えて い る の に対 し 、シ ニ ア ミセ スは全 員 ない と回答 。職種 は次 の通 り。

ワープ。ロオへ。レ一夕

翻 訳

デ サ'イ ナー

イラス}レ 一夕ー

タ イ ピ ス ト

デ ー タ 処 理

コヒ。一ライタい

プ ラ ン ナ ー

POPラ イター

技 術 コンサルタント

プ ロ グ ラ マ ー

通 訳

5 10 15
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15.こ の表 に あ る以 外 で 、 あ なたが 在 宅勤 務 で きそ うな職種 は あ ります か?

5

ハ。ソコンオへ。レ一夕

テキスタイルテ.サ、イン

特 許 事 務

テクニカルライティング"

版 下

占 い

16.こ の表 にある職種以外で 、在宅勤務 に適 してい ると思 われ る職種 は何 ですか?

5

健 康 ・精 神 面 の カ ウ ン セ リ ン グ

内 職 業

校 正

福 祉 ア ド バ イ ザ ー

ネ ガ レ タ ッ チ ワ ー ク

英 文 校 正

添 削

17.こ の表 にある資格以外で 、ラ ンク設定の基準 となる と思われる資格 は何 ですか?

またそ の資格 は、どんな職種 のランク設定の基準 となると思われ ますか?

・パ ソコンソフ トの認 定資格:パ ソ コンを使 った仕事

・医師 、看 護婦 、保険婦:保 険 ・精神面 のカウンセ リング、育児相 談など

・栄養 士

・福祉士

・英検 、科学工業英検:翻 訳

・建 築士 、建築設備士 、電気主任技術者 、消防設備士 、ビル管理技術者等技術 に関す

る資格

18。3ペ ー ジか ら5ペ ー ジ まで の内容 に 関 して 、わ か らない 点 、不 明点 、また は ご意

見 な ど ご 自由 にお書 き くだ さ い 。

・ラ ンク に よっ て料 金 が決 まる とい うの は 、自給 計 算 で はわ か りや す いが 出来高 の場 合

ど うな る のか?(39歳 ・主 婦)

・同 じ職種 で あ って も仕 事 内 容 に よっ てペ イは変 わ って くるの か?(27才 ・主 婦)

一102一



・仕 事 を しな が ら資 格 を所 得 したい の で何 と も言 え ない。(42才 ・主婦)

・資格 を必 要 と しない仕 事(例 えば宛 て名 書 き)、 資格 を持 た ない仕事(例 え ば ホ ー ム

ヘ ルパ ー 、家庭 教 師 な ど)は で きるの か?(45才 ・主 婦)

・翻 訳 、通 訳 は 、英 語 以 外 の語 学 も表示 した ほ うが よい 。(32才 ・主 婦)

・仕 事 に ラ ンク は付 け るべ きで はな い(23才 ・フ リー)

19.こ の よ うな デ ー タベ ー ス に記載 す る事 項 と して 、例 にあ げて あ る もの の 中 に 、記 載

しない ほ うが い い こ と は あ ります か?(複 数 回 答)

学 歴 、職 歴 に関 して は 、特 技 ・資 格 を記 載 す る の な ら 、記載 不要 とい う意 見 が 多 く見

られ る 。 また 、名 前 は記号 、ナ ンバ ー化 す る ほ うが よい とい う意 見 もあ った 。

白.氏 名

B.住 所

c,学 歴

D.職 歴

E.希 望 職 種

F,ラ ン ク

G.特 技 ・ 資 格

H,自 己PR

5 岬

14

9

、

13

'

8念 、
§〉

o

3、、"__

o

徽1

20.こ の よ うなデ ー タベ ース に記 載 す る事 項 と して 、例 に あ げて ある ものの ほか に記 載

した ほ うが よい こ とは あ ります か?

業務 上 の秘 密 保 守 の観 点 や 、家族 に同業 者 が い ない こ とが望 ま しい場 合 もあ る とい う

理 由 か ら 、家 族 ・配 偶 者 の仕 事 先 ・職種 を登 録す るべ きだ とい う意 見 が あ った 。 また 、

フ リー層 か らは 、 コ ピ ーや イラ ス トな ど 自分 の作 品 をデ ー タベ ー ス上で 実 際見 て も らえ

る仕 組 み を希 望 して い るケ ー スが見 られ る 。

5

年 齢(生 年 月 日)

ワープ ロ・バ ソ]ンの 機 種

専 門 分 野 に お け る 経 験 年 数

FAXの 有 無

ワープ ロ・パ ソコンの 有 無

性 別

家 族 の 仕 事 先

使 用 ソ フ ト 名

作 品

ア ル バ イ ト歴
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21.こ のペ ージ で 、わか ら ない点 や 不 明点 、また は ご意見 な ど 、ご 自由 に お書 き くだ さ

いo

・学 歴 は 自由 記載 にす べ き。書 きた くない 人 もい るだ ろ う し 、在宅 の場合 どれだ けの技

術 を持 っ てい るか の方 が 重要 。(27才 ・主 婦)

・ワー カーが 正 しい 内容 を 申告 す る ので あ れ ば 、学歴 ・職歴 ・ラ ン クの記載 は不 要 。特

技 ・資 格 ・自己PRの 欄 で 十分 。(45才 ・主 婦)

・この デ ー タベ ー スが十 分 に活用 され るた め 、 プロの 人材 を確 保 す るこ とが必 要 。そ の

た め特 技 ・資格 は本 人 の 申請 の ま まで な く、セ ンター側 が資 格 審査 を した ほ うが よい 。

(36才 ・主 婦)

・学 歴 ・職 歴 よ り も、 自分 が何 をや りたい か が大 切 。自己PRの 欄 を大 きめ に取 っ た ほ

うが よい 。(42才 ・主 婦)

22.あ なたが求 人者 の場合 、ワーカー検索 をす るためにデ一夕ベースヘ ア クセスす ると

ア クセ ス料 と して毎分30円 かか ります が 、この料 金は適当だ と思い ますか?

パ ソコン通信 を現在利用 している5人 はいずれ も、適当又 は安い と回答 している。た

だ し安 い と答 えたパ ソコン通信利用者 の一 人は 、レスポンス速度が よい場合 とした条件

付 き。安い と答 えた2人 は、適正料 金 を毎分100円 、高い と答 えた2人 は適正料金 を

毎分10円 と答 えている。

わ か ち

な い

55%

適 当

35%

高 い5%

安 い5%

23。 セ ン ターが 受 け持 つ コー デ ィネ ー シ ョ ン機 能 に関 して ご意見 や 、不 明 な点 が あ れ ば

お書 き くだ さ い 。

・求 人 者 が ワー カ ーの セ ンター 照会 を 受 け る場合 は料 金 はか か らな いの か?(27歳 ・主婦)

・ワー カーが 仕 事 の受 注 ・納 品 をす る際 郵 送 で す む の な ら よい が 、出向 か な くて は な ら

ない の で あ れ ば 、セ ンター の立地 条件 も 、登 録 時 の検 討事 項 に なる 。(27才 ・主 婦)

・仕 事 の発 注 時 にセ ン ターが 間 に入 る こ とに よって生 じる時 間 の ロ スや 、仕 事 の詳 細 や

疑 問 点 に 関 してセ ン ターが 間 に入 る こ とで 生 じる恐 れ の あ る混 乱 等 を考 え合 わせ る と、

発 注 は求 人者 か ら直 接 ワー カーへ 、納 品 は セ ンター を通 して 、 とい う形 が よい 。
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(29才 ・主 婦)

・ア クセ ス料 を高 め(毎 分100円 な ど)に 設 定 して も、 コー デ ィネ ー ト料 は別 に も ら

うべ きだ と思 う。(32才 ・主 婦)

・納 品 前 のチ ェ ッ ク機 能 は ど う なっ てい る のか?(36歳 ・主 婦)

・ワ ー カ ーや 、求人 者 か らの ク レー ム等 の処 理 は ど うい うシ ス テ ム にな って い る のか?

(36才 ・主婦)

・ワ ー カ ーの ギ ャ ラは ラ ンク設 定 に よ り設 定 され る と思 うが 、ど の よ うに決 め られ る の

か ・ ワ ー カー の希 望 も取 り入 れ られ るのか を知 りた い 。(60歳 ・男 性)

・研 修 、講座 、テ キ ス ト制作 な どを企 画 中だ が こ うい った物 もコ ー デ ィネ ー トして もら

え るの か 。(60才 ・男性)

・仕 事 の細 部 にわ た っ た ミス の発生 や 変更 が お きた場合 や 、 ワー カ ー と求 人 者 の 間で 意

見 の くい ち が いが 見 られ る場 合 な ど 、責 任 の所 在 が 明確 で な い と きセ ンタ ー は どの様

な対 応 をす る の か?(32歳 ・フ リー)

・仕 事 の 質 が低 か っ た り 、デザ イ ンワー ク な どで求 人者 の好 み に合 わなか った場 合 な ど 、

ギ ャ ラ ンテ ィに 関連 した問題 やそ の他 の ク レー ム など につ い て ど の様 な処置 を取 る の

か 。(32歳 ・フ リー)

・チ ェ ッ ク機 能が な い と ケた ってい て も 、ギ ャラ ンテ ィが多 額 に及 べ ば ク レー ム処 置 を

せ ず にす む こ とは少 な い と思 うが 、どの様 な対応 を取 るの か 。(32才 ・フ リー)

・具 体 的 に ど こ まで サ ポ ー トして くれ る のか知 りた い 。(29才 ・フ リー)

24,こ の 支払 い シ ス テ ム は 、適 当だ と思 い ますか 。

77.5%(31人)が 思 う 、2.5%(1人)が 思 わ な い 、20%(8人)が 、 わ

か ら ない と回答 。思 う とい う回答 に関 して は 、一般 的 だか ら とい う理 由が 主流 。思 わ な

い と答 え た理 由 と して は 、二 度 手 間 にな る ので 、求 人者 か ら ワー カ ーに支 払 わ れ れ ば よ

い 、 コー デ ィネ ー ト料 はパ ー セ ンテ ー ジ決 め で な く1件 い くらの定 額が よい な どの意 見

が あ げ られ て い る 。 また 、わ か らない とい う回答 で は 、実際 に や ってみ ない とわ か らな

い 、仕 事 が継 続 中 に求 人 者 か らの支払 いが 滞 っ た場 合 の責任 が 不 明 などの 理 由 が あ る 。

わ か ら な い

2e%

思 わ な い

2.5.■,
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25.こ こで は ワー カーへ の作 業料 の支 払 い は 、月1回25日 支払 い と してあ ります が 、

適 当 だ と思 い ます か?

思 うが82.5%(33人)、 思 わ ないが10%(4人)、 わか らな いが7.5%

(3人)。 思 わ ない と答 え た4人 の内 、月2回15日 と月 末 を選 択 した 人が1人 、案 件

ご との 支払 い を選択 した 人 が2人 、そ の他 を選 んだ1人 は 、仕 事量 が 多 い場合 は 月2回

に分 け る とい った 意 見 をあ げ て いる 。

わ か ら な い

7.5毘

思 わ な い10X

A,月2回

B.週1回

C.案 件 ご と

D.そ の 他

26.こ こで は ワー カ ーへ の作 業料 の 支払 い は銀 行 振 込 と して あ りますが 、この方 法 は

適 当 だ と思 い ます か?

思 うが87.5%(35人)、 思 わ ないが2.5%(1人)、 わか らないが10%

(4人)。 思 わ な い と答 えた1人 は 、支 払方 法 は 、郵 送 か振 り込 みか 、振 込 だ と して も、

どの銀 行 へ 振 り込 む の か郵 便 局 なのか 、な ど 、ワー カー の都 合 で選 べ る よう にす るべ き

だ との意 見 。

わ か ち な い

10%

思 わ な い

2.5%
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27.15%の コ ーデ ィネ ー ト料 につ い て は ど う思 わ れ ます か?

多 い4%(2人)、 適 当35%(14人)、 少 ない0、 わか ら ない60%(24人)

と い う結 果 。適 当 を選 ん だ 理 由 として 、ネ ッ トワ ー クを維 持 管 理 す るた めに 、丁度 よい

手 数 料 とい う ものや 、支 払 事故 に対 して の責任 分 担 に よっ て は わか らない とい う条件 付

きで適 当 と選 んで い る例 が あ る 。わ か らない を選 んだ理 由 と して 、 トラ ブル発 生 の可 能

性 とそ の トラ ブ ルへ の セ ン ター の対 応 力 が わか らないの で 、 とい う者 や 、わか らない と

しなが ら も、仲 介 業 と して はや や高 め とい う意 見 、 また反 対 に仕 事 の大 きさに よって手

数 料 が 変 わ っ て も妥 当 で 規模 の小 さい仕 事 で は もう少 し取 らな い とセ ン ター側 の採 算 が

合 わ な い ので は ない か との 意見 もい くつ か見 られ る 。

わ か ら

な い60%

多 い4%

適 当35%

28.こ のペ ー ジで 、わ か らな い点 や不 明点 、 また は ご意見 な ど 、ご 自由 にお 書 き くだ

さい 。

・全体 を通 して み る と 、手 数 料 を差 し引 か れ ワー カーの手 元 に残 る額が 少 な くな る こ と

に な るの で 、 コー デ ィネ ー トに支 払 われ る額 が これで は多 す ぎる 。(42才 ・主 婦)

・求 人者 か らの 支払 いが 滞 っ た らワー カ ーへ の支払 い は ど うな る のか
。(36才 ・主婦)

・セ ン ター の場 所 は ど こに な る のです か?(32才 ・主婦)

・ワー カーが 受 け取 る作 業 料(概 算 値 で よい)は 、作 業紹 介 時 に前 もっ て知 る こ とが で

きる の か?(57才 ・シ ニ ア男 性)

・職 業 紹 介 事 業 と して職 業 安 定 法 に抵 触 しない か?(67才 ・ハ ンデ キ ャ ップ)

・ワー カ ー か らみ る と、忙 しい と きに は銀 行 に行 け ない と き もあ り、銀 行振 込 は案 外 不

便 。セ ンタ ー の場所 に もよ るが 、セ ン ターで 直接 受 け取 った り、月 毎 に受 取 方 法 の選

択 が で きた りす る ほ うが便 利 。(フ リー)

29.在 宅勤務者 には、孤 独感 や外の社会 との孤立感 を悩み と してあげる人が多いめで

すが 、あなた は、在宅勤務 者同士の交 流の場があった ほうが よい と思いますか?

70%(28人)が 思 う、10%(4人)が 思 わない 、20%(8人)が わか らない

と回答 。思 うと答 えた人は 、情報交換 の場が必要 、悩み 、不安 や疑問 を話 し合いス トレ
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70%(28人)が 思 う 、'10%(4人)が 思 わ ない 、20%、(8人)が わか らない

と回答 。思 う と答 えた 人 は 、情 報交 換 の場 が 必 要 、悩 み 、不安 や疑 問 を話 し合 い ス トレ

ス発散 とな る場 が必 要 な ど を多 く理 由 に あ げ た 。また 、思 わ ない とした人 は 、され て は

不 都合 な情 報 まで 交 換 され か ね な い 、シ ス テ ム は仕事 の場 で あ り人 とのつ なが りは他 の

場 所 で持 つべ き とい う意 見 を あ げて い る 。

わ か ら な い'

20%

思 わ な い

10%

30.在 宅勤務者 同士 の交流 の場が設 けられる とした ら、それ はどんなものが よい と思

い ますか?(複 数 回答)

お茶会 、親睦会 、昼食会 、慰労会 、名刺交換会 などを含 めると圧倒 的多数でパ ーティ

の希望が多い 。また 、ス ポー ツ大会 や 、サ ークルな ど趣味 を通 じた集 まりもい くつか希

望が見 られる。 ∵

パ ーテ ィ"

サ ー ク ル

親 睦 会1

昼 食 会

求 人者 側 の 見 学 会

お 茶 会

ハ イ キ プ グ

組 合

趣 味 を 通 して の 集 ま り

季 節 行 事(花 見 な ど)

名 刺 交 換 会

旅 行

慰 労 会

セ ミナ ー

交 流 の 場 所 の 提 供

ス ポ ー ツ 大会

1e 29
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31.あ なた が 、セ ン タ ー に望 む事 は何 です か?

・気持 ち よ く仕 事 が で きる こ と
。(27才 ・主婦)

・埼 玉県 は 、 プ ロ技 術 者 養 成 のた めの講 習 と 、その あ との仕事 斡 旋 の シス テ ム を有 して

い る 。本 当 の技 術 が 身 に つ くよう な教 育 シ ス テ ム を導 入 して欲 しい 。(36才 ・主 婦)

・セ ン ター 勤 務 者 と ワー カ ー との個 人 的感 情 が 仕 事 に影 響 しない よ う に して 欲 しい
。

(39才 ・主 婦)

・・常 に求 人 企 業 が あ る こ と
。(43才 ・主婦)

・豊 富 な情 報 の提 供(60才 ・男性)

・登 録 者 数 の確 保 と機 関機 能 の長期 的維 持
。(30才 ・フ リー)'

・ワー カー に は様 々 な人 が い る ので
、性 格 ・状 況 な ど考慮 して 、求 人者 側 と ワー カー側

の調整 を行 って欲 しい 。(フ リー)

・ホー ム ワー カー ズ デ ー タベ ー スの確 立 と実現
。(35才 ・フ リー)

・希望 条 件 に合 っ た仕 事 をた くさん も らい た い
。(29才 ・フ リー)

32.こ の ペ ー ジで 、わ か ら ない点 や不 明点 、また は ご意見 な ど 、 ご自由 にお 書 き くだ

さい 。

・ワー カ ーの 方 で もデ ー タベ ー スで 求人 企 業が 検 索 で きた り
、通信 を使 って納 品 で きた

りす る の で な け れ ば 、他 の派 遣会社 と変 わ らない と思 われ る 。また ワー カー に とっ て
'と く

に メ リ ッ トが あ る と思 えない 。(43才 ・主婦)

・セ ンタ ー は営 利 団 体 な のか
、公共 の福 祉 団体 なの か よ くわ か らな い 。(32才 ・主 婦)

・シ ス テ ム に登録 して も
、必 ず仕事 を得 る保 証 が な い ので あれ ば年 間5,000円 は高 い と感

じる人 もい る 。(36才 ・主 婦)

・資格 の ない 人 は 仕 事 が で きな いので は?(23才 ・フ リー)

33.こ の企 画 全 体 に対 して わか らない点 や不 明 点 、 また は ご意見 な どご 自由 にお 書 き

くだ さ い 。

・不 景 気 な昨 今 、 ど の くらい 企業側 のニ ー ズが あ るか 不安 。

・登 録 した もの の ま った く仕 事 はない
、 とい う こ とに はな らない のか 。あ る程 度 コ ンス

タ ン トに なけ れ ば生 活 設 計 も立 て に くい 。(27才 ・主 婦)

・求 人者 は 、 この シ ス テ ム を使 って よい人材 を見 つ けた ら15%の 手 数料 を払 わ ず に そ

の 人 を引 き抜 い て し ま うので はないか?

・仕 事探 しの場 と して は
、大 変利用 価 値 の あ る と ころだ と思 うが 、収 入 を生 計 の一 部 と

してい る者 に と っ て は 、確 実 に仕 事 を確 保 で きる訳 で はな いのが 不安 。(29才 ・主婦)
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・発 注 と納 品 をセ ン ターが 仲 介 す る とい うの は 、現実 に は難 し く思 える 。 また 、 ワー カ

ー と求 人者 が 直接 発 注 ・納 品 を した場 合 、次 の仕事 の際 は セ ンタ ーは不 要 とな る 。

(32才 ・主 婦)

・登 録 者 の数 よ りも登録 者 の質 が 問 わ れ る ので は ない か 、た だ し仕 事 の 質が 高 ま り受 注

量 が 増 え る ほど ワ ー カー の負 担 も増 す の で 、や は りワー カー 同士 の交 流 の場 は必 要 。

(36才 ・主 婦)

・仕 事 上 の疑 問が 発 生 した場 合 、セ ン ター を通 して質 問す る のか 、求人 者 に じか に質 問

す る の か わか らな い 。(39才 ・主 婦)

・ワー カー の偏差 値 化 とい う印 象 を受 けた 。外 勤 者 と同様 に働 き蜂 を作 りだ す危 惧 を感

じる 。パ ソ コン通信 は人 間 自 身の 向上 の た め に使 わ れ る方法 を考 えて欲 しい 。(45才

・主 婦)

・資格 の ない者 に と って も在 宅 でで きる仕 事 が必 要 で あ る し、そ うい う人達 が あ って初

め て底 辺 が 固 まる ので は な い か 。資格 が ない が在 宅勤 務 した い とい う人 は だ くさん

い る はず だ 。(42才 ・主 婦)

・自分 の よ うに高 齢 な者 に は頭 で理解 で きて も 、在 宅 で仕 事 が で き るか とい う こ とが現

実 的 で は ない が 、 リタ イ ア後 の仕 事 場所 と して は よい と思 う 。(61才 ・主 婦)

・非 常 に よい企 画 だ と思 うので 、実 現 の折 りには 自分 も登録 した い 。(60才 ・男性)

・実 現 の折 りに は 、 カ メ ラマ ン等 プ レー ンと して紹介 で きる 。(30才 ・フ リー)

・求 人者 、 ワー カ ーの顔 が 相 互 に見 られ ない のが 不安 。

・納期 や 質 につ い てセ ン ターが ど こ まで責 任 を負 え るの か 、ク レー ムや ダ ン ピ ングの処

理 をセ ン ター は正確 に対 処 で きるの か 、顔 を見 合 わ せず に仕事 をす る難 しさ(意 志 の

疎 通 が ない 、信 頼 感 の 欠如 な ど)を セ ンタ ーが ど こ まで カバ ー で きるの か が問 題 。

(35才 ・フ リー)

・仕 事 は 、資格 よ り も実 務経 験 や実 力 、意 識 の持 ち方 な どの方 が 大 切 。(29才 ・フ リー)
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4.3ア ン ケ ー ト結 果 の 分 析

4.3.1属 性 別 の 特 徴 の把 握

サ ンプル の属 性別 に、特 徴 が認め られた事 柄を記述す る。

(1)ヤ ング ミセス

今 回 ア ンケ ー ト調 査を 実施 した8サ ンプル群の 中で 、 「在宅勤務 」 とい うことに対 して

もっと も積極 的 な意 欲を 感 じさせ る層 で あ る。 この システ ムの運営 が開始 されれば多数 の

ヤ ング ミセスの参画 が見 込 まれ るだ ろ うと感 じさせ る。

「ワーカー とな る可能性 のあ る自分 」 とい う見地で 回答 して い るため、回答 内容 も詳細

で具 体的で あ る こと もひ とつ の特徴 だろ う。

この システ ムへ の理 解度 の高 さや 、 「自分 に 出来 る仕 事」 と して、5人 中4人 が ワープ

ロオペ レー ターを挙 げて い る点 な どか ら、OA環 境へ の慣 れ も最 も感 じさせ る層で あ る。

金銭 に関 して は もっと も敏感 で、 と くに 「生計の足 しと して の仕事 」 とい う見地 に立 っ

て いる場 合、登 録料 は5,000円 で は高 い とい う印象 を持 って い るよ うで あ る し、 また、登

録 した場 合 どの程度仕 事が 与え られ るのか とい う点 に高 い関心 を示 して いる。

家庭条 件 によ りなか なか 外へ 出てい くことが出来 ない この層 は、逆 に情報交換 の場 を必

要 と してい る様子 が うかが え る。

(2)ミ セ ス

システムへの理解 度 も高 く、積極 的 な回答 も見 られ るが 、 自分 自身 の参画 とい う点で は、

かな り消極 的。仕事 の ため に外へ 出 るチ ャンス も再 び広が り始 める時期 で もあ るこ とと、

逆 に家庭 内での仕事 そ の もの、 また家庭 内で仕事 をす る ことへの難 しさや抵抗感 を感 じる

ためで あるよ うだ。た だ し、例 に挙 げ られ た仕事 の中で 自分 に 出来 る仕 事 と して ワープ ロ

や ダイ ビングを挙 げて お り、や は り、OA環 境 に明 るい ことが分か る。

若 い世代 の主婦 に比べ 、仕事 か ら得 るペイ に加 えて、仕事 を通 して の 自己向上 や 自己啓

発 を求め る意 識の 高 さが うか がえ る こと も特徴。

登 録料 に関 して も、5人 中4人 が妥 当 と し、 マナー スタデ ィの必要性 も含め ワー カーの

質 を重視 して い るよ うにみえ る。

(3)シ ニ ア ミセ ス

システ ムへ の理 解度 も高 く、積極 的 な参画 意識が見 られ るが 、実 際 に 「自分 に出来 る仕

事 」が ない と5人 全 員が回 答 してい る。OA機 器 に接す る機会が少 な く、OA環 境 に慣 れ

て いないため、OAに 対 して敬遠 して い る様子 が うかが え る。 ただ し、在宅勤 務 はOA同
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りの職種 に限 られ る訳 で はな く、彼女 達 の勧誘方 法や参 画方 法を更 に検討 すれ ば本企画 に

とって重要 な戦 力 にな る ことを予想 す るの は容 易で あ る。

自己向上 、 自己啓 発 とい った意識 も高 く、 また マナ ース タデ ィを含 む ワーカーの質 向上

の必要性 も強 く感 じて い るよ うだ 。

(4)シ ニア(男 性)

システムへの理解 度 も高 く、仕 事 に対 す るプ ロ意識 も高 いの だが 、 自己の参 画意識 はか

な り消極 的。原因 の ひ とつ には、 シニア ミセス と同様 にOAシ ステ ムへの不慣 れ 、ま た も

うひ とつの原因 に は、現 在在宅勤 務 を必 要 として いな い とい う点 が挙げ られ る。 これ は、

企業 の退 職年齢 が高齢化 に伴 い、60才 を超 えて も会 社 に勤務 してい るとい う例が見 られ る

ため、サ ンプ ルの設定 自体 に問題が あ った こと も考 え られ る。 ただ し、現在 の状 況 におい

ては参画意識 の低 い この層 も定 年後 の勤 労手 段 と して は関心が 高 いと してお り、また今 回

のサ ンプルの 中 には、定年後 独立 して在宅勤 務 を行 ってい る とい う例 も見 られ ることか ら、

有 力な戦力で あ る ことは確 かであ る。

(5)フ リー ラ ンス

男女 と もに、現在 の必要性 か ら も参画意 識 はか な り高 く、 システ ムへの理解 度 も高い。

今回、 フ リー ラ ンスのサ ンプ ル と して ア ンケー トに協 力 してい ただいた方 の中で、 いわ ゆ

るフ リー ターよ りも、独立 して仕 事 を して いる フ リーの プ ロとい う立場の方 が多か ったせ

いか、 「在 宅で 出来 る仕事 」 と してか な り専 門分野 の職種 を例 に挙げて い るのが 目立つ。

彼 らは、 この システムに横 のネ ッ トワー ク作 りを期待 して いる様子が うかがえ 、情報交

換 の場 、中で もその例 と して 名刺交換 の場 を求 めてお り、彼 らの参画 目的が本企画 の趣 旨

(セ ンターを介 しての業 務実施 、 な ど)か らは少 し外れ る危惧 もあ る。

本 企画の運営 が開始 され た後 は、 こうい った プ ロの フ リーラ ンスのみ でな く、いわ ゆ る

フ リーアルバ イ ターや、人材 派遣業 登録者 な ど も、重要 な戦 力 と して考 え られ るべ きであ

ろ う。

(6)大 学 院生

今回の サ ンプ ルの中で5人 中3人 まで がパ ソコ ン通 信 に携 わ ってお り、 またOA環 境 に

も十分慣 れて いるため、 この シス テムの一番近 い ところにい る存在 と言 って もいいよ うだ。

ただ し、実際 に登録 す るか とい う問 には意外 と消極 的で現 時点で は在宅勤 務 にあて る時 間

が ない、 どの程度 仕事が あ るか分か らな い ところに入 るよ りは、確 実 にペ イの あ るアルバ

イ トを選 ぶ、 とい った ところが本音 のよ うだ。
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4.3.2概 感

各項 目で、 サ ンプルか ら出 された質問 や意 見 をま とめてみ ると、大体 が次 のよ うにな る。

・登録料 に見合 っただけ の仕 事が得 られ るのか

・作業料 は確実 に得 られ るのか

・ラ ンク設 定 は どの よ うな基 準でな され るのか

・資格 を持 っていな い者 や 、資格を必要 と しな い仕事 は出来 るのか

・求人者 に対 して、 セ ンターは納品、仕事 の質 な どどこまで責 任を持 つのか

・セ ンター は、 ワーカーを ど こまでサ ポー ト、保護 して くれ るのか

・ワーカーの質 向上が必 須

つ ま り、企画案 に対す るア ンケー トとは言 え、今 回協 力 いただいた方 々はか な り、現 実

的な構想 と して と らえ てお り、 自分 自身が ワー カーの立 場 に立 ち切実 な意 見 ・質問 と して

発言 を した ことが 分か る。

ア ンケー ト結果 か らも分か るよ うに、今回 の回答者 の約半数 、年 代 な どによ って は大多

数が なん らかの形 での参 画を希望 してお り、本 企画へ の評 価 も高 い。

「在 宅勤務 者 サポ ー ト・デ ー タベ ース」の構 築が近 くな され る ことを多 くの人 が歓迎 し

て お り、 また期 待 して い ると言 って よいだ ろ う。
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4.4学 識 経 験 者 へ の ヒ ヤ リ ン グ

4.4.1従 来 型 マ ネ ジメ ン トを 超 え る発 想 と在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー ス

〈講演/意 見聴取〉 伊藤邦雄氏 ●一橋大学商学部教授

〔伊 藤氏の持論 の特徴 は、 クライア ン トに示す デ ー タベ ースの職 種 を、いわ ゆ る大企業 的

に縦割 りで示 すので はな く、発想 の転換 を図 りなが ら、ニ ーズを探 ることの必 要性 を説 い

て い ることであ る。氏 には本 デー タベ ースの企 画原 案を見 てい ただいた うえで、意見聴取

を行 った。〕

こ うしたデー タベ ー スを媒体 と した勤 務形態 の市場 が果 た して あ るのか、 とい うことに

っいて は、 この デー タベ ースの市場 と人材派遣 会社 の市場 は共通す る ものが あ る とい う点

で、 あ るだ ろ うと思 い ます。 ただ人材 派遣 の場 合 は近 くで仕 事が 見え る とい う長所 があ り

ます 。その点を このデ ー タベー スが ど う克服 す るか とい うことは問題 として残 る と思い ま

す。 もっと も人材 派遣会社 の場合 は高 い し、 ミスマ ッチ ングが多 い とい う欠点が あ ります。

ハイエ ン ドの仕事 と して は、新規 事業 の スタ ッフを集 めて何 かを立 ち上げ る とい った こ

とがあ ります 。あ る所 であ る統計 ソフ トを ロー カライズ して い ます が、 マ ッキ ン トッシュ

が出来て 、統 計の知識 があ って 、英 語 が出来 て、 とい う要件 を満 たす人を探 した い場合 、

この デー タベ ースを使 え ば、マ ッチ した人 を検 索す るとい った ことが可能 にな って くるわ

けです。 そ うい う意 味で は、 こう した人を探 すの が困難 な中小企 業 にはニー ズが あ るので

はないで しょうか。

熟練 を要す るもの は、短期 間の仕事 とは言 って も、長期 の仕事 で あ ると も言 え るわ けで

す 。代 筆業 な どは、 いっ いっ まで にや って くだ さい、 とい うことです み ますが 、ハ イエ ン

ドの場合 はや りと りが必 要 にな ります。 そ うい う場合 は在宅 とは言 え、会社 に足を運ぶ必

要 もあ るで し ょう。で すか ら、全部 在宅 とい うわ けで はな くて、 もっとゆるやか な仕組 み

を考えて い くこ とも大切 です。

要す るに、人 を クライ ア ン トに派遣 は しないが 、人材派遣 と実 質 は同 じなわ けで すか ら、

そ うい う意味で は このデ ー タベ ースで も同 じよ うなニ ーズ はあ るで しょう。

大企業 に市場 があ るか と言 うと、 大企業 に は下 請 けが あ ります。 あ るい は分社 化 してい

ます。そ うい う意味で は大 企業 よ り も中小 企業 に、 む しろニ ーズが あ るので はないか 、 と

考 え られ ます 。 この デー タベ ースに よ る勤 務形 態か らす る と、極端 に言え ばオ フ ィスは不

要 で はな いか、 と も言 えます。 また、在 宅勤務 者 をネ ッ トワー クで つ なげ る、 とい う構想
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だ と、社 員を多 くかか え ないで、仕事 によ って人数 を増減 させ る こと も、可能 にな るで し

ょう。 トレン ドと して大企業 もス タ ッフをどん どん減 らして外 注化 して い くことにな るか

も知 れ ません 。そ うい う意 味で は、今後大企業 の市場が望 めな いわ けで はない とい うこと

にな ります。

人材派遣 でよ い点 とい うの は、会社 にいない と分か らない仕事 が出来 ることです 。 デー

タベ ースの場 合 は、会社 の中で な くて も出来 る仕事 を企業 側か ら聞 いて きて、 出来 る職種

を縦割 りで ない形で組 ん で提示 す る ことが大切です。 ニー ズ と して は縦割 りの形 で はない

で しょう。 た とえ縦 割 りに な ってい て も、一応職種 を縦割 りで はない とい う形 で コーデ ィ

ネ ー シ ョン能力 を発揮す るよ うにす ればニ ーズはあ るので はないか と思 います。

企業 か ら仕事 の依頼 を受 け るた めに は、 クライア ン ト側 に対 して 、 「何 か外 に頼 みたい

ことはあ りませ んか?」 とい うよ うにす るのが よいで しょう。社 内で はや りに くい、 とい

う ものを聞 いて 、それ をや るとい うよ うに したほ うが成功 す る と思 い ます。 「何で も出来

ます。優 秀 な人材 が集 ま ってい ます 。何か困 った ことはあ りませ んか 」 と聞 くので す。そ

の後で 、 ワーカーが具体 的 に項 目 と して書 いて きた ものを クライア ン トに見せ る とい うこ

と も考 えて もよいで しょ うが。

ただ、縦割 りの職種 は示 さな いまで も、あ る程度 領域 を示す ことは必 要です。大 き くと

らえ ることが大切 で し ょう。

このセ ンターの構想 で は、 ア ン トレプ レナー、 シニ ア層 、主婦 、ハ ンデの ある人 、 さ ら

に大学 院生 まで対 象 に して い るとい うこ とです が、大学 院生 な どは先程 の マ ッキ ン トッシ

ュ、英語 、統計 の全て を満 たす ワー カー として有 望か も しれ ません。 デ ータベ ー スの仕組

み を持 って、企 業 に営業 してい くの は大変で しょうが 、その辺 は既存 の商用 デー タベ ース

と一緒 に営業す るこ と も可 能で はない か と思 い ます。

このデ ー タベー スのサ ー ビスを企 業組織 の変革 とい う点か ら考え てみ ま しょう。

企業 と して は、高齢者 で も専 門能 力 を持 つ人 は使 いますが 、単 な るゼネ ラ リス トは不 要

なのです。です か ら専 門 の人 は定年 まで会社 に残 る可能性 が強 いとい うことにな ります 。

とな ると、 デー タベ ー スで のね らい と違 って きて しまい ます。 ですか ら、 スペ シ ャ リス ト

の組 み合わせ をセ ンターでや る とよい のです。企業の 中 にいて くだ さい、 とい うの は縦 割

りの専 門職 なのです。 企業 側の縦割 りで な く、あ くまで もこち ら側 で、あ るスペ シャ リス

トと他 の スペ シ ャリス トを組み合 わせ て 「何 か仕事 を」 とい うこ とに メ リッ トが あ るので

す。

企 業内 にはAの 専 門、Bの 専 門は いますが 、Aの 専 門 にBの 専門 が加わ った形 で発注 し

て くることが あ るで し ょう。経理 の専 門家が コ ンピュー タの専 門家 とい うわけで はないの

で 、大企業 は ともか く、 中小企業 で は簡単 には 自社 内 で処 理 出来 ない部 分 もあ ります 。不
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況 と言 って も、中小 は人余 りで な く、 まだまだ人材不 足 なのです。 中小で は縦割 り的 に職

種 が揃 わな いので、外 部 に仕 事を依 頼 したいニ ーズ はあ るのです 。

シニア層 につ いて は、大 企業 と して は専 門職 を残 し、役 に立 たない人を出す わ けで すか

ら、 これが データベ ー スで仕事が 出来 るか どうか 、 とい うと難 しいで しょう。

人材 派遣業者が シニ アを採用 して いる とい う話 はあ ま り聞か ないで しょう。 企業 に対 し

て 「人材削減策 に貢献 します、在宅 勤務 で どうで すか 」 とい うよ うに言 って い くとい う形

で は、子会社作 りと同 じ発 想 にな って しまい ます 。

あ る程度、領域 の上 で く くりをつ けて、企業側 に ど こにニ ーズがあ るか聞 くのが よ いで

しょう。サ ポー トの領 域 なのか、 ど この領 域 なのか とまず 聞 くことが大事 なのです 。人材

派遣 でな く、在宅勤務 に頼 む メ リッ トを直に企業 に聞 いてみて 、在宅勤務 の可 能性 を探 る

ことが必要 にな って くる と思 います。

聞いた と ころで、 まず大 企業 に はそ う したニ ーズ はないで しょう。で も、中小で は ビジ

ネ スサ ポー ト系のニ ーズ はあ ります。ハ イエ ン ドのニ ーズ につ いて も、人 を採 りたい とい

うことと結 びつ いてのニ ー ズはあ る と思 い ます す。

繰 り返 しますが 、職 種 の縦割 りで示 すので は効 果 は薄 い と思 い ます。企業 で は こう した

縦割 りで示 した ものな ら、人材派 遣 か らで も何 で も対応 して しまえ るので す。デ ー タベ ー

スな ら交通費 もかか らないのです か ら安 い し、速 い とい うこともメ リッ トと して い けます。

手 数料 に して も、人材 派遣業 の場合 よ り、格安 に設定 すれ ば、企業 と して は安上 が りで

すむわ けです。

ワーカーの立場 か ら言 え ば、 ワープ ロ入力 な どはダ ンピングされて 、昔 の袋貼 りの よ う

な ことにな ってい る実情 が あ るわ けですか ら、 ワーカ ーの立場 を守 ってい くことを うたえ

ば、 ワーカーに とって も有効 な勤 務形 態 とい うことにな る と思 います 。 ワープ ロな ど につ

いて は、単純 な入力で は今後 の見通 しを言え ば、付加 価値 をっ けた入 力作業 な らニ ーズ は

あ るで しょう。例 えば、 話 した こ とを まとめて、 ワープ ロで形 に して くるとい うよ うな仕

事 も出来 るで しょう。 中小企 業の社 長で アイデ アはあ って も、 自分 で定着 させ た り、 ま と

め るだ けの時間がな い とい うあた りに、 テ レセ ク レタ リー とい った こと も含 めてニ ー ズが

あ るので はないか と思 い ます。あ ら原稿か ら起 こ して、 フ ァクスや電話でや りと り して 、

ち ゃん とした もの に して い く、 とい うよ うな形です ね。

また、企画書や経営計 画書 を書 きた い とい う経営 者の ニ ーズが あ って、 それ を サ ポー ト

す るのは、縦割 りで はあ り得 ません 。 あえて言え ば、今 までだ った ら広告代理 店が や る こ

とで したが、企画サ ポー トとい う形 で このデ ータベ ースに入れ た らよいので す。

その他 どん な もの をデ ー タベ ース に入 れた ら需要 が あ るのか を、企業 に聞 いて みれ ば よ

いので す。
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この デー タベー ス企 画案 を見 る限 りで は、 これが ア ン トレプ レナーサ ポー トデー タベ ー

スに もな らないか、 とい う点 では、現状 では 「まだ まだ厳 しい。 まだ溝が あ る」 と言わ ざ

るを得 ません 。縦割 り的 な考 え方 で は、 ア ン トレプ レナーにはなれ ないのです か ら。

ただ し、ア ン トレプ レナーで もあ る個 人の履歴 をデ ータベー スに入れ てお き、 クライア

ン トが その履 歴を見て 発注 す るとい う仕組 み に してお けば 、 フ リーラ ンスワー カー ととら

えて、仕事 を出すか も しれ ません。か な り厳 しいで しょうが 、その場合 、体験 的 に1回 や

らせて みて、あ らためて発 注す る方法 であれば成 り立つで しょう。

次 に具体 的 にどん な仕事 がデ ータベ ースで可能性 を持つ かをお話 した いと思 います。

ハ イエ ン ドの仕事 につ いてですが、 ハイエ ン ドの人 はセ ンターが責任 を持 つ とい うわ け

にはいかないで しょうか ら、直接 クライア ン トとっなげ ない といけません。 そ うな るとセ

ンターの役 割が な くな って しま うとい う問題が あ ります。 ワープ ロや翻訳 など ローエ ン ド

の もの な ら、セ ンターが責任 を持つ な どセ ンターの役割 もあ るので すが。

ハ イエ ン ドとワーカ ー とクライア ン トを結ぶ デ ータベ ース とい うことで、 お見合 い、 マ

ッチメーカー にな って、 ビジネ ス的 に成 り立 たせ るため に、 カタ ログ販売 、通 信販 売の方

法があ ります。 こち らの 出来 ることを こち らで分 類 して カ タログを作 って 、企業 に送 るの

です。一 つ一 つ は小 さな ニーズで も、 ま とめれ ば大 き くな ります。 大 き くま とめて発注す

るとい うのな らセ ンターは ビジネ スにな るで しょう。

また翻訳 、資料収集 な ど、得 意な分野 を作 って 、 い くら位 と決 めて企業 にば らま き、企

業 は通信回線 を使 ってセ ンターの端末 に送 れば よいで しょう。 セ ンター はま とま った と こ

ろで発注す るのです。

うまいカ タログが 出来れ ば成 功です。 企業で はや りに くい もの もあ るわ けで、 これを カ

タログに入 れ こむのが ポイ ン トなのです 。

例 え ば経理 業務の場 合 、中小 企業で はパ ソ コンを使 って連 動 した仕 組み に して 、情報化

とい う形 を取 りこむ ことで 、付加 価値 にな るで しょうが、 その場合 、在宅 とい うことにあ

ま りこだわ ると難 しいか もしれ ません。 い ろいろな仕事内 容 と企業側 のニ ーズ の関連 とい

う点で言え ば、進 めてい くうちに クライア ン トの実 態が分 か って きて、そ うすれ ば在宅 と

い う枠を はず さざるを得 な くな るとい うこと もあ るか も知 れ ません 。

また、大学 院生の場 合 の在宅勤 務 とい うこ とに関 して言 えば、 ニ ーズ はあ る とは思 いま

す。 しか し、学 生 は レベ ルが分 か らない とい う点 が問題で す。何百 、何千 の学生 が いるわ

けで、 ど うい うよ うな スペ シャ リテ ィを もって くるかが問題 です。専 門を聞 い ただ けで は

分 か らないので、 もう少 しブ レイ クダ ウン した形 で、機械工 学の何 が出来 るの か とい うと

ころまで聞か ない とな りません 。仕事が 出来 るか ど うか も未知数で す し、実 績 のな いの も

不安 です。

オーバ ー ドクターで あれ ば、いろ いろな意 味で こち らの ニ ーズ に合 わせ るか らまだ いい
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のです。 マ スターで は単 な るアルバ イ トにな って しま うで しょう。オ ーバ ー ドクターの場

合 は食 い扶持 が ほ しいのでその気 にな ってや るか も知 れ ません 。それ よ り、会社 員の中で

ア フター ファイ ブの仕事 を きっか け に、そ こか ら独立 す るとい うあ た りにニ ーズがあ るの

で はな いで しょうか。 その場合、 ア フ ター フ ァイブ人 材派遣 業にな って しま うと、企業倫

理 と して 問題が生 じて くるか も知 れ ませ ん。 セ ンターで工夫 して、誰 がや ってい るのか分

か らな いよ うに して発 注す るな ら、在宅 でや るのだか ら問題 はな いで しょうが。就業規則

に も抵触 しな い し、大 企業で も構 わ ないで しょう。昼間OLや って 、夜銀座 で ホステスや

って いるよ うな もので すか らね。

ただ し、そ こで具体 的 に名前 を 出 した ら、困 る場合 もあ るか も知 れ ません 。会社で そ こ

まで しば る権利 はあ りません が、基本 的 には社 名 は伏せ るのが いい と思 います。

とにか く、 ワーカー もす ごい数で す し、 クライア ン トもや り方 に よ って はす ごい数 にな

るわけですか ら、 クライア ン トのニ ーズを吸い上 げる、 ワーカーのネ ッ トワー クを うま く

や る、 とい う要件 さえ満 たせば、 ビジネス と して成 り立 つ と思 い ます。一 つの方 法 と して 、

近 く社 団化す る日本サ テライ トオ フ ィス協 会な ど と一緒 にな っての ビジネ ス展 開な ど も考

え られ ると思 い ます。

また、主婦 とか被介護者 を家 に持 って い る人が在宅 勤務 出来な いか、 とい った こ とも、

ニ ーズ と して はあ り得 ます。そ のあ た りを こち ら側 で ど う仕 組んで い くか、で すね。 ハ ン

デキ ャップを持つ人 にっいて も同 じよ うに考え てい くべ きで しょう。

まだ まだ遅 れて はいますが 、現 在の 日本の企業 にお いては、人事 面での変革 の兆 しはあ

ります。現 に定年の何年 も前 か ら ピー ク時の8割 しか給料 を支払 わな い、 とい う現実 が出

て きて います し、勧奨退 職 な ども行わ れて います。そ うい う人が どうい う動 きを とるか、

とい うことが興味深 い ところです。辞 めれば家 でゆ っ くりは しっ っ も、 その うち何 も しな

い とい うわ けにはいかな いか ら、1日5時 間位 は家で働 きた い とい う人が 当然 出て くるわ

けです。

午前 中農作業 、昼食 後昼寝 、午 後3時 か ら仕事 をす る、 とい うや り方 も出て くるで しょ

うし、そ うい う生 き方 を したい人 にあ った仕組 みづ くりは、非常 に意義深 い もの と言え ま

しょう。 その あた りに、 デー タベ ースの展望 も見えて くるので はな いで しょうか 。
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4.4.2在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー ス 、 そ の 事 業 展 開 の 可 能 性

〈講演/意 見聴取〉 寺本義 也氏 ●筑波大 学大学院経営 システ ム科 学専攻教 授

●英 国 クラ ンフ ィール ド経営 大学院客員 教授

●著書:r日 本企業 の グ ローバ ル ・ネ ッ トワ

ー ク戦 略』

rネ ッ トワー ク ・パ ワー』他

〔寺本氏 に も企画原 案 を もとに、意見聴 取を行 った。氏 はデー タベ ースの事 業 と しての展

開の可能性 につ いて、極 めて具体 的 、建設的 に独 自の見解 を展 開 して い る。 『コーデ ィネ

ー ト料 の適 宜な額 』rま ず は ローエ ン ドの仕事 か らスター トすべ きで あ る』r大 企 業 よ り

中小企業 に ターゲ ッ トを』 とい った ことなどを、本 デ ー タベ ース構築 に共感を示 した うえ

で、指摘 を加え なが ら語 って い る。 〕

まず 、デ ータベ ースの事業性 につ いてお話 したい と思 います。 セ ンター と して はデ ータ

ベ ースを作 って ビジネ スユ ーズ とつ なげ る とい うこ とですが、 この構 想 につ いて聞 くか ぎ

り、外部 にスタ ッフを抱 え た シ ンクタンク的 な組織 と考 え るる ことが出来 るで しょう。公

的な ネ ッ トワー クを使 って の商行為 は出来 ないで しょうが 、BIT-NETと い うネ ッ ト

ワー クでのや りとりを見て いた ら、 外人の 日本 外での や り取 りで はあ ります が、 ビジネ ス

情 報 も交 わ され て いま した。

ワー カーと しての主 婦や高齢 者 は一 般 的に弱 者の イメー ジで語 られが ちですが 、知的 レ

ベル は相 当高 く、社会 的 には未利用 なだ けにそれ らの人材 の活用 は狙 いめだ と思 い ます 。

その 中に スタープ レー ヤーが一 人で もいる と企業 に もア ピール出来 ますが 、 これ はな かな

か難 しい とは思 い ます 。一流 とまで いか な くと も、 出来れば一流 半 くらいで、 さ らに向上

して い く意欲 を持 った人材 を揃 えて 企業側 に提 示 してい けた ら、事業性 の可 能性 も大 いに

高 まる と思 います。

セ ンターと して は15%の コーデ ィネー トフ ィーを企業側 に支払 って もら うことに した

い とい うことで すが 、15%と い うの は低 す ぎるで しょう。構想 の段階 で は少 な くとも3

0%位 を考え てお くべ きだ と思 います。 ス タ ッフに グレー ドが あ って、 それ に応 じて15

%～30%と い うこ とに してお くとよ いので はな いで しょ うか。 セ ンターが企業 か ら仕 事

を引 き受 ける形 であ る以上 、何 か あ った場合 はセ ンターの責任 とな る とい うこ とを考 えれ

ば、 当然 の フ ィー と言 え る と思 います。

例え ば コ ンビニエ ンスス トアの セ ブ ンイ レブ ンの方式 で は45%も 取 って います。 その

代 わ り、店員や 店主へ のオ ペ レー シ ョン教育 も徹底 的 にな され るとい うことが行 われ てい
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るわけです。 それで も加入店 は増 え続 けて いる、 とい うのが現状 です。 もっと も、翻 訳 な

ど は、セ ンターが手を加 えな いで 、 そのま ま納 品 とい うこ とで あれ ば15%く らいで もよ

いで しょう。

次 にデー タベ ースへ のア クセスの方 法 にっ いてです が、 デー タベ ー スを作 って電 子的 に

ア クセスす るとい う点 は と もか くと して、 これ に類似 の構想 は今で も広 く行 われて います

し、成功 してい る所 も多 いです。 大手の 広告代 理店 な どに して も営業 だ けを 自社 内で して、

他 は外部 の スタ ッフが行 って います。 成功 す るか否 か は、 どこにニーズが あ るかを見極 め、

類似 の組織 とど こで競争 上の優位 性 を確立 出来 るか、 とい う点 にかか って い ると思 い ます。

大企業 は下請 けの構造 が 出来上 が って い るとい うこと もあ るの で、む しろ ターゲ ッ トを

中小企業 や、 フ リー ラ ンスで仕事 を して い る人達 に絞 った ほ うが よいか とも考え られ ると

思 います。その人達 が何か プ ロジ ェク トをや りたい とい う時 に協 力 出来 るデ ータベ ー スで

あ る方 が、経営 的に は成 り立 つ と思 い ます。

内容的 には、色 々な領域 の スタ ッフを抱 えて 、当面 は総花 的にす るの も一つ のや り方 だ

と も思い ます。 中堅中小企業 が メイ ンの ターゲ ッ トな らば、総 合性が要求 され るわ けで す

か ら。中小企業 で はスタ ッフを丸抱 えす るの は とて も困難 な ことなので、専 門分野 に関 し

て は外部 に依存 す るこ とにな るわ けで す。

その よ うな場 合、求人 す る中小 企業 の側 にほ しい人材 を電 子上で検索 しろ とい うの は難

しいか もしれ ません。漠然 と、 こうい うこ とを したいか らこうい う人材を紹 介 して ほ しい

とい うよ うにセ ンターに相 談 し、それ に セ ンターが応 じる形 にすれ ばず っと便利 にな ると

い う点で 、そ うした方 法が よいので はな いか と思 われ ます 。

また、発注者 に人材 の組み合 わせ まで考 え る ことを要求 す る と、中小企業 は拒絶反 応 を

示す所 もあ るで しょう。大分普 及 した とはいえ 、電子 的 に ア クセ ス して 、人材の持 って い

るい く種 類 もの能力 を組み合 わせ、検 索 す るの は、 まだ まだ簡単 とは言 えな いとい うのが、

実情 だ と思 いますか ら。

パ ソコ ンネ ッ トに固執 は しな いで 、パ ソコ ンネ ッ ト以 外 に も、 フ ァクスな ど もツール と

して組み合わせ て考 えて い くべ きだ と考 え ます 。情報 の形が定 ま らない電話 に比 して 、 フ

ァクスは情報整理 してや り取 りが 出来 る とい う利点が あ ります。 フ ァクスの もっと上手 い

利用 の仕方 を考 えて い くと面 白いだ ろ うと思 い ます。

企業か ら電 話で問 い合 わせが あれ ばセ ンターで代理検 索 も入力 も行 うし、 スタ ッフの チ

ー ム編成 に も応 じて い く、 また、高齢者 や 身障者 な どで操作 が難 しい とい う人 にはセ ンタ

ーが代理 入力を して い く、そ の場 合 は代行手 数料 を別途 とるとい う形 も考 えた らいいで し

ょう。

ビジネ スの仕組 み作 りにつ いてで すが 、DTPや 翻訳 な ど ローエ ン ドの仕事 な ら、 この
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ネ ッ トを使 えば仕事 の仕上 げ まで問題 な いで しょうが、 コ ンサル テ ィングな どハ イエ ン ド

の仕 事 は、 コーデ ィネ ー トも難 しいだ ろ うと思い ます。そ の種の仕 事 にっ いて は、企業か

らの リクエス トが は っき り しな い こと も多 いで しょうか ら、 コーデ ィネー ト機能 が高度で

な い と、 ワー カー と企業 とのっ なが りが うま く出来 ないこ ともあ るだ ろ うと思 い ます。

ビジネ ス と して どち らが 企業性が 高いか といえば、む しろ ローエ ン ドの ものだ と思 いま

す。 ローエ ン ドの仕事 に関 して は仕組 み も簡 単 に出来 ます し、 サー ビスの内容 もは っきり

と して います。 もちろん理 念 と してはハ イエ ン ドの ものを や りたいだ ろ う し、 ローエ ン ド

の もの は類似 の業者 も多 く過 当競争 にな って もい ます。で すか ら、 出来 るだ けハ イエ ン ド

の ものを 目指 しなが ら、 当面 は ビジネ スと して成立 させ るため に ローエ ン ドの ものを着実

に こな してい くことだ と思 い ます。

大切 な のは、 セ ンターが 需要を 開拓 し、 その需要を ど うコーデ ィネ ー トし、再解釈 して

い くか、 とい うことです。企 業の狙 いを的確 に掴 んだ仕事 を して い く成 果が 、次の仕事 を

得 るの にっ なが ってい くとい うことです。

コーデ ィネ ー シ ョンカ は、 ワーカーの力 を上 手に引 き出す こ とで もあ ります 。企業 か ら

要 求 され る ことを、個 々の ワー カーが専 門の 力で連 携 し合 いなが ら仕上 げて い く、その た

めの コーデ ィネ ー シ ョンカが セ ンターに は問 われ ると思い ます。

次 に専 門分野 を ど う特 化す るか とい うことですが 、中堅 中小 企業 がか な り共 通 して要求

して くる課題 に絞 って い く方法 もあ るで しょう。 日本生 産性本 部 に メ ンタル ヘル ス研究所

が あ りますが 、そ の分野 のみ に絞 って成 功 した例 と言 えます。 も し、ハ イエ ン ドの仕事 を

考 えて い くな ら、絞 りこまない と難 しいだ ろ うと思 います。例 え ば、ユ ー ス ウェアに絞 り

こみ、 パ ソコ ンの使 い こな し方 を指導 して い くことも、一つ の方法 か も しれ ません。 「パ

ソコ ンが 、 ただの箱 にな って いませんか?」 とい うよ うな、 キ ャ ッチフ レーズで。

中小企 業の経 営者 に とって は、最重要 課題 は、売上 や利 益 、人手 な ど 目に見 え る もの、

そ れを外部 の人材 を使 って解決 して いければ有難 いわけです か ら。

中堅以下 の企 業 には後 継者不足 の問題 もあ ります 。能 力開発 、人 材開 発の問 題を机 と電

話 でつ ないだ外 部 ス タッフが解決 して くれれ ば、歓迎 され るで しょう。 と くに地方の 中堅

企業 で は深 刻 な問題 にな って い る所 もあ りますか ら。

現 在の オ フ ィスを ス リム化 し、 「貴社 の事務管理 コス トを半分 に します 」 とい う くらい

の強 力 なアプ ローチで 、人件費 な ど経費全 体 を うか すための コ ンサル テ ィ ング活動 を して

い くの もよい だろ うと思 い ます。

技 術開発 の面 で も、 中小 企業で は 自前 の研究開発 ス タ ッフは多 く抱 え られ ないのが実情

です。 独 自の技術 者 はせ いぜ い中心 に なる人 くらいで他 は社外 の ス タ ッフです ませて い る、

そん な と ころへ 、大企業で レッ ドス トックに なって時 間は沢山持 って い る研究者 が加わ っ

て、成 果 を上 げ てい る例 もあ ります 。それ らの技術者 にと って も、帰 宅後 の時 間や休 日を
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有効 に使 い、 自身の力を発揮 出来 る場を得 て い るわ けで すか ら一石 二鳥 とい うことで す。

ワー カーが 、 「自分 は こうい うこ とが 出来 る」 と言 って も、それが どれ ほ どの商 品価値

が あ る もの なのか は疑 問です。社 会的 に評価 されて い るよ うな人で も、必ず しも商 品価値

が あ るとは言 え ません 。

む しろ、セ ンターで ワーカーを教育 研修 して、 商品価値 のあ る レベル まで育成 して い く

こと も、 ビジネ ス と して大切 なので はないか、 と考 え ます。企業 か ら評価 され 、 リピー ト

オ ーダーのあ る くらいまで 高め るに は、 その ワー カーに応 じた トレーニ ングが 必要で す。

そ の場合 に は、 トレーニ ングフ ィーを取 って もよ いので はないか と思 います 。

最 近で は退職 後の たあに社員 を研修 す る企業 さえ あ ります が、企業 内 トレーニ ングで は

思 うよ うな ことが 出来 ないで います。 その よ うな研修 を セ ンターがr退 職 予定者 の トレー

ニ ング請 け負 い』 として打 ち出 して も ビジネ スにな るの で はないで しょうか。

一般労組 で は似 たよ うな ことを して います。例 えば 、運転技能 を向上 させ再就 職 に活か

したい とい う希望 者 に、研修 の ための便宜 を図 り、再就 職後 に融 資 した金 は回収す る仕組

みが 出来 て います 。

そのま まで も通 用す る人 には、仕 事 の紹 介 ・斡旋 を して 、能 力の スキル ア ップを したい

人 に は能力開発 事業 を して い く、 とい う2本 立てで ビジネスを展 開 して い くこ とも可能 だ

と思 います。 その場合 、個 々の能 力 を認定 して 、それ に必 要 な教育 ・研修 を して い くわ け

で すが、 それを全部 自前で して い くの は難 しい と思 いますので 、い ろいろな機 関 と タイア

ップ してい く形が よいので はな いで しょうか。

そ こで 、その場 合の訓練 の分野 を ど こに絞 るか、が 問題 にな って きます。 「事務 管理 コ

ス トを半 分 に してあげ ます」 と して、パ シ リテ ィマネ ジメ ン トに関連 した訓 練を して い く

コー ス。 「売上 げを倍増 させて あげ ます 」 と して営 業 マ ンを育成す るコー ス。後 者の場 合

は、ネ ッ トワー クを駆 使 して加 入各社 のニ ーズ を上 手 くつ なげ る創 造的 な営業 セ ンスを育

て ることで可能 にな ると思 います。

大企業 で はホ ワイ トカラーで非 エ ンジニ ア とい う人 は これか らます ます余剰 にな って い

きます。 中小 企業 で はそ のよ うな人 材を ほ しくと も丸抱 え は出来な い し、 また大企 業 に長

年 いた人 はプ ライ ドを捨 て られ ないので 、中小 企業 の要請 に応 じる こと も難 しい とい う問

題 もあ ります。

大 企業 は専 門分化 して人を育 てて い るので 、役職 を持 ってい る人 ほど、 自分 の専 門以外

に は全 く疎 い とい うことにな ります。 その人 達 に不 足 してい る能 力を スキ ルア ップ して い

くこと も、 これか らは必要 にな ります。 また、 チ ーム と して使 うとい う方 法 もあ ります 。

以上 のよ うに、色 々な ビジネ スが 考え られ ますが 、漠然 と色 々な能 力を スキ ルア ップ し

ます と言 って も訴 え る力は弱 い と思 います。 そ こで セ ール スポイ ン トを は っき りさせ るこ
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とが大 切にな って きます 。

そ こで、一番 得意 な分 野 を作 ることですが 、案 外それ は、先程 お話 した よ うに ローエ ン

ドな分野だ った りす る もので す。着 目 した時点 で はローエ ン ドで も、優 秀 な コーデ ィネ ー

トをすれ ば、深 く掘 り下 げて い って 金鉱を掘 り当て る こと もあ るわけです 。 ローエ ン ドの

仕 事 に付加価 値 を付 けて 、 いか にハイエ ン ドな ところまで持 ってい けるか 、そ こが大切だ

と思 います。

い きな りハ イエ ン ドな仕事 を中心 に据 え よ うと した ら、 ス タ ッフを揃 え るだけで も大 変

です 。 しか し、 ローエ ン ドに終 始 して いた ら、価格 競争 も激 しい世界 だ けに、疲弊 して し

まいます。 ローエ ン ドをハ イエ ン ドな ところまで、 ど う持 って い くか、そ こに ビジネ スの

成功 の鍵が あ るので はな いで しょうか。

ビジネスはr進 行形 』で 構築 していか ない と、新 しい情 報 や状況 とぶ っか りません。例

えば、 「名刺作 りの単価 を安 く します 」 と して 、その名刺 に付加価値 をつ けて 名簿作 りな

ど他の ビジネ スに活かす の も一方 法です。 またさ らに、 「名 刺 など必要 な い ビジネ ス方 法

もあ ります よ」 と、次 の段 階に発想 を展 開 してい くこと も可 能で す。頭で考 えて い るだ け

で な く、 まず実 際 に ローエ ン ドの仕事 に きちん と対応 してい く中か ら、次 の段 階が 見えて

くる ものだ と思 い ます 。。

rセ コム』 とい う警 備保 障会社 の発展 の歴 史 は、 それを如実 に語 って い ます。 あ る レコ

ー ドレンタルの会社 の発展 の経過 を見て もそれ は言 えます。雑 誌 を買 お うと した ら、夜 ど

こ も開 いて いなか った。 そ こで 自分 で本屋 を始あ、便利 さを売 るために レンタル制 を始 め

た。それ がチ ェー ンに拡大 してい き、その カー ド利用 者の 名簿が膨大 な もの と して別 の ビ

ジネ スにな って い った。 とい うよ うに、常 にそ の時点の状況 を的確 に把握 し、 ビジネ スチ

ャンス として い くことが要 求 され る と思 い ます 。

次 に、ア ン トレプ レナ ーサ ポー トの仕 組み と して、 この デー タベ ースが有効で はな いか、

とい う点につ いてです が、PIサ ポー ト、 イ ンキ ュベー シ ョンの側面 か ら考えれ ば、 この

企画 が ア ン トレプ レナ ーサ ポー トの仕 組み にな るこ ともあ り得 ると思 い ます。 これか らは、

企業 に とって も終身雇 用制 の ままで はいか ないで しょう。 ア ン トレプ レナーにな る ことは、

個 人 と して も、厳 しくと も自己実現 の機会 とな るわ けです。 この仕組 みの 中で ケース ス タ

デ ィを しなが ら、ア ン トレプ レナ ーと してや って い くた めの芽 を養成 して いけた らよ い と

思 い ます。 。 それに は、 ローエ ン ドの仕事 か ら次第 にハ イエ ン ドへ と もってい けるよ うな

創造的 な教 育が 出来れ ばよ いのだ ろ うと思 い ます 。それが 出来 た ら、 日本 の社会 その もの

が、会社本 位性 か ら、個 人本位 性 に転換 して い くで しょう。

アメ リカに は、MITが 中心 に な ってい るア ン トレプ レナー クラブが あ ります 。毎週1

回集 ま りパ ーテ ィを開 いて いますが 、その席上 、 ビジネ スアイデ アを持 って いる人 、 ベ ン

チ ャーキ ャピタル 、 ビジネスサ ポー トした い人 、営業 した い人、 とそれ ぞれが決 ま った色
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の リボ ンを着 けて意志表示 す る ことで 、 ビジネスが成立 す る仕組 み にな ってい ます。 この

パ ーテ ィで は どん な ローエ ン ドの構想 で もマ ーケ ッ トが立 ち、 ビジネスが 走 り出す 、 とい

う仕組みなわ けです。

ア ン トレプ レナーが成功 しないの は、 ビジネス アイデアだ けで走 ろ うとす るか ら資金が

動 かな いので 、 日本の場 合 はまだ まだ遅 れた状 況 にあ る とい うところで す。 ア ン トレプ レ

ナ ーサ ポー トとい う視点 か ら言 えば 、ア メ リカでの よ うに ビジネ スユ ニ ッ トと して 成 り立

っための フ ァン クシ ョンを無理 にで も集 めて しまわ なければ な りません 。個人的 にや って

い る人 はいますが、 その機 会 にのれ ないア ン トレプ レナーが あま りに も多 いのが 日本の実

態 です。

この構想 にはr青 年 の志 』 のよ うな ものを感 じる し、 とて も共 感 出来 ます。大 きな方 向

性 を持 った うえで、最初 の一歩 は まず 、 どこか ら入 るか見 極 めた上で 、 ローエ ン ドか ら入

り、構 造的 に付 加価値 をつ けなが ら仕事 の内容 を高めて い くことが、 ビジネ ス と して成立

させ る手段 だろ うと思 います。
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4.4.3中 小 企 業 の ニ ー ズか らみ た 在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー ス

〈講演/意 見聴取〉 大場泰博氏 ●茨城 総合研 究所 ・専務

●著書:『 日本 型 テ レコ ミューテ ィ ン

グへ の挑戦一 分散型 オ フィス実 験に

見 る現状 と課 題』r中 小企 業 の人材

確保 対策 』

〔大場氏 に対 しての意見 聴取 も、デ ー タベ ース企画 案を見 て もらった うえで行わ れ た もの

であ る。 この デー タベ ー スのニーズ にっ いて は、 中小 企業 にお いては大い にあ るだ ろ う、

との見解 を まず示 して い る。 さ らに、 それが ど うい ったニ ーズ なのか、を可能性 を含 めて

具 体的 な事 例 も挙 げ なが ら述べ てい る。 〕

この デー タベ ースを考 え る うえで の大 きな問題 点 は、企業 か ら仕事が継続 的 に来 るだ ろ

うか?と い う ことで しょう。

私 が今 まで中小 や零細 の企業を回 って見て きた経 験か ら、 ここで は、 どんな仕 事が可 能

性 と してあ るかを考 えてみ たい と思 い ます。

例え ば、 ワープ ロな どの入 力や翻訳 のよ うな仕事 にっ いて は、50人 以下 の企業 で は 自

社 内で まか なえ るだ けの人が いない とい うのが実情 です。 この デー タベ ースで優秀 な人材

をす ぐ使 え る、 しか も安 価で、 とい うことな らば、 自社で人 を雇 い入れ るよ りはず っとあ

りがた いわ けで 、仕 事の可 能性 は大 きいで しょう。 しか し、その種 の仕事 は細か い ものな

ので、 きちん とした仕組 みをっ くって対処 して いか ない と、細 か さに流 されて収益 が上 が

らない とい う ことに もな りかね ません。系統 だて、組織 だて して い く必 要があ ります。

逆 に50人 以上 の企業 では、 ワープ ロ入 力な どの技術者 は当然 抱え て いますか ら、外部

に発注 す る必 要 はないので す。 しか し、 もう一段 レベ ルの高 い仕 事、例 えばマ ーケテ ィン

グ リサー チな どな ら、可能性 と して あ るので はないで しょ うか。 と くに メーカーな どは自

社 製品 の消 費者対象 のマ ーケテ ィ ング リサーチを したい とい う希 望 はあ って も、安 い価格

で は出来 な いだ ろ うとい う不安 か ら、なか なか実 行出来 ないで い るので す。50万 円程度

で マーケテ ィング リサー チが 出来 る となれば、 しか もこの デ ー タベ ースが全 国的 にネ ッ ト

化 されて い る となれば 、期 待 は大 きいはずです。 「この商 品 は関東 地方で は伸 びな いが、

東北 地方で は要 望が高 い」 とか 、 「このよ うな改善 点があれ ば、 もっと消 費者 に喜 ばれ

る」 とい うよ うな答えが 出 るので すか ら。 このよ うな内容 は、実例 を も交え たパ ンフをっ

くり、提示 してい くことが 大切です 。 もちろん そ こで は、時代 の流 れ、地域性、市 場性 な
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ど に つ い て 、提 示 す る必 要 が あ る と思 い ます 。

つ ま り、最 終 消 費材 に 関 す る ア ンケ ー ト、 リサ ー チ 、 さ らに は サ ポ ー トを 、 この デ ー タ

ベ ー ス を使 って や って い け る と思 うわ けで す 。

例 えば、 日本酒 な どは、等級 が廃 止 され、今後 フ リーなマ ーケ ッ トが形 成 されて い く市

場 で しょう。地方 の地酒 メー カーに してみれば 、 これか らど う全 国展 開 して い くべ きか、

商 品構成 を どう して い くか、あ るい は商品を ど う展開 してい くか、等 々考 えて いるはず で

す 。 そのよ うな ことを マー ケテ ィ ング リサ ーチ して い った り、あ るい は単 に リサーチだ け

で はな く、在宅勤務者 のネ ッ トワー クを使 って企画 まで作 って い く、 とい うよ うな こと も

して いけ ると思 うので す。

あ るいは企画 、調 査か らさ らに踏 み込 んで、 ネ ッ トの なかで一 種の販 売組織 まで組んで

い く可能性 もあ ります。全 国ネ ッ トの在 宅勤務者 の ロ コ ミで、 マ ーケテ ィングキ ャンペー

ンを展 開 してい くわ けで す。販売 ネ ッ トとい うの はメーカー に と って は とて も重要 ですか

ら、 自分 の会社 の地 酒が このネ ッ トを通 して こん なふ うに売 れて い く、 とい う ことが分か

れ ば、利用 したい企業 は多 くな るで しょう。 その よ うな ことは先例 が あ るとさ らに企業へ

の ア ピール もしやす くな ります か ら、 まず 、実例 をっ くり、 具体 的 に営 業活動 を して い く

べ きで はな いか と思 います。

このデ ータベ ースは、rニ フテ ィサ ーブ』の よ うな既存 の商業 デー タベ ースのネ ッ トと

つ なげた い、 とい う話 を聞 きま したが 、例 え ばニ フテ ィの営業 サ イ ドで、 ニ フテ ィに入れ

ば この デー タベー スの利用 も可能 に な ります よ、 とい うよ うにニ フテ ィの付加 価値 に まで

して い くことも出来 るわ けです。

参考 にな るか ど うか分 か りません が、最近 知 った例 に フ ァクスを使 った雇用情報 支援 シ

ステム とい うのが あ ります。現 在、 全国 ネ ッ トで フ ァクスを使 い、 当初 か らフ ラ ンチ ャイ

ズを考 え、や って います。企 業が お金 を出 して求 人情 報 を登 録 し、職 を探 してい る人 は、

フ ァクスで その情報 を取 り出せ る とい うものです 。

この在宅勤務者 サ ポー ト・デ ー タベ ー スの中 で も雇用情 報支援 システ ム とい った ものを

考 えてみ る と、まず は情報 を フ ォーマ ッ トして お く必要 があ るわ けです。 クライア ン ト企

業 か ら、電子 メールか フ ァクスで 会社紹 介の デー タ(会 社 プ ロフ ィー ル)を 寄せ て も らい、

それ に対 して きめ細や かな対応 を してい くことが大切 です。 企業が ど うい う仕事 のため に、

ど うい うワー カーを欲 して いるのか を知 った うえで 、セ ンター と して は ワーカーを コーデ

ィネ ー トす る。企業 の シーズをつか んでの対処 によ り、企業 の要望 に も沿え る し、場合 に

よ っては新規事業の ス ター トに関わ る可能性 も出て くる。 さ らに、 ビジネス と して の幅が

広が ることに もな ります。

企 業の登録方法 は、会員方 式(継 続方式)と 単 発方式 の2本 立て と してはいかが で しょ
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うか。継続 の場 合 は年 会 費30～50万 円程度 と し、デー タベ ース上 に常時 企業 の情 報 を

ス トック し、 ワーカー は随時それ を見 る ことが出来 るよ うにす るとい う手 もあ ります。継

続 的に ワーカー を必要 と して いる企業 にはよい方法 だ と思 われ るの です。

単発方式で 登録 す る企 業 は、週単 位で料 金を払 い、その期間利用 出来 る形 と します。料

金設定 は別途 検討 す る と して も、新聞 に求 人広告 を出す よ うな感覚 であ ると言え ます。 そ

の間十分検索 も出来 る し、 セ ンターが検索 の代行 を して もよい。 こう した こ とを考え ると、

就職斡旋 の専 門誌 を 出 して い る企業 とのネ ッ トも必 要 となるか も知 れ ません。

あ と、 ワーカーの登 録料 は、 ご く低額 に押 さえた方が よい と思 い ます。 あま り高 く設定

す る と、 ワーカーが集 ま らない。 また斡旋料 は、一 律 には決 めない方 がよ いで しょう。 ワ

ープ ロ入 力に して も、 個 々の能力 に応 じて異 な るわ けです か ら。契約成 立 ごとに各 月収の

30%程 度 を納 めて も らう。そ して セ ンター と して、給与 の授受や保 険加入 な ど ワーカー

の制度 的保 障 を しっか り行 って い くことが大切 だ と思 います。 ワーカーか らは金銭 を取 る

ことは出来 な いか ら、 企業 か ら取れ る よ うビジネ ス としての仕組み を しっか り作 る必要 が

あるで しょ う。 ローカル でUタ ー ン情 報を流 して、地域 の中小企業 を クライ ア ン トと して

登録 させ 、必 要 人材 を紹介 す るとい う方法 もある と思 います。
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5.最 終企画案 と事業化への方策





5.1在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タ ベ ー ス の 最 終 企 画 案

5.1.1シ ス テ ム の 基 本 コ ンセ プ トと特 徴

(1)ワ ー カーの立場 に立 った 自立共生 型 デー タベ ース システ ム

前 章 まで の経過 を踏 まえ、 まず考え方 と して の出発点 とした もの は、本 デ ー タベ ースが 、

あ くまで も在 宅勤務者 側 に立 ち、個 々人 の ワーカーの成 長 と利 益 を優 先 したデ ー タベ ース

システムで あ るとい う点 で ある。

ワーカー一人 ひ と りが 、 この在宅勤 務者 サ ポー ト・デー タベ ー スに関わ る ことで
、満 足

感 を得、継 続 して関わ り続 け るよ うな仕 組み づ くりが最重要 課題 であ ったが、 そ う した課

題 に応え るための デー タベー スの基本 的な コ ンセプ トを まず は以下 に明確 にす る
。

ン ス テ ム

*集 中 型 管 理 よ り分 散 型

自治 、 そ の コ ン セ プ トは

人 間 へ の信 頼 を軸 に した

Convivia1(自 立 共 生 型)

な 事 業 創 りの 中 で こ そ 実

現 で き る もの で は な い で

し ょ うか 。

マ ル チ メ デ ィ ア

パ ー ソ ナ ル

エ ー マ ナ ザ ー

ス

る

ピ
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シ
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ス
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シ

人
,を

れ

ツ
9て

、
タ

そ

マ
し

は

一

、

。

*

に

の

ユ
が

ん

*ダ ウ ンサ イ ジ ン グや オ ー プ ン シ ス テ ム 化 の 流 れ を ワ ー カ ー

の 立 場 か ら継 承 し、 情 報 の 双 方 向通 信 に よ り相 互 に 成 長 しあ

え る ビ ジ ネ ス環 境 創 りをめ ざ します 。

シ ス テ ム の基 本 コ ンセ プ ト(1)
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図5-1「 シス テ ムの 基 本 コ ンセ プ ト(1)'」 お よ び 表5-1「 シス テ ムの 基 本 コ ンセ

プ ト(2)」 、で 示 す よ うに 、 こ こで 構想 す るデ ー タ ベ ー ス シス テ ム は 、参 画 す る個 々人 が

相 互 に個 性 を 活 か しつ つ 成 長 して い け る よ うな もの と し、 これ をrConvivial

DataBaseSystem(自 立 共 生 型 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム)』 と呼 称 す る こ

と とす る 。

表5-1シ ス テ ム の 基 本 コ ン セ プ ト(2)

◇MainConc白pt⇒ConvivialDataBaseSystem

"Convivial(自 立共生型の)は イ リイチ
,1.が 提唱 してい るヒューマ ンイン

ターフェイスの新 しい見方 です。 ネッ トワーク化 された社会 で、相互に個性 を活 か

しつつ成長 していけるような 「参画的 コミュニテ ィ」 を創 り出 してい くことが目的

です。

① 分散型 ネ ッ ト

・クライアン ト/サ ーバーモデルで構築(例ASTON-1な ど)

・各モ ジュール を分散配置 してコス トパ フォーマンスの よい設定

』 ② パ ー ソ ナ ル ヒ ュ ー マ ナ イ ザ ー

・ユーザーの 目的 ・用途別にカスタマイズ化/コ ンパイラパ ッケージ

・名刺管理、顧客管理の細かいデータを特別 なアセス メン ト分析 ソフ

トによりパ ター ン化
・カウンセリング機能/研 修プログラムの送受信

』 ③ マル チ メデ ィア

・電 子 ラ イ ブ ラ リー 、AV/CDソ フ トの 並 列 活 用

』 ◎ 参 画 システ ム

・ゲー トウェイ機能 を組み込みネ ッ トを広域化

・グループウェア ・アプ リケー ションによ り電子会議 も可能

・大手商用デ ータベースの活用 と提携強化
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"C
onvivial"と は、 イヴ ァン ・イ リイチが提唱 して いる ヒュー マ ンイ ンター

フ ェイ スの新 しい見方 で あ るが、相互 に触発 しあい、成長 し高 め合 って、一 人 ひ と りが個

性を 活か した生 き方 を可 能 と して いるよ うな状態 を 、 この言葉で表現 しよ う と してい る。

(注1)

工 業社会 が もた ら した 巨大 システムの なかで は、人 間一人 ひ とりの個性 が押 し殺 され る

よ うな状態 が起 こ りうる可 能性が高 く、 またその なかで コンピュー タは人 間 と人 間 との距

離 を大 き くす るよ うに も働 くこ とが あ るが、 コン ピュー タをは じめ と した道具 を 、人 間と

人 間 との 間の距離 を縮 め るよ うな道具 と して い く ことが必要 なので はないか 、 とい う発想

が 、 この言 葉 には込 め られ て いる。 それを 日本語 で 置 き換 える と、個人一 人 ひ と りが それ

ぞれに 自立 し、 かっ触 発 し合 って共 に成長 してい け る、 とい う意 味で 「自立共 生 」 と訳 さ

れ ることが 多 い。

本 デ ー タベ ース システ ム も、 そ う した人 間本意の仕組 み とな ることが 、重要 で あ るとの

視点 か ら、基 本概 念 と してrConvivialDataBaseSystem

(自 立共生 型 デー タベ ー ス システム)』 を標傍 す る こととした。

この よ うな基本 的考 え方 を成立 させ るため の、 よ り具体 的な コ ンセプ ト(サ ブ コ ンセプ

ト)と して 、①分 散型 ネ ッ ト、② パ ー ソナル ヒューマナイザー、③ マルチ メデ ィア、④参

画 シス テム、 とい う4つ の考 え方を示 したが 、 これ はデータベー スを具体 的 に作 り上 げて

い く際の発想 の原点 とす る ものであ る。(個 々の内容 に関 しては、表5-1を 参照)

(注1)「 コ ンヴ ィ ヴ ィ ア リテ ィの た め の 道 具 」

(イ ヴ ァ ン ・イ リイ チ 著 、 日本 エ デ ィ タ ー ス クー ル 出版 部 、1989年)

(2)ユ ーザ ー に と って の4つ の魅 力

上記 の発想 を、 デー タベ ースを利用 す る ワーカーやあ るい は企業等 の各主 体 か ら見た と

きに、 どのよ うな魅力 が感 じられ るのか とい う点を示 した ものが、表5-2「 在宅勤 務者

サ ポー ト・デ ー タベ ー ス システムの4つ の魅 力」で あ る。

マルチ メデ ィアの デー タベ ース と して、GUI(グ ラフィカルユ ーザ ーイ ンター フ ェイ

ス)環 境 やカ ス タマイズ の多様 性 に優 れて い ると同時 に、セキ ュ リテ ィの面 や ダ ウ ンサイ

ジ ングの傾 向 に も配 慮 した分散 型 デー タベ ー スす る ことで 、 コス トパ フ ォーマ ンスに も優

れた もの とす る。

また リレー シ ョナル型 デー タベ ースを採用す ることで、例 えば ワーカ ー個 々人 が成 長 し

てい く様子が必 要 に応 じて細か な履 歴 と して蓄積 されて い くよ うな仕組 みを構 築 す る こと

が可 能 となる。 ワーカ ーの能力 や技 量 に対 して、減 点方式で はな く加点方 式 を と って対応
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す るこ とが出来 るよ うにな るわ けであ る。

また多 人数が ア クセス出来 るマル チユーザ ー システ ムを指 向す ることで、 グループ ウ ェ

ア等の コラボ レー シ ョン環境 を整 え る ことが可能 となる。

表5-2在 宅 勤 務者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー スシ ステ ムの4つ の魅 力

ロ マルチメディアデ一夕ベース 《 華 華 蓋 華 洛
GUI環 境 、カスタマイズの多様性 が優 れてい るだけではな く、画像、音声、

グラフィックスデータを1つ の ソフ トの うえで柔軟 に活用で きることです。

同 轍 型データベース 〈========〉
マ ッキン トッシュの ネ ッ トワー ク機能 を利用 して、全国各地の提携 センタ

ーにあるデ ータベ ースをあたか も1つ のシステムであるかのよ うに操作す る

ことができます。

これは、データの セキ ュ リテ ィ上 か らも安全であ り、,かつコス トパ フォー
マ ンスに優 れていると言 えるものです。

センターでは、文字デー タ、画像 データ、 グラフ ィクスデータ を別 々のデ
ータベース(MOやCDも 含 む)に 保 存 します

。

ロ ル ーショプノげ 一夕ベース'一
パーソナルな部分の重視 、独 自性の尊重、加点方式が ヒュニヤナイザ ーと

してメデ ィア を活 かす指標 で しょう。 ∵

その ためには、きめ細 かな要 求、条件、制約 をデータの内容 に応 じて設定

される必要があ ります。

しかも、 それは煩 わ しい操作ではな く、簡単 にやれるものでな くてはなり

ません。

E]参 醒 データベース く蕊 鍵 蚕 垂 垂 』
1つ のデータベース を多 人数 でアクセ スできるマルチユ ーザ ーシステムの

アプ リケーシ ョンも作成 で きます。

グループで相談 しあいなが ら同時 に活用 する場面であ っても対応 できるわ

けです。
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5.1.2事 業組織 と全 体 システ ムの構成

(1)事 業 組織の構造

図5-2「 事業組織 の構 造 」で は、 この在宅勤務者 サ ポー ト・デ ータベ ースに関 わ る各

主 体 間の相互 の関連性 を示 したが、前章 まで の検討段 階に付加 され た部分 は、① フ ァクス

や電話 等 のサ ブ システ ムの積極 的な活用 、② セ ンターの関連企 業や 商用 デー タベ ース局等

の外部 組織 との積極 的な ネ ッ トワー クの構 築 とその活用 、③ ワー カー組織 内にお ける ワー

カ ー グル ープの存 在の積 極 的 な位 置づ け、の3点 で ある。

*セ ン タ ー 、 企 業 、 ワ ー カ ー 、 商 用 デ ー タベ ー ス 局 、等 の 相 互 関 係 を示 して

い ます 。 セ ン タ ー の 関 連 企 業 と は継 続 的 な 協 力 提 携1廻係 に あ る 糸1|織の こ と。

企 業

ワ

セ ン

9
サ ブ シス テム>

FAX

電 話

コピ ー

(リ ー ダー)

/＼

.(三)(…)

カ:二

セ ン タ ー の
く

⊂⊃

タ
一
局

図5-2事 業組織 の構造
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① に関 して は、ア ンケー ト集計 の結果 も踏 まえ、現時 点で は、 よ り多 くの人 に利 用 して

もらえ るよ うな現実 的路線 を取 ることが肝要で はな いか 、 とい う方 針の現れで あ る。具体

的 には、 フ ァクスや電話 での問 い合わ せや コーデ ィネー ト業 務を む しろメイ ンと して考 え

る くらいの発想 を と り、その 分セ ンターの オペ レー タの負担 は増 え るが 、現 時点で の ヒュ

ーマ ンイ ンター フ ェイス は向上 す る とい う現 実的 な方 針 を とった とい うことであ る。 これ

によ って、パ ソ コン通 信 を使 えな い と、本 デ ー タベ ー スに ア クセ ス出来 ない とい うネ ック

は解消 す ることになる。

② は、 この在宅勤務 者 サ ポー ト・デー タベ ースの価値 を高 めて い くた めに も、外部機 関

との連 携を いま以上 に構 築 してい くことが必要 であ る とい う認 識 の も とに、新 た に付 加 し

た もので あ るが、例 え ば商用 デ ータベ ース局 と して は、ニ フテ ィやPC-VANと い った

既存の商用 電子 ネ ッ トワー クだ けで な く、 その他の諸 々の商用 ネ ッ トワー クに もア クセス

出来 るよ うな仕組み を考 え てい る。

また、 セ ンター関連 企業 とは、今 まで の議 論 の中で は(財)中 央職 業能力開発協 会 や任

意団体 のr参 画 メデ ィアラ ボ』 、rSAS』 等 があが って い るが、 それ らはたまた ま現 時

点で種 々の人脈等 か ら接点 が あ る組織 であ る。今 後 は、 さ らに広 くネ ッ トワー ク出来 る機

関 を外に求 めてい くこ とを考 えてい る。

③ 点 目に関 して は、検討 部 会の なかで も一部 語 られて いた こ とであ るが、 ワーカーが イ

ンセ ンテ ィブを もって 、 またマネ ジメ ン ト的に も非常 に生 産性が 高 くワー ク出来 る形態 と

して、 グループでの ワー クが あ る。 グループのな かで の コ ミュニ ケー シ ョンが非常 によ く

とれ てお り、 マネ ジメ ン トフ ィーが少 な くてすみ 、 また仕事 の効 率 もい い。 こう した形 態

の メ リッ トは、志木 サ テ ライ トオ フ ィスでの活動 で も明 らか なよ うに、 と くに近隣 に住 む

主婦 の グル ープ層 で顕著で あ るが、 こう した(コ ミュニ テ ィ型の)コ ラボ レー シ ョンワー

ク形 態 は、単 に主婦 層 だけで はな く、他の ワー カー グル ープに も応 用 出来 る もの と考 え ら

れ る。
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(2)デ ー タ ベ ー ス シス テ ム と ネ ッ トワー ク構 造

図5-3は 、上記 のよ うな事 業組 織 を成 立 させ る、 システムの構成 を示 した もの であ る。

セ ンター(本 部)側 の ホス トコン ピュー タには、UNIXの ワー クステー シ ョンを配置 し

てあ るが 、初期 の システ ム開発 期(第1フ ェーズ)に は、 マ ッキ ン トッシュの機種 等で シ

ステ ムを組 む ことを ス ケ ジュール的 には考 えて いる。(5.2事 業 化への方策 参照)

6 クライアン ト企業&在 宅勤霧著～ *Mの 記 号 は

モ デ ム を意 味

し ます,,
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図5-3DBシ ス テ ム とネ ッ トワー キ ン グ構 造
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5.1.3デ ー タ 内容 の 分 類 体 系

(1)デ ー タ 内容 と交 流 コー ナ ー

デ ータベ ースの基 本的 な部 分 をなす デー タ内容 に関 して は、図5-4に 示す 「TEXT

系」 「画像系 」 「グラフ ィ ック系 」 とい う3っ の デ ー タ形式 での蓄 積を考 えてい る。 画像

系の中 には動 画、静止画 が含 まれ 、 また グラフ ィ ック系 に はス クジュー ラや表計算で 代表

され るよ うな グラフや 図が含 まれ る。 在宅勤務者 が 自 らの作品 を掲示(デ モ ンス トレー シ

ョン)出 来 るよ うな仕組 み は出来な いか、 とい う意見 が ア ンケー トの結 果中 に も見 られ た

が、構想 と して は、当然 マルチ メデ ィアの リレー シ ョナルデー タベ ースを考え ること とす

る。通信 を通 じて、 リアル タイ ムに検索等 が行 え ない と して も、オ ペ レータが介 在 し、 ま

た フ ァクスや電話等 の期存 の メデ ィアを多 用す る とい う発想 の もとに、 こ うした仕組 みが

可能 とな る。

また、各 デー タ部分 は、 〈雇用情 報 デ ータ 〉〈教 育 ・研 修デ マ タ〉〈ライ フス タイル支

援 デ ー タ〉〈業 務 ・管理 デ ータ 〉〈研 究 ・開発 デー タ 〉の5っ のデ ータ部 分か ら成 る。中

心 とな るの は、 〈雇用情 報 デー タ〉 と〈教育 ・研 修 デー タ 〉で あ るが、 他の デー タ もそれ

ぞれ貴重 な もので あ る。

〈 ライ フス タイル支援 デー タ〉は、 ス トレスマネ ジメ ン トや'OAtu器 の活用 、サ ー クル

・イベ ン ト情報等 を満 載す るが、 これ はr自 立共生 型デ ー タベ ース』に と って は、不可 欠

の要 素で ある と思 われ る。

また く業務 ・管 理 デー タ〉の 中心 とな るの は、一 種の 「(コ ラボ レー シ ョン)ス ケ ジュ

ー ラ」で あ り、 グル ープ ワー クを行 うときの、支 援 ツール とな る もので あ る。

また、上記の よ うなデ ー タ部分 に併 設 して、登録者(会 員)のSIGコ ーナー等か ら成

るく交 流 コーナー 〉が開設 され る。 こ こで は、在宅 勤務を続 けて い くうえで の様 々な障害

や また一種の役立 ち情 報等 に関 しての電子 上での会 話が成 され るが 、そ こで 有益で あ った

情報 は、保存 デー タと して主 と して くライ フス タイ ル支援 デ ー タ〉の方 に組 み入 れ られ る

よ うに な る。
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〈交流 コーナー〉

① セ ンター事務局 か らお知 らせ コーナ ー

② 会員SIGコ ーナー

③ 企業情報コ+鷲 ㌫ 訂 バーが舳1こアクセスして雇艦 のごく一部を

,'・礁 泥 響纒雛鍮)

急 用情報データハ
① 企業

② ワーカー

③ 公団体

＼ ノ

㍍ 育.研 修デー※ ライフスタイル

① セミナご ・研修
プラン

②各社試験 ・検定

Lノ

①。琵 ㌶ 〉

② ζ㌫ 活用
③ サ ー ク ル.イ

S」 ベ ン ト情 報

繕 警堺 ㌃ ・'
② 財務 ・経理

③ 人事

④ マーケティング

⑤ 顧客
人.ノ

菟 研究.開発ヂD
① 書籍 ・新聞

② 学会 ・論文

③ 新規事業開発

④ 特許
s」 ノ

(・ 蕨1,……,…豫:.…i:…:ii蓬)
ll

ζ輪 融 デー言
① 企業

② ワ_カ_

③ 公団体

＼ ノ

弦 音.研 修デ.※ ライフスタイル

① セ ミナ ー ・研 修

プラ ン②

各社試 験 ・検定

＼ ノ

①.轄 ㌶ 〉
ジメ ン ト②

OA機 器 活用③

サ ークル ・イ

Sベ ン ト情 報

捧呈麗 ㌃バ
② 財務 ・経 理

③ 人事

④ マ ーケテ ィング

⑤ 顧客

人 一 一ノ

論 究開 発デー為
① 書籍 噺 聞

② 学会 ・論文

③ 新規事業開発

④ 特許

× ノ

膓
ム

`

「1

ζ顧 情報データハ

① 企業

②.ワ ーカ ー

③ 公 団体

Lニ ノ

ζ縮
① セ ミナ ー ・研修

プ ラン

② 各社試 験 ・検定
「

× 、 ノ

・研修デー※ ライ㌫ 蔚 務・

① ス トレス マネ

② ζ㌫ 活用
③ サ_ク ル.イ

Lベ ン ト情 報

管理 デ ータ.

スケ ジュ ール

② 財務 ・経 理

③ 人事

④ マーケテ ィング

把 顧客'ノ

葱 研究.開 発デーB

① 書籍 ・新聞

② 学会 ・論文
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④ 特許
sノ

'

図5-4デ ータ内容 の分類体系
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(2)雇 用情報 デ ー タと教育 ・研修 デ ー タの概 略

図5-5お よ び表5-3は 、 〈雇 用 情 報 デ ー タ 〉 と く教 育 ・研 修 デ ー タ 〉 に 関 して の 、

概略 を記 した もので あ る。

*雇 用 に 関 連 す る ノ ウハ ウ や側三格/適 ↑生判1祈ll】の オ

リ ジ ナ ル ソ フ トが 活 用 さ れ ます 。 そ れ に よ り会 員 の

ワ ー カ ー や 企 業 は カ ウ ンセ リ ン グ をセ ン汐 一 か ら受

① 企当ナτ亮 搾 蒜)輪 耽 溺鋤 ら

回 正規社員型

*派 遣 社 員 を希 望 す るか 、仕 事 単 位 で

ワ ー カ ーの 選択 は セ ン タ ー に 任 せ る

か 、 さ ら に 短期 か 、 出 来 高 方 式 か と い っ

た こ とが ア ク セ ス 時 に各 項 目 を順 次 選 択

選択 す る と希 望 条 件 に合 っ た ワー カ ー が
ラ ンキ ン グ リス トで 紹 介 され る。

({2)ワ ー カ ー{則 の ライ フ ス タ イ ル ¶要望 形 式 か ら

囚

固 縮 ・効軸 先型

回 麟 ・・ンジ・イ型

*登 録 時 に ワ ー カ ー の個 性 評 価/能 力 .診
断 が 専 用 ソ フ トを利 用 し て為 され る。

と くに ラ イ フス タ イ ル や 自 己管 理 に つ

い ての 分 類 に よ り適 性 業種 や勤 務 方 法

に つ い て の ア ドバ イ ス を 受 け た りで き

る。

③ 業務 ・仕臨内容形式 から

回 実務 ・技糠 践型

固結方式

出来高方式

*企 業 ま た は ワ ー カ ー が 希 望 す る

業 務 内容 に即 して 、両 者 に 希 望 ラ
ン キ ング 適 合 度 を示 す 図 表 が 与 え

ら れ相 性 を判 定 して も らえ る。

図5-5雇 用 情 報 デ ー タ
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図5-5「 雇用情報 デ ー タ」で 、企 業(ク ライア ン ト)側 の雇 用形式か ら検索 を行 う際

に、 まず、A派 遣型 、B請 負型、C正 規社員型 を選択 す る とい う事例が提示 され てい るが 、

これ は後述(5.2事 業 化へ の方 策)す るよ うに、在宅 勤務者 サ ポー ト・デー タベ ース

は、 もちろん在宅勤 務者 が メイ ンターゲ ッ トで はあ るの だが 、若干枠 を広 げた ほ うが 、企

業側 、 ワーカー側 と もに メ リッ トが大 きい とい う観点か ら、今 まで の企画 案 とは差異化 し

た箇 所で ある。

また図5-6は 、雇用 情報 を実 際に検 索す る際の、画 面設 計 の一 部を示 した ものであ る。

セ ンター内のオペ レー タが操作 す るとい うこと も多 いが、将 来 的 には リアル タイ ムオ ンラ

イ ン検索が可能 な と ころ までを構想 してい るわ けで あ り、 その意 味で もヒューマ ンイ ンタ

ー フ ェイス と しての画 面 デザ イ ンは重要な要素 とな る。

ピクチ ャーフ ィール ドの 属性 決定

フ ィール ド設 定

企業名

事業種別

業務内容

データ入力

図 入力可

口 選択項目

口 指定項目

口 除外項目

《
匝 ⊃
匝 ⊃

⊂三Z工ZD(=工 ⊃ ⊂=⊃

図5-6雇 用 情 報 支 援 シ ス テ ム(マ ク ロ 設 計)
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表5-3は 、 〈教育 ・研 修 デ ータ 〉の内容概 略を示 した もの であ る。各種試験 ・検定制

度 の項 に は、私設検 定試験部 門 とい う ものが設 けて あるが、 これ は、心 理 的側 面検討部会

等 で も語 られ た 「在宅勤務者 サ ポー ト・デー タベ ース」独 自の検定 制度(例 えば 「マルチ

メデ ィア検定 制度等)設 立の可 能性 を示 しい る。

また、在宅 勤務者サ ポー ト・デー タベ ー スか ら他 の研 修 プ ログ ラムへ 、 ゲー トウ ェイが

出来 るとい うネ ッ トワー ク構 造 を前 提 と した もの と考 えて い る。

表5-3教 育 ・研 修 デ ー タ

① セ ミナ ー ・研 修 ス ケ ジュール ・種別 紹介

囚 職業能力開発 ・向上プ・グラム

回

同

一142一



5.2事 業 化 へ の 方 策

5.2.1事 業 と して 成 立 させ る た め の ア イ デ ア

(1)既 存 の商用 電子 ネ ッ トワー クとの提携

検討部 会で も再三課題 と して取 り上げ られ、 またア ンケー ト結果で も 「継続 して仕 事が

あ るのか?」 とい う形 で問題 とな った事柄 で あるが 、 ワー カー は多数 集 まった と して も、

実 際 にそ う した ワーカー に出せ るだ けの 仕事量が確保 出来 るのか、 とい うことがあ る。 お

そ らく、 この 問題が在宅 勤務者 サ ポー ト・データベ ース に とって最 も大 きな問題 の一つ で

あ る と思われ る。 デー タベ ー ス提供側 の本部 セ ンターが、営 業 マ ンを多数雇 い入れて クラ

イ ア ン ト見込 み企業 に対 して営 業攻勢 をか け るとい うこと も、 おそ らく経費 的 に採算が と

れ ない。

そ こで、一 つの アイデ ア と して浮上 して い るのが、既存 の大手 電子商用 ネ ッ トワー クと

提携 し、相互 にメ リッ トが あ る形を追求 す る とい う もので あ る。大手商用 ネ ッ トワー クで

は、 パ ソ コ ン通信へ の加入者 が属性的 に偏 ってい るとい うことで、女性層 や高齢者層 、 ま

た、 身障者層 等 に対 しての会 員獲得 には熱心 に取 り組 もうと して いる。在 宅勤務者 サ ポー

ト・デ ー タベ ースは、そ うした層を ワー カー と しての対象 と考 えて い るので、 もし大手商

用 ネ ッ トワー クの中に、在宅 勤務者 サ ポー ト・デ ータベ ー スが 位置づ け られれ ば、双方 に

とって メ リッ トを追求 出来 るとい うことが言 えよ う。例 えば 、商用 ネ ッ トワー クか らゲー

トウ ェイで、在宅勤務 者 サ ポー ト・デ ータベ ースにア クセ ス出来 る とい うよ うな仕組み が

出来 れ ば、そ こか ら得 られ る双方 の メ リッ トは、以下 のよ うに整理 出来 る。

・商用 ネ ッ トワーク側の メ リッ ト

ー今 まで利用者 で はなか った女性層
、高齢 者層、身 障者 層 を は じめ と して、あ ま りパ ソ コ

ン通信 に興味 を持 って いなか った層 にまで入会者 を増 やす ことが 出来 る。

一パ ソコ ン通信 を通 じて 報酬 を得 られ るよ うな仕組 みが 出来 た ことによ って、今 まで は主

と して趣味 の領域の もの と して認識 されて いたパ ソコ ン通信 の と らえ られ方が変 わ り、 さ

らに入 会者 を増やす ことが 出来 る。

一企業 に対 して企業会員 と しての入会 を営業 す る際 に、在 宅勤務 者 サポ ー ト・デー タベ ー

スを通 じて 、業務の安価 な委託 や人材 の確保 が容 易 にな る、 とい うメ リッ トを強調 す る こ

とが 出来、入 会が誘 いやす くな る。

・在 宅 勤 務 者 サ ポ ー ト ・デ ー タベ ー ス側 の メ リッ ト
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一商用ネ ッ トワー クの営業 社員が 、企業 に対 しての営業 を行 うことで、在宅 勤務者 サ ポー

ト・デ ータベ ー スの仕組 みの なかに、 企業か らの業務委託 が発生 しやす くな る。

一 ワーカー層 を
、すで にパ ソコン通 信 に加入 して いる人材 を は じめ と して、広範 囲か ら集

め ることが 出来 る。

既存の商用 ネ ッ トワー クに とって の メ リッ トは、一言 で言 えば、会 員の新規 獲得 の 目玉

に出来 る とい う ことで あ るが 、それ は女性層 を は じめ と した一 般会員 に限 らず 、企業 会員

に して も同様 で ある。 企業 に対 して ネ ッ トワー クへの入会 を営業す る際 に 「この ネ ッ トワ

ー クの 中に は
、在宅勤 務者 サ ポー ト・デー タベ ー スとい うものが あ り、それ を使 えば、翻

訳や入 力業務、 また小 規模 の マーケ テ ィ ング調 査等 もす ぐに安価 に発注 出来 ます 。」 とい

う"売 り"が 出来 ることで 、企業 への営 業が しやす くな るとい う点 を指摘 出来 よ う。

とくに、優秀 な人材を必 要 と して い る中小企 業等で は、在宅勤務 者サ ポー ト・デ ータベ

ースの利用 の機会 が多 い と考え られ る
。そ して この ことは、 とりもな お さず、在 宅勤務者

サ ポー ト ・デー タベ ースの中 に継 続 的に業務 が流れ やす くな る とい うことを表 して もい る。

在宅 勤務者 サポ ー ト・デー タベ ー ス側 が独 自に営業 の人材 を雇 用 して委託 され る業務 を集

めて くる ことは、経費 的に も当初 は難 しい と思わ れ るので、商 用ネ ッ トワー ク側 に もメ リ

ッ トがあ る形 で、営業 の人材 を効率 的 に利用 させ ていただ くとい う発想 で あ る。

(2)業 務委託の仕事が発生 しやすい企業 との提携

いか に して業務 を継続 的 に、在宅 勤務者 サ ポー ト・デー タベ ースの中 に流 すか に関 して

は、前項 の よ うに既存 の商用 ネ ッ トワー クと提携 す る とい うこと と同時 に、中堅 クラスの

在宅勤務 者向 けの仕 事を有 して い る企業 と連合 を組んで い くとい う発想 も考 え られ る。

具体 的に は、 中堅 クラス(あ るい は大手 クラ ス)の 翻訳会 社、 デ ー タ入 力会社 、 ソフ ト

ウ ェア会 社等 、すで に在宅勤 務者 を用 いて いるよ うな企業 に話 を持 ちか け、そ うした企業

に流れ てい る業務 の一部 を在宅勤務 者 サ ポー ト・デー タベ ースに登録 してい る ワー カーに

流 して も らうよ うに した り、 あるい はそれ らの企業の業務 拡大 の一手段 と して 、 この在 宅

勤務者 サ ポー ト・デ ータベ ー スを利用 して もらうよ うな形 を取 るのが いいので はな いか、

と考 え られ る。

そ う した性 質の企業で は、常 に優秀 な ワーカ ーを さが して い る ものであ るが 、在宅 勤務

者 サ ポー ト・デ ータベ ースが 、既 存 の大手商用 デ ー タベー ス とつなが った り、 また効 果的

な広告 等を打 つ ことによ って知 名度 が高 ま って くれ ば、それ らの企業 に も優秀 な ワー カー

が 集 ま りやす くな りメ リッ トが 大 きい。

さ らに、各 参加企業が それ ぞれ の ノウハ ウを、在宅 勤務者 サ ポー ト・デー タベ ースの 中

で教 育 と して展開 して い くとい う形 も考え られ る。翻訳 の ノウハ ウを持つ企 業 は、 この在

一144一



宅勤務者 サ ポー ト・デ ー タベー スの なかで 、翻 訳者養成 の講 座を開 けば 、それ 自体が一つ

の ビジネ スとな りうるわ けであ る。 そ う した形 で 、参加企 業を募 って い くとい うことが在

宅勤務者 サ ポー ト・デ ー タベ ースの基 盤を安 定 した もの と して い くことに寄与 す るで あろ

う。

「在宅 勤務 」 とい うキ ーワー ドの もとで 、異業種 の何社 かが集 い、互 い にア ライア ンス

(連 携)し て い くなか か ら、新 たな ビジネスの芽 が生 まれ た り、 また共 同で メ リッ トを追

求す るための あ る種の組 織(組 合等)を っ くる とい った展開 もあ りうるか も しれ ない。在

宅勤務 者サ ポー ト ・デー タベ ースの名 の もとで 、 「在宅勤務 」に関 わ る中堅 クラスの企業

の連携 を進 め ることが 、各企業 に とって も、 また在宅勤務者 サ ポー ト・デー タベ ー ス側 に

とって も、共 に メ リッ トが大 きい と思 われ るので ある。

(3)リ クル ー ト情報 の提供 や人材 派遣 業へ の領域拡大

在 宅勤務者 サ ポー ト ・デー タベ ースに関心 を持 ち、 ここに会費 を払 って登録 を して くれ

る企 業が た くさん い るこ とが 、在 宅勤務 者サ ポ ー ト・デー タベ ースの発展 に もつなが る し、

また経 営的 な基盤 を安 定 させ ることに もつ なが る。

経 済的側面 検討部会 等で は、大 企業 よ り も中小企業 を対象 と した展開 の方が よ り効果 的

で あ るとの意 見が 出され たが 、世 の中小企 業 が何 に最 も力 を注 いで い るか と言 えば 、一 つ

には売 上の拡 大、 そ して いま一 つは優秀 な人材 の確保で あろ う。 と くに後 者 の人材確保 は

大 きな問題で あ り、 中小 企業 の屋 台骨 に も関 わ る もので あろ う。

在宅 勤務者 サ ポー ト・デー タベー スで は、基 本的 にはそ う した中小 企 業へ のサ ポー トに

して も、常勤 の人材 を斡 旋す る とか、 あ るいは人材 を派遣す るとい った スタ ンスで はな く、

あ くまで も中小 企業か ら業務 を受託 す る とい う請負制 を前提 と して 、話 を進 めて きた。

しか しなが ら現実的 な中小企業 のニ ーズ に 目を 向ける と、必 ず し も請 負制 にのみ固執 す

るこ とが得策 なのか ど うか につ いて は意 見の分 かれ ると ころで はないか と思 われて くる。

請負だ けで はな く、派遣 ワーカーの斡旋 や また正 規社員の紹介 とい った ことにまで広 げて

考え る とい うことが、 よ り現実的で あ るか もしれな い。登録 を希望 す る ワーカ ーの立場 か

らみて も、短期 の勤務 を希望す るか 長期 を希望 す るか、固定給 を望 むか 出来高方 式 か とい

った点 に関 して は多様 なニ ーズが存在 す ると思 われ る。(中 小)企 業 側 と して も、 この在

宅勤 務者 サ ポー ト・デー タベ ースが一 つ の リクル ーテ ィングの場 と考 え られ るよ うになれ

ば、定期 的 に求 人情報 を発信 しよ うとい うことに もな り、そ の分 一種 の広 告 出稿 費の よ う

な形 で在宅 勤務者 サ ポー ト・デ ー タベ ースに お金が落 ちるとい う仕組 み を作 る こと も可能

にな って くるの であ る。

派 遣や人材 紹介 をす る際に は、当然 資格 を取得 す ることが必要 とな り、 また正 規社員の

紹介 まで行 うよ うにな っては、在 宅勤務 者 のサ ポー トとい う大命題 か ら逸脱 して しま うの
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で はないか、 とい う懸念 もあ ろ うが 、 こ こで は実 際に この デー タベ ースを頻繁 に利 用す る

ワー カーや 中小 企業の ニ ーズを もとに して発想 し、あえて枠 を広げ る ことの方 が得策で あ

る と現在 は考 え るに至 って いる。(そ うした意図 で、図版 を起 こ した ものが 図5-5雇 用

情報 デー タ、であ る。)

実際、全 国の い くつかの地域 で、 リクル ー ト情 報を、 リアル タイ ムに近 い形 で 、パ ソコ

ン通信等 を用 いて ワー カー(就 業希 望者)に 提供 す る とい う ビジネ スの形態 が徐 々に成立

しっっあ る。電話 で問 い合 わす ことが 出来、必要 な情報 は フ ァクスで流す とい う形 態 も一

般 化 しつつ あ る とい う。 そ う した電話 、 フ ァクス等 の既存 の メデ ィア も大 いに活用 した形

で、在宅勤 務者 サ ポー ト・デ ータベ ースの枠 を幾分大 き くす る ことが事業 と して成 立 させ

るための大 きな フ ァクター となるか も しれ ない。

(4)本 部 セ ンター主導 の新規 ビジネ スづ くり一1地 域密着 型ハ イ タ ッチサ ー ビス

以下 に、在宅 勤務者 サ ポー ト・デ ータベー ス とい う仕組 みを使 っての新 しい新規 ビジネ

スの展 開を い くつか検 討 してみたい。 これ らは在 宅勤務者 サ ポー ト・デ ータベ ースを運営

す る本部 セ ンターが主 導 して ビジネ ス と して成立 させて い くよ うにす る ものであ る。

まず一つ め は、在 宅勤務者 を 「地域型 の販売 員」 と して機 能す るよ うに仕組 ん で い くと

い う発想で あ る。販 売員 と言 って も、 それ は従 来の発想 での販売 員で はな く、 きめ細 かに

家庭を訪 問 し、 その家庭 のニ ーズにあ った商 品を紹介 して い く、 とい う形 での販 売員で あ

る。

一例 と して、幼 児教育 用の教材 を販売す る販売員 を想定 してみ る。彼女 は幼 児教育 に対

しての関 心が深 く自 らも2人 の子 ど もを育 て上 げた体験が あ る。 また保 母の 資格 も持 つ。

そ う した人材が 、研修 を受 けた後 に、地域 で300名 程 の顧 客を担 当 し、月 の内 の10日

は リス トに従 った電話(テ レマー ケテ ィング活動)、 次 の10日 は訪 問活動 とい うよ うな

業務を行 う。 彼女 は、家庭 を訪問す る際に は、教 材 を売 るとい う発想で はな く、母 親 の不

安や悩み、 感 じて い る こと等 を何 しろ聞 いて くるとい う役割を 自覚 して業務 にあた る。 こ

うした活動 は地域 の中で 、 きめ細か くや る必要 が あ るわ けで、 その意味で 従来 型の単 な る

販売員 とは異 な った もの とな る必要が あ る。幼 児教育 の場合 には、一面 お母 さん教育 であ

る、と も言 われ るよ うにお母 さん に対 して の取 り組 みが重要 にな るわけだが 、 システ ムと

してカウ ンセ リングやお母 さん セ ミナーを開催す るな どのサ ポー トサ ー ビスが しっか りと

してい る必要 があ る。

本部 と して は、 そ う した システ ムの 開発 や ツールの作成 を行 うことを主 とす る。 こうし

た発想 は、在 宅勤務 者を必ず しも家の 中だ けで作 業す ると厳密 に場 所を規 定せず に、家 お

よ び近 隣地域 、 とい うよ うに若 干枠 を広 げた もの と して発想 してい るか らこそ成 立す るア

イ デアで あ る。
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こ う した発想 は、な に も幼 児教室 に限 らず 他の物販 に も適 用 出来 る と思 われ る。 本部 セ

ンターは、 これ は と思 われ る商品を さが し出 して きて、 この在 宅勤務者 サポ ー ト・デ ー タ

ベ ースに乗 せれば いい、 とい う形 とな るわけであ る。

(5)本 部 セ ンター主 導 の新規 ビ ジネスづ くり一2

新 規事業支援 グループ(ネ ッ トワー クシンクタ ンク)に よ る事 業 イ ンキ ュベ ー ト

本 部 セ ンターで中心 的 な役割 を担 って、一種 のネ ッ トワー ク型 シ ンクタ ンクを設 け ると

い う発想 もあ りうる。 ネ ッ トワー ク型 シンクタンクで は、 いわ ゆ る通常の シ ンクタ ンク業

務 を受託 して行 え るが 、そ のなか の一例 と して、イ ンキ ュベ ー シ ョンサ ポー トの事業 を行

うとい うパ ター ンを ここで は取 り上 げて いる。 図5-7に は、 そ う した業務 を行 う際の一

連 の業 務の流れ を図化 した わけだが 、在宅勤務者 と言 って も在宅 の シ ンクタ ンカ ー達が こ

う した一連の業務 のなか で関 われ るとい う形 にな ってい る。
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個人企 業家 を支 援 して い くこ とも重要 な課題 です。 その ために提 案型 マ ー

ケテ ィングや協 同開発 の受 発注 をセ ンター社 員が中心 に な って行 ない ます。

依頼/報 告の コミュニ ケ ーシ ョン過程 は電子 メール 等 が活用 され るため

電話の ア イ コンが付 け られ てい ます。

下 記左 列の枠組 み はセ ン ター

側 が実 行す る内容 を示 して い ま

す。

下 記右 列 は公衆 回線 を活 用 して活動 す る

ワーカ ー側 の仕 事内 容 と その報 酬 の授受 を

示 してい ます。

情報収集

商品化の
正否検討

企画書草案

依頼

依頼

主婦ワーカーによる
マ ーケ ンテ ィング調査

長行 。与振込

ワー コノ

セプ ト作 り/詳 細設計

支援グループ内
での打ち合わせ

ライア ン ト企

との 交 渉

正式契約

商品化開始決定

報 口

交渉決裂

納品

艮行 与振込

プ ロ ジ ェ ク ト破棄

ト

る

ク

よ
エ
に

ジ

ム
ロ

一
討

プ

チ
検

作

一
様

制

力
仕

品

一
作

商

ワ
制

技術 ワーカーに よる

商品制作

艮行 与振込

図5-7イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン サ ポ ー ト 事 業 例
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(6)日 本 サ テ ライ トオ フ ィス 協 会 等 と の タ イ ア ップ

在 宅勤務者 サ ポー ト・デ ー タベ ースが、一極集 中に対 して の一 つの有効 な解決策 にな る

で あ ろ うことは、以前 に も述 べ たが 、一極集 中の是正 とオ フ ィスの分散型 配置 を社 団法人

と して進 めてい るの が、 日本 サ テ ライ トオフ ィス協会で あ る。 この協会 は、す でに発足 し

て2年 程 にな るが 、 この5月(93年 春)に は社 団法人 と して新 たな出発を切 ることにな

って い る。 こ う した半 公 的な機 関が この在 宅勤務者 サポ ー ト・デー タベ ースを一つの事 業

と しての位置づ けを行 うとい う可能性 もあ る。 もしもそ う した話 になれ ば、公的 な意 味合

いを帯 び る ことにな るので、 業績を あげて、大 きく儲 ける とい った発想 はな くな って しま

うが 、その分 、よ り公共 の利 益を考 えて戦略 を立 て られ るとい うメ リッ トがあ る。一つ の

可能 性 と して あげてお くこ ととす る。

5.2.2事 業 化 へ の ス ケ ジ ュー ル

事業 化へ の スケ ジュール と して は、第1フ ェーズ、第2フ ェーズ、第3フ ェーズ とい う形

で 、3つ の段階 を考 えて い る。 それぞれ 、93年 度、94年 度 、95年 度 とい う形 で仮 に

考 えて い るが、第1フ ェーズが 、 システム開発期 と位 置づ け、 デ ータベー スの プ ロ トタイ

プの作成 かた実験 の導 入 まで を行 うこと と した。第2フ ェー ズで はネ ッ トワー クの拡大期

と して 、協賛企業 の公 募 や また システ ム 自体 もユニ ックスマ シンに レベル ア ップを図 る等

の形 を考 えて お り、地 域 ネ ッ トワー クの拡 大期 と位 置づ けて い る。第3フ ェーズで は、世

界 的 な規 模への展 開 と、新 しい組 織形態 を発足 させ るこ とを考 えて お り、 これ は利潤還 元

期 と した。

図5-8に は、人件 費 を除 いた最低 限の必要経 費を算 出 した。会員 数 に関 して は、第1

フェーズ は800名 だが 、第3フ ェーズで は、1万 名 にまで持 って い くこ とが課 題で あ る。
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(志木 サ テ ラ イ トオ フ ィスの リソー ス を有効 利 用 した場 合)

第1フ ェー ズ 第2フ ェー ズ 第3フ ェー ズ

(シ ステム開発 期) (地域 ネ ッ ト拡 大期) (利潤還元期)

'93
.4

'94
.4

'95
.4'96.4

事 8月12月
8月

6月
)

業
計
画
内
容

(1)(1)()

4thDIMプ ロ トタイプ 実験

設計期 作成期 導入期

()12月

協賛企業のく ←一 一■レ

公募UNIX州S()

移行 センター局員

の拡充

(

新規組織発足
一

商用ネットとの共

同事業&世 界的な

ネットの拡大

DBソ フ ト4thDIM他60万 DBソ フ ト(ATOSON-1)350万

`

DBハ ー ドMACFX/ci 、
DBハ ー ド(UNIX/WS)250万 ソフ ト系1,000万

ハ ー ドデ ィス ク

モデム200万 FAX配 送機50万 ハ ー ド系2,500万

必 FAX配 送機,

要 オペ レー タ人件 費(1人)

1万 人/1日 ×200日=200万

オペ レー タ人件費(3人)

200万 ×3人=600万

人件 費/メ ンテ

1,500万

経 システム開発費 ・メンテ250万 システム開発 費 ・メンテ250万 通信 費等1,000万

費 通信費等5万/1ケ 月×12=60万 通信 費等20万/1ケ 月×12=240万

計770万 計1,740万 計6,000万

組 織 志木サテライ ト十公共事業団
志木サテライ ト十公共事業団

協賛企業
社団or新規事業団企業

会 員 800名 3,000名
10,000名

ee事 業化 を大 き く2つ に分割 すれ ば、2年 後 までを実験的 な事業期 、 それ以後 を本格

的 な ビジネス拡大期 と分 け られます。上記の例 は さらに最初 の時期 をシステム開発 期

と して3つ の フェーズに分割 しています。

図5-8事 業化 へ の ス ケジ ュ ー ル
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